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様
：
家
老
三
原
浅
野
家
の
先
代
当
主
浅
野
出
羽
忠
敬
（
た
だ
ひ
ろ
）
の
室
で
、
次
の
当

主
右
近
（
雅
楽
）
忠
英
（
後
に
敬
五
と
改
名
）
の
母
。
芝
山
国
豊
（
し
ば
や
ま
く
に
と
よ
）

の
娘
。
東
城
浅
野
家
の
浅
野
首
』
向
の
養
女
と
な
り
、
忠
敬
の
室
と
な
る
。
東
城
浅
野
家
と
芝

山
家
と
は
縁
戚
関
係
が
濃
い
(
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頁
の
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図
参
照
）
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様
：
藤
原
氏
北
｛
琢
中
御
門
流
公
卿
で
あ
る
東
園
右
近
衛
権
中
将
基
敬
（
も
と
ゆ
き
）
の

二
女
。
別
名
茂
代
。
公
卿
と
諸
藩
家
臣
と
の
直
接
の
縁
組
は
許
可
さ
れ
な
い
た
め
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永
六
年
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村
上
家
乗
」
参
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資
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和
5
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1
.
1
1
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 浅

野
慾
昭
三
女

安
政
六
．
正
生

明
治
八
、
八
、
二
匹
麓

『平成新修旧華族家系大成

。

上巻』（社団法人霞会館、吉川弘文館）

ヽ

い
ど
う
。

7
.
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ヰ
念
烹
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亡

F
：
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◎
三
月
十
一
日

③
海
棠
（
か
い
ど
う
）

・・・
バ
ラ
科
の
落
葉
低
木
。
中
国
原
産

で
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
観
賞
用
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
。

幹
は
高
さ
五
＼
八

m
に
達
し
、

垂
れ
下
が
っ
て
広
が
り
、

と
が
あ
る
。

で
、
黄
赤
色
に
熟
す
。

叉

2」

ヽ
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上 l‘こ二‘'ヒー

「天明年間の広島城下絵図」

（『新修広島市史』五 地図）

枝
を
多
数
分
か
ち
紫
色
で

先
端
が
刺

葉
は
互
生
し
、

（とげ）

先
の
と
が
っ
た
楕
円
形
で
、

若
葉
の
う
ち
は
紅
色
を
帯
び
る
。
四

S
五
月
頃
、

柄
（
か
へ
い
）
に
リ
ン
ゴ
の
花
に
似
た
三
S
五

cm
の
紅
色

の
五
弁
花
が
開
く
。
果
実
は
径
五

S
八
皿
の
球
形

漢
名
は
垂
糸
海
棠
゜

に
な
る
こ

長
い
花

は
な
か

◎
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二
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野
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毛
三
原
浅
野
｛
季
士
。
慈
君
（
彦
右

衛
門
の
継
母
、
彦
右
衛
門
妹•
お
梅
の
実
母
）
の
実

父
で
あ
る
吉
光
軍
右
衛
門
が
三
原
浅
野
家
士
な
の

で
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
だ
が
、
慈
君
を
中
心
に
村

上
家
と
交
流
が
あ
る
。

国
鷹
部
屋
＾

⑤
鷹
匠

（た
か
じ
ょ
う
）
町
：
広
瀬
村
域
内
に
で
き
た
武

家
町
で
、
本
川

（
太
田
川
）
西
側
の
竪
筋
に
面
し
、
南
は
町
地
の
鍛
冶
屋
町
に
続
き
、
北
は

空
鞘
町
。
こ
の
筋
の
西
側
、
清
住
寺
東
隣
に
御
鷹
部
屋
が
あ
っ
た
た
め
（
天
明
年
間
広
島
城

下
絵
図
）
こ
の
名
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
文
久
年
間
広
島
城
下
絵
図
に
は
北
の
空
鞘
神

社
北
西
に
餌
差
組
の
者
の
居
住
す
る
多
門
を
描
く
（
次
頁
）
。
現
在
の
中
区
本
川
町
一
S
三
丁

目
・
十
日
市
町

一
S
二
丁
目
『
広
島
県
の
地
名
日
本
歴
史
地
名
大
系

35
』
（
平
凡
社
）

⑥
餌
指
（
え
さ
し
）
・
：
鷹
匠
の
配
下
に
あ
り
、
鷹
の
え
さ
と
す
る
小
鳥
を
捕
え
る
こ
と
を
人
と

す
る
役
職
。

⑦
鶉
羅
…
鴨
は
ひ
よ
ど
り
。
羅
は
羅
網
（
ら
も
う
）
の
こ
と
。
羅
網
は
鳥
を
捕
獲
す
る
網
゜

「ハナカイドウ」

(Wikipedia)) 
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四
十
雀

「
（
佐
伯
郡
地
御
前
村
）
国
郡
志
御
用
下
し
ら
べ
書
出

帳
」
（
『
廿
日
市
町
史
』

資
料
編

m

雷

墨

サ
：
鷹
狩
り
は
、
猛
禽
類
の
鷹
（
オ
オ
タ
カ
な
ど
）

・
隼
（
ハ
ヤ
ブ
サ
）

・
鷲
（
イ
ヌ

ワ
シ
）
な
ど
を
馴
養
し
て
、
こ
れ
ら
に
鳥
獣
を
捕
獲
さ
せ
、
鷹
匠
が
取
り
上
げ
る
狩
猟
゜

「
御
鷹
」
は
権
力
者
の
象
徴
で
、
将
軍

へ
の
献
上
品
な
ど
慶
事
の
贈
答
に
使
用
さ
れ
る
。

鷹
狩
り
の
獲
物
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兎
な
ど
の
小
動
物
や
、
鴨

．
雁
な
ど
の
鳥
類
（
鶴
が
最
高
）
。
広
島

藩
で
は
、
浅
野
家
が
入
封
直
後
に
鳥
の
捕
獲
独
占
を
宣
言
し
て
い
る
(
R
)
。
広
島
藩
で

は
広
島
藩
王
だ
け
が
鷹
狩
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
領
内
に
は
、
日
帰
り
コ
ー
ス

の
広

島
城
下
近
郊
（
西
辺

・
東
辺

・
川
上
辺

・
五
日
市

・
諸
新
開
等
）

の
ほ
か
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御
泊
鷹
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地
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前
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切
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H
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―
ラ

＾
よ

言

舷

立

請

）

あ

み・

う
す
ぎ
ぬ
・
つ

ら
ね

畠
思
愛
。
か
け
あ
み
。
と
り
＊
す
。
「
雀
細
井」

〔詩
・

王
冤
愛
〕
「
雉
離
手
羅
こ
②
う
子
る
。
⑦
網
に
か
け
て

捕
ら
念
。
〔
詩
・小
雅
・
鴛
芭
「
鷺
喬
子
飛
、
皐
＞
之
羅
＞

之
」
④
く
る
み
と
る
。
残
岳
取
る
。
「
網
羅
」
③
つ
ら
ね

（中略）

隔

囲

会

窓
。

甲
骨
文
は
、
意
符
の
同
（
学
｛）
と
、
意
符
の

焦
（
と
り
）
と
か
ら
成
る
。
笙
文
ね
は
、
さ
ら
に
、
意
符
の
糸

（い
と
）
を
加
念
。
「
ラ
」
の
音
は
、
ひ
っ
か
け
る
意
(
1
1

離
，
）

酋

係

が

を

。
烏
を
捕
ら
・
念
た
め
の
、
糸
で
編
ん
だ
張
り

網
の
意
。
転
じ
て
、
「
つ
ら
ね
る
」
怠
、
ま
た
、
目
の
細
か
い
こ

と
か
ら
、

「う
す
ぎ
ぬ
」
の
惹
に
用
い
る
。

＇
唱

・遷
・籍，
．男
・邁
，．
鍾，

固

畠

ア
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・

ア
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ク
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ス
モ
ノ
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レ
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・
ウ
レ
（

．

カ
カ
ル
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カ
ク
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ク
ラ
フ
・
カ
プ
ル

・ク
ル
メ
ク
・
コ
メ
テ
・
シ
ク
・
ツ

ラ
ナ
ル

・ツ
ラ
ヌ
・ト
リ
ア
ミ
・
マ
ジ
＾
ル
・
ョ
ル
臼
出
）
ア
マ
ギ
ヌ
・

ア
ミ

•

ウ
ス
モ
ノ
・

カ
カ
ル
・ツ
ラ

ナ
ル
・
ツラ
ヌ
・
ト
リ
ア
ミ

・
フ
ル

フ
函
西
ア
フ
・ア
ミ
・ア
ヤ
ギ
ヌ
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ス
モ
ノ
・
ツ
ラ
ナ
ル

囚
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④
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【鶉

】似

該

｛

虹

翡

｝

塁

囮

ひ

よ

ど

り

閏

①

「翰
焙
り
」
は
、
局
の
名
。
ひ
よ
ど
の
類
°
春
分

の
こ
ろ
早
朝
に
叫
t
〔
欧
陽
修
・
鴨
燐
詞
効
圭
建
作
〕

「
奴
窓
聰
俎
催
ー
ー
天
明
こ
R
批
灰
井
②
「
鶉
展
5

」は
、

鳥
の
名
。

と
う
が
生
。
こ
く
ま
る
が
全
（
「
国
訳
本
草
綱

目
」）
0

〔
頚
・
烏
〕

囮
＄
ど
り
。
ひ
よ
ど
り
科
の

C

雷
芦
°
意
符
の
品
（
合
）
と
、
音
符
の
卑
・
よ
（
嗚

く
だ
の
擬
芦
音
）
と
か
ら
成
る
。
ピ

ッ
ピ
ブ
と
閲
＜
几

2
息
。

（
忽
『
角
川
大
字
源
』
）

江
~
i

「ヒヨドリ」

(Wikipedia)) 
（ウィキペディア
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疇
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ノ
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ヲ
見
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l
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廣
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ス
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ス
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疇

『芸
藩
輯
要
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第

三

編

藩

士

名

鑑

（

御

役

之

章

程

御

附

R
i
＾

鉄
砲
に
て
烏
う
ち
禁
止
の
書
付

叩

鯛
明

「
自
得
公
済
美
録
」
巻
十
二

覚

六

城

在

々

井

海

河

に

よ

ら

す

、

鉄

泡

に

て

鳥

を

う

ち

候

儀

堅

停

止

候

、

其

島

図

判

を
う
ち
候
も
の
見
か
く
し
聞
か
く
し
候
ハ
ヽ
、
其
所
々
庄
屋
•
お
切

．

百

姓

急

度

成

敗

可

申

付

候

絵

即

付

、

他

国

衆

西

国

へ

の

道

筋

井

舟

に

て

上

下

之

衆

烏

を

う

ち

申

町

膚

候
ハ
ヽ

、
其

所

之

も

の

罷

出

理

申

も

の

い

ひ
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仕
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字

名
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元
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五

年
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守
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い
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編
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て

゜

（
忽
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角
川
大
字
源
』
）

二
0
二
三
年

こ
【
潟
】
＊
⑮
ン
ャ
◎
＝
｛
霜
蒻
｝
~

x
i
e
 

圏
そ
そ
ぐ
・
は
く

⑫
比
治
山
千
本
杭
潟
：
・
比
治
山
山
内
地
名
と
思
日
国
日
名
ぐ
°
傾
斜
さ
せ
て
水
を
流
し
、
か
け
る
。
〔
謝
霊

遅
・
行
路
難
〕
「
高
＞
水
趾
平
地
一
各
自
東
西
南
北
流
」

わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
場
所
は
不
明
。
な
お
↓
付
録
「
同
訓
異
義
」

n①
は
く
。
食
べ
た
物
を
吐
岳
1

す
。
「
吐
氾
」
〔
淮
・
脩
務
〕
「
尽
潟
＿
一
其
食
こ
⑯
吐
。
②
も

涵
」
（
シ
ャ
）
は
「
潟
（
か
た
）
」
の
「
慣
用
年
。
く
だ
る
。
く
だ
す
。
下
痢
す
る
。
〔
白
虎
通
・情
性
〕

函
者
主
＞
潟
」
③
し
お
っ
ち
。
塩
分
を
含
ん
だ
土
。
「
潟

的
誤
用
」
と
思
わ
れ
る
。
「
潟
」
は
、
①
遠
浅
の
土
」
0
門

、

海
岸
で
、
塩
の
満
干
で
隠
れ
た
り
現
れ
た
り
す
④
碑

【
潟
】
翻
困
主
璽
〖

xi

る
地
。
②
浦
。
湾
。
入
り
江
゜
③
砂
洲
な
ど
が

一
常
用
音
訓
ー

か
た

酷
叫
二
四
か
た

張
り
出
し
て
海
と
分
離
し
て
で
き
た
湖
や
沼。

日
〗
し
お
ち
。
塩
分
を
含
ん
だ
土
地
。
〔
周
礼
・
地
官
・
草

人
〕
「
凡
糞
種
…
誠
潟
用
＞
桓
J
⑲
濶
5

．扁
5

多
く
は
狭
い
水
路
で
海
に
連
な
る
。
潟
湖
。
し
囮
か
た
。
外
海
か
ら
断
ち
切
ら
れ
て
出
来
た
湖
沼
。
烹
、

l
l
|
,
|
'
|
l
_ー
_
|
l
ー

入
り
江
。
浦
。
も
に
、
地
名
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

た
が
っ
て
、
広
島
築
城
当
時
は
比
治
山
南
側
が

「干
潟
」
「
八
郎
潟
」
「
難
波
唸
潟
」

漏
形
声
。
意
符
の
水
（
海
水
）
と
、
音
符
の
烏
H

（易は

悔
岸
線
で
あ
っ
た
と
い
引
詞
吋
ー
吋

省
略
形
。
塩
辛
い
土
地
の
意
11
斥
0

)

と
か
ら
成
る
。
海
岸

の
塩
辛
い
土
地
、
し
お
ち
の
意
。

は
そ
の
名
残
の
地
名
か
も
知
れ
な
い
。

ヽ

＊

「慣
用
的
誤
用
」
に
つ
い
て
は
、
八
田
さ
ん
が

「令
和
二
年
十
一
月
例
会
資
料
」
で
、
「
「
潟
」

を

「潟」
、
「
陣
」
を

「陳」
、
「
繰
」
を

「操」
、
「
撤
」
を
「
徹」
、
「
縁
」
を

「橡」

等
々
と
今

日
で
は
誤
用
と
思
わ
れ
る
文
字
を
常
用
し
て
書
く
事
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑬
下
氏
：
山
下
多
八
郎
は
広
島
藩
士
。
安
政
五
年
八
月
六
日
死
去
。

置
（
へ
き
）
流
弓
術
師
範
家
。

⑨
（
鳥
類
飼
育
禁
止
の
広
島
城
下
町
触
）

水
鳥
其
外
雲
雀
之
子
、
雀
之
子
巣
落
シ
井
右
鳥
類
飼
申
間
敷
旨
年
々
相
触
候
処
、
飼
候
者
も

有
之
浮
説
相
聞
、
鳥
類
無
数
御
用
之
御
差
間
二
相
成
候
趣
御
鷹
方
よ
り
申
出
有
之
候
二
付
、

n
 

巣
落
シ
、
右
類
飼
鳥
仕
間
敷
旨
町
中
不
洩
様
相
触
可
申
候
、
以
上

二

月

廿

五

日

五

組

江

（
広
島
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
「
堀
川
町
覚
書
」
寛
政
十
年
）
◎
三
月
十
五
日

⑧
伝
手
（
つ
て
）
・
：
①
人
の
話
。
ひ
と
づ
て
。
う
わ
さ
。
②
仲
立
ち
。
と
り
な
し
。
媒
介
。
て

，

⑭
諸
品
御
礼
・
・
・東
城
浅
野
｛
格
ヨ
主
が
そ
の
家
臣
か
ら
、
「
御
礼
」
を
受
け
る
儀
式
。
「
御
礼
」
を

び
き
。
③
つ
い
で
。
も
の
の
つ
い
で
。
折
り
。
（

後

略

）

受

け

る

儀

式

は

年

頭

と

夏

以

外

に

一
、
二
回
あ
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
。
嘉
永
五
年
は

⑨
下
地
（
し
た
じ
）
…
①
物
事
を
な
す
基
礎
と
な
る
も
の
。
下
ご
し
ら
え
の
準
備
；
上
台
。
素
地
。

八
月
十
八
日
と
十
二
月
廿
日
、
嘉
永
六
年
は
三
月
十
五
日
、
安
政
元
年
は
五
月
三
日
(
-
日

冒
ま
れ
つ
き
の
性
質
素
質
天
性
。
生
ま
れ
つ
き
。
⑧
元
来
。
も
と
も
と
。
も
と
よ
り
。

か
ら
延
期
）
と
八
月
二
十
八
日
に
記
事
あ
り
。

繋
畑
烹
今
墨
東
城
浅
野
家
足
軽
。
嘉
氷
五
年
(
-
八
五
二
）
十
月
佐
藤
与
三
右

衛

門

家

⑮

地
腫
（
じ
ば
れ
）
：
傷
口
や
で
き
も
の
の
ま
わ
り
の
皮
膚
が
、

一
面
に
は
れ
る
こ
と
。

来
か
ら
刀
差
並
に
抱
え
ら
れ
、

二
石
一
人
扶
持
。

◎
三
月
十
六
日

賞
雨
：
・
二
四
節
気
の
六
番
目
で
、
「
雨
が
百
種
の
穀
物
を
生
じ
さ
せ
る
時
期
」
。

⑯
先
考
：
．
彦
右
衛
門
の
父
星
右
衛
門
（
せ
い
え
も
ん
）
。家
老
上
田
家
士
木
野
文
右
衛
門
政
章
（
ま

の
「
穀
雨
」
は
四
月
二
十
日
。

さ
あ
き
ら
）
の
第
九
子
。
緯
は
邦
詔
（
く
に
つ
ぐ
）
、
字
は
九
成
、
初
名
は
信
度
（
字
君
節
）
、

◎
三
月
十
四
日

号
は
南
期
3

弘
化
三
年
（

一
八
四
六
）
三
月
十
六
日
死
去
。
法
名
超
徳
院
雲
外
南
埴
居
士
。

墓
所
は
妙
庵
院
。

⑰
御
祥
月
（
し
ょ
う
つ
き
）
・
：
亡
く
な
っ
た
月
日
と
同
じ
月
日
。
正
忌
（
し
ょ
う
き
）
。
忌
辰
（
き

し
ん
）
。
祥
月
命
日
。

⑱
宿
戒
…
儀
式
な
ど
の
期
日
に
さ
き
だ
っ
て
物
忌
み
（
神
事
や
法
会
な
ど
に
関
係
す
る
者
が
、

あ
る
期
間
、
酒
肉
、
五
辛
な
ど
の
飲
食
物
や
肉
欲
な
ど
を
断
ち
、
沐
浴
す
る
な
ど
し
て
身
心

の
横
れ
を
除
き
去
る
こ
と
）
す
る
こ
と
。
宿
斎
゜

⑲
砒
廟
：
彦
右
衛
門
の
実
母
で
、
四
代
勇
蔵
の
娘
阿
重
（
お
し
げ
）
。
文
久
二
年

一
月
に
文
字
増

で
秀
光
院
貞
浄
寿
楽
大
姉
と
な
る
。
文
化
十
年
(
-
八

―――
-
)
春
、
藤
川
保
明
の
養
女
と
な

り
、
村
上
家
の
養
子
に
入
っ
た
父
星
右
衛
門
に
嫁
す
。
文
政
十
三
年
(
-
八
三
0

)

三
月
二

十
二
日
死
去
。
墓
所
は
西
向
寺
。

山
下
家
は
広
島
藩
の
日
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“ 
つ～

十
七
）
な
ど
の
語
句
も
出
て
く
る
。
「
総
合
す
る
と
、
（
中
略
）
順
次
的
を
替
え
て
競
射
す
る

る
。
ま
た
そ
の
決
め
方
。

「
家
乗
」
に
は
「
射
揚
京
矢
代
」

上
矢
（
う
わ
や
）
と
下
矢
（
し
た
や
）

の
別
を
つ
け
、
順
次
上
矢
組
と
下
矢
組
と
を
編
成
す

（
嘉
氷
六

・
十

・
廿

五
、

十

一

・

を
決
め
る
こ
と
。矢
を
一
本
ず
つ
借
り
受
け
、
手
に
と
っ
て
交
差
す
る
よ
う
に
ふ
り
落
と
し
、

⑫
矢
代
：
．
鎌
倉
時
代
以
来
、
武
士
が
笠
掛
、
犬
追
物
（
い
ぬ
お
う
も
の
）
、
草
鹿
（
く
さ
じ
し
）
、

な
ど
の
射
芸
を
す
る
時
、
射
手
の
矢
を
用
い
て
簸

（く
じ
）
に
代
え
、
組
合
せ
、
順
番
な
ど

〇只⑦芝山家系図

リサグ 肛豆 Vig心四g“icd‘‘ヽ(L.)
釦p.(= V, si11e11sis Eodl.) 

苔い英がや熟した豆を食用とし，茎葉を

如ゃ緑肥とするために栽培すろマメ科

か二年草．カウヒ•- cowpcaともいう．

（中略）
tもまとめてササゲとして扱われる．葉は

緻の小葉からなる複葉で、柄は長 く，

茎1こ互生する．茎はつる性の品種では2

革 mの長さになり支柱に巻きっくとが～

矮性~: :の品種では30-40cm で直立する．
ャャッコササゲは矮性品種が多く， ジュウ

6クササゲはつる性品種が多い．夏9こ葉

の付け根から柄が（申び、数個の蝶形花を

うける．花弁は5枚で白または淡育色．

英は円筒形で12~20an, 若いうちは先

嶋がやや上方に反り返り，物をささげ持

切形となり、これが名前の由来といわれ

ら・.ヤッコササゲの英はやや短く，上l句

知につく． ジュ～ウロクササゲでは，英は

『大百科事典』（平凡社）

艮く垂れ下がり、 30-socm, 品種によ

ってはlm以上にもなる． 豆はアズキIC

似るがやや角ばろので大角豆とも呼ばれ，

著しく扁平で角ばった大型の品種もある．

豆の色は赤，白，茶、黒などのほか，斑

紋のつく品種があり，多くはへその同り

に黒っぼい輪状の紋様がある．寒さに弱

いが，干ばつに強く，士壌や土雌を選ば

ず，栽培が容易である．初夏に種をまき，

夏から秋に若英を、秋に熟豆を採る．ア

フリ カやイ ンドでは軍要な作物群の一つ

で，多くの品種が分化している．日本で

は熟豆は煮豆やあん（餡）とし、若英はて

んふらやあえ物，汁の実などとすろ．飼

料には，青刈りや乾草，サイレージなど

として利用する． 星Ill漕鰻

［料理］ 豆の成分は90％が炭水化物で，

ほかにタンパク質、 ピクミンB，などが含

まれる．風味1こ乏しいが種皮が破れにく

いので、慶事の赤飯にはアス・キ代りに使

われることも多い，ジュウロクササゲの

若い英は，筋をとってゆで，煮物，あえ

物，場物などにする． 松本仲子

（＊＊ゲl
左一英．

[
杉
原
紙
]

叩叫＂武元も 2 ；略凪息四多

；翌［：ょと晋』：［ 
翡』を；； ： ：信二奇
も乞点眉応ggさg多

國岱；；i [ ［ ［；亙伯9: i 

［信！麗慧畠塁竺匠；猛璽邑［盗窒
汝生 母世←書つッ‘紙た原と°も

立

も
い
う
。

⑪
虹
豆

（さ
さ
げ
）

⑳
青
和
へ

（青
靡
）
・
：
青
豆
を
ゆ
で
て
す
り
つ
ぶ
し
、
塩
、
砂
糖
、
み
り
ん
な
ど
で
味
加
減
を

し
て
、
ゆ
で
て
下
味
を
つ
け
た
黙
海
鼠
（
い
り
こ
）
を
あ
え
た
料
理
。
あ
え
こ
。

伏
碩
立
光
嚢
女

浅
野
高
1

至

女

閃

峯

子

夏

政

元

‘
-
0生

弘
化
二

‘
1
0
、

一
八
汲

坊
城
俊
明
七
男

翌

訓

芝

小

路

家

祖

久

子

國

子

東
園
基
貞
夫
人

漫
f
f
滋
博
費
女

液

野

這

博

四

女

交

愛

子

姦

四

几

、

八

生

弘
化
元
｀
丘
、
一

几
汝

試

塁

小

格

建

房

女

閃

孝

子

文

化

一

四

正

二

六
生

天
保
―
―
｀
七
｀

一
三
没

『
平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大

成
上
巻
』
（
社
団
法
人
霞
会

館
、
吉
川
弘
文
館
）

國

典

訊

芍
心
項
豆
：

天
保
i
四
．
四
．
ー
ニ
没

坊
城
俊
政
二
男

國

映

＾

‘

翌

男

爵

マ

ス

坊

城

俊

明

養

女

夫
人
（
（
皿

子

國
典
女

天
保

一
四
．
四
、一

生

敬

坊
城
俊
明
の
弘
翌

幽
早
立
梵
"-
這
迂

文
久
二．

八
、
一
ー
「
没

遊
戯
的
趣
向
の
弓
会
で
あ
ろ
う
か
？
」
（
八
田
さ
ん

•

平
成
二
十
八
年
二
月
例
会
資
料
（
一
月

例
会
分
後
追
い
）
）
。

◎
三
月
十
九
日

⑬
塁

―（
せ
き
が
き
）・
：
江
戸
時
代
、
手
習
い
の
師
匠
が
、
門
弟
そ
の
他
の
人
々
を
集
め
て
開

い
た
習
字
の
会
。
集
会
の
席
上
で
い
っ
せ
い
に
制
作
し
て
展
覧
す
る
こ
と
。
「
せ
き
し
ょ
」
と

一
九
九
五
年
）

す
で
に
加
賀
・
出
雲

・
石
見

・
備
中

・
周
防

・
豊
前

・
越
後
な
ど
で

模
造
さ
れ
、
近
世
に
は
約
二
0
か
国
で
産
し
た
。
判
型
に
は
大

・
中
・

小
が
あ
り
、
小
杉
原
は
鼻
紙
で
あ
る
が
、
大
杉
原

・
中
杉
原
は
消
息

．

文
書
の
用
紙
で
あ
っ
た
。
「
新
撰
紙
鑑
」
は
播
磨
産
杉
原
紙
の
こ
と

を
と
く
に
詳
記
し
、
そ
の
種
類
を
大
広

・
大
物

・
大
中

・
漉
込

・
大

谷
（
本
谷
）

・
中
谷

・
荒
谷
・
八
分
・
久
瀬

・
思
草
と
分
け
、
別
名

を
鬼
杉
原
と
も
い
う
漉
込
杉
原
と
思
草
杉
原
を
一
束
一
本
と
い
う
贈

答
用
の
も
の
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
大
谷
と
荒
谷
の

一
尺
一
寸
五
分

x
一
尺
七
寸
で
、
こ
れ
を
縦
半
分
に
切
っ
た
の
が
近

世
の
い
わ
ゆ
る
半
紙
判
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
杉
原
紙
が
武
士

・

町
人
の
社
会
の
常
用
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
紙
は

米
粉
を
混
和
し
て
漉
く
の
が
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
が
、
虫
食
い

．

ず

み

0

に
弱
い
た
め
記
録
用
と
し
て
は
生
漉
き
の
美
濃
紙
に
圧
倒
さ
れ
、
明

治
二
十
年
(
-
八
八
七
）
こ
ろ
に
は
廃
絶
し
た
。
昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七
二
）
加
美
町
立
杉
原
紙
研
究
所
が
設
け
ら
れ
、
生
産
を
復

活
し
て
い
る
が
、
米
粉
を
入
れ
な
い
紙
で
あ
る
。
昭
和
五
十
八
年
県

の
重
要
無
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
、

•

平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
県
の

伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
↓
図
版
125

『
和
紙
文
化
辞
典
』
（
わ
が
み
堂
、
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「
十
一
日

海
棠
満
開

0
七
日
、
辛
亥
、
雨
「
朝
素
読
所
へ
出
席
、
直
二
出
勤
、

夕
八
時
退
「
西
向
寺
江
千
代
吉
為
参
、
「
北
御
部
屋
様
方
御
菜
園
へ
出
来
候

水
菜
沢
山
二
頂
戴
被
仰
付
、
「
夕
堀
尾
眠
石
入
来
、
御
多
門
替
之

義
二
付
内
談
有
之

0
八
日
、
壬
子
、
雨
、
風
吹
、
寒
、
不
順
気
也
、
「
夕
為
伺
御
機
嫌

罷
出
、
北
御
部
屋
様
へ
昨
日
之
水
菜
頂
戴
御
礼
二
罷
出
ル
、
折
柄
老
女

幾
田
へ
御
製
薬
之
石
臼
井
師
等
拝
借
之
義
願
試
呉
候
様
頼
置
也
、

「
終
日
胸
中
を
痛
、
夜
早
臥
、
「
夕
堀
尾
へ
御
多
門
替
被
仰
付
候
歓
．

見
舞
芳
二
行
、
矢
野
源
内
児
不
快
を
訪
、
何
分
気
遣
候
由
也

0
九
日
、
癸
丑
、
雨
罷
、
猶
陰
寒
、
風
も
吹
、
「
例
時
出
勤
、

夕
八
時
退
「
今
日
遠
江
様
二
而
久
姫
様
於
竹
様
を
御
奥
へ

御
招
被
遊
、
午
後
御
出
被
成
候
由
、
御
出
之
上
老
女
迄
御
機
嫌
相
伺
也
、

御
目
見
者
不
仕
、
夜
半
後
御
立
坐
被
成
候
由
也
、
「
幾
三
郎
左
之
頸

根
へ
腫
物
之
如
く
脹
起
い
た
し
候
二
付
、
良
伯
診
を
乞
、
薬
を
恵

〇
十
日
、
甲
寅
、
晴
寒
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
前
退

「
長
束
茂
兵
衛
・
星
野
幸
次
郎
来
、
皆
内
用
談
也

〇
十
一
日
、
乙
卯
、
晴
寒
、

「
夕
渡
辺
雅
登
室
一
昨
夜
安

産
之
悦
二
行
、
女
子
出
生
也
、
一
応
之
歓
者
早
速
使
を
遣
候
也
、

「
御
機
嫌
伺
与
し
て
罷
出
ル
、
「
辻
清
人
・
石
井
園
蔵
入
来

〇
十
二
日
、
丙
辰
、
晴
、
暖
、
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
過
退
、

「
幾
三
郎
夜
中
微
熱
有
之
、
全
腫
物
二
伴
候
而
之
事
敗
与
見
ゆ
る
也
、

「
慈
君
午
後
妙
慶
院
・
西
向
寺
へ
御
参
詣
、
夫
方
波
多
野
権
祐
丹
辻
へ
も

御
出
被
成
、
森
岡
へ
も
卒
与
御
寄
被
成
候
由
也
、
波
多
野
二
而
煮
逹
而
留
、
酒
を

出
候
由
也
、
「
佐
伯
郡
地
御
前
村
之
山
二
而
‘
鷹
匠
町
御
餌
指
之
者

毎
年
春
秋
鶴
羅
を
張
候
由
、

旦
那
様
近
日
為
御
一
覧
御
出
被
遊
度
、
幸
小
松
屋
武
兵
衛
方
隣

家
右
御
餌
指
之
者
宿
之
由
兼
而
承
及
居
候
二
付
、
右
伝
手
を
以
予
か

方
方
下
地
聞
合
候
様
二
与
の
御
様
子
二
付
、
今
日
足
軽
小
畑
孝
次
を

予
お
使
二
し
て
委
細
之
義
聞
合
さ
せ
る
也

〇
士
二
日
、
丁
巳
、
晴
、
喧
、
夕
曇
、
「
朝
素
読
所
講
釈
へ
出

席
、
直
二
出
勤
夕
八
時
退
「
幾
三
郎
日
之
中
者
相
応
気
軽
二

候
得
共
、
夜
中
者
熱
出
う
と
／
＼
致
候
方
也
、
、
腫
物
も
追
々
起
脹
致
候
也
、

「
松
本
良
伯
来
診
、
何
ハ
五
恰
別
之
事
二
者
無
之
旨
申
也
、
「
穀
雨

〇
十
四
日
、
戊
午
、
晴
、
喧
、
「
午
後
為
伺
御
機
嫌
罷
出
、

「
岩
崎
常
介
方
江
被
招
行
、
堀
尾
眠
石
会
、
囲
某
也
、
夕
酒
出
ル
、
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「
士
ハ
日
早
晨

す
和
へ人
参
椎
た
け

御
皿
蓮
根
油
揚
箆
蒻

け
ん

そ

御
汁
]
菖
鱈

苓
荷
小
口

喜ヘわ
ら
ひ

御
坪
『
：御

飯璽
芝
物

ふ
き

竹
子

御
平
油
揚
山
の
芋

椎
た
け
三
ツ
葉

御
菓
子
焼
鰻
頭

巻
せ
ん
へ
い

干
く
わ
し

夕
御
茶
虹
豆
飯

右
森
岡
へ
贈

「
桑
原
吉
郎
二
入
来
、
「
幾
三
郎
同
様
也
、
「
今
日
比
治
山
千
本
杭

潟
二
於
て
、
山
下
氏
射
延
稽
古
有
之
、

’

旦
那
様
為
御
一
覧
御
出
被
遊
候
由
也

〇
十
五
日
、
己
未
、
晴
、
暖
、
「
朝
五
ツ
時
揃
諸
品
御
礼
有
之
、

麻
上
下
着
罷
出
、
九
半
時
前
退
、
「
朝
辻
清
人
入
来
、
「
幾
三
郎

夜
前
以
来
者
熱
気
強
く
、
今
日
者
至
而
気
重
、
腫
物
益
脹
起
、
地

腫
有
之
、
痛
も
有
之
趣
二
見
ゆ
る
也

〇
十
六
日
、
庚
申
、
雨
、
暖
、
「
先
考
御
祥
月
如
恒
規
宿
戒
・
晨

興
・
礼
服
・
献
膳
・
献
果
無
滞
相
済
、
批
廟
も
御
合
祭
仕
也
、

「
朝
妙
慶
院
へ
参
詣
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
退
、
「
幾
三
郎
今
日
者
熱

醒
、
気
も
軽
、
少
々
遊
嬉
も
致
ス
、
腫
物
益
脹
起
ス
ル
也
、
「
朝
松
本
良
伯

入
来

〇
十
七
日
、
辛
酉
、
晴
暖
、
「
朝
為
伺
御
機
嫌
罷
出
、
「
堀
尾

眠
石
入
来
、
「
夕
井
沢
寿
体
入
来
、
幾
三
郎
を
診
し
く
れ
る
、
良
伯
同

考
何
も
格
別
之
腫
物
二
者
無
之
趣
申
也
、
尤
今
朝
以
来
者
又
々
気
重
、

腫
物
も
勢
減
候
方
也
、
夕
方
登
気
軽
二
成
也

〇
十
八
日
、
壬
戌
、
晴
或
曇
、
暖
甚
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
退
、

「
旦
那
様
今
暁
七
時
御
供
揃
二
而
地
御
前
江
御
出
被
遊
、

出
衛
様
二
も
御
一
緒
二
御
出
被
成
候
由
、
「
昨
今
於
射
場
石
井
園
蔵
方

花
見
京
矢
代
有
之
候
由
、
万
之
進
昨
今
出
候
由
二
而
来
、
「
朝
良
伯
来
診
、

幾
三
郎
今
日
者
大
二
気
軽
、
腫
者
益
減
ス
ル
也

〇
十
九
日
、
癸
亥
、
曇
、
夕
雨
「
例
時
出
勤
夕
九
半
時
頃
退

「
朝
松
本
良
伯
来
診
、
幾
三
郎
夕
方
又
々
熱
出
、
気
重
也
、
「
今
日

九
時
揃
於
素
読
所
席
書
有
之
、
出
ル
、
御
臨
坐
も
被
為
在
、
書
生

三
士
二
人
、
足
軽
以
下
十
一

人
、
都
合
四
十
四
人
也
、
出
席
之
面
々
江
杉
原

紙
壱
帖
ツ
ヽ
被
下
之
候
也
、
「
藤
川
甚
吉
来

〇
廿
日
、
甲
子
、
雨
午
後
晴
、
朝
有
風
寒
、

「
夕
為
伺

御
機
嫌
罷
出
、
夫
方
六
丁
目
御
館
へ
為
伺
御
機
嫌
罷
出
ル
、

鶉
之
御
到
来
被
為
在
候
由
二
而
‘
御
次
二
而
御
酒
頂
戴
被
仰
付
也
、
森
岡
へ

寄
帰
ル
、
「
幾
三
郎
昨
来
之
熱
二
而
又
々
腫
所
起
脹
之
気
味
二
相
見
、

入
夜
熱
醒
、
気
軽
二
成
也
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（
何
れ
に
し
て
も
食
事
と
云
う
こ
と
で

．．

．
 ）
 

令
和
五
年
十
一
月
例
会
資
料
(
+
月
分
後
追
い

家
乗
嘉
永
六
年
二
月
二
十
四
日
＼
三
月
四
日

一
、
先
月
の
解
読
文
活
字
読
み
の
確
認
点

二
月
廿
三
日
p
2
1ー

1
行
目
「
老
女
加
み
ね
」
は
「
老
女
加
り
み
ね
」

(

9

月
配
布
の
解
読
文
の
訂
正
で
す
。
文
書
館
資
料
集
P
D
F
は
直
っ
て
い
ま
す
）

二
、
指
摘
・
意
見
・
質
問
•
他

①
p
2
0
1
1
2
行
目
『
下
げ
札
』
と
は
＇
’
'
質
問
が
あ
り
ま
し
た

。

下
げ
札
：
L

下
げ
た
札
。
氏
名
、
住
所
、
所
属
な
ど
を
書
い
て
身
に
つ
け
た
り
、

物
に
つ
け
て
下
げ
て
お
く
札
0

.

.

.

.

 

3
決
定
さ
れ
た
租
額
を
村
方
へ
通
告
す
る

書
付
。
年
貢
の
割
当
状

．
．
．
 
等
々
（
日
本
国
語
大
辞
典
）

下
紙
（
さ
げ
が
み
）
と
も
い
う
。
江
戸
時
代
ゆ
ー公
文
書
こ
．
肘
捻
れ
た
付
箋
の
一

種
で
、
文
書
の
下
の
周
縁
部
に
貼
下
げ
た
紙
片
（
世
界
大
百
科
事
典
）

此
処
で
は
同
役
三
人
の
名
前
を
書
い
た
紙
を
木
地
台
に
添
え
る
か
貼
り
下
げ
て
置
い

た
の
で
し
ょ
う

（
余
談
）

家
乗
で
は
刀
剣
を
鑑
定
に
出
す
と
鑑
定
銘

．
寸
尺

・
代
付
け
（
価
値
）
を
記
し
た
下

げ
札
を
付
け
て
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
記
事
に
よ
る
と
、
本
阿
弥
家
で
は
金

五
枚
以
上
は
折
り
紙
、
以
下
は
小
札
（
下
げ
札
）
を
発
行
し
た
よ
う
で
す
。

②
p
2
1
,
9
行
目
『
一
汁
一
菜
御
認
被
下
』

認
【
し
た
た
め
】
：
L

整
理
す
る
こ
と
。
処
理
。

事
す
る
こ
と
。

御
認
【
お
し
た
た
め
】
i
宮
中
で
、
夜
な
ど
臣
下
に
賜
る
食
事
。

（
過
去
資
料
再
掲
）

ジ

3
食

2
準
備
す
る
こ
と
。
支
度
。

（
大
辞
泉
）

（
日
本
国
語
大
辞
典
）

③
二
月
廿
三
日
頭
書
『
鼻
紙
代
並
之
通
』

は
な
が
み

・
し
ろ

【鼻
紙
代
】・

日
本
語
大
辞
典

〔
名
〕
①
鼻
紙
を
購
入
す
る
費
用
、
代
金
°
R
手
当
。
報
酬
。
＊
浮
世
草
子
・
傾
性

野
群
談
〔
1
7
1
7
〕
三

・
三
「
当
分
は
な
紙
代
に
八
百
石
な
ど
は
つ
か
は
さ
れ
う

と
存
る
」
＊
滑
稽
本

・
浮
世
風
呂

一
月
六
日
（
第
1
土
曜
日
）

で
す
。

④
二
月
廿
三
日
頭
書
『
銀
五
枚
毎
歳
被
下
之
』

銀
五
枚
~
江
戸
時
代
に
銀
一
枚
と
い
う
と
き
は
4
3
匁
を
意
味
し
た
が
，
丁
銀
一

枚
が
4
3
匁
未
満
の
と
き
に
は
豆
板
銀
を
添
え
て
4
3
匁
と
な
し
，
こ
れ
を
紙
に
包
み
，

包
銀
と
し
て
用
い
る
慣
行
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
銀
一
枚
包
と
呼
ば
れ
た
。

銀
五
枚
1
1
銀
四
十
三
匁
X
5
1
1
銀
二
百
十
五
匁
11
約
三
両
二
分

⑤
三
月
六
日
頭
書
中
の
役
職

役
職
名
の
後
に
続
く
「
差
」
「
加
」
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
・
・
同
格
」
「

．． 
並
」
「

．． 
次
席
」
等
は
字
の
通
り
と
し
て
、

「
加
」
は
（
く
わ
わ
り
）
で
、
列
す
る
位
の
意
な
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
と
も
本
職
以
外
に
臨
時
に
務
め
る
役
を
意
味
す
る
「
加
役
」
の
「
加
」
？

（
役
職
兼
務
は
「

．． 
兼
帯
」
が
有
る
の
で
、
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？
）

「
差
」
は
全
く
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。
何
な
の
で
し
ょ
う
？

又
、
そ
れ
ら
の
語
の
間
に
上
下
関
係
・
序
列
が
有
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
し
ょ
う
か
？
し
ょ
う
か
？
・

・
消
化
不
良
で
す
）

三
、
報
告
•
お
知
ら
せ

令

会

員

動

静

退
会

A

7
班
の
大
久
保
延
子
さ
ん
が
九
月
例
会
を
以
て
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

大
久
保
さ
ん
は
同
好
会
発
足
当
初
か
ら
の
会
員
で
い
ら
し
た
そ
う
で
す
。

令
次
例
会
は
、
十
二
月
二
日
（
第
一
土
曜
日
）
午
後
一
時
半

於
第
一
•
第
二
研
修
室
で
す

。

第
二
研
修
室
白
板
を
前
と
し
ま
す

。

当
日
の
会
場
当
番
は
、
A
1
班
及
び
B
2
班
で
す
。

一
月
例
会
は
、

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
萬
津
箱
＊
＊
＊
（
全
く
の
余
談
）
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

p
2
4
1
3
行
目
『
・
・
タ
八
時
退
、
「
千
代
吉
夜
前
（
昨
夕
）

．． 
』

夜
前

【や
ぜ
ん
一
ょ
昨
夜
。
よ
べ

。
前
夜
。
（
日
本
国
語
大
辞
典
）

昔
の
時
刻
と
、
「夕」

「夜
」
他
時
間
帯
表
現

0
不
定
時
法
で
は
、
先
ず
昼
夜
に
分
け
る
夜
明
け
と
日
暮
れ
の
時
間
を
「
明
六
つ
」
「
暮

六
つ
」
と
し
ま
し
た
。
そ
の
基
準
は
、
明
け
方
自
分
の
手
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
時

間
と
か
、
星
が
消
え
て
い
く
時
間
、
薄
明
の
始
ま
る
時
間
な
ど
と
曖
昧
な
も
の
で
し

た
。
夕
方
は
そ
の
反
対
で
す
。

¥ 
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;(.I` 叶代の叶えI

，

暮
六

雲家
乗
本
文
中
の
時
刻
の
表
記
を
見
ま
す
と
、
「
夕
八
時
」
「
夕
九
半
時
」
「
夜
九
つ
」

等
と
「
夕
」
「
夜
」
の
付
け
方
が
前
記
江
戸
時
代
の
時
刻
等
一
般
的
な
表
と
異
な

り
ま
す
。

例
外
も
あ
り
ま
す
が
大
体
右
下
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
と
「
明
六
つ
」
「
暮
六
つ
」
の
線
と
「
夜
九
つ
」
「
昼
九
つ
」
の
線

で
1

日
を
暁

•
朝
・
タ
・

夜
の
4
つ
に
分
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
〗

〇
更
点
法
で
は
、
夜
を
五
つ
に
分
け
「
一
更
」
「
二
更
」

・・・「
五
更
」
と
し
ま
す
。

右
図
の
「
戌
」

S
「
寅
」
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
更
点
法
の
「
夜
」
で
す
。

（
日
暮
れ
（
正
酉
）
か
ら
夜
明
け
（
正
卯
）
迄
を
五
等
分
す
る
考
え
方
も
あ
り
ま
し
た
。）

午

｀ ＂ 昼九つ
c.1,rii 

夜
四

夜
九

夜
五

暁
八
暁
七

夕
七

明
六

朝
五

夕
八 昼九

朝
四

寛
政
暦

(
1
7
9
8
-
-
-
-
-
)

で
太
陽
の
俯
角
が
水
平
面
下
7
度
2
1
分
4
0
秒
に
あ
る
と
き

と
決
め
ら
れ
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
の
出
の
約
3
6
分
前
と
日
の
入
り
の

約
3
6
分
後
に
当
り
ま
す
。

次
に
「
昼
の
時
間
」
「
夜
の
時
間
」
を
そ
れ
ぞ
れ
6
等
分
し
て
「
昼
の
一
刻
」
「
夜
の

一
刻
」
を
求
め
る
。
「
明
六
つ
」
か
ら
「
昼
の
一
刻
」
の
時
間
毎
に
「
朝
五
つ
」
「
朝
四

つ
」
「
昼
九
つ
」
「
昼
八
つ
」
「
夕
七
つ
」
と
時
刻
を
決
め
、
又
「
暮
六
つ
」
か
ら
「
夜
の

一
刻
」
の
時
間
毎
に
「
夜
五
つ
」
「
夜
四
つ
」
「
暁
九
つ
」
「
暁
八
つ
」
「
暁
七
つ
」
と
時

刻
を
決
め
ま
す
。
以
上
を
図
表
に
し
た
も
の
が
左
の

江
戸
時
代
の
時
刻

で
す
。

（
宵
五
つ
、
夜
九
つ

・
夜
八
つ
等
と
し
た
表
も
あ
る
。）

（
数
字
に
よ
る
「
と
き
」
の
呼
び

方
は
、
始
め
の
内
は
緑
の
様
に

十
二
辰
刻
に
対
応
し
て
い
た
が
、

／，

江
戸
中
期
以
降
は
外
周
黄
色
の
様

に
時
鐘
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ

蒻1

る
よ
う
に
な
っ
た
。）

し

妥
べ
J

II 

ン

全
10 
ヽ
朝3つ
/' 

沼

≫
u

0
古
来
の
時
間
帯
表
現

不
定
時
法
十
二
辰
刻
法
通
称

0
0

時

…

九

つ

…

正

子

…

夜

半

／
深
更
／
三
更

小
夜
（
さ
よ
）
／
後
夜
（
ご
や
）
／
残
夜
（
ざ
ん
や
）

0
2

時
・：
八
つ
…
丑
…
夜
／
鶏
鳴
（
け
い
め
い
）

未
明

0
4
時
…
七
つ
…
寅
：
．
暁
（
あ
か
つ
き
）
／
早
暁
／
朝
ま
だ
き
／
五
更

彼
者
誰
時
（
か
は
た
れ
ど
き
）
／
黎
明
／
払
暁

．．
．
 
卯
…
薄
明
（
は
く
め
い
）
／
昧
爽
（
ま
い
そ
う
）

東
雲
（
し
の
の
め
）
／
曙
／
朝
朗
（
あ
さ
ぼ
ら
け
）

0
6

時

…

明

六

つ

：

．明
け
／
日
の
出
／
引
明
け
／
旦

0
8

時
：
朝
五

つ

…

辰

…
朝
／
朝
明
け
／
夜
明
け

10
時
：
四

っ

．

：

巳

…

昼

1
2

時
：
・
九

つ

…

正

午

：

真

昼

1
4

時
…
八
つ

…

未

…

昼

1
6

時

…

七

つ

・

：

申

・

：
タ暮

・
日
の
入
り
／
入
相
（
い
り
あ
い
）

1

8

時
：
．
暮
六
つ
：
．
酉
：
薄
暮
／
黄
昏

．
誰
そ
彼
（
た
そ
が
れ
）

火
点
し
頃
（
ひ
と
も
し
ご
ろ
）
／
宵
の
口
／
逢
魔
時

2
0

時
：
・
五
つ
：
．
戌
：
．
宵
／
初
更

暮
夜
（
ぽ
や
）
／
夜
分

2
2

時

：

四

っ

：

亥

：

夜

（
日
本
語
表
現
能
力
研
究
会
編
「
こ
ん
な
に
も
微
妙
な
日
本
語
」
等
参
考
）

（
右
通
称
の
順
番
は
多
少
入
れ
替
え

・
付
足
し
た
の
で
、
凡
そ
の
時
間
帯
で
す
。
）

《
余
談
の
余
談
家
乗
で
よ
く
出
る
「
早
晨
」
》

早
晨
~
4
時
S
9

時
に
使
わ
れ
る

。

最
も
多
く
使
わ
れ
る
の
は
6
時
で
あ
る
が

．
．
．
 

夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
頃
か
ら
8
、

9
時
ま
で
の
時
間
と
説
明
さ
れ
る
。

（
（
京
産
大
r
epo
)

百
度
の
検
索
結
果
か
ら
見
た
中
国
語
の
時
刻
表
現
）

家
乗
で
の
早
晨
は
、
七

つ
時
未
だ
暗
い
頃
を
言
う
の
か
？

明
六
つ
頃
を
言
う
の
か
？

出
勤
は
例
時
（
四
つ
）
、
夏
時
間
で
五
つ
半
で
す
か
ら
、
六
つ
で
も
祭
祀
等
の
時
間
は
十
分

あ

り

ま

す

。

（

纏

ま

り

が

無

く

、

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん

。

）



（

一

嘉
永
六
年
「
村
上
家
乗
」
参
考
資
料
（
令
和
5
.
1
2
.
2
)
8

◎
三
月
廿
一
日

①
若
党
（
わ
か
と
う
）
・
小
者
（
こ
も
の
）

な
釦
心
に

げ
Iv：
●
／

□]
□[い
□
戸

一

者
た
ち
を
武
家
奉
公
人
と
呼
ぶ
。
各

て

草

金

ち

地
域
・
藩

・
武
家
に
よ
っ
て
音
採
合
”
戸
5
即

供

士

箱

。

は

い
に
差
が
あ
り
、
厳
密
な
区
別
は
で
三
武
挟
人
き

き
な
い
。
「
村
上
家
乗
」
に
は
中
間
は

ー

登
場
せ
ず
、
若
党
と
小
者
だ
け
で
あ

｀
□`
□
□
1
`
 

国

由

□[
]

A

:

`

』

ー

が

、

更

新

は

可

能

で

、

主

人

に

認

め

ら

れ

れ

士

ば
、
足
軽
（
武
士
身
八
ど
に
な
れ
る
（
千
代
ー
｀
一・
，

I
闘
賢

血

吉
の
次
の
若
党
で
あ
る
兵
蔵
は
文
久
三
年

／

し
ー

‘

持

七
月
に
東
城
浅
野
家
鉄
抱
組
（
足
軽
）
と
し
、
：
ぶ
苦
攣

＂

ち

□
喜

□

□`ロ
ロ

／立

‘`——~ 

③
玉
野
吉
次
郎
：
彦
三
郎
の
子
で
、
｛
禿
宅
東
城
浅
野
｛
季
土
。
安
政
六
年
九
月
に
死
去
し
た
彦
三

郎
の
家
督
を
継
ぎ
、
歩
行
組
、
御
用
部
屋
日
参
。
文
久
三
年
十

一
月
書
役
。

っ

④
（
藤
川
）
甚
吉
：
東
城
浅
野
家
士
で
与
力
で
あ
る
毎
登
の
子
。
後
に
甚
吉
郎
と
改
名
。
毎
登

の
子
。
安
政
六
年
七
月
小
姓
組
雇
い
、
慶
応
二
年
八
月
銃
隊
頭
a

⑤
坪
内
久
米
之
助
：
｛
墜
毛
上
田
家
士
。
彦
右
衛
門
の
父
星
右
衛
門
は
、
久
米
之
助
の
父
文
治
（
当

り
観
態
の
実
弟
な
の
で
、
久
米
之
助
は
彦
右
衛
門
の
従
兄
弟
に
当
た
る
。
安
政
三
年
四
月
出

取履

頭

役

。
同
五
年
三
月
に
側
用
達
役
、
同
七
年
に
勘
定
奉
行
吉
和
村
支
配
、
側
用
達
兼
帯
。

草

⑥
当
観
院
殿
：
久
米
之
助
の
父
文
治
。
彦
右
衛
門
の
伯
父
。
文
政
十
二
年
三
月
廿
四
日
死
去
。

0
（
文
政
十
二
年
三
月
廿
四
日
）
「
例
時
出
勤
中
坪
内
文
治
殿
今
朝
方
塞
キ
有
之
候
処
、
復
不
申

候
趣
し
ら
せ
有
之
二
付
、
即
刻
御
断
ヲ
申
出
、
直
二
見
舞
候
処
、
夜
前
四
時
過
方
頭
痛
発
し
、

夜
明
前
吐
二
相
成
、
少
し
者
居
合
申
候
由
、
四
時
比
医
師
へ
申
遣
し
可
申
与
自
身
手
紙
ヲ
書
せ

ら
れ
候
場
合
、
忽
閉
塞
、
肝
睡
（
か
ん
す
い
）
、
吉
村
文
哲
、
喜
速
見
伯
、
栗
原
道
味
な
と
即

刻
呼
寄
て
種
々
養
生
ヲ
尽
候
得
共
、
一
向
復
し
不
申
、
九
半
時
比
終
二
物
故
也
、
人
生
如
朝

露
、
天
命
不
可
如
何
、
無
是
非
御
事
也
、
夜
卒
度
帰
り
、
半
減
十
日
之
忌
受
申

□御
用
達
中

ヲ
以
申
達
し
、
又
々
坪
内
氏
へ
参
り
宿
ス

（
頭
書
）
「
廿
四
日
、
予
実
兄
坪
内
文
治
政
従
君
物
故
、
法
溢
判
副
闊
無
口
道
居
士
、
口
五

十
歳
也
村
上
星
右
衛
門
「
村
上
家
乗
」
後
編
巻
廿
（
文
政
十
二
年
）

違

』
れ

れ

す

ば
と

呼
士と
武級

ょ
上

び

りま

た

ら

決

ぃ

か

が

て

姿
れ

る

の

ら

れ

す

じ

濡

伏

禁

に

れ
ら雨

◎
三
月
廿
三
日

ひ

す

、

ょ

と

で

剛
に
g
⑦
合
羽
籠
：
大
名
行
列
の
時
な
ど
に
、
供
の
人
の
雨
具
を
入
れ
て
下
部
（
し
も
べ
）
に
に
な
わ

う

差

し

違
を
伏
せ
た
籠
。
ふ
た
の
あ
る
二
つ
の
籠
で
、
前
後
に
棒
で
か
つ
い
だ
。
（
図
は
4
3
頁
の
下
）

れ

傘

平

す

に

で

と
日
い
⑨
滋
御
斎
（
お
と
き
）

．．． 

（
「
お
」
は
接
頭
語
。
「
と
き
（
斎
）
」
は
「
時
」
で
僧
家
で
の
正
午
以
前

の
脱

士
雨

を

武
は
笠
の
食
事
の
意
）
寺
ま
た
は
仏
事
法
会
（
ほ
う
え
）
の
と
き
の
食
事
。

級

軽

に

上
足

際
⑨
三
宅
吉
左
衛
門
：
家
老
東
城
浅
野
｛
琢
士
。
嘉
永
七
年
(
-
八
五
四
）
八
月
ま
で
に
用
達
役
、

そ
の
後
出
頭
役
（
嘉
永
六
年
三
月
も
出
頭
役
）
。
安
政
三
年
十

一
月
佐
藤
益
之
丞
二
男
猶
人
（
益

登
）
を
養
子
に
迎
え
、
慶
応
二
年

(
-
八
六
六
）

二
月
隠
居
。

39 
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ヽ

Q

⑦

月
待
っ
i
g

.

あ
る
定
ま
っ
た
月
齢
の
夜
に
、
寝
な
い
で
遅
い
月
の
出
を
待
ち
、

ま
つ
る
行
事
。
月
待
の
「
待
」
は
、
ま
つ
り
の
意
と
も
、
月
の

出
を
待
つ
の
意
と
も
さ
れ
、
十
六
夜
待
、
十
七
夜
待
、
十
八
夜

待、

十
九
夜
待
、
二
十
三
夜
待
、
二
十
六
夜
待
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
十
七
夜
待
を
立
待
、
十
八
夜
待
を
居
待
な
ど
と

も
言
う
。
文
献
的
に
は
二
十
三
夜
待
が
最
も
古
く
か
ら
見
え
、

す
で
に
一

五
世
紀
後
半
の
文
明
年
問
(
-
四
六
九
ー
八
七
）
に
は

京
都
の
貴
族
の
間
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
「
零
配
釦

』記
」
な
ど
か
ら
確
認
で
き
ろ
。
も
っ
と
も
、
関
東
地
方
に
多
い

＊
板
碑
の
な
か
に
は
、
月
待
の
結
衆
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
月

待
板
碑
が
―

-
0
0基
ほ
ど
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

ふ

じ

み

か

贔

つ

め

い

初
見
資
料
は
埼
玉
県
富
士
見
市
の
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
銘
の

も
の
な
の
で
、
月
待
の
習
俗
は
京
都
の
資
族
か
ら
地
方
へ
と
広

が
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
月
待
板
碑

の
月
日
の
銘
を
分
類
す
る
と
、
十
一
月
二
十
三
日
の
銘
の
も
の

ゃ
な
ぎ
に
く
に
”

し
し
つ
・
・
人
や

が
と
く
に
多
く
、
柳
田
国
男
が
か
つ
て
主
張
し
た
霜
月
三
夜
、

つ
ま
り
冬
至
の
夜
の
収
穫
祭
と
月
待
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

。 ⑩
桑
原
内
蔵
二
：
家
老
東
城
浅
野
家
士
。
天
保
十
年
(
-
八
三
九）

二
月
中
小
姓
組
並
に
取
立

て
ら
れ
、
作
事
奉
行
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
三
月
ま
で
に
奥
附
、
安
政
五
年
（

一
八
五

八）

二
月
台
所
奉
行

・
奥
附
兼
帯
、
万
延
元
年
(
-
八
六
0

)

八
月
奥
附
兼
帯
免
。

嬰

屋
政
之
進
：
家
老
東
城
浅
野
予
。
嘉
氷
七
年
(
-
八
五
四
）
四
月
小
姓
組
並
取
立
。
安

政
四
年
七
月

一
日
よ
り
浅
野
出
衛
に
対
し
て
「
千
｛
季
古
流
」
茶
道
の
指
南
を
始
め
る
。
万
延

元
年
(
-
八
六
0

)

十
月
奥
詰
定
加
。
文
久
元
年
(
-
八
六

一
）
九
月
御
次
詰
加
と
な
り
、

御
茶
方

・
御
活
花
御
用
向
き
を
勤
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。

⑫
長
束
千
甫
：
｛
禿
右
東
城
浅
野
家
士
。
旧
名
熊
太
郎
。
嘉
永
五
年
(
-
八
五
二
）

二
月
御
次
坊

主
と
な
り
改
名
か
。

⑬
木
村
車
醤
…
｛
禿
右
東
城
浅
野
家
士
、
坊
主
。
嘉
永
六
年
(
-
八
五
三
）
八
月
生
花
相
伝
の
褒

美
と
し
て
銀
三
両
下
賜
。
安
政
五
年
二
月
歩
行
列
加
。

⑭
廿
三
夜
：
月
待
行
事
の

一
っ
゜

中
世
の
板
碑
か
ら
で
は
月
待
の
夜
に
な
に
を
し
た
の
か
は
知

ら
れ
な
い
が
、
貴
族
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぽ
決
ま
っ
た
数
人

こ
う
あ
わ
せ
し
よ
う
と

の
メ
ン
パ

ー
が
集
ま
り
、
香
合
や
将
棋
な
ど
の
遊
興
の
ほ
か
、

か
人
＾

L

ね
ん
じ
＂

看
経

・
念
誦
な
ど
で
す
C
し
、
ま
た
い
っ
し
ょ
に
飲
食
を
し
た

と
う
し
ん
●
ら

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
＊
庚
申
待
の
夜
の
す
と
し
方
と
も
共
通

り
＂
う
が
＾

し
て
い
る
が
、
立
願
に
よ
り
看
経
す
る
、
な
ど
の
記
事
が
比
較

・
)
と
う

的
多
出
す
る
の
で
、
庚
申
待
よ
り
は
祈
爾
的
要
素
が
強
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

近
世
の
月
待
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
二
十
三
夜
よ
り
十
九
夜

や
二
十
六
夜
な
ど
の
ほ
う
が
多
く
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
多
様
で

に
よ
に
人
C
う

あ
る
。
こ
の
う
ち
十
九
夜
や
二
十
三
夜
は
女
人
講
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
庚
申
講
が
男
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
と
は
異
な
る
。
ま
た
二
十
六
夜
は
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
と
に
江
戸
近
辺
の
海
岸
で
の
そ
れ
が
よ
く
知
ら
れ
、
海

を
望
む
高
台
で
徹
夜
し
て
月
を
待
っ
ょ
う
す
が
随
筆
な
ど
に
多

く
書
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
祈
躊
的
要
素
も
含
む
が
、

II

い
を
楽
し
む
遊
興
的
要
素
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
て
よ
か
ろ
う
。

近
世
の
月
待
の
講
は
、
庚
申
講
と
同
様
に
し
ば
し
ば
講
で
供
蓑

塔
（
月
待
塔
）
を
建
て
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
石
塔
は
現
在
は
す
で

に
月
待
が
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域
で
も
、
か
つ
て
月
待
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

④
 

l _4.illm£_~ 
つ
く
よ
み
の
み
C
と

な
お
月
待
講
は
ょ
口
読
諄
を
ま
つ
る
と
さ
れ
る
が
、
中
且
の

が

つ

て

ん

し

は

人

じ

ぶ

つ

せ

い

し

I

f

月
待
板
碑
の
場
合
、
本
尊
は
月
天
子
の
本
地
仏
で
あ
る
勢
至
菩

あ

み

ピ

さ

人

ぞ

＾

薩
や
そ
れ
を
含
む
阿
弥
陀
三
尊
が
本
尊
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
、
近
世
の
月
待
塔
の
場
合
も
、
十
九
夜
は
如
意
輪
観
音
、

あ
い
ぜ
人
み
よ
，
＂
＇

二
十
六
夜
は
愛
染
明
王
を
本
尊
と
し
て
刻
む
こ
と
が
多
く
、
神

道
説
に
基
づ
い
て
塔
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
は
な
い
。
干
々
和
到

圏
柳
田
国
男
「
年
中
行
事
覚
書
」
（
『
定
本
柳
田
国
男
集
』

13
、
筑
寧
書
房
）
。
三
輪
善
之
助

r
月
待
供
蓑
の
信
仰
』
練
馬

瑯
土
史
研
究
会
、
一
九
六

0
年
。
庚
申
懇
話
会
『
日
本
石
仏

事
典
』
雄
山
閣
、
一
九
七
五
年
。
千
々
和
到
『
板
碑
と
そ
の

時
代
』
平
凡
社
、
九
八
八
年
。

公
＇
“
ん含せ

≫

夜

山

社

A

・こ

鍼

l

ャ．．．．．．
．．
 
＂ 

JL
-―
 

．．
 

社）
未知の細道江戸時代の夏フェス！？「二十六夜待」の今に迫る

⑮“玖登..…•値賭外用ん碩！
（勘蛤同格釦叡コ屋番）①辺6B17.
安政2(1855)割奉行③102B6
安政5(1858)勘定所吟味役③101A20
文久3(1863)勘定所蛤味役③101A31
層喘役謳（吉躙遡噂）

③122C8．⑳113ぽ保6父升家督）
囮（口屋番）③124A3

⑯ 西血臥•••••• • •他諏固虹糊③125Cl8． ⑳姐

霙高橋新一編『I芸藩輯要」人名索引』

40 

『東都名所商輪廿六夜待遊興之図』という名のその絵は、江戸時代の絵師・歌
川広重の描いた浮世絵だっに描かれているのは、屋台に花火、賑やかに集う人々
の図。
彼らは一体何のために集まってきているかというと、それこそ「月を見るため」
なのこ
タイトルの 「廿六夜」とは、その月が旧暦の 26日目の月であることを現して
いる。月の満ち欠けのリズムを考えると、 26日目の月はかなり新月寄りの細い月
芯なんでも阿弥陀仏が観音菩薩と勢至菩薩をひきつれて光の中に現れ、これを
詞と願い事が叶ってしまうありがたい月なのだとか。
嘉永8年に最古の史料を残すこの行事は、はじめこそ信仰の儀式としての形を
していたものの、年月を経るうちに祭りとしての色が濃くなっていった3
というのもこの月は顔を出すのが深夜1時や2時という遅い時間だったため、
いつし、 り つ 、日のほっか行のメンより、 。えの
しているつ につかり示ご」 よってしつこのこ

絵をよく見ると屋台で売っているのは当時のファストフードであった寿司や
天ぷら、いか焼き、それに廿いものもちゃんと売っていて、水菓子陳物のこと）
やだんごまである。
騒いでいる人の中にはたこの着ぐるみを着ている者がいたり、伊達男やお姫様
の扮装をする者、楽器を持ってどこか 行^こうとしている者なども……。深夜だ
から街に出ているのは若者ばかり。その光景はまるで現代の夏フェスかなにかの
ようだ3
（ドラ1ぷら 1紐雌譴

~laza. can 
江戸時代の夏フェス！？「二十六夜待」の今に迫る
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：

田

[

[

口

[

]

]

汀

：

□-□[
い
t
i
の
コ
[

:

A

:

]

口[
:

I

l

l

[

]

-

]

『
三
口
言
]
閲

ぃ

ttい

塁
竺
相
成
候
者
」
と
見
込
ん
て
贄
に
賛
成
し
た
。

（
い
『
ロ
ロ
ロ
出
上
ル
田

[
]
rg
,
：
口
言
”

魯

袋

相

用

：
時
代
劇
で
武
士
が
足
袋
を
履
い
て
い
る
の
は
誤
り
で
、
正
式
な
儀
式
で
礼
服
を
公
御
向
屋
鋪
丙
災
、
全
滋
岨
ノ
｀
t

4

9
二
唸
i
j
＼
＼

下

封

嶼

ロ

汀

い

く

l

/

]

]

]

汀二
0

[
口

]

□
：

コ

／

l
-

三
丁
聾
り
＼E灯
、
三

④
 

は
毎
年
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
嘉
氷
四
年
三
月
廿
九
日
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
．

別

火

ノ

気

も

無

之

、

既

0
二
(
[
日
い
い
口
‘
「
:
S
[
[
"

□『
い

□
＂
□[
バ

汀

い

汀

り

し

]-

=

_

を
易
被
申
達
御
受
返
書
出
ス
也
「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
八
（
嘉
永
四
年

）

之

候

得

共

、

其

硼

何

之

：

＿―T

.

-

i

↓

1

⑲
近
釆
之
御
時
節
柄
：
嘉
永
元
年
（
戊
申
年
）
四
月
、
広
島
藩
で
は
大
倹
令
（
「嘉

永

の

大

検

事

も

無

之

候

之

処

、

右

3

・

｀

＼

御
市

令
」
）
が
発
せ
ら
れ
、
闘
の
経
費
を
半
額
に
削
減
し
、
民
間
へ
は
節
句
の
祝
事
を
含
め
た
之
次
第
甚
以
怪
敷
火
之

．．．
 
い

il
長

口

填

利
r
9
・

r

―

”

を

_
'
l
—

ゞ

，
．
、

厳
酷
な
大
倹
を
命
じ
た。

さ
ら
に
同
年
末
に
は
｛
琢
老
以
下
諸
士
卒
に
対
し
て
、
年
頭・歳
由
、
尤
其
日

—

終
油
紙
ー

之

も1
1
,

.
-

1
9

暮
・

五
節
句
等
の
祝
詞

・

訪
問
を
廃
止
し
、
寒
暑
の
見
舞
訪
問
や
音
信
贈
答
、
饗
応・
供
焚
候
嗅
い
〗
げ
尼
候
由
、

連

・
吉
凶
慶
弔

・
祭
事
に
至
る
ま
で
省
略
す
る
よ
う
命
じ
た
。

雨
甜
羽
が
火
出
た
る
可
有
之
与
申
説
も
有
之
由
、
何
分
御
銀
蔵
へ
火
入
候
故
、
金
銀
者
勿

り

⑳
百
石
二
付
八
人
扶
持
：
八
人
扶
持
は
月
に
一
石
二
斗
（
一
人
扶
持
は

一
斗

五

升

）

論

、

対

切

之

旧

記

類

不

嫌

釜

芙

之

由

i
拐
々
恐
入
候
義
と
も
也
「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
八
（
嘉
永
四
年

広
島
藩
で
は
、
「
嘉
氷
の
大
倹
令
」
に
よ
り
家
中
の
給
米
は
減
石
さ
れ
て
二
つ
物
成
と
な
っ
て

。

⑫
御
趣
法
役
所
：
国
産
開
発
を
目
的
と
し
て
東
城
浅
野
家
で
運
営
し
て
い
た
事
務
所
。
石
内
村

'

,

 

い
る
（
例
え
ば
百
石
取
り
藩
士
の
給
米
が
二
十
石
）
。
通
常
で
は
百
石
藩
士
の
給
米
は
五
十
石
製
蝋
場
と
、
奴
可
郡
下
千
鳥
村

・
高
田
郡
上
根
村
人
参
畑
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
あ
っ
た
。
減
石
の
下
限
は
二
つ
五
分
（
「
半
知
」
と
い
う
）
な
の
で
、
二
つ
物
成
は
そ
れ
よ
り

⑬
御
家
司
渡
辺
宗
右
衛
門
殿
之
功
・
：
渡
辺
宗
右
衛
門
は
文
化
八
年
(
-
八
―

-
)
ま
で
は
少
々

も
厳
し
い
減
石
で
あ
っ
た
。
三
原
浅
野
家
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
減
石
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

学
問
が
あ
る
オ
子
で
あ
っ
た
が
、
歩
行
組
か
ら
一
足
飛
び
に
立
身
し
、
同
九
年
十
一
月
に
用

腐
御
屋
敷
御
長
屋
去
々
年
焼
失
…

人
並
、
御
用
部
屋
頭
取
、
同
十
年
五
月
に
は
家
司
役
と
昇
進
し
た
。
以
後
、
安
政
六
年
七
月

0
（
ギ
昴
水
四
年
六
月
十
二
日
）

「夜
五
時
過
有
失
火
、
南
方
二
当
間
近
煙
気
見
ゆ
る
、
早
速
出
十
四
日
に
七
十
六
歳
で
死
去
す
る
ま
で
、
同
役
を
四
十
七
年
間
滞
り
な
く
勤
め
、
知
行
も
二

ル
、
主
水
様
御
向
屋
敷
御
長
屋
下
手
方
焼
出
、
御
門
防
ま
て
焼
上
り
、
同
所
二
而
拒
留
候
五

0
石
に
至
っ
た
。
家
老
三
原
浅
野
｛
李
や
上
田
家
の
財
政
が
逼
迫
し
た
の
に
対
し
、
東
城
浅

由、

此
御
方
様
御
人
数
出
ル
、
然
ル
処
主
水
様
方
御
出
馬
御
頼
二
付
御
出
馬
被
遊
、
雅
登
野
家
の
「
御
趣
法
役
所
之
御
金
も
凡
壱
万
金
二
及
」
ん
だ
の
は
、
宗
右
衛
門
の
指
導
に
よ
り



4 

／
 n

>、

。
格
外
に
省
略
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
手
腕
と
功
績
は
大
き
く
評
価
さ
れ
、
隠
居
も
容
易
に

は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
。

◎
三
月
舟
日

⑭
貫
名
先
生
：
“

“
 

誓

“
f
＼
戌
）
ぬ
き
な
か
い
お
く
【
貫
名
海
邑
l

考
＾
i
＿
^
至
-F

9”

d

⑮
己
斐
山
榎
木
谷
：
・

は
じ
め
吉
井
氏
を
称
し
、
の
ち
本
姓
の
貫
名
氏
に
復

し
た
。
名
は
葱
、
字
は
君
茂
。
．
海
屋
、
萩
翁
、
須
静

山

堂
、
三
鍼
堂
な
ど
と
号
す
。
は
じ
め
書
を
西
宣
行
、

画
を
矢
野
典
博
に
学
び
、
の
ち
和
漢
の
真
跡
を
み
て
臼

書
法
を
悟
入
し
て
一
家
を
成
し
た
。
生
存
中
は
画
名
茶

＊
（
書
か

べ

＂

い

か

(

J

の
方
が
高
か
っ
た
が
、
明
治
に
な
り
日
下
部
鳴
鶴
が
．
J

称
揚
し
て
よ
り
に
わ
か
に
評
価
が
高
ま
っ
た
。
4
5
釦

加
ヽ
＊
訳
塁
m
と
と
も
に
、•

U

和
i
-
i
配

r

と
呼
ば
れ
て

い

る

。

（

北

川

博

邦

）

fl
名
海
困
対
聯

『
二
玄
社
版
日
本
書
道
辞
典
』
）

R
 

〇

（
嘉
氷
四
年
三
月
廿

一
日）

．「
当
時
関
西
第

一
之
書
｛
墜
凩
師
之
住
貫
名
海
屋
先
生
へ
筆
道
指
南

相
受
度
予
近
来
之
志
願
二
而
、
渡
辺
雅
登
門
人
之
事
故
兼
而
同
人
へ
相
頼
置
候
処
、
漸
当
春
其

段
同
人
方
駆
合
く
れ
候
由

二而、

先
達
而
承
知
之
旨
申
来
、
依
之
今
日
始
而
書
状
差
出
し
、
束

脩
之
意
干
鯛
料
金
弐
百
疋
相
贈
、
且
壱
昨
年
来
臨
模
い
た
し
候
蘭
亭
帖
清
書
し
て
遣
ス
也
、

先
生
者
阿
波
国
山
内
｛
琢
之
浪
人
之
由
、
名
者
芍
巳
、
字
者
君
茂
、
俗
称
者
泰
次
郎
、
京
師

◎
各
時
代
の
三
筆

はやなり

三
筆・：
空
海
、
嵯
峨
天
皇
、
橘
逸
勢

三
蹟
小
野
道
風
、
藤
原
佐
理
、
藤
原
行
成

寛
永
三
筆
・
：
本
阿
弥
光
悦
、
近
衛
信
甲
、
松
花

堂
昭
乗

幕
末
三
筆
：
．
市
河
米
庵
、
貫
名
萩
翁
、
巻
菱
湖

t
．咬

肴

紋

竹

身

可

パ

客

家

ツヽ
I

q

ヽ

｀

天
砿
益
一
私
岳
姜
，＇白
終
復
祐

〇

（
嘉
氷
四
年
十

一
月
廿
九
日
）
「
京
師
貫
名
海
屋
先
生
方
八
月
廿
七
日
付
二
而
当
春
之
返
書

来
、
井
法
帖
弐
冊
調
来
、
且
揮
筆
一
枚
被
恵
也
羽
、

渡
辺
雅
登
方
ヘ

一
緒
二
届
来
也

「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
八
（
嘉
永
四
年

◎
四
月
二
日

旭
山
神
社

⑯
石
内
村
：
佐
伯
郡
の
東
北
端
、
己
斐
村
の
西
に
あ
た
る
石
内
村
は
、
同
郡
古
江
村
な
ど
と
と

も
に
、
東
城
浅
野
家
の
給
知
で
あ
っ
た
。

市外電車終点

己
斐
橋

市内電車終点 己斐駅 山
手
川

企画膨己斐の歴史心塁よ国立こ塁』］信；誓ご：g図］：詈
発行 ：2018年 （平成30年） 2月、改訂 ：2019年（平成31年） 3月

「己斐の歴史めぐり」（己斐歴史めぐりパンフレット一部OL.indd(hiroshima.lg.jp)) 
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ー、

原
田
・
大
師

大
日
山
金
剛
院

高
野
山
真
言
宗仁

寿
二
年

（
八
五
二
）
厳
島

（
宮
島
）
字
中
西
町
に
建
立
さ
れ
た
。
明
治
一
〇

年
に
石
内
村
の
石
仏
山
逼
照
庵
（
真
言
宗
）
の
常

広
重
右
衛
門
が
、
金
剛
院
を
当
地
に
移
し
大
正
元
年
に
本
堂
を
再
建
し
、
今
日
に
及
ん
で
い

る
。
浅
野
家
の
信
仰
厚
く
、
仰
正
忌
は
旧
暦
―
―
一
月
ニ
―
日
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
一
九
年

八
月
二
二
日
火
災
に
あ
い
、
現
在
の
建
物
は
そ
の
後
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
寺
は、

汀

（
昭
和

58
年）

新
広
島
八
十
八
か
所
第
九
番
の
霊
場
と
な
っ
て
い
る
。

⑳
村
酒
（
そ
ん
し
ゅ
）
…
田
舎
で
醸
造
し
た
酒
。
田

舎

ー

‘

畠

曇

之

進

：
｛
登
七
東
城
浅
野
予
堀
尾
善
大
夫
の
子
で
、
文
久
三
年
九
月
に
村
上
彦
右
衛

門
の
養
子
と
な
る
敬
次
郎
の
兄
。
万
延
元
年
(
-
八
六
0

)

十

一
月
召
出
さ
れ
、
小
姓
組
、

児
小
姓
。
後
に
勝
登
。
文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
八
月
、
父
隠
居
に
と
も
な
い
家
督
を
継
ぎ
、

一
三
五
石
。
同
年
十
一
月
側
詰
御
用
部
屋
出
勤
、
元
治
元
年
(
-八
六
四
）
七
月
用
人
並
、

慶
応
四
年
四
月
用
人
。

rに
ぱ

心

g
国
ッ
：
村
上
彦
右
衛
門
の
父
星
右
衛
門
の
実
兄
で
、
彦
右
衛
門
の
伯
父
に
当
た
る
水
谷

'

|

i
 

又
左
衛
門
は
、
養
子
に
し
て
い
た
大
蔵
を
、
嘉
永
四
年
十
一
月
二
十
三
日
に
「
御
所
存
二
不

叶
」
と
い
う
理
由
で
離
縁
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
実
父
で
あ
る
福
田
直
右
衛
門
か
ら
同
意

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
福
田
方
は
納
得
せ
ず
、
と
か
く
事
を
左
右
に
寄
せ
て
日
を
送
り
、
明

確
な
返
答
を
せ
ず
に
問
題
を
長
引
か
せ
て
い
た
。
こ
の
問
題
が
決
着
す
る
の
は
嘉
永
七

政
元
）
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

由
緒
金
剛
院
は
、

建

物

本

堂

庫

裏

鐘

楼

本
尊
大
日
如
来

宗
派
寺
号

葵
師
堂
。
国

金
剛
院

元は宮島の五重の塔の麓辺りに建立
されていました（創建仁寿2年約千百年
前頃）明治のはじめの神仏分離令によ
り廃仏毀釈となり、常廣直右衛門が木
尊の大日如来と不動明王を勧請（他の
地に移して祀ること）し、現在の場所に
移りました。
現在の釦削院の地にはもともと石佛
山遍照庵（（曽侶などが閑居する小さな
家）があり、弘法大師を木尊としてお
祀りされておりました。現在でも近郊
では当院を『石内のお大師さん』と称
しておられます

（

安 ~J認昂騎9尼血二←（し田

｀ 

C¥ 

◎
四
月
五
日

罰
益
旧
人
家

元
祖
辻
長
左
衛
門
軍
時
初
名
吉
戯
、
長
左
衛
門
重
政
の
長
子
で
姓

は
登
氏
近
江
國
辻
の
庄
に
生
る
浅
野
家
老
臣
混
野
孫
左
衛
門
高
膝

に
仕
へ
貫
臣
た
り
朝
鮮
役
に
従
ひ
軍
功
あ
り
又
闊
ヶ
原
役
に
於
て

瑞
龍
寺
砦
攻
落
の
時
敵
の
武
者
頭
和
田
宗
仙
齋
を
討
取
り
て
大
功

を
建
て
曾
て
幸
長
＾
ム
そ
の
武
勇
を
聞
か
れ
知
行
千
石
を
以
て
召
抱

．べ
る
旨
仰
出
さ
れ
し
も
幼
少
よ
り
孫
左
衛
門
高
勝
の
重
恩
あ
る
に

依
り
之
を
辮
退
し
て
依
然
高
膝
に
専
へ
陪
臣
を
以
て
甘
ん
じ
た
△

二
代
長
左
衛
門
重
政
初
名
亀
之
丞
又
三
太
郎
父
の
遺
跡
を
横
ぎ
知

行
八
百
石
を
領
す
高
勝
其
女
を
以
て
之
に
妻
は
す
△
三
代
宗
右
衛

門
重
興
父
の
遺
跡
を
檀
ぎ
家
老
淘
野
案
領
地
東
城
の
守
護
た
り
△

四
代
長
左
衛
門
政
興
初
名
橿
平
元
謀
一
l

一
年
―
]
月
十
人
扶
持
を
給
ひ

後
更
に
一
二
人
扶
持
を
加
噌
さ
る
△
五
代
新
五
右
衛
門
政
榮
初
名
亀

之
丞
又
源
次
享
保
七
年
四
月
十
人
扶
持
を
給
ひ
究
勝
九
年
十
二
月

新
知
百
石
を
領
す
仝
ハ
代
並
次
政
盛
初
名
吉
六
明
和
六
年
二
月
＋

四
日
＋
人
扶
持
を
給
ひ
後
新
知
百
＝
エ
・
石
を
領
す
△
七
代
並
次
政

敏
初
名
多
見
蔵
父
の
遺
跡
を
糧
ぎ
姉
行
百
三
十
石
を
領
し
六
十
六

歳
に
て
歿
す
△
八
代
喜
和
馬
政
徳
初
名
辰
之
進
又
清
人
父
の
遺
跡

を
糧
ぎ
知
行
百
十
五
石
を
領
す
明
沿
維
新
藩
制
改
革
に
依
り
藩
主

滉
野
長
動
公
の
直
局
と
た
る
△
九
代
吉
蒲
ャ
ニ
歳
に
て
家
営
を
相

綾
し
後
廣
島
縣
謁
を
勤
め
更
に
揺
山
誠
之
館
、
廣
島
師
範
墨
校
、

山
中
高
等
女
學
校
へ
山
口
師
範
學
校
を
は
じ
め
各
縣
多
く
の
公
私

中
學
校
に
数
論
と
し
て
歴
任
し
そ
の
後
退
職
し
て
現
在
に
及
ぶ
嗣

子
正
路
高
等
商
船
學
校
卒
業
現
在
機
閥
長
勤
務
、
次
男
周
正
海
軍

機
蒻
将
校
三
男
多
正
帝
國
大
學
法
科
を
出
て
司
法
官
奉
職
四
男
安

正
機
闘
士
勤
務
中
で
あ
る
材
木
町
誓
碩
寺
を
菩
提
所
と
す

『
芸
藩
輯
要
』
第
四
編

＼ 

現

主

辻

辻

長

左

衛

門

重

時

藩
士
家
系
録
）

吉

禰

⑫堀暉加砂…•••文久 3(1863)組頭ID'TOB4
囮馬廻浅野継③12587．⑳以

寺西要人……•••安政 3 (1856)先手者頭③ぅ2A23
固先手者頭ltQ3384

邸先手者頭③11184．⑳8
（嘉永6父距璃家督）
瓢 387{保之弥芯

⑫～⑭高橋新一編『「芸藩輯要」 人名索引』

⑬
 

⑭寺西源三郎•…••文化15(1818)奥詰額4B28（大学悴）
． 文政4(1821)鎗奉行◎加AIB
文政6(1823)先手者頭③ぅ2A5
天保6(1835)中小姓頭窃781
天保14(1843)旗奉行@41Al8

囲iii長晟公え相勤家筋@2188
麟 3B4（正周）
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笹間良彦『復元江戸生活図鑑』（柏書房） → 
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ノ

嘉
氷
六
年
三
月
十
五
日

「幕
府、

広
島
藩
主
浅
野
斉
粛
「
安
芸
守
」

・
大
溝
藩
主
分
部
光

貞
「
若
狭
守
」
の
就
封
を
停
む
。
」

（東
京
大
学
史
料
編
纂
所

「維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ

ベ
ー
ス」
）
⑯
松
平
伊
豆
守
（
伊
賀
守
）
…
老
中
松
平
伊
賀
守
忠
優
（
た
だ
ま
す
）

松
平
忠
固
ま
つ
だ
い
ら
た
だ
か
た

．

文
化
八
年
(
-
^
―
-
)

I

安
政
六
年
(
-
＾
発
）
九
月
l

四

日
〈
m〉
忠
優
・
忠
固
愈
玉
助
、
侍
従
・
伊
賀
守

〈
年
上
田
藩
主
、
老
中

〈悉
父
は
姫
路
城
主
酒
井
雅

楽
頭
忠
実
、
二
男
食
〉
五
万
一―
1
0
0
0石
含

大

円
院
殿
鏡
誉
勇
進
知
道
大
居
士
寒
東
京
都
港
区

〔
天
徳
寺
〕
、
府
中
市
多
磨
町
〔
多
磨
霊
薗
〕
に
改
葬

〈
念
「
柳

」

天
保
元
年
四
月
二
十
日
家
督
を
相
続
し
伊
賀
守
と
称

し
た
。
同
五
年
四
月
奏
者
番
、
九
年
四
月
寺
社
奉
行

加
役
、
弘
化
二
年
大
坂
城
代
と
な
り
、
従
四
位
下
に

叙
せ
ら
れ
た
。
嘉
永
元
年
十
月
十
八
日
老
中
職
を
命

ぜ
ら
れ
、

十
二
月
十
五
日
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
安

政
元
年
正
月
、
約
の
ご
と
く
ペ
リ
ー
再
び
来
り
て
答

を
促
し
た
。
幕
府
は
こ
の
時
ま
で
｀
海
防
掛
は
阿
部

正
弘
・
牧
野
忠
雅
の
二
人
で
あ
っ
た
が
、
松
乎
忠
固

お
よ
び
松
平
乗
全
を
加
え
て
四
名
と
し
た
。
当
時
多

＜
攘
夷
論
に
傾
い
て
お
り
、
開
国
論
を
主
持
し
た
の

は
閣
老
首
班
阿
部
正
弘
お
よ
び
末
席
松
平
忠
固
の
み

で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
修
好
条
約
を
締
結
す
る
に
至

っ
た
。
こ
の
時
徳
川
斉
昭
の
容
瞼
を
斥
け
、
幕
府
の

.
r

a

g8
 

『明
治
維
新
人
名
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）

⑮
松
平
伊
豆
守
様
被
仰
渡

ー一

毘
ヽ
＂
ピ

意
見
を
貫
い
た
の
は
、
主
と
し
て
忠
固
の
力
に
基
づ

い
た
と
言
わ
れ
る
。
安
政
二
年
八
月
職
を
免
．せ
ら
れ

た
。
同
四
年
九
月
忠
固
は
再
び
老
中
の
次
席
に
列
せ

ら
れ
、
名
を
忠
優
か
ら
忠
固
と
改
め
た
。
忠
固
は
外

国
交
易
の
ご
と
き
は
家
康
以
来
、
一
に
み
な
幕
府
の

専
断
に
出
で
、
朝
裁
を
奏
請
し
た
こ
．と
は
な
か
っ
た

こ
と
に
準
拠
す
ぺ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
同
五

年
四
月
井
伊
直
弼
が
大
老
と
な
り
、
六
月
十
九
日
ハ

リ
ス
よ
り
の
調
印
要
請
に
対
す
る
会
議
の
席
上
忠
固

は
即
時
調
印
を
主
張
、
閣
老
皆
こ
れ
に
賛
成
し
た
。

幕
議
は
こ
こ
に
一
決
、
神
奈
川
に
て
ハ
リ
ス
と
修
好

通
商
の
仮
条
約
に
調
印
し
た
。
つ
い
で
二
十
三
日
忠

固
は
老
中
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
年
四
九
で
没
。

右 略0 . I 
於 ..l:.. 

軒

自 下 仰 -＝＝ ―― 

言 収 畷 月

n. 耳 十

繕象 ヽ 」

禎 I ~ 日

夫 り入

中 筏

列 袂

庄． 喩 わ、
4ア 年

手
貿 杓

舟・ 畷 キ

i 中 巧 養
浪 畷 奇F l之 不

波

゜綱吉政権下における大名課役 （津軽藩）

江戸に参府した大名に対して、幕府はー格・石高に合わせて務めを課した その最も基本的なものは儀

礼のたびに江戸城に登城し、将軍＾挨拶することであった。このほかには、幕府役職の任命（ほぽ譜代大

名に限られる）、江戸城各門の警備（門番）、江戸城や幕府施設などの防火仇：消 ・火之番）、寛永寺（かん

えいじ） ・増上寺（ぞうじょうじ）などで将軍家の法事が執行される時の予参（よさん）や道中筋の警備

などが課せられた。登城や役職以外の勤めには大名本人が出ないで済むものも多く、病気等を理由として

名代を出す大名もあった凍京都江戸東京博物館 ・ 東京新聞編集『参勤交代―巨大都市江戸の成り立ち—』

1997年東京都江戸東京博物館・財団法人東京都歴史文化財団刊）。主君の居城の警護や勤番は家臣の義

務であり、その意味からも、門番や防火に当たることは、大名にとって重要な務めであった

このうち、火消制度は寛永年間から享保年間 (1716~36)にかけて徐々に整備されていったが、整備途

上の段階においては、幕府の番方の人々が動員される一方で、参勤交代で江戸に参府した大名に対して、

火事の最中に老中が奉書を発し人数の出動を命じていt;::.,,これを奉書火消と呼んでいる。一方、整備され

た大名の消防関係の役務は、大別すると、①寛永6年 (1629)にその嘴矢（こうし）がみられ、人数や組

数を変化させながら慶安2年 (1649)の3隊10家編成まで確認できる（狭義の）大名火消、②明暦2年

(1656)に開始され、幾多の改組を経て、正徳6年 (1716)には大手組 （おおてぐみ） ・桜田組（さくら

だぐみ）の二組に編成され、火事の際に大手門・桜田門に集合して防火に当たる役目を担った方角火消（な

お、増援として奉書火消も併用された）、③江戸城や寛永寺・増上寺、米蔵や材木蔵といった幕府の主要施

設の防火に当たる所々火消り：之番）、④自衛的消防組織である近所火消（自分火消 ・三町火消）があった。

このうち、幕府が大名に命じる課役で、幕末期まで制度が存続した火之番・方角火消のいずれも、延焼を

防ぐことに主眼があり、専ら初期消火に当たった（池上彰彦「江戸火消制度の成立と展開」『江戸町人の

研究』五 一九七八年吉川弘文館刊、針谷武志「軍都としての江戸とその終焉—参勤交代制と江戸勤番

ー」『関東近世史研究』 42、『新編千代田区史』通史編 1998年東京都千代田区刊）。

テキスト／ 綱吉政権下における大名課役 (adeac.jp)
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山
火
之
御
番
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廿
八
日
「
遠
江
様
近
来
之

御
時
節
柄
二
而
弥
益
御
世

帯
向
御
逼
迫
被
成
、

依
之
此
度
格
外

之
御
省
略
被
仰

七
、
御
家
来
中
知
行

方
百
石
二
付
八
人
扶
持

渡
之
割
合
二
相
成
候

之
由
也
、
主
水
様
二
も

御
同
様
之
御
逼
迫
与

相
聞
候
得
共
、
い
ま
た

格
別
御
省
略
事

等
被
仰
出
も
無
之

趣
、
却
而
此
硼
向

御
屋
敷
御
長
屋

去
々
年
焼
失
之

処
御
普
請
始
り
、

御
大
造
之
事
之
由
、

御
積
凡
千
金
与
甲
事
也
、

乍
去
将
来
之
御
取

〇
廿
一
日
、
乙
丑
、
晴
、
夕
曇
寒
、
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
退

「
風
呂
を
立
、
「
幾
三
郎
夜
来
者
大
二
気
軽
、
腫
も
亦
減
也
、

「
夕
八
時
方
本
照
寺
江
為
見
ハ
品
胆
越
、
麻
上
下
着
、
供
者
若
党

・
草

履
取
計
、
白
衣
二
而
連
ル
也
、
御
目
付
武
内
純
介
也
、
「
此
松
本
良
伯
来

診
、
「
上
野
彦
三
郎
倅
吉
次
郎
此
間
方
素
読
所
へ
出
し
候
由
二
而
‘
頼

労
召
連
来
候
由
、
「
夕
藤
川
毎
登
殿
甚
吉
此
間
席
書
無
滞

相
済
候
謝
御
入
来
、
「
坪
内
久
米
之
助
卜
Q
来
ル
廿
四
日
当
観
院
殿

廿
五
回
忌
相
当
法
事
執
行
致
候
由
二
而
案
内
紙
面
差
越
也

〇
廿
二
日
、
丙
寅
、
晴
、
「
先
批
君
御
祥
月
、
早
朝
西
向
寺
江

参
、
献
膳
者
十
六
日
二
仕
、
相
済
也
、
「
素
読
所
講
釈
へ
出
席
、
直
二
出
勤
、

夕
八
時
前
退

〇
廿
三
日
、
丁
卯
、
曇
、
午
後
雨
、
「
台
現
院
様
御
法
事
二
付
、

麻
上
下
着
、
六
半
時
頃
出
宅
、
本
照
寺
へ
罷
越
、
供
連
者
若
党
・
小
者
、

道
具
・
合
羽
籠
也
、
尤
雨
具
者
天
気
合
故
為
持
ル
也
、
九
半
時
頃
相
済

帰
宅
、
帰
り
掛
御
館
へ
罷
出
、
今
日
者
主
水
様
方
御
使
者
有
之
、

且
那
様
二
者
御
法
事
済
御
参
詣
被
遊
候
也
、
御
斎
を
被
出
、
酒
も
被
出
、

殊
外
町
摩
之
事
也
、
御
寺
詰
者
御
馬
回
吉
本
繁
右
衛
門

・
御
出
頭
三
宅

吉
左
衛
門

・
御
目
付
武
内
純
介

・
御
奥
附
桑
原
内
蔵
二
八
御
帳
前
松
井

八
郎

・
土
屋
政
之
進
、
坊
主
長
束
千
甫

・
木
村
喜
斎
也
、

周
防
様
之
御
代
香
予
勤
之
、
右
相
済
候
段
者
御
次
二
而
御
用
達
迄
申
上

候
之
事
、
「
夕
坪
内
久
米
之
助
へ
当
観
院
殿
和
逮
夜
へ
被
招
行
、
有
饗
、

妙
慶
院

・
水
谷
又
左
衛
門
殿

・
木
野
．
馬

・
近
藤
重
太
郎
会
、
「
夜
堀
尾

江
囲
某
二
被
招
行
、
廿
三
夜
二
而
饗
も
有
之
也
、
夜
半
後
帰

〇
廿
四
日
、
戊
辰
、
晴
、
寒
、
「
朝
妙
慶
院
へ
千
代
吉
代
参
二
遣
ス
、

「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
退
、
「
森
岡
弟
婦
来
、
夜
万
之
進
迎
二
来
、
酒

鮮
を
饗

〇
廿
五
日
、
己
巳
、
雨
、
寒
、
「
朝
例
時
出
勤
、
夕
八
時
退

「
松
本
良
伯
来
、
幾
三
郎
腫
物
弥
以
消
散
二
相
違
無
之
、
先
薬
も

休
候
而
可
然
与
甲
也

〇
廿
六
日
、
庚
午
、
晴
、
「
午
後
為
伺
御
機
嫌
罷
出

〇
廿
七
日
、
辛
未
、
晴
、
喧
、
「
朝
素
読
所
会
読
江
出
席
、

直
二
出
勤
、
夕
八
時
前
退
「
坪
内
久
米
之
助
此
間
法
事
之
節

之
謝
入
来
、
「
西
向
寺
江
千
代
吉
為
参
也
、
「
夜
始
蚊
帳
を
垂

〇
廿
八
日
、
壬
申
、
雨
霜
々
、
「
慈
君
今
暁
方
中
津
屋
江
御
出

被
成
、
千
代
吉
付
参
ル
、
「
例
時
出
勤
＼
夕
八
時
前
退
、
「
予
足
冷
二
付
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続
如
何
之
御
覚
悟

被
為
在
候
哉
、
甚
不
審

之
も
の
与
有
心
輩
者

窃
二
申
値
候
事
也
、

此
方
様
二
者
従
来

御
締
合
宜
敷
、
其
上

去
申
年
以
来
屹
度

雙
喜
を
[
(
忠
皇
、
格
別

御
省
略
被
行
候
之
故
、

聾
法
役
所
之

御
金
も
凡
壱
万
金
二

及
、
当
御
場
合
二
而
も
、

何
も
差
向
御
頓
着
者

、
被
為
誠
二
御
家
来
一
統
往
々
之
幸
福
也
、
夫
与
申
も
御
家
司
渡
辺
宗
右
衛
門
殿
之
功
居
多
也

「
廿
三
日

一
知
行
高
百
十
石

民
三
郎
家
督

西
山
民
人
殿

一
御
切
米
三
拾
弐
石

升
家
督高
屋
久
登
殿

一
願
之
通
隠
居

西
山
民
三
郎
殿

高
屋
升
殿

「
五
日

一
知
行
高
四
百
七
拾
石
◇

源
三
郎
家
督

寺
西
要
人
殿

一
願
之
通
隠
居

寺
西
源
三
郎
殿

／
御
旗
奉
行
方

当
夏
秋
中
時
二
取
足
袋
相
用
申
度
旨
与
三
右
衛
門
を
以
申
出
置
候

之
処
、
勝
手
次
第
仕
候
様
被
仰
出
候
段
、
今
日
渡
辺
宗
右
衛
門
殿
よ
り

紙
面
二
而
被
申
達
、
御
請
返
書
差
出
、
申
出
候
者
昨
日
於
御
用
所
如
例
口

演
二
而
申
出
也
、
「
夕
長
喜
三
太
入
来

〇
廿
九
日
、
癸
酉
、
雨
温
、
「
夕
為
伺
御
機
嫌
罷
出
、
「
夕
方

堀
尾
精
一
郎
弓
会
二
付
射
場
へ
出
ル
、
「
夜
万
之
進
来
、
「
千
代
吉
昨

日
者
中
津
屋
へ
泊
、
今
日
帰
候
也
、
慈
君
査
暫
御
滞
留
被
成
筈
也

〇
舟
日
、
甲
戌
、
晴
暖
「
例
時
退
出
勤
九
半
時
頃
退

「
辻
清
人

・
堀
尾
眠
石
入
来
、
「
風
呂
を
建
、
「
貫
名
先
生
へ
書
状

遣
ス
、
浄
書
士
一
枚
遣
ス
也
、
「
立
夏

四

月

大

〇
朔
日
、
乙
亥
晴
暖
、
「
例
時
出
勤
、
九
時
過
退
「
夕
射
場
へ

出
ル

0
二
日
、
丙
子
、
晴
喧
、
「
午
前
方
出
、
己
斐
山
榎
木
谷
江
采

蕨
二
行
、
石
内
村
へ
越
、
大
師
堂
へ
参
り
帰
ル
、
々
途
上
野
彦
三
郎
野
居
を

尋
達
而
留
、
村
酒
を
出
ス
、
堀
尾
幾
之
進
を
伴
、
蕨
も
相
応
二
采
得
也
、
暮
過

宅
帰
宅
、
「
留
守
中
水
谷
又
左
衛
門
殿
御
出
被
成
、
大
蔵
一
件
二
付
内
田
織
馬

殿
へ
御
内
答
振
之
草
案
御
持
参
被
成
候
由

0
三
日
、
丁
丑
、
晴
喧
、
「
朝
素
読
所
講
釈
へ
出
疇
良
譴
二
出
勤
、

九
半
時
過
退
「
小
倉
甚
右
衛
門
入
来
、
「
夕
妙
慶
二
而
坪
内
当
観
院
殿
御
墓
ヘ

参
、
夫
方
波
多
野
権
祐
を
訪
菅
多
久
馬
へ
去
月
御
児
小
姓
被
仰
付
候
歓
二

行
、
坪
内
へ
年
回
之
節
被
招
候
謝
二
行
、
木
野

・
水
谷
江
行
、
両
家
二
而
酒
出
ル
、

水
谷
二
而
者
昨
日
御
持
参
之
草
案
事
二
付
御
内
談
有
之
、
及
深
更
帰
也

0
四
日
、
戊
寅
雨
、
暖
、
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
退
「
平
竪
藤
吉
郎

来
話
、
三
宅
内
外
来
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「
五
日

馨

当

儡

滞

被
為
蒙

仰
贄
、
昨
年
御
参

府
以
来
東
叡
山

火
之
御
番
被
為
蒙

仰
候
処
、
当
年
も

其
儘
御
勤
被
遊
候

ニ
付
、
右
様
御
暇
不
被

仰
出
義
二
有
之

与
の
風
説
也
、
左
も

有
ぬ
へ
し

「
同
日
、
腹
背
灸
治

0
五
日
、
己
卯
、
晴
、
暖
、
「
夕
射
場
へ
出
ル
、
「
夕
松
本
三
寿
来
、

辻
清
人
家
之
系
図
与
相
見
、
彼
辺
町
家
之
者
如
何
之
訳
二
而
欺
持
居

候
之
由
二
而
不
図
見
あ
た
り
、
先
方
二
も
勿
論
持
居
候
而
用
を
不
為
も
の
こ
義
、

所
望
い
た
し
候
ハ
ヽ
随
分
如
何
様
二
も
可
致
趣
、
自
然
辻
之
方
入
用
二
と
も
者

無
之
哉
之
旨
申
聞
、
巻
物
持
参
し
見
せ
ル
、
幸
辻
之
方
二
者
去
ル
文
化

中
自
火
焼
失
之
節
、
系
図
も
焼
失
、
当
時
無
之
由
二
付
取
次
、
所
望
も

喜
度
与
見
ム
品
蒻
、
如
鳳
辻
家
之
系
図
二
者
有
之
候
得
共
、
清
人

家
之
二
而
者
無
之
、
同
姓
当
時
堀
田
助
六
殿
｛
季
之
系
図
与
相
見
ゆ
る
、

如
何
二
し
て
他
へ
出
候
も
の
二
哉
不
審
也
、
因
て
窃
二
写
し
取
置
、
追
而
辻
之

方
系
図
編
立
進
度
与
存
、
明
日
ま
て
借
用
之
義
申
、
留
置
也
、

「
左
之
通
御
移
檄
出
ル

先
月
十
五
日
殿
様
御
登
城
被
遊
候
処
、
御
居
残
被
遊
候
様

御
達
有
之
、
当
年
御
暇
年
二
候
得
共
、
御
暇
被
下
間
敷
旨
、
御
老
中
様

（
伊
賀
守
忠
優
）

方
御
列
坐
二
而
松
平
伊
豆
守
様
被
仰
渡
候
、
此
段
不
洩
様
可
被
相
触
候
、
以
上

四
月
五
日

．
 
w
、
ノ
悧
名
も
妍
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な
し

令
和
五
年
十
二
月
例
会
資
料
(
+

一
月
分
後
追
い
）

家
乗
嘉
永
六
年
三
月
四
日
＼
三
月
十
七
日

一
、
先
月
の
解
読
文
活
字
読
み
の
確
認
点

指
摘
・
意
見
・
質
問
•
他

①

p

3
0
,
1
行
目

『
諸
品
御
礼
』
（
年
に
一

S
二
度
実
施
。
無
い
年
も
あ
り
ま
す
。
）

文
久
二
年
一
月
十
五
日
の
記
に
「
旦
那
様
御
下
城
後
、
於
御
書
院
御
役
成
之
御
礼

申
上
ル
、
奏
者
御
用
人
渡
辺
雅
登
、

外
二
諸
品
御
礼
少
々
有
之
、
夫
夕
与
力
中
年
頭

御
礼
も
有
之
、
」
と
あ
り
ま
し
た
。

右
は
前
年
御
家
司
に
任
ぜ
ら
れ
た
御
礼
で
あ
り

「全
体
昨
年
御
役
成
間
も
な
く
可

被
為
請
筈

二
候
得
共
、
御
序
も
不
被
為
在
候
故
、
当
春
迄
御
延
二

相
成
候
御
様
子
」

と
の
こ
と
。
実
際
に
万
延
二
年
（
文
久
元
年
）
二
月
十
五
日
「
其
方
義
足
知
弐
拾
石

遣、

家
司
役
申
付
」
の
後
、
同
年
中
に
「
諸
品
御
礼
」
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

又
、
文
久
三
年
十
二
月
十
八
日
に
は
「
今
朝
諸
品
御
礼
有
之
、

致
席
詰
、
当
度
夕
御

礼
申
上
候
当
人
之
外
麻
上
下
着
相
止
、
平
服
二
成
也
、

堀
尾
父
子
も
隠
居
家
督
之
御
礼

相
済
、
使
を
以
歓
申
遣
ス
也
」
の
記
が
あ
り
ま
し
た
。

此
等
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
諸
品
御
礼
」

と
は
役
成
り

・

役
替
え

•

隠
居
家
督
な

ど
の
辞
令
を
受
け
て
殿
様

へ
直
接
お
礼
を
言
上
す
る
行
事
の
様
で
す。

勿
論
御
請
は
御

用
召
当
日
、
直
ぐ
に
御
用
達
等
に
通
し
て
い
る
筈
で
す
。
対
象
の
格
は
何
処
ま
で
で
し

ょ
う
？
歩
行
は
？

足
軽
は
？

．． 
「
少
々
有
之
」

ゆ
え
上
級
職
の
み
力
？

と
云
う
こ
と
で
「
諸
品
」
の
「
品
」
の
意
は
「
品
物
」
で
は
な
く

「
品
」
【
ホ
ン
・
ヒ

ン
・
し
な
】
身
分
・
階
級
・
位
階
で
し
ょ
う
か
？

（
物
品
の
献
上

・
下
賜
等
有
れ
ば
そ
の
旨
記
さ
れ
て
い
る
筈
な
の
で
）

御
作
事
諸
品
方
と
云
う
役
職
も
家
乗
に
出
て
来
ま
す
。
こ
の
「
諸
品
」

は
諸
品
・
諸
御

道
具
引
請
と
あ
り
ま
す
の
で
「
品
物
」
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

②
p
3
0
'
頭
書
7
行
目

『
西
御
山
屋
敷
』

B
3
班

豊
原
兼
輔
さ
ん
か
ら

西
御
山
屋
敷
は
東
城
浅
野
家
が
広
島
藩
よ
り
正
金

1
4
0
両
で
譲
り
受
け
た
こ
と
が

『
村
上
家
乗
』

続
篇
弘
化
三
年
の
記
事
に
有
る
事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

、細ーノ

間
が
二
週
間
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
済
み
ま
せ
ん
。

弘
化
三
年
九
月
六
日

「
佐
伯
郡
古
江
村
二
有
之
西
御
山
屋
敷
与
口
居
候
御
山
荘
（
尤
当
時
立
前
者
無
之
◇
真
之
御

腰
掛
耳
也
）

此
度
御
不
用
御
払

二
相
成
候
と
の
事
二
而
抑
此
三
月
下
瀬
孫
平
方
予
江
内
々

申
聞
、
其
後
度
々
往
反
相
談
約
候
所
、
正
金
百
四
拾
両
之
直
を
以
御
払
、

此
御
方
様
御

所
望
与
申
事
二
相
約
り
、
尤
表
向
者
古
江
村
庄
屋
喜
作
江
御
下
ケ
、
同
人
方
御
屋
敷
江
者

差
出
候
振
二
而
昨
五
日
引
渡
相
済
、
此
方
方
岩
崎
常
介

・
星
野
武
平
次

・
増
田
吉
右
衛

門

・
田
川
権
内
参
り
、
あ
ち
ら
方
御
当
用
方
御
歩
行
組
福
原
周
平

・
深
尾
栄
之
進
、
番

組
何
某
参
り
立
合
候
由
也
、
右
御
山
荘
者
已
前
翠
江
山
園
与
申
而
福
山
故
鳳
洲
先
生
記
文

も
有
之
、
御
立
物
も
数
々
有
之
候
由
之
所
、
当
時
者
下
之
方
二
玉
水
軒
与
申
小
キ
御
腰
掛
、

外
二
御
多
門
三
軒
有
之
候
計
之
由
也
、
乍
併
山
者
余
程
御
手
広
二
而
殊
二
御
知
行
所
之
事

二
も
在
之
労
好
キ
御
遊
慰
之
御
場
所
也

同
年
十
月
朔
日
、

御
山
屋
敷
二
而
者
御
境
内
御
歩
行
被
遊
、
岩
崎
常
介
御
案
内
申
上
ル
、
誠
二
御
手
広
、

目
を
驚
候
事
共
也
、
先
年
安
永
中
（
恭
昭
力
）
院
様
福
山
鳳
洲
先
生
へ
被
仰
付
御
書
せ

被
成
候
記
文
之
内
二
有
之
白
龍
泉

・
仙
路
巌
等
者
今
猶
風
景
実
二
仙
境
二
入
か
如
し
、

清
明
舘

・
停
雲
鷹
等
之
御
建
前
者
天
明
中
二
敗
江
戸
江
引
候
由
二
而
当
時
之
御
建
前
者
玉

水
口
計
也
、
望
岳
岡
眺
望
殊
二
好
、
松
策
（輩
力
）少
々
有
之
御
取
被
遊
、
夫
方
御
酒
被
召

上
、
予
へ
も
御
餃
頂
戴
被
仰
付
、
暮
頃
御
立
座
、
六
半
時
頃
被
為
入
、
日
之
入
頃
方
雨

振
出
ス
、
好
き
御
間
合
也
、
右
御
山
屋
敷
者
先
月
六
日
之
記
二
有
之
已
来
古
江
御
山
屋

敷
与
相
唱
候
様
被
仰
出
也
、
岩
崎
常
介
者
右
御
山
屋
敷
引
受
被
仰
付
候
故
今
日
も
罷
越
候

也、

（
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
岡
山
城
の
供
腰
掛
の
写
真
を
裏
面
に
載
せ
ま
す
。
）

三
、
報
告
•
お
知
ら
せ

令
次
例
会
は
、

一
月
六
日
（
第

一
土
曜
日
）

午
後
一
時
半

於
第

一
•
第
二
研
修
室
で
す

。

第
二
研
修
室
白
板
を
前
と
し
ま
す

。

当
日
の
会
場
当
番
は
、
A
2
班
及
び

B
3
班
で
す
。

二
月
例
会
は
、
二
月
二
十
四
日
（
第
4
土
曜
日
）

で
す
。

三
月
例
会
は
、
三
月
九
日
（
第
2
土
曜
日
）

で
す
。

令

一
月
は
席
移
動
月
で
す
。
席
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
班
単
位
で
前
回
よ
り

1
つ
宛
前
に
お
進
み
下
さ
い
。

一
番
前
の
班
は
最
後
列
へ
お
廻
り
く
だ
さ
い

家
乗
か
ら
そ
の
部
分
を
書
き
抜
い

て
み
ま
す
。

＼ 



広
島
は
太
田
川
下
流
域
三
角
州
の
低
地
に
あ
り
、
低
湿
地
帯
の
砂
地
上
に
城
を
築
く
た

め
に
「
千
本
杭
」
と
呼
ば
れ
る
木
杭
を
砂
地
盤
に
打
ち
込
ん
だ
上
に
基
礎
を
築
い
た
エ

法
（
島
普
請
）
が
採
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
近
年
の
発
掘
で
は
そ
の
証
拠
が

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の
毛
利
元
就
時
代
の
弘
治
元
年

(
1
5
5
5

年）

2

月
に

は
山
県
就
相
宛
の
書
状
で
現
在
の
広
島
の
地
に
堤
が
作
ら
れ
て
い
た
事
か
ら
、
実
際
に

島
普
請
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
否
定
的
な
意
見
を
唱
え
る
ほ
う
が
主
流
と
な
り
つ
つ

あ
る
く
。
ち
な
み
に
こ
の
千
本
杭
は
厳
島
神
社
大
鳥
居
の
基
礎
に
用
い
ら
れ
て
い
る

(
H
P
こ
目
本
城
め
ぐ
り
方
）

ヽ

．
 

.
ci,il,
-t
,-

，
 

‘,̀
,
'9,'’ 

i芦帝k
、

芸藩広島の図（西尾市岩瀬文庫データベース方）右下、仁保島西

新開（皆実新開の古称）の堤際に棒線で杭の絵が描かれ「波除杭

千本木と云」とあります。寛文 2年堰堤が設けられ皆実新開が開

かれる前は比治山の南側一部、山崎・亀島新開の間が海に面して

いました。 （然し、千本杭潟が何処かは、分かりません。）

波を消す為の簡易防波堤のようなものとして松等の杭が打ち込

まれ、その数の多さから千本杭とか百本杭とか呼ばれたもので、

現在も各地に残っている。その現代版テトラポッド帯を千本杭と

呼ぶ所もある。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
萬
津
箱
＊
＊
＊
（
余
談
）
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

三
月
十
四
日
3
行
目
『
比
治
山
千
本
杭
潟
』

千
本
杭

ヽ

•
』

しろうや広島城No.69

I上図、波除杭は此の辺り
岡山城供腰掛→腰掛とは云え立派な建物！
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嘉
氷
六
年
「
村
上
家
乗
」
参
考
資
料
（
令
和
6
.
1
.
6
)
9

◎
四
月
七
日

①
福
山
直
衛
：
家
老
上
田
｛
琢
士
。
安
政
三
年
十
月
用
人
か
ら
組
頭
。
万

延
二
年

(
-
八
六

一
）
二
月
御
役
御
免
、
組
頭
格
、
文
久
二
年
九
月

隠
居
。

G
②
妙
風
寺
：
城
下
東
白
島
町
の
日
蓮
宗

一
致
派
寺
院
。
岩
崎
家

・
石
井

家
の
菩
提
寺
。

◎
四
月
九
日

③
伊
田
千
松
：
家
老
東
城
浅
野
｛
季
土
。
嘉
永
六
年
四
月
父
定
右
衛
門
家
督
、
四
石
二
人
扶
持
、

歩
行
組
並
。
安
政
五
年
二
月
御
次
坊
主
、
千
水
と
改
名
。
・
定
右
衛
門

Q

腐
渇
（
し
ょ
う
か
ち
）
症
：
の
ど
が
か
わ
い
て
、

小
便
の
通
じ
な
く
な
る
病
気
。
か
ち
の
や

ま
い
。
か
わ
き
の
や
ま
い
。
現
在
で
は
糖
尿
病
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

◎
四
月
十
一
日

⑤
河
野
権
六
：
．
家
老
東
城
浅
野
家
士
。
嘉
永
六
年
四
月
二
十
七
日
に
、
思
召
し
に
よ
り
扶
持
米

を
召
し
上
げ
ら
れ
、
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
る
（
理
由
は
同
日
頭
書
）
。
十
二
月
九
日
に
同
姓
熊
之

進
が
三
石
五
斗
、

二
人
扶
持
で
、
歩
行
列
に
加
え
ら
れ
、

河
野
家
の
家
名
を
建
て
る
こ
と
が

許
さ
れ
た
。

⑥
お
せ
つ
：
岩
崎
常
介
の
二
女
。
安
政
元
年
十
二
月
に
菅
馬
之
進
後
妻
と
な
る
。

⑦
気
随
放
埓
（
き
ず
い
ほ
う
ら
つ
）

…
「
気
随
」
は
自
分
の
気
持
、
気
分
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
う

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
気
ま
ま
。
「放
埓
」
は
（
馬
が
馬
場
の
周
囲
の
柵
で
あ
る

「埒」

（
ら
つ
）
）
を
放
た
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
）
勝
手
気
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
こ
と
。
き
ま
り
や

し
き
た
り
に
し
た
が
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
放
縦
（
ほ
う
じ
ゅ
う
）
。

◎
四
月
士
二
日

⑧
蒙
養
軒
：
東
城
浅
野
家
で
は
、
広
島
藩
学
問
所
（
天
明
二
年
設
立
）
、
上
田
家
講
学
所
（
宝
暦

年
間
設
立
）
に
な
ら
い
、
家
中
教
育
機
関
と
し
て
寛
政
元
年
（

一
七
八
九
）
城
内
上
屋
敷
内

ヽ

金

蒙
養
館

／
E

は
印
劇
句
匁

ャ
＾
が
）
浅
野
豊
後
道
興
が
広
島
城
内
の
私
邸
中
に
設
け
、
家
臣
大
崎
泰
造
が
教
授
に
任
命
さ
れ
て
子
弟
の
教

育
に
あ
た
っ
た
。
道
興
は
七
夫
学
ハ
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
至
要
大
業
ニ

シ
テ
片
時
モ
欠
ク
ペ
カ
ラ
ズ
」
と
し
て
公
務
の
余
暇
に
は
し
ば
し
ば

臨
校
し
て
講
義
を
聴
聞
し
、
家
臣
に
も
奨
励
し
た
。
の
ち
三
宅
内
外
・
湯
川
新
太
郎
が
教
授
と
な
っ
た
。

よ
う
た
し

校
務
は
用
達
が
兼
務
す
る
主
管
一
名
｀

蒙
養
館
掛
一
名
、
書
記
一

名
で
行
な
い
、
教
授
・
助
教
に
定
員
は
な
く
、
句
読
師
は
子
弟
中
よ
り
選

抜
し
た
。
生
徒
数
は
年
に
よ

っ
て
増
減
が
あ
っ
た
が
、

平
均
一

0
0名
以
下
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。
入
学
年
限
・
教
育
課
程
・
教
育
内
容
は
上

田
氏
の
講
学
所
と
ほ
ぽ
同
様
で
あ
り
、
学
規
は
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
を
用
い
た
。
ま
た
家
臣
の
私
邸
に
泊
舎
と
い
う
寄
宿
舎
を
設
け
、
訓
導

生
で
将
来
成
業
の
見
込
み
あ
る
者
約
三

0
名
を
入
れ
た
。
学
校
経
費
は
金
五

0
0両
で
あ

っ
た。

に
蒙
養
館
を
設
立
し
た
。
嘉
永
六
年
(
-
八
五
三
）
四
月
、
金
子
徳
之
助
（
霜
山
）
書
、
湯

川
新
太
郎
刻
に
よ
る
「
蒙
養
軒
」
の
扁
額
が
同
所
に
掲
げ
ら
れ
た

⑨
扁
額
：
室
内
や
門
戸
に
か
か
げ
る
横
に
長

い
額
。
横
額
。

福

一
地の

の

第

⑩
金
子
徳
之
助
：
広
島
藩
士
で
儒
学
者
の
金

さ

靭

東
、
旧

醗

子
徳
之
助
済
民
(
-
七
八
九
ー
一
八
六
五
）
0

.

：＼

額

5
た

景

的

号
は
霜
山
（
そ
う
ざ
ん
）
。
金
王
を
は
東
城
浅

這

犀

5
暉

属

凱

巴

胃

低

野
家
抱
え
の
医
師
で
あ
っ
た
が
、
安
永
三
年

（一

七
七
四
）

に
楽
山
が
召
し
出
さ
れ
て
藩

景

の
こ

が

儒
と
な
り
、
子
の
華
山
、
孫
の
霜
山
も
学
問

記

疇

応

こ

[

東r
．
楼

凱

：

所
教
授
と
な
っ
た
。
霜
山
は
文
化
八
年
(
-

日

李
の

八

―一

）
に
学
問
所
教
授
と
な
り
、
文
久
三

使

瀾

扁

ー

信
4

天

の

．

鮮

寺

腕

の

年
(
-
八
六
三
）
に
中
小
姓
頭
同
格
御
軍
方

‘

通

・

浦

御
用
掛
。
長
沼
流
軍
学
に
精
通
し
て
い
た
た

＂

．

朝

禅

形

鞘

め、

同
年
七
月
に
抜
擢
さ
れ
て
用
人
並
と
な

り
、
学
問
所
教
育
任
務
を
解
か
れ
て
軍
務
に
参
与
、
役
料
を
合
わ
せ
て
四
0
0石
と
な
る
。

⑪
湯
川
新
太
郎
：
｛
墜
毛
東
城
浅
野
｛
季
士
。
天
保
十
五
年
（

一
八
四
四
）

二
月
小
姓
組
並
御
取
立
、

学
事
方
、
嘉
永
七
年
四
月
小
姓
組
本
格
。
文
久
二
年（

一
八
六
二
）
四
月
十
九
日
に
死
去
。

訳
こ
）

z

ー

ー

J

）
 

（

し

オ

t

｀
 

人

[

l

[

ン

『『広
島
県
史
』
近
世
2

45 



シ
・

衰4-9 広島藩三家老の給知分布

葛邸名
ニ原浅野氏 上田氏 東城浅野氏

郡石店〈D〉
裏乞石昌

石高Q3(A〉村数石高％ 石石仔i)〈B〉村数石高％ 石涵（石）〈C)村昂石姦％ ％豪

沼田郡 16,505.214 

゜安
佐西郡 8,395.047 20 49.3 3. 190.682 6 31.9 34.798.070 33.3 
'田郭 4.698.180 4 15. 7 1.210.832 3 7.! 318.597 I 3 2 51.414.858 12.l 
山県郡 130.000 2 1.3 28,518.669 0.5 

芸 女北郡 1,067.950 2 3.5 I.000.820 l 5.9 238.207 3 2. 4 16,193.796 14.2 
賀茂郡 361. 905 3 3, 6 49,298.892 o. 7 
同
安南郡 1.081.520 1 6.4 199.395 2 2 0 25,356.685 5.1 
高田郡 878. 132 3 5.2 195.000 3 2.0 47.406.300 2.3 
小計 5,766.130 6 19.2 12,566.351 28 73.9 4,633.786 20 46. 4 269,478.310 8.5 
御遺郡 9,901.096 23 胡．o ， 29,269.104 33.8 

傭
世羅邸 969. 204 2 5.1 2,8-15. 173 5 28. 4 29．fJ/1.425 12.9 
三硲郡 216.715 I 0. 7 179.417 1 1.0 18,156.255 2.2 
三次郎 22.950.071 

゜後 恵蘇郡 21.729.806 

゜三上郡 6,352.428 9 21.2 949.392 I 5.6 12,780.562 57. l 

国
奴可郡 3,251.278 4 L0.9 2.351.859 4 13.8 2.521.965 7 25.2 17,468.016 46.5 
甲奴郡 4,513.448 8 15.0 ◄ .513.479 99.9 
小 Jt 24.2:W.965 41 80.8 4,≪9.872 81 26.1 5,367.138 12 53.6 156,438.718 21.8 

l 計 30.001.095 47 100 17.016.223 361100 10.000.924 32 100 425.917.028 l3.4 

（出典〕寛水19年「浅野光品領知判物」 (r三原市史」第 5~). 寛永19年「上田家知行目録」（「大竹市史」史料
編第1牲）．延宝2年「浅野高次宛浅野綱良領知車ll物」（近世口料編第44号），寛文4年「徳川家綱傾
知判物• F-1録」 (r広島県史」近世費料編n)による。

〔傭考）東城浅野家は寛永18年拝領の与力知を含む。郡石高は三次藩領も含む。豪はA+B+C/D。

⑫
頭
庄
屋
：
正
徳
二
年

(
-
七

―
二
）
、
五
代
藩
王
浅
野
吉
長
は
「
正
徳
新
格
」
と
呼
ば
れ
る
郡

方
支
配
の
改
革
に
着
手
し
、
諸
郡
の
代
官
な
ど
の
役
職
を
廃
止
し
て
、
郡
中
の
最
有
力
の
農

民
か
ら
四

0
名
の
所
務
役
人
、
有
力
農
民
か
ら
八
一
名
の
酬
由
園
を
置
き
、
士
分
の
格
式
を

与
え
て
、
郡
方
政
治
機
構
の
中
へ
組
み
込
み
、
直
接
郡
政
に
当
た
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
こ
の
改
革
は
享
保

一
揆
に
よ
っ
て
失
敗
に
帰
し
た
が
、
そ
の
頭
庄
屋
の
名
称
が
家

老
給
知
だ
け
に
残
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

（

し

＞
東
城
浅
野
家
の
給
知
に
は
、
文
久
元
年
(
-
八
六

一
）
に
、
奴
可
郡
の
七
か
村
に

一
名
（
東

城
町
勘
助
）
、
世
羅
郡
五
か
村
と
豊
田
郡
久
芳
村
、
計
六
か
村
に

一
名
（
小
童
村
三
郎
治
）
、

佐
伯
郡
六
か
村
に
一
人
（
古
江
村
吾
作
）
の
頭
庄
屋
が
置
か
れ
て
い
た
（
庄
屋
兼
帯
）
。
し
か

し
、
残
り
の
安
芸
郡
二
か
村
、
賀
茂
郡
三
か
村
、
高
宮
郡
二
か
村
、
山
県
郡
二
か
村
、
高
田

郡
三
か
村
に
何
人
の
頭
庄
屋
が
置
か
れ
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
。

ヨ菖傾巨蚕

家老給増全村 一毬

三原汲野 ~ M 

東械桟野 - T 
上田 ［二］ U 

広島藩家老給知の分布図

郡奉行.....郡廻り・・・…郡｀｀．．．．．．ぅ庄

ば氏一家老ー用人［知勘打：奉奉｀ロニ争：暉一町年寄

町奉行 台所奉行 ］ 5こ心
・ ニで竺ヂ

図4-3
I J 

屋・・ー… 組頭など

屋—組

図4-5 東城浅野氏知行所の支配系統

頭

『東城町史』自然環境 ・原始 ・古代中世 ・近世通史編

東城浅野家給知村は，東城浅野家の頭庄屋の支配下（年貢収納の

み）にあるとともに，もう一方で、広島藩の郡奉行ー郡廻り一代

官など（郡役所）一割庄屋一庄屋・組頭という藩の支配機構のも

と、割庄屋の支配下にもあり，組み合わせが異なる二重の支配を

受けた。

奴
可
郡
四

一
か
村
は
四
組
に
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
四
人
の
割
庄
屋
（
庄
屋
兼
帯
）
が
各

組
を
統
括
し
、
郡
役
所
か
ら
通
達
さ
れ
る
触
書
な
ど
を
各
村
へ
廻
達
し
、
各
村
か
ら
の
書
類

を
郡
役
所
へ
上
申
し
、
郡
全
体
に
関
す
る
負
担
を
差
配
し
、
村
落
間
で
発
生
す
る
紛
争
の
吟

味
や
調
停
（
内
済
）
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

頭
庄
屋
な
ど
、
｛
墜
宅
給
知
の
村
役
人
は
東
城
浅
野
家
に
対
し
て
献
金
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
蔵
入

・
明
知
な
ど
の
村
役
人
の
よ
う
に
、
永
代
格
の
名
誉
職
的
な
役
格
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
給
知
内
だ
け
に
限
り
、
郡
内
で
は
使
用
し
な
い

よ
う
郡
役
所
か
ら
戒
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

一
件
か
ら
し
て
も
、
給
知
役
人
は
蔵
入
・

明
知
の
役
人
か
ら
は

一
段
低
く
見
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
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Q

⑬

山
田
善
九
郎

0
（
文
久
元
年
八
月
十
八
日
）
山
田
善
九
郎
義
先
年
健
徳
院
（
浅
野
高
平
）
様
当
所
（
東
城
）

巖
成
御
坐
候
節
者
両
度
共
被
為
成
候
義
も
有
之
二
付
、
何
卒
腰
を
掛
く
れ
候
様
二
与
村
方
通

り
此
間
願
出
候
へ
共
、
外
響
合
二
も
相
成
候
二
付
及
断
候
処
、
軽
キ
菓
子

一
箱
今
日
差
出
、

御
代
官
渡
部
廉
之
助
方
達
而
厚
音
苗
＇聞
候
趣
も
有
之
候
故
致
受
納
、
右
善
九
郎
者
先
年
知
弓
’

東
城
御
逗
留
中
之
御
日
記
二
有
之
七
日
市
今
蔵
事
也

⑭
人
機

（じ
ん
き
）・・
・
「
人
気
」
と
も
。
①
人
々
の
気
配
。
人
が
群
集
し
て
つ
く
り
だ
す
騒
然

，
 

と
し
た
気
配
。
②
人
々
の
気
う
け
。
世
間
の
そ
れ
を
よ
し
と
す
る
感
情
。
に
ん
き
。
③
人
の

そ
の
地
方

一
帯
の
気
風
。

表4-11 東城浅野氏の知行地の変遷⑬B永11年と延宝2年）
単位：石

気
持
。

『
東
城
町
史
』
自
然
環
境•原
始

・

古
代
中
世
・

近
世
通
史
編

¥ 

◎
四
月
十
四
日

栂

羽
庄
司
：
｛
覧
上
田
｛
予
丹
羽
正
可
正
蔵
の
父
。
安
政

二
年
（
一

八
五
五
）
五
月
出
頭
格
、
同
五
年
九
月
出
頭
上
席
、

知
行
所
奏
付
．
勘
定
奉
行
兼
帯
。

同
七
年
二
月
九
日
に
知
行

一

0
0石
（
役
料
三
0
石
）
、
用
人
見
習
知
行
所
奉
行
そ
の
儘
兼

帯
、
文
久
二
年

(
-
八
六
二
）
一
月
に
二
0
石
加
増
さ
れ
用
人

本
役
（
役
料
五

0
石）
。
六
月
に
出
頭
格
御
側
用
達
。
元
治
元
年

八
月
隠
居
）

胄

羽
庄
蔵
：
家
老
上
田
家
士
丹
羽
正
蔵
。
正
司
の
子
。
室
は

木
野

一
馬
娘
し
げ
（
安
政
二
年
七
月
婚
姻
）
。
嘉
永
六
年
(
-
八

五
三
）
四
月
に
召
し
出
さ
れ
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
児
小

姓
、
同
年
八
月
外
様
中
小
姓
、
同
五
年

一
月
御
次
詰
（
軍
事
御

用
向
引
請
）
、
同
六
年
九
月
知
行
取
格
出
頭
所
詰
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
六
月
出
頭
格
側
用
達
、
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）

八
月
用
人
見
習
3

bしー
ー
百
謬
，「I’

準
t
濡
，し

直

ぽ

覧

[
°
藝
藩
の
士
、
田
宮
奥
二
の
四
男
に
し
て
、

蕃
醤
坂
井

人
に
接
し
て
蟻
麿
な
霞
け
すー
隠日・
渭

庶
山
の
豊
、
な
り
。
葱
し
て
讃
書
と
好
み
｀
長
じ
て
學
大
に
遣

u
’

人
．
心
服
せ
ざ
る
は
な
し
、
始
め
江
戸
に
遊
び
．
後
藩
の
儘
員
ビ

脱
の
オ
を
有
せ
り
~
故
を
以
て
之
こ
交
る
の
一十八
歳
に
し
て
歿
す
、
廣
島
東
寺
町
本
照
寺
内
、
先
笙
の
次
に
葬

な
る
、
文
久
二
年
九
月
十
七
日
言
年
僅
に
一1ふ

0
(
貧
古
、
飽
饗
光
攀
鍼
）

る
、
法
溢
を
文
鵬
院
勉
繍
似
堂
居
士
ビ
い

『
広
島
県
人
名
事
典
芸
備
先
哲
伝
』
（
歴
史
図
書
社
、
昭
和
五
十
一
年
、
原
著
は
大
正
十
四
年

発
行
）

薯

井
保
之
進
：坂

郡名
寛永11年 (1634) 延宝2年 (1674)

村名 石 高（％） 村名 石 国（％）

古江村 634.824 古江村 634.824 
石追村 2.239.007 石内村 2,239.007 
高井村 86.851 高井村 86.851 

佐伯郡 上小深川村 77.110 玖島村内 ＊ 95.000 
山田村 83.565 友田村内 ＊ 70.000 

下伏谷村内 ＊ 65.000 
小計 3.121.357 (39.0) 小計 3,190.682 (31.9) 
川角村 161.300 川角村 161.300 

安芸郡 平谷村 86.366 •府中村内 ＊ 38.095 
小計 247. 666 C 3.1) 小計 199.395 C 2.0) 
九品寺村 103.207 九品寺村 103.207 

高宮郡
大林村内 ＊ 85.000 
大毛寺村内 ＊ 50. 000 

小計 103.207 C 1.3) 小計 238.207 (2.4) 
本地村内 ＊ 94.242 

山県郡 今田村内 ＊ 35.758 
小計 138.200 (1.4) 
上根村内 ＊ 100.000 

高田郡
長田村内 ＊ 50.000 
戸島村内 ＊ 45.000 
小計 195.000 (2.0) 
高屈堀村内 ＊ 200.000 

賀茂郡
溝口村内 ＊ 100.000 
木根原村内 ＊ 61. 905 
小計 361.905 (3.6) 

玖芳村内 318.597 玖芳村内 318.597 
豊田郡 安置村内 400.000 
小計 718.597 (9.0) 小it 318.597 (3.2) 

安芸国計 4.190.827 (52.4) 4,633.786 (46.3) 
宇賀村 718.050 宇賀村 718.050 
壱歩村 309.100 壱歩村 309.100 

世羅郡
小重村 1.198.939 小童村 1.198.939 
西上原村内 397.638 西上原村内 143.019 
田打村 476.065 田打村 476.065 
小計 3,099.792 (38. 7) 小 計 2.845.173 (28.5) 
川烏村 519. 796 川烏村 519. 796 
安田村 190.509 安田村 190.509 

川西村内 168.001 
川西村内 ＊ 910.000 

奴可郡 下千鳥村 137.476 
菅村 300.396 
田殿村 183.647 
戸宇村内 112.140 

小計 710.305 (8.9) ．小計 2, 521. 965 (25. 2) 
櫨後国t 3,810.097 (47.6) 5.367.138 (53. 7) 
計 8,000.924 (100) 10. 000. 924 (100) 

井
（出典〕寛永11年「浅野高英宛浅野光晟領知判物」・延宝2年「浅野高次宛領知判物」
（近世賓料編第43• 44号）による。 ＇^  

〔備考〕延宝2年の＊は与力知。

¥ 

似

堂

⑮
廉

（か
ど
）
・:
数
え
た
て
る
べ
き
箇
条
。
条
理
。
理
由
。
ま

た
目
に
つ
く
特
徴
。
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t
[
會

◎
四
月
十
五
日

⑲
瀬
河
：
東
城
浅
野
家
下
屋
敷
（
六
丁
目
御
館
）
付
き
の
老
女
。
東
城
浅
野
｛
季
士
湯
川
新
太
郎

の
母
。
「
瀬
川
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
。
「
家
乗
」
安
政
二
年
十
月
廿
八
日
に
次
の
よ

う
な
記
事
が
あ
る
。

0

（
安
政
二
年
十
月
廿
八
日
）
「
湯
川
新
太
郎
母
先
達
而
以
来
病
気
二
而
下
り
居
候
之
処
、
夜

前
以
来
不
出
来
、
今
暁
死
去
致
候
由
、
悔
・
見
舞
使
度
々
遣
ス
、
同
人
母
者
六
丁
目
御
館
老

女
瀬
河
事
也

（補）
◎
四
月
五
日

Q

⑳
不
図

（ふ
と
）
…
①
行
為

・状
態
の
変
化
な
ど
が
急
で
突
然
で
あ
る
さ
ま
。
急
に
。
即
座
に
。

に
わ
か
に
バ
啜
偶
然
に
な
さ
れ
る
さ
ま
。
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
や
思
い
つ
き
で
行
う
さ

ま
。
ひ
よ
い
と
。
は
か
ら
ず
も
。
と
っ
さ
に
。
国
甲
本
来
、
擬
態
語
で
あ
る
が
、
そ
の
意

味
か
ら
、
「
不
図
」
を
あ
て
た
例
が
多
い
。
の
ち
「
不
斗
」
の
例
も
多
く
、
音
と
意
を
兼
ね
た

「
不
与
」
「
与
不
」
あ
る
い
は
「
風
度
」
も
見
ら
れ
る
。

◎
四
月
六
日

璧

口
田
藤
馬
内
談
事
：
上
田
｛
琢
文
書
「
御
用
向
日
記
」
（
嘉
永
六
年
四
月
、
月
番
吉
田
藤
馬
）
に

よ
る
と
、
四
月
九
日
に
上
田
主
水
が
浅
野
豊
後
へ
時
候
見
舞
の
た
め
に
来
邸
す
る
に
あ
た
り
、

見
舞
後
の
乗
馬
に
要
す
る
馬
を
何
疋
牽
い
て
行
け
ば
よ
い
か
と
い
う
相
談
で
あ
っ
た
。

，

同
八
日
晴

一
明
昼
早
メ
九
ツ
時
御
供
揃
二
而
御
前
（
主
水
）
豊
後
様
へ
時
候
為
御
見
舞
、
御
馬
二
而
御
出

被
遊
候
旨
被
仰
出
二
付
、
忠
左
衛
門
方
達
有
之
、
尤
前
二
御
直
約
被
遊
候
御
振
り
合
も
有

之
、
御
出
込
之
上
御
供
も

一
応
引
キ
、
御
跡
方
御
馬
も
両
疋
程
参
り
、
御
乗
馬
被
遊
候
御

様
子
二
付
、
委
細
御
側
役
申
談
置

一
右
二
付
御
馬
何
程
御
牽
被
成
候
而
御
宜
敷
御
振
り
合
可
有
之
哉
卜
思
召
二
付
、

一
昨
夕
村

上
彦
右
衛
門
宅
江
藤
馬
罷
越
及
応
対
候
趣
二
付
、
昨
日
猶
又
同
人
藤
馬
宅
へ
相
見
候
事
委

（青
山
内
証
分
家
）

ー

長
賢
ー

製
喬|
ー

長
員ー
ご
容
ー
し
長
訓ー
_

揆
興
~

厚

ー

長
厚

ー

長
勲
（
長
興
）

⑫
 

細
罷
出
申
上
置

一

（
浅
野
）
遠
江
様
二
も
右
御
同
様
御
出
之
御
様
子
御
座
候
趣
内
々
彦
右
衛
門
噂
有
之
候
事

◎
四
月
十
三
日

〖【
離
】い
⑮
チ
ョ
ウ
（
テ
ウ
©
）
〔
稀
珈
切
〕
日
象

扇
l

呼
屑
四
憤
5

闘
CD
ば
．
社
李

将
軍
伝
〕
「
是
必
射
＞
離
者
也
」
②
登
名
）
。
ほ
る
。
・
そ
3
0

ま
た
、
ち
り
ば
め
る
。
〔
論

・
公
冶
長
〕
「
朽
木
不
＞
可
＞
離

也
」
⑲
彫

・
珊
”
ょ
③
え
が
く
。
か
ざ
怠
〔
苔
・五
子
之

歌
〕
「
峻
＞
宇
離
＞
閂
④
し
ぽ
む
。
お
と
る
を
。
「
離
尽
」

R
凋

2ょ
⑤
↓
難
難
5

柑
⑥
姓
。

禰
形
声
°
意
符
の
佳
（
と
り
）
と
｀
音
符
の
周
で
み
（
荒

荒
し
く
強
い
烏
の
慈
1
1
鵞
＂
）
と
か
ら
成
る
。
荒
々
し

4四ぃ

烏
、
「
わ
し
」
の
意
。

眉
目
キ
ザ
ム
・
ク
マ
ク
カ
・
エ
ル
臼
幽
）
ワ
シ

・
エ
ル
命
曲
）

ア
キ
ラ
カ
・
ク
マ
ク
カ
・
ワ
ッ

・
エ
ル

長
政

心＂ぃ口: 1崖
長赤光 長—
直，晟治—
□-|②し 1R IIII奮
届蜃夏閏眉

9 I r『9『
塁窒！ ＂ 
墜

雙

F和
六
年
＿
月
例
会
資
料
（
＋
二
月
ハ
且
塔
坦
い
）
裏
面
「
萬
津
箱
」
の
関
連

『角川大字派』

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

. 00広島藩主浅野家歴代
! I~W 三次藩主浅野家歴代 ： 
• ①～④赤穂藩主浅野家歴代 ： 
; i~vii青山内証分家浅野家歴代 ・
............................................................................................................... 
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自
今
名
字
相
名
乗
、

「
十
三
日

御
家
人
被

仰
付

先
頭
圧
屋
善
九
郎

右
之
通
被
仰
付
候
間
、

「善
九
郎

姓
を
山
田

与
称
ス

「
九
日
御
切
米
四
石

一
弐
人
扶
持

御
歩
行
組
並

定
右
衛
門
｛
丞
督

伊
田
千
松

一
願
之
通
隠
居

伊
田
定
右
衛
門

右
千
松
義
幼
年
二
付

御
切
米
弐
割
引
也
、

疋
右
衛
門
い
ま
た
壮
年

ご
一
候
へ
共
、
病
気
柄
歪
付
止

右
様
退
隠
願
出

候
之
由
、
其
実
病
気
者

消
渇
症
之
様
子
二

候
得
共
、
夫
二
付
外
向
二
而

顔
出
難
出
来
程
之

鄭
劣
之
義
有
之
、

仇
而
病
二
托
し
退
身

い
た
し
候
由
也

以
上 翡

す
ま
し

鷹
戸

「
八
日酒
肴丼

酢

漬

大
盆
八
寸
葛
煮
魚
い
り
て

平
鉢
わ
ら
ひ

0
六
日
、
庚
辰
、
晴
、
冷
気
也
、
「
朝
例
時
出
勤
、
九
半
時
退
、

「
夕
堀
尾
へ
囲
某
二
被
招
行
、
近
々
御
多
門
引
移
候
由
二
付
打
納
め
意
之

由
、
有
饗
、
森
仙
太
郎
・
岩
崎
常
介
会
、
同
勤
両
人
も
被
参
、
「
夕
吉
田
藤
馬

内
談
事
有
之
、
入
来
、
御
用
向
也
、
其
後
藤
馬
も
堀
尾
へ
参
也

0
七
日
、
辛
巳
、
晴
、
冷
気
也
、
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
退
、

「
未
鼓
頃
方
主
水
様
へ
時
候
御
機
嫌
伺
罷
出
、
吉
田
藤
馬
へ
も
行
、

時
候
見
舞
且
昨
日
御
用
向
之
内
答
も
有
之
也
、
達
而
被
留
、
及
囲

基
、
福
山
直
衛

・
妙
風
寺
隠
居
会
、
夕
酒
出
ル
、
入
夜
帰
、
山
村
静
人

を
も
訪
、
「
西
向
寺
へ
千
代
吉
為
参
也

0
八
日
、
壬
午
、
晴
夕
曇
、
冷
也
、
「
辻
清
人
入
来
、

「午
後

堀
尾
眠
石
老
人
を
招
、
囲
基
、
岩
崎
常
介
も
相
手
二
呼
、
聯
餞
意

を
寓
し
酒
鮮
を
饗
ス
ル
也

0
九
日
、
癸
未
、
雨
寒
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
前
退

「
常
介
昨
日
之
謝
二
来

〇
十
日
、
甲
甲
、
朝
雨
後
晴
、
冷
気
也
、
「
塞
炉
、
「
例
時
出

勤
、
九
半
時
過
退

〇
十
一
日
、
乙
酉
、
晴
「
朝
岩
崎
常
介
入
来
、
河
野
権
六
方
江
遣

置
候
娘
お
せ
つ
義
、
所
存
も
有
之
、
取
戻
し
候
之
由
申
也
、
其
実
権
六
義
甚
以

気
随
放
埒
二
付
、
不
得
止
取
戻
し
候
由
也
、
「
午
前
方
遠
江
様
へ
時
候

為
伺
御
機
嫌
罷
出
、
夫
方
長
束
茂
兵
衛
へ
先
頃
御
船
奉
行
兼
役
被

仰
付
、
且
御
夕
条
E
引
移
之
歓
労
一
一
行
、
達
而
留
、
酒
を
出
ス
、
其
内
上
之
方

出
火
与
甲
候
故
早
速
帰
宅
、
牛
田
村
人
家
壱
軒
焼
失
之
由
也

〇
十
二
日
、
丙
戌
、
曇
、
寒
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
前
退
、

「
辻
清
人
・
堀
尾
眠
石
入
来
、
「
少
々
風
邪
之
気
味
、
悪
寒
有
之
、
夕
方

臥
〇
士
二
日
、
丁
亥
、
雨
「
素
読
所
講
釈
へ
出
席
、
此
度
同

所
蒙
養
軒
与
云
扁
額
出
来
、
掲
せ
ら
る
、
書
者
金
子
徳
之
助
殿
、
離
刻
者

湯
川
新
太
郎
、
楠
木
之
額
殊
外
立
派
也
、
右
軒
号
者
昨
年
被
命

候
也
、
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
退

〇
十
四
日
、
戊
子
、
晴
、
暖
、
「
末
鼓
後
方
出
、
岩
崎
常
介
へ
お
せ
つ

取
戻
之
見
舞
、
山
田
多
喜
登
へ
時
候
見
舞
、
丹
羽
庄
司
江
此
間
倅

庄
蔵
被
召
出
、
御
児
小
姓
被
仰
付
候
由
為
知
越
候
二
付
歓
、
坂
井
保
之
進
殿
へ

先
頃
入
来
之
挨
拶
、
松
本
玄
順
へ
無
沙
汰
・
見
舞
労
二
行
、
申
鼓
後
帰
、

庄
司
方
二
而
達
而
留
、
祝
酒
を
出
ス
、
坂
井
先
生
・
玄
順
皆
他
適
二
而
不
遇
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帯
刀
可
致
候
、
被
下
物

之
義
者
追
而
可
被

仰
出
候
事

一
御
取
扱
振
、
村
方
下

役
二
准
し
候
事

一
豊
田

・
世
羅
両
郡

御
知
行
所
村
々
教
導

筋
被
仰
付
候
間
、
折
々

致
入
村
、
頭
庄
屋
三
郎

次
申
値
、
追
々
人
機
立
直

候
之
様
教
諭
方
厚

カ
入
取
計
可
申
事

一
廉
有
之
役
談
候
者

立
入
厚
申
談
可
申

候
之
事
但
右
者
常
者
心
得

方
宜
、
奇
特
之
至

ニ
付
、
生
涯
右
之
通

昴
付
篇
趣
也
、

全
文
二
者
あ
ら
す

〇
十
五
日
、
己
丑
、
雨
寒
、
「
例
時
出
勤
九
半
時
退

「
周
防
様
正
鱒
魚
一
尾
御
内
々
差
上
ル
、
老
女
瀬
河
へ
文
二
而
為
持
出
ス
也
、
右
者

誠
二
御
懇
意
を
奉
蒙
、
不
絶
頂
戴
物
に
も
仕
候
得
共
、
近
来
之

御
雙
ロ
ニ
而
贔
之
差
上
物
等
不
仕
候
故
、
聯
其
御
恩
を
奉
謝
候
寸
志
二
、

時
二
触
真
之
御
内
々
差
上
候
也
、
尤
与
三
右
衛
門
へ
者
一
応
及
内
話
置
也
、
同
方
者

毎
時
沖
川
へ
猟
二
被
行
候
故
、
時
二
取
猟
之
魚
被
差
上
候
由
、
兼
而
承
候
事
也

〇
十
六
日
、
庚
寅
、
快
晴
喧
也
、
「
例
時
出
勤
、
八
時
前
退
「
風
呂
を

建
、
近
隣
来
浴
「
退
出
後
妙
慶
院
へ
参
詣
堀
尾
へ
御
多
門
替
前
見

舞
二
行
也
、
「
当
年
も
来
ル
廿
日
方

旦
那
様
石
風
呂
江
己
斐
村
也
御
入
治
被
遊
由
二
付
、
予
も
昨
年
之
通
御
相
伴

相
願
度
、
今
日
御
用
達
堀
尾
精

一
郎
へ
於
御
次
相
頼
置
候
処
、
其
後
右
之
趣

申
上
候
処
、
勝
手
二
罷
越
候
様
御
沙
汰
被
為
在
候
与
の
旨
申
聞
也
、
猶
御
請
之
義

厚
相
頼
置
候
也

〇
十
七
日
、
辛
卯
、
晴
有
風
、
薄
暑
、
「
朝
六
丁
目
御
館
江

為
伺
御
機
嫌
罷
出
、
森
岡
へ
寄
、
帰
途
国
泰
寺
新
開
を
逍
遥
ス
、

森
岡
二
而
昼
飯
を
出
ス
、
「
石
井
寿
兵
衛
入
来

〇
十
八
日
、
壬
辰
、
晴
、
薄
暑
、
「
朝
素
読
所
会
読
へ
出
席
、

直
二
出
勤
、
九
半
時
頃
退
、
「
朝
渡
辺
四
郎
右
衛
門

・
三
宅
内
外
来
、

「
夜
森
岡
万
之
進
来
、
「
堀
尾
眠
石
明
後
日
屋
敷
替
之
由
二
而
暇
乞
入
来
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令
和
六
年
一
月
例
会
資
料
（
＋
二
月
分
後
追
い
）

家
乗
嘉
永
六
年
三
月
十
八
日

S
三
月
舟
日

一、

先
月
の
解
読
文
活
字
読
み
の
確
認
点

p
32
I
頭
書
8
行
目
『
「
廿
二
日
夕
◇
御
茶
◇
肛
豆
飯
◇
朝
お
く
わ
し
を
も
◇
備
る
也
』
が

ヌ
ケ

p
3
3ー

4
行
目
『
当
観
院
殿
和
逮
夜
へ
被
召
行
』
傍
線
部
は
ト
ル

廿
八
日
頭
書
p
3
3ー

1
2

行
目
『
（
虫
損
）
、

樹
別
』
傍
線
部
は
「
格
糾
」

二
、
指
摘
・

意
見
・
質
問
•
他

①
三
月
十
九
日

『
杉
原
紙
壱
帖
』
（
例
会
で
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
）

「
一
帖
」
は
紙
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
、
半
紙
で
は
一
帖
1
1
2
0

枚
、
檀
紙

・
程
村

紙
で
は
一
帖
1
1
2
6

枚
、
懐
紙
で
は
一
帖
1
1
3
0

枚
、
美
濃
紙

・
杉
原
紙

・
奉
書
紙
で

は
一

帖
1
1
48

枚
又
は
5
0

枚
と
い
い
ま
す
。

（ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ

ッジ

・
和
紙
の
博
物
館
他
）

一
般
的
に
は
、

10
帖
で

一束、

で
一
丸
（
ひ
と
ま
る
）
と
い
う
。

先
例
会
中
に

訂
正
あ
り
。

1
0

束
で
一
締
（
し
め
）
と
い
い
、
奉
書
紙
は
、

1
0

束

（
和
紙
と
日
本
の
文
化
）

半
紙
は
古
資
料
に
「
2
0

枚
を
も
っ
て
一
帖
と
な
し
、

4
束
を
も
っ
て
一
／
（
一
締
）
と
な
す
」
と
あ
る
。

2
5
帖
を
も
っ
て
一
束
と
な
す
、

（
み
な
せ
筆
本
舗
）

＊年も何卒宜しく

お願いいたします

令和六年元旦

＼ 

立
川
元
英
さ
ん
が
十
一
月
例
会
を

②
三
月
廿
一
日
久
米
之
介

・
当
観
院
に
関
し
て

．． 

先
月
の
例
会
翌
日
、

B
3
班
豊
原
さ
ん
か
ら
「
久
米
之
介
は
山
田
讃
右
衛
門
（
東

城
浅
野
家
勘
定
奉
行
）

の
二
男
で
坪
内
の
養
子
に

・
・
・

弘
化
3
年
8
月
7
日
に
記

事
あ
り
」
と
の
メ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。

7
日
「

．
．
．
．
 
《
文
治
（
文
政
十
二
年
没
、
当
観
院
）
息
坪
内
平
之
丞
（
弘
化
2

年
上
田
家
出
頭
役
拝
命
）
が
》
今
暁
已
来
俄
二
衝
心
二
相
成
今
朝
五
時
頃
及
絶
績

候
由
、
拐
々
案
外
之
義
致
驚
嘆
也
、
当
年
二
十
五
歳

・
・
・
・

養
子
之
相
談
有
之

少
々
見
合
帰
ル
、
「
小
倉
甚
右
衛
門
相
頼
山
田
讃
右
衛
門
二
男
久
米
之
介
義
坪
内

へ
養
子
二
所
望
致
候
ハ
ヽ
可
任
其
意
哉
之
所
内
々
聞
繕
も
ろ
ふ
、
然
所
所
望
も
致

候
ハ
ヽ
可
任
其
意
哉
之
趣
相
聞
候
付
早
速
坪
内
之
方

へ
掛
合
遣
ス
、
夕
水
谷
大
蔵

入
来
、
坪
内
之
方
養
子
外
思
わ
し
き
事
も
無
之
、
山
田
之
分
二
治
定
致
、
尤
同
方

ヘ
掛
合
之
義
者
丹
羽
庄
司
へ
相
頼
ミ
入
事
也
、
依
之
又
々
甚
右
衛
門
を
以
山
田
之

方
へ
右
之
趣
相
通
し
、
猶
早
々
相
調
候
様
厚
頼
置
也
、

翌
8
日
「
夜
朝
山
田
讃
右
衛
門
へ
二
男
久
米
之
介
坪
内

へ
養
子
之
義
約
束
相
済
候

歓

．
挨
拶
妾
二
行
、
・

・
・
・
・
・
・
・

「
夜
坪
内
江
行
、
出
棺
迄
見
合
帰
ル
也
、

久
米
之
介
晩
過
引
越
相
済
、
直
二
供
を
致
也
、

そ
れ
に
し
て
も
慌
し
い
事
甚
し
！
で
す
ね
。
久
米
之
介
は
十
月
三
日
跡
目

・
馬
回
り

を
仰
付
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
御
児
小
姓
↓
．
？

・
↓
参
考
資
料
8
の
⑤

三
、
報
告
•
お
知
ら

せ

令

今

月
は
席
移
動
月
で
す
。
席
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
班
単
位
で
前
回
よ
り

1
つ
宛
前
に
お
進
み
下
さ
い
。

一
番
前
の
班
は
最
後
列
へ
お
廻
り
く
だ
さ
い
。

令

会

員

動
静

退
会

A
1
班

加
藤
綸
代
さ
ん
、

以
て
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

ヽ

B
5
班

令

次

例
会
は
、
二
月
二
十
四
日
（
第
4
士
曜
日
）
午
後
一
時
半

於
第
一
•

第
二
研
修
室
で
す
。
第
二
研
修
室
白
板
を
前
と
し
ま
す

。

当
日
の
会
場
当
番
は
、

A
3
班
及
び

B
4
班
で
す
。

三
月
例
会
は
九
日

（第
2
土
）、

四
月
例
会
は
十
三
日
（第
二
土
）
で
す
。

令

次
年
度
役
員
に
つ
い
て
。

次
年
度
役
員
は
A
7
.
8
班

B
7
.
8
班
か
ら

選
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
二
月
例
会
後
決
定
の
運
び
と
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



浅
野
長
直
、
慶
長
十
五
年
下
野
国
真
岡
藩
主
（
の
ち
に
常
陸
国
笠
間
藩
主
）
で
あ
る
浅

野
長
重
（
浅
野
長
政
の
三
男
、
広
島
浅
野
家
の
傍
流
の
一
っ
）
の
長
男
と
し
て
誕
生
。
幼
名

は
又
一
郎
。
寛
永
八
年
十
二
月
三
日
、
従
五
位
下
内
匠
頭
に
叙
任
さ
れ
た
。
寛
永
九
年
十
月

廿
九
日
、
父
の
跡
を
継
い
で
笠
間
藩
主
と
な
る
。
寛
永
十
一
年
に
は
幕
府
よ
り
駿
府
城
城
代

に
任
じ
ら
れ
、
寛
永
十
三
年
に
は
江
戸
城
西
の
丸
の
普
請
を
手
伝
い
、
さ
ら
に
大
坂
城
の
加

番
を
命
じ
ら
れ
た
。

・
・
・
中
略
・
・
・
寛
永
十
八
年
一
月
廿
九
日
江
戸
京
橋
桶
町
か
ら
発

生
し
た
大
火
災
は
、
江
戸
市
中
の
消
火
防
災
体
制
が
未
熟
だ
っ
た
た
め
に
大
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
幕
閣
は
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
、
「
奉
書
火
消
」
の
長
直
ら
六
人
を
招
い
て
相
談
さ

せ
、
二
年
後
の
寛
永
二
十
年
に
「
大
名
火
消
」
の
制
度
が
生
ま
れ
た
。

ま
た
、
江
戸
に
お

い
て
赤
穂
藩
は
大
名
火
消
と
し
て
も
評
判
が
高
か
っ
た
。
『
松
雲
公
御
夜
話
』
に
は
長
直
自
ら

が
陣
頭
指
揮
を
執
り
、
延
焼
を
防
い
だ
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

《
内
匠
頭
が
出
動
す
れ
ば
、
江
戸
の
人
々
は
「
最
早
火
事
が
鎮
ま
っ
た
」
と
云
う
ぐ
ら

い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
時
に
は
燃
え
さ
か
る
火
事
現
場
の
屋
根
に
家
来
た
ち
と
共
に

あ
が
り
、
そ
ば
の
物
置
が
燃
え
出
す
と
、
そ
の
屋
根
へ
と
ダ
イ
ブ
し
て
押
し
潰
す
と

い
う
荒
技
で
消
火
し
た
と
い
う
。
（
松
雲
公
御
夜
話
よ
り
）
》

大
坂
在
番
中
の
正
保
二
年
赤
穂
藩
主
の
池
田
輝
興
が
正
室
の
黒
田
長
政
の
娘
を
殺
害
す
る

事
件
が
起
こ
り
、
池
田
家
は
改
易
と
な
っ
た
。
幕
命
に
よ
り
城
受
け
取
り
に
赤
穂
へ
赴
い
た

浅
野
長
直
は
、
そ
の
ま
ま
国
替
え

・
赤
穂
藩
主
を
命
じ
ら
れ
、
以
降
は
孫
の
長
矩
の
代
に
改

易
さ
れ
る
ま
で
浅
野
家
が
赤
穂
藩
主
と
な
っ
た
。

・
・
・
中
略
・
・
・

寛
文
十
年
中
風
を
発

し
半
身
不
随

・
言
語
不
明
瞭
の
状
態
と
な
る
。

翌
十
一
年
に
長
男
長
友
に
家
督
を
譲
り
、

翌
年
七
月
廿
四
日
に
死
去
し
た
。
享
年
六
十
三
。
墓
所
は
赤
穂
の
花
岳
寺
。
江
戸
に
お
け
る

菩
提
寺
で
あ
る
泉
岳
寺
に
も
墓
が
あ
る
。

孫
の
長
矩
（
内
匠
頭
）
も
、
江
戸
在
留
中
の
元
禄
四
年
に
本
所
[
東
京
都
墨
田
区
の
-
地

区
]
の
火
消
大
名
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
十
一
年
の
江
戸
の
大
火
で
吉
良
上
野
介
の

邸
が
全
焼
し
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
消
防
の
指
揮
を
と
っ
て
い
た
の
が
長
矩
で
し
た
。
邸
を

守
り
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
吉
良
が
恨
み
に
思
い
、
後
に
刃
傷
事
件
を
起
こ
す
対
立
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

吉
良
邸
へ
の
討
ち
入
り
の
際
は
、
火
事
装
束
に
似
せ
た
黒
ず
く
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
公

権
力
の
象
徴
、
怪
し
ま
れ
る
恐
れ
が
な
い
姿
で
し
た
。

《
（参）．

3
圧

p
e
di
a

・
文
化
デ
ジ
タ
ル
ら
い
ぶ
ら
り
ー
・
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

他
》

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
萬
津
箱
＊
＊
＊
（
余
談
）
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
羹
＊
＊
＊
＊
＊
羹
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

先
月
参
考
資
料
の
⑮
東
叡
山
火
之
御
番
（
忠
臣
蔵
の
時
期
は
過
ぎ
ま
し
た
が
）

大
名
火
消
し
と
云
え
ば
浅
野
が
有
名
で
す
が
、
赤
穂
藩
の
浅
野
で
す
ね
。

メ

l
よ
n

み
上

9

し

・
 

ャ
ー
＇
f
令
“

吟
↓

、
日

り

ド
ょ
愛

一
＿
二
月
二
十
八
日
『
足
袋
相
用

．． 
』
の
実
例

口
上
覚
と
許
可
の
返
書
—
~

平
成
二
十
五
年
の
例
会
資
料
を
再
掲



今後のスケジュールについて

今年は西村先生が3月末を以って文書館を退職されます。

それに付き、 4月以降の運営について講師補佐で副幹事の八田さん 古文書勉強会の代表上田さん

と私で西村先生と11月に話合いをしました。

主な課題として今まで先生が文書飽で作られていた資料について、 4月以降は先生がこ自宅で作成

されることとなった場合印刷 配布どのようにするのかといったことです。

11月の時点では結論は出ず、先生のこ都合も有ることから2月に改めて協議することと致しまし

た。

他に課題としては費用の面文書館の協力の有無新入会員の受入れ等があります。

そこで4月以降の新体制にスムーズに移行できる様、例年より前倒しで準備していきたいと思いス

ケジュール致しました。

• 1月で新年度役員を選出 （持ち回りによりA7、8班 87、8班より）
・2月に選出されたで4名で幹事副幹事会計監査を決定する。

・3月に2月の先生との協議に基づき新旧役員及び勉強会代表上田氏で4月以降の会の運営を決定
する。

以上の段取りで進めていきたいと思っております。

皆様ご協力の程宜しくお願い致します。

尚、皆様に是非ともお伝えしたいこととして、西村先生が退職後も引き続き本同好会の講師を続

けて頂くことは周知のことですが、講師料についても不要とのお申し出であります。

西村先生のご厚意に深く感謝したいと思います。

幹事 山下英樹

ヽ



困

I
I

図69 !JI累名・千田地 区 の 土地肩発（籍定）

広島市平面図 (250のれの1地 形図）より作 成
釦の面 号は本文中および図90~92と対応しています．

広島郷土資料館特別 展図録『 「広島町 新 開 絵図」

にみる浅野剛 灼の広島城下』 (2019) 、

（②は文政12年 (1829入③は昭和31年 (1956)
の海岸線）

『

平

成

新

修

旧

華

族

家

系

大

成

上

巻

』

（

社

団

法

人

霞

会

館

、

吉

川

弘

文

館

）

27 

濯

冷

日

砧

寺

光

登

刃

堪

大

納

g-宮

勧

鉦

守

経

逸

二

男

宮
内
大
情
、
西
二
位

國

豊

天

明

元

．

七

、

一

九

生

文

政

四

．

九

、

二

八

洩

伏
原
立
光
尭
女

漫
野
高
景
長
女

閃

峯

子

窪

政

元

‘

1

0

生

弘

化

二

.

1
0
、

一
八

洩

坊

城

俊

明

七

男

芝
小
路
家
祖

翌

訓

久

＋

液
野
這
博
登
女

脳

子

求
園
基
貞
夫
人

液
野
辺
博
四
女

交

愛

子

＆

四

九

、

八

生

弘

化

元

、

五

．

一

九

洩

、
。
し

嘉

永

六

年

「

村

上

家

乗

」

参

考

資

料

（

令

和

6
.
1
.
6
)

◎

四

月

十

六

日

，
 

r•一

ヽ

： 

坊

城

俊

政

二

男

今
固
男
爵

國

映 マ

ス

坊

城

俊

明

養

女

夫
人
益

子

園
典
女

尺

保

一
四

、

四

、

一
生

國

典

訊
注
紅
場
評

犬

保

一
四

、

四

‘

―
二

没

敬

ら

な

っ

て

正

客

の

相

手

を

し

、

み

ず

か

ら

も

供

応

を

受

け

る

こ

と

。

他

の

人

に

便

乗

し

て

食

す

る

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

人

。

陪

食

3

伴

食

3

接

伴

。

③

他

と

の

つ

り

合

い

や

物

事

の

き

が

か

り

な

ど

の

た

め

に

い

っ

し

ょ

に

つ

き

合

う

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

人

。

海

沿

岸

に

多

く

作

ら

れ

、

病

気

治

療

や

健

康

増

進

の

場

で

あ

っ

た

。

浅

野

道

興

の

石

風

呂

治

は

恒

例

で

、

彦

右

衛

門

等

も

度

々

同

行

。

嘉

永

五

年

は

3
/
2
8
S
4
/

7の
十

日

間

。

山

宮

内

大

輔

様

：

．

芝

山

家

は

藤

原

氏

北

家

勧

修

寺

（

か

し

ゅ

う

じ

）

流

。

勧

修

寺

家

の

庶

②

相

伴

（

し

ょ

う

ば

ん

）

・

：

①

互

い

に

連

れ

立

つ

こ

と

。

伴

っ

て

行

く

こ

と

。

②

供

応

の

席

。

家

格

は

名

家

（

新

家

、

内

々

）

。

宮

内

大

輔

は

養

父

の

国

典

で

、

当

主

は

民

部

大

輔

敬

豊

◎

四

月

十

七

日

（

た

か

と

よ

、

一

八

三

七

ー

六

二

）

で

「

宮

内

大

輔

」

は

誤

り

か

。

敬

豊

の

二

代

前

の

国

豊

q

③
国
泰
寺
新
開
…

•

室
は

、

東
城
浅
野
家
第
八
代
高
景
の
娘
雅
姫
（
峯
子
、
旭
峯
院
、
晴
峯
院
）
、
養
父
の
国
典
（
＜

ロ

了
国
象
・
r
l
T
I地
区

に

す

け

）

室

は

東

城

浅

野

家

の

先

代

道

博

四

女

の

愛

子

。

ま

た

国

同
伶
ナ
・
千
山
地
区
は
西
咄
川
と
平
川
屈
川

（
＝
―
-
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
閥
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
・
日
神
社

（市
巾
区
中
町
ヒ
ー
・ー
四
）．

帝
は
油
岸
の
肖
他
で
あ
っ
た
と
汀
わ

れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
l
t
i
に
向
か

っ
て
t
地
の
間
危
が
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
西
党
川
と
平

m展
川
が

一
直
線
に
開
削
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
築
城
期
に
西
堂
川
の
河

n付
近
お
よ
ぴ

曲
念
り
は
芹
入
子
心
ほ
苫
涅
博
の
翠
｛
廿
℃
J
が
で
り
、
｛
家
老
竺
百
応
浅
野
｛
琢
の
甲

斐

（

出

羽

）

忠

敬

室

と

な

る

な

ど

、

東

城

浅

野

家

と

は

関

係

が

深

平
lflklIlIに架か

っ
て
い
た
鷹
野
檎
ま
で
は

L
地
が
拓
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
「丸
永
年
間
広
島
城
ド
図
」
お
よ
び
承
応
二
年
の
絵
同
で
は
、
そ
の
祁
分

（り
ー
1

)

は
国
伶
ふ
祈
聞
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す

（図
9
0
.
9
1
)。

さ
ら
に
承
応
1

一年
の
絵
図

（図
9
1
)
を
見
る
と
、
こ
の
国
泰
ふ
新
聞
の
沖
に
は
国
泰
寺
沖
新
開
・
柳
祈
間
が
拓
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
さ
ら
に
沖
に
向
か
っ
て
祈
閲
が
役
階
的

に
拓
か
れ
た
と
息
わ
れ
（
～
ツ
ー
2
の
祁
分
）、
後
に
そ
れ
ら
が
旧
供
寺
祈
開
と

一
体
と
な
っ
て
H
泰
ヤ
付
に
な

っ
て
い
ま
す
3

国
泰
寺
け
の
蚊
終
的
な
海
岸
線
は
、
広
品
冠
鉄

（株
）

f
出
J
r
e
収
の
北
辺
沿
い
に
西
追
し
、
中
区
千
出
町

-TIIと
r.
r
H
の
間
を
通
る
辺
が
お
お
よ
そ
の
位
問
に
な
り
ま
す
，

な
お
、
当
時

H
姑
ヤ
は
白
神
社
の
東
悦
に
あ
り
、
そ
の
南
間
に
拓
か
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
付
い
て
い
ま
す
。
r
知
祈
巣
j
に
よ
る
と
占
く
は

「禎
新
聞
」
と
も
呼
ば
れ
て

い

た
よ
う
で
ナ
。

誓

属

様

：

芝

山

民

部

大

輔

敬

豊

の

室

、

益

子

（

一

八

四

三

ー

）

。

実

父

は

芝

山

｛

墜

尤

代

の

国

典

。

坊

城

俊

明

の

養

女

と

な

り

、

安

政

四

年

四

月

二

十

七

日

に

敬

豊

と

婚

姻

゜菖
塁
小
路
建
屈
女

夫

A
孝

子

文

化

一

四

．

正

、

二

六

生

天

保

―

一

．

七
｀

一
三

汝

坊

城

俊

明

刃

、

弘

壼

民
部
大
輔
、
従
日
位
上

豊

天

保

八

、

二

｀

一
九

生

文

久

二

、

八

、

一

三

汲
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一 豊稟 、一
（文化庁／文化遺産オ／フイン）

そ

の

上

に

漆

を

か

け

て

作

っ

た

手

箱

゜

と

同

様

に

用

い

書

物

・

⑬
 

京
焼
き
ょ
う
や
き

t

・

皇

ょ

9
9よ
う

ら

く
．
．
 

桃
山
時
代
以
降
、
京
都
に
興
っ
た
窯
業
の
総
称
。
た
だ
し
楽
焼

・

と

と

＾

と

う

は
含
ま
な
い
。
挑
山
時
代
の
末
、
瀬
戸
の
陶
エ
が
世
の
需
要
に

こ
た
え
て
京
都
の
粟
田
口
あ
た
り
で
開
窯
、
唐
物
写
し
、
古
瀬

戸
写
し
、
高
麗
写
し
な
ど
茶
器
を
焼
い
た
の
に
始
ま
る
。
銹
絵

そ
の
つ

11

コ

'
9疇
9

し
つ
＂
，
．
，

・
染
付
な
ど
を
併
用
し
、
交
趾
釉
や
七
宝
釉
を
も
と
に
独
自
の

い
ろ

A
と

う

の

"

t

に

＾

せ

い

京
焼
色
絵
陶
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
大
成
者
が
・
野
々
村
仁
清
で
、

・"n・
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
ー
五
八
）
に
す
ぐ
れ
た
色
絵
陶
器
を
作
っ

Â
n" 

て
い
る
。
典
雅
艶
鷹
、
純
日
本
風
な
絵
付
け
が
特
色
で
あ
る
。

菰
t
i
t
(
―
六
八
八
ー

一
七
0
四
）
末
年
に
は
仁
清
の
岡
法
を
受
け

”
"
に11ん
が
＾

継
い
だ
占
P

形
乾
山
が
出
て
独
自
の
境
地
を
ひ
ら
き
、
最
初
の
黄

金
期
を
迎
え
た
。
仁
消
陶
の
影
蓉
は
他
窯
に
も
及
び
「
古
消

水
」
と
呼
ば
れ
る
色
絵
陶
が
粟
田
口
そ
の
他
で
作
ら
れ
た
。
そ

cじ
ょ
9
ざ

か

上

ん

か

上

A
●
い

の
後
製
陶
の
中
心
は
五
条
坂
へ
移
り
、
文
化

・
文
政
期
(
-
八

0

じ

≫

四
ー
三
0

)

に
拿
奥
田
穎
川

・
・
脊
木
木
米
ら
に
よ
り
班
器
が
作
ら

•A

•e 

れ
、
前
北
小
趣
味
の
普
及
と
と
も
に
中
国
風
9
染
付
磁
器

・
色
絵

磁
器
が
京
焼
の
主
流
と
な
り
、
俗
に
「
清
水
焼
」
と
呼
ば
れ
る

ょ

う

に

な

っ

た

。

河

直

正

彦

圏
河
原
正
彦
『
京
焼
」
日
本
陶
磁
大
系
2
6
、
平
凡
社
、
一

九
九

0
年。

◎

四

月

十

九

日

⑥

匝

（ぶ

ん

こ

う

）
・
：
紙
で
下
張
り
を
し
、

書

類

・
雑

品

な

ど

を

入

れ

る

の

に

用

い

た

。

⑦
潤

誓

廟

：

村

上

家

三

代

彦

兵

衛

。

文

久

元

年

秋

に

院

号

を

追

贈

さ

れ

、

法

名

は

大

融

院

釈

宗

念

潤

誓

信

士

と

な

っ

た

。

宝

暦

十

二

年

（

一

七

六

二

）

閏

四

月

二

十

一

日

死

去

。

屈

―

函

：

村

上

家

三

代

彦

兵

衛

室

。

文

久

元

年

秋

に

院

号

を

追

贈

さ

れ

、

法

名

は

大

教

院

釈

休

誓

妙

順

大

姉

と

な

っ

た

。

宝

暦

七

年

十

一
月

二
十

七

日

死

去

。

⑬
 

署

（

つ

と
）

と

う

ふ

立

腐

の

一
種

。

水

分

を

よ

く

し

楽
燒

ら
も
き

雙
瓢
を
用
い
ず
手
づ
く
ね
に
よ
っ
て
成
形
さ
れ
、
家
屋
内
の
内
心
ほ
つ
て

T
り
つ
ぶ
し
、
臨
狂
い
に
し
て
藁
荀
な
ど
に
入
れ
、

が
l

．

吻

9

窯
と
呼
ば
れ
る
小
規
摸
な
窯
で
焼
か
れ
た
施
釉
陶
器
。
焼
成
温

度
は
比
較
的
低
い
。
作
品
の
多
く
は
茶
碗
で
、
は
か
に
加
即
‘
堅
く
締
め
て
蒸
し
た
も
の
。

む
C
9
づ
け

C
9
C
9

向
付
、
香
合
な
ど
の
茶
器
も
焼
か
れ
て
い

る
。
本
来
楽
焼
は
、
倫

5く
つ
者
~…

「
ぐ‘
つ
に
」
は
、
長
時
間
と
ろ
火
で
煮
る
こ

：

う

じ
ら

う

は

A
:

c

京
都
の
陶
エ
点
次
郎
に
始
ま
る
楽
家
歴
代
（
本
窯
と
呼
ぶ
）
の
作

品
と
、
楽
家
の
作
岡
法
を
あ
る
時
期
に
受
け
継
い
だ
即
m
‘
さ
と
。
ま
た
そ
の
煮
物
。

ら
に
楽
家
の
窯
護
国
本
と
し
て
各
時
代
の
茶
人
が
手
づ
く
ね
に
⑪
ヤ
山
箪
豆
預

（や
士
6

と

ろ

ろ

い

も

）

…

ヤ

マ

ノ

イ

モ

科

の

多

よ
っ
て
造
っ
た
別
窯
の
作
品
を
言
っ
が
、
広
義
に
は
、
京
都
の

“

に
わ

e.

諸
窯
や
各
地
の
御
庭
焼
で
焼
造
さ
れ
た
同
質
の
陶
器
を
す
ぺ
て

年
止
H
つ
る
柿
i
物
9

園
宣
歪
佃
物
9

珠楽
用

植

物

。

ヤ

マ

ノ

イ

モ

の

”rは
99

楽
焼
と
呼
ん
で
い
る
。
脇
窯
に
は
、
楽
家
三
代
・道
入
の
子
が
l
j
乍
J

（
平
占
凡
社
i
『
日
本
出
丈
十
ハ
車
五
典
』
）

｛

ふ

，

9
⑮

重

（じ

ゅ

う

）
・

：
重

箱

食

物

を

入

れ

る

木

製

の

四

角

な

容

器

。

二
重

二

重

に

重

ね

ら

れ

る

醤
咸
即
喜
郡
甲
加
で
ひ
ら
い
た
玉
水
焼
（
声
加
船
）
、
道
入
の
月
尤
＇・

弟
道
楽
の
道
楽
焼
、
棗
四
代
一
入
の
弟
子
芍
関
濯
心
切
懸
短

冊

掛

．

短

冊

を

は

さ

ん

で

、

鑑

賞

で

き

る

よ

う

に

し

金

沢

に

ひ

ら

い

た

大

樋

焼

な

ど

が

あ

り

、

別

窯

で

は

・

本

阿

弥

光

ょ

ろ

つ

に

し

て

あ

り

、

漆

塗

り

が

多

く

、

蒔

絵

な

ど

を

ほ

ど

こ

し

た

精

巧

な

も

の

も

あ

る

。

C

,

"

た

も

の

。

掛

軸

の

よ

う

に

表

装

し

た

り

、

板

な

ど

で

作

っ

悦

・

光

甫

ら

の

作

品

が

あ

る

。

⑮

華

率
物
：
．
蓋
の
あ
る
容
器
：

特

に

、

蓋

つ

き

の

陶

器

。

長
次
郎
は
＊
千
利
休
の
創
意
を
う
け
て
楽
焼
を
始
め
た
と
さ
た
り
す
る
。

短
冊
ば
さ
み
。

れ
、
そ
の
技
法
は
長
次
郎
の
作
品
中
に
み
ら
れ
る
i
→
家
の
器
か
⑰
〗

時
絵
…
漆
工
芸
の
技
法
の

―
つ
。
漆
で
文
様
を
描
き
、
乾
か
な
い
う
ち
に
金
銀
粉
や
色
粉
な

ら
推
し
て
、
中
国
の
ふ
配
町
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
考
え
ら
れ
⑰
滋

冷
燐
叫
：率
木
焼
（
〶X3
)の
別
称
。
楽
焼
は
京
都
本
位
で
ど
を
蒔
き
つ
け
て
付
着
さ
せ
、
文
様
を
表
わ
す
も
の
。
基
本
的
技
法
に
は
高
蒔
絵

・
平
蒔
絵
・

て
い
ろ
。
現
存
す
る
楽
焼
の
も
っ
と
も
早
い
例
は
、
忠
咀
―
年
あ
る
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
（

加
廊
祖
九
郎
編
ー

『
原
色
陶
研
出
蒔
絵
の

三
種
が
あ
り
、
文
様
以
外
の
地
に
蒔
く
地
蒔
に
は
、
塵
地
（
ち
り
じ
）

•
平
塵
地
・

（
一
五
七
四
）
の
銘
を持
つ
赤
楽
の
獅
子
像
で
あ
る
が
、
楽
茶

碗
沃
懸
地
（
い
か
け
じ
）
•
平
目
地

・
梨
地
（
な
し
じ
）
な
ど
が
あ
る。
ま
た
、
螺
細
（
ら
で
ん
）
．

平

文

（

ひ

ょ

う

も

ん

）

・
切
金
（
き
り
が
ね
）

・
金

具

そ

の

他

の

技

法

と

併

用

さ

れ

る

こ

と

も

の
創
始
さ
れ
た
時
期
は
、
天
正
年
間
(
-
五
七
―
―
―ー
九
二
）
の
中
器
大
辞
曲
臼
1
一淡

匁

社
）

cろ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
艮
次
郎
を
初
代
と
す
る
楽
家
歴
代

は
、
二
代
叩
釈
ー
三
代
道
入
（
の
ん
こ
う
）
I
四
代
一
入
1
五
代
（
参
考
「
京
焼
」

⑰

）

あ

る

。
本
否

区

時

代

の

末

金

鍍

（

ま

っ

き

ん

る

）

に

は

じ

ま

り

、

平

安

時

代

の

研

出

蒔

絵

が

盛

宗
入
ー
六
代
左
入
ー
七
代
長
入
ー
八
代
得
入
ー
九
代
了
⑰
辻
切
憤
E

（じ

ょ

せ

い

）

…

ん

に

行

わ

れ

て

か

ら

、

日

本

の

漆

工

芸

の

代

表

的

技

法

と

し

て

発

展

し

て

き

た

。

れ
、
累
趣
味
の
普
及
と
と
も
に
中
国
風
な
染
付
磁
器

・
色
絵
（

「

助

勢

」

⑲

箔

迎
蓋
：
．
①
硯

箱

の

ふ

た

。

古

く

は

、

花

、

果

物

、

菓

子

な

ど

を

載

せ

る

の

に

用

い

た

。

す

ず

磁

器

が

京

焼

の

主

流

と

な

り

、

俗

に

「

清

水

焼

」

と

呼

ば

れ

る

り

の

ふ

た

。

②

祝

な

ど

の

席

で

、

口

取

り

ざ

か

な

な

ど

を

盛

る

盆

状

の

容

器

。

ま

た

、

そ

の

口

取

り

ざ

か

な

。

よ

う

に

な

っ

た

。

日

届

ら

れ

る

。

圏
河
原
正
彦
r
京
焼
」
日
本
陶
磁
大
系
2
6
、
平
凡
社
、
一

九
九
0
年
。

9

,~’~’ 

『
日
本
史
大
事
典
』
（
平
凡
社
）

天然木
短冊掛
（楽天市場のホ
ームページ）

屋久杉
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。
だ
ん
し
[
檀
紙
]

C〉

す

~

ー

魯
時
代
に
は
マ
ユ
ミ
（
檀
）
の
樹
皮
で
漉

い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
平
安
期
こ
ろ
か
ら
は

し
わ

コ
ウ
ゾ
を
原
料
と
し
た
厚
紙
。
紙
面
に
こ
ま
か
い
被
紋
が
あ
る
の
で

繭
紙
•
松
皮
紙
と
も
よ
ば
れ
た
。
こ
の
敲
紋
は
初
期
に
縄
に
か
け
て

は
し
い
た

乾
燥
し
た
た
め
と
い
わ
れ
、
の
ち
に
は
干
板
に
張
っ
て
い
る
。
「
繭

の
よ
う
な
」
を
「
ま
ゆ
み
」
と
い
い
、
檀
あ
る
い
は
真
弓
の
字
を
当

て
た
と
す
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
原
料
も
コ
ウ
ゾ
で
あ
っ
た
可
能
性
が

強
く
、
乾
燥
法
の
差
に
よ
っ
て
、
普
通
の
殺
紙
と
区
別
し
て
、
檀
紙

と
よ
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
平
安
期
の
み
ち
の
く
（
陸
奥
）
紙
と

同
じ
も
の
で
、
朝
廷
・
苓
府
の
商
級
公
用
紙
で
あ
り
、
印
i
n
か
詠
草

料
紙
で
あ
り
、
平
安
期
公
家
の
男
た
ち
は
懐
紙
と
し
て
愛
用
し
た
。

中
国
の
公
用
紙
の
な
ら
わ
し
を
継
承
し
て
、
身
分
に
よ
っ
て
料
紙
に

大
小
の
差
が
あ
り
、
と
く
に
詠
草
の
懐
紙
と
す
る
場
合
に
は
そ
の
き

ま
り
が
守
ら
れ
て
、
大
高
・
中
高
・
小
高
と
い
っ
た
種
類
が
生
ま
れ

へ
ん
言
ょ
●

た
。
「
編
御
記
」
の
建
永
元
年
（
―
二

0
六
）
四
月
の
条
に
初
め
て

み
え
る
高
檀
紙
は
、
丈
高
檀
紙
の
意
で
、
標
準
寸
法
よ
り
大
判
に
し

た
こ
と
を
示
し
、
南
北
朝
期
に
は
小
高
檀
紙
・
大
高
檀
紙
の
名
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
近
世
に
は
中
高
檀
紙
の
名
も
み
え
、
高
を
鷹
と
も

書
く
よ
う
に
な
り
、
ま
た
現
代
の
よ
う
に
目
立
つ
敲
紋
を
加
工
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
元
禄
（
一
六
八
八

S
一
七

0
四
）
の
こ
ろ
と
い

し
ん
心
―ん
か
み
か
“
み

わ
れ
、

n
m撰
紙
鑑
』
に
「
色
縮
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
染
色
し

け
あ
わ
せ

た
色
檀
紙
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
中
世
の
弓
合
紙
は
檀
紙
と
同
質
と

さ
れ
て
い
る
が
、
需
要
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
よ
り
安
く
供
給
す
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
近
世
に
は
姿
を
消
し
て
い

る
。
古
代
の
主
要
産
地
は
陸
奥
で
あ
る
が
、
中
世
に
は
讃
岐
（
香
川

県）
、
つ
い

で
備
中

（
岡
山
県
西
部
）
が
著
名
と
な
り
、
備
中
松
山

城
下
の
広
瀬
（
高
菜
市
）
の
梱
井
家
は
御
用
檀
紙
調
製
の
特
梱
を
与

え
ら
れ
て
、
江
戸
幕
府
に
も
上
納
し
た
。
こ
の
ほ
か
近
世
に
は
越
前

（
福
井
県
）
・
丹
後
（
京
都
府
北
部
）
・
阿
波
（
徳
島
県
）
・
京
都
な
ど

で
も
漉
い
て
い
る
。

⑳
殿
中
扇
：
扇
は
、
あ
お
い
で
風
を
お
こ
し
、
涼
を
と
る
た
め
の
道
旦
貪
儀
礼
用
と
し
て
の
扇

も
あ
る
。
竹
や
木
、
ま
た
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
骨
に
し
て
一
方
に
軸
を
通
し
て
要
（
か
な

め
）
と
し
、
先
方
を
広
げ
て
紙
、
布
な
ど
を
貼
（
は
）
っ
て
折
り
畳
め
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
折

り
畳
め
な
い
も
の
を
団
扇
（
う
ち
わ
）
と
も
い
う
。

近
世
の
公
家
の
紙
扇
は
、
皆
彫
骨
を
簡
略
化
し
た
骨
や
、
新
し
く
丁
字
（
ち
ょ
う
じ
）
形
に

透
彫
り
し
た
も
の
に
な
り
、
そ
れ
で
家
の
流
儀
、
す
な
わ
ち
門
流
を
示
す
道
具
と
し
て
の
意

味
を
も
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
冬
の
末
広
（
親
骨
の
上
部
が
反
り
、
扇
の
先
が
銀
杏
（
い
ち

ょ
う
）
の
葉
の
よ
う
に
開
い
た
形
の
も
の
）
の
う
ち
、
平
常
用
を
殿
中
扇
（
で
ん
ち
ゅ
う
お
う

ぎ
）
と
称
し
、
天
皇
は
十
骨
、
公
家
は
八
骨
と
定
め
る
も
の
も
現
れ
た
。
武
家
で
は
、
儀
礼
用

に
黒
骨
を
、
日
常
は
殿
中
扇
と
よ
ん
で
白
の
細
骨
の
も
の
を
用
い
た
。
そ
の
う
ち
将
軍
や
大

名
が
殿
中
で
用
い
た
好
み
の
も
の
を
、
御
召
扇
（
お
め
し
お
う
ぎ
）
と
よ
ん
だ
。

（
小
学
館
『
日
本
大
百
科
全
書
』
の
「
扇
」

ーの
項
か
ら
「
殿
中
扇
」

◎
四
月
廿
二
日
⑪
客
冬
：
去
年
の
冬
。
昨
冬
(
+
月
＼
十
二
月）

⑲
檀
紙

『
和
紙
文
化
辞
典
』
（
わ
が
み
堂
、
一
九
九
五
年
）

、9

の
部
分
を
要
約
）

◎
四
月
廿
三
日

襄
田
蕗
（
あ
き
た
ぶ
き
）

・
：
フ
キ
の
亜
種
。
関
東
北
部
以
北
に
生
え
、
葉
柄
（
よ
う
へ
い
）

を
食
用
と
す
る
た
め
栽
培
も
さ
れ
る。

全
体
が
大
型
で
、
葉
は
直
径
―
•

五
討
、
葉
柄
の
長

゜さ
二
討
ほ
ど
に
な
る
。
砂
糖
漬
け
な
ど
に
す
る
。
秋
田
蕗
と
い
え
ば
、
広
島
藩
六
代
藩
主
浅

野
宗
恒
が
、
宝
暦
十
三
年
（

一
七
六
―
―
-
)
に
、
治
世
12
年
で
隠
居
に
追
い
込
ま
れ
た
と
い

う
有
名
な
話
が
あ
る
の
で
、
次
に
紹
介
し
ま
す
。

0
秋
田
の
大
蕗
（
其

一
）

p

・f
i

"2
.
 

芸
藩
主
浅
野
家
第
八
世
鶴
皐
院
（
緯
は

7

、.

[
』
口
）
七
口
伺
天
コ

□｀
口

い

□
／
｛
、

↑

へ

3
7
花

り
、
然
れ
ど
も
四
十
七
歳
の
と
き
別
に

．．へ
．．
．
 
忍
’}

b

疾
病
あ
る
に
非
ず
、
他
に
不
平
の
あ
る

、

9,'
99ー
ア．＂
＂9・，
．
，
•
-
，
‘
・

集

に
も
非
ず
し
て
早
く
も
致
仕
せ
ら
れ
し

、＇
．

の

は
、
或
る
止
を
得
ざ
る
事
状
あ
り
て
な

し

g

-9

駄
—届
略
r門
に
桐
の
佐
竹
侯
も
又
同

ー

1

|

l

キ

ー
喜

大

広
間
詰
た
り
じ

一
日
是
等
の
諸
p

＼

大
名
は
幕
府
に
上
り
、
列
坐
の
面
々
互

凶‘＼

に
自
国
自
慢
の
談
話
起
れ
り
、
佐
竹
侯
曰
く
、
我
国
に
は
非
常
に
優
物
の
蕗
を
産
し
俗
に

秋
田
の
大
蕗
と
云
ふ
、
其
軸
を
輪
切
り
と
し
て
膳
上
の
下
物
と
せ
ば
、

一
切
れ
に
て
四
寸

の
平
椀
に
充
満
し
尚
是
以
上
の
も
の
あ
り
と
。
公
等
ニ
―
―一
の
人
々
は
之
を
信
ぜ
ず
し
て
大

に
非
斥
せ
り
、
佐
竹
侯
甚
だ
憤
慨
し
誓
言
し
て
日
く
、
然
ら
ば
明
年
の
参
勤
に
は
此
蕗
を

携
来
り
目
前
に
之
を
饗
せ
ん
と
約
し
、

可
I

侯
就
国
刀
梃
ば
領
内
ば
鉗
口
約
ば
堺
養
い
で
巨

g

i

蕗
を
作
ら
し
枕
曾
で
氾
月
に
於
て
交
話
拓

□同
列
劉
口
誇
荊
酎
ん
と
準
備
ぜ
引

其
事
幕
府
の
知
る
所
と
な
り
若
し
同
侯
に
し
て
実
効
せ
ん
か
、
将
来
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
珍

伍

詞

口

斤

ば

汀

に
関
し
た

5
側
引
閂
詞

涵
晋

は
同
団
可
渇
醤
闘
ん

こ
と
を
諷
諭
し
た
は
、
イ
も
齊
此
厄
運
ば
逢
び
老
い
ず
し
て
致
仕
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。

是
余
少
年
の
頃
、
或
る
古
老
の
口
碑
伝
ふ
る
所
を
期
す
る
の
み
、
事
の
真
偽
は
今
尚
探
索

中
な
れ
ば
他
日
さ
ら
に
述
る
所
あ
ら
ん
入
れ
ー
／

9

9

9

9

9

9

9

,

K

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

[

9

9

叫
罰
副
回
『
広
島
蘭
汎
色
（＇
コ
創
刊
著
9

-
0秋
田
藩
七
代
藩
王

・
佐
竹
義
明
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
病
死
。

-
0秋
田
藩
八
代
藩
王

・
佐
竹
義
敦
は
宝
暦
八
年
に
十
一
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
明
和
二
年
一

一
（
一
七
六
五
）
に
初
め
て
御
国
入
り
し
て
い
る
の
で
、
以
判
叫
裳
吋

aは
合
わ
な
い
。

一

”
.
9
,
9
.
9
.
9
.
9
,
9
.
9
.
9
.
9
.
9
,
9
,
9
.
9
.
9
,
9
,
9

9

.
9
.
9
.
9
.
、
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◎
四
月
廿
四
日

⑬
乾
餅
（
ほ
し
も
ち
）
・
：
か
き
餅
゜

⑭
御
慰
（
お
な
ぐ
さ
み
）

．．
．
 （
「
お
」
は
接
頭
語
）
お
た
の
し
み
。
結
構
な
こ
と
。
期
待
し
な
が

ら
も
失
敗
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
や
や
期
待
し
、
た
わ
む
れ
、
皮
肉
の
音
虹
硲
）込
め
て
い
う
。

⑮
無
屹
（
き
っ
と
な
く
）

．．
．
 「
き
っ
と
（
急
度

・
屹
度
な
ど
）
」
は
、

①
時
間
的
に
短
い
さ
ま
。

急
に
。
す
ば
や
く
。
と
っ
さ
に
。
②
急
に
。
は
っ
と
。
③
厳
し
い
さ
ま
。
状
態
に
ゆ
る
み
の

な
い
さ
ま
。
厳
重
に
。
き
っ
ば
り
と
。
し
つ
か
り
と
。
④
行
為
の
確
実
に
行
わ
れ
る
さ
ま
。

た
し
か
に
。
必
ず
。
相
違
な
く
。
こ
の
上
に
「
無
」
が
つ
い
て
も
、
否
定
で
は
な
く
、
音
蒔
ハ

は
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
強
調
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

◎
四
月
廿
五
日

虔
石
餅
：
広
島
市
立
中
央
図
書
館
が
「
広
島
銘
菓
「
大
石
餅
」
の
由
来
に
つ
い
て
知
り
た
い
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
調
査
し
て
い
る
（
広
島
銘
菓

「
大
石
餅
」
の
由
来
に
つ
い
て
知
り

。たい。＿
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(
n
d
l.
g

o.
 
j

p
)

)

C
 

(

1

)

赤
穂
浪
士
の

一
族
ま
た
は
大
石
内
蔵
助
の

一
族
が
餅
屋
を
開
業
し
、
作
っ
た
餅
が
は

じ
め
で
あ
る
と
の
記
載
が
あ
る
。

「
…
赤
穂
浪
士
の

一
族
が
つ
く
っ
た
こ
と
か
ら
「
大
石
餅
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
文
政

年
間
、
(
-
八

一
八
S
二
九
）
の
創
業
と
い
う
か
ら
、
広
島
で
は
歴
史
の
あ
る
餅
菓

子
。
…

毎
年
、
十
二
月
の
討
ち
入
り
の
日
や
義
士
忌
が
近
づ
く
と
、
お
茶
の
趣
向
に
よ

く
使
わ
れ
て
、
品
薄
に
な
る
と
い
う
。
（
藤
井
昭
典
編
『
ひ
ろ
し
ま
ふ
る
さ
と
銘
菓
』
、

広
学
図
書
、
一
九
八
四
年
）
、

「大
石
内
蔵
助
の
二
男
が
商
人
と
な
っ
て
餅
屋
を
開
業
し

た
の
が
初
め
で
、
子
孫
が
あ
と
を
継
い
で
商
い
を
続
け
て
い
ま
す
」一（仲
野
副
子
『和
菓

子
彩
彩
』
、
淡
交
社、

一
九
九
六
年
）
な
ど

(

2

)

大
石
内
蔵
助
の
妻
が
国
泰
寺
の
供
養
塔
に
お
参
り
す
る
際
に
備
え
た
白
い
餅
を
戦
前

大
石
餅
と
呼
ん
で
い
た
。

「
広
島
浅
野
家
は
赤
穂
浅
野
家
の
本
家
で
、
赤
穂
浪
士
討
ち
入
り
の
後
、
広
島
浅
野
家

に
預
け
ら
れ
た
浪
士
の
家
族
に
大
石
内
蔵
助
の
妻
が
い
た
。
妻
は
国
泰
寺
の
供
養
塔
に

お
参
り
す
る
際
白
い
餅
を
供
え
て
い
た
。
そ
の
餅
が
戦
前
「
大
石
餅
」
と
よ
ば
れ
名
物

と
な
っ
た
。
戦
争
で
途
絶
え
た
が
、
近
年
三
河
屋
に
よ
り
復
元
さ
れ
た
。
江
戸
期
か
ら

あ
っ
た
別
の
「
大
石
餅
屋
」
は
一
九
九
八

（平
成
十
）
年
に
廃
業
し
た」

（
亀
井
千
歩
子

『
47
都
道
府
県

・
和
菓
子
／
郷
土
菓
子
百
科
』、
丸
善
出
版
、

二
0
一
六
年）

(

3

)

大
石
餅
は
草
津
の
名
物
で
、
播
磨
屋
惣
右
衛
門
・
お
国
と
い
う
夫
婦
が
餅
商
を
は
じ

め
、
そ
の
店
頭
に
大
き
な
石
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
石
餅
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

0
今
ハ
草
津
ノ
名
物
大
石
餅
ハ
予
ヵ
幼
年
ノ
頃
、
惣
兵
衛
ト
テ
白
髭
ノ
老
夫
婦
ア

リ
キ
、
此
人
ハ
村
ノ
走
リ
ト
言
n
ト
ヲ
務
メ
テ
貧
困
二
荘
ッ
ク
リ
ッ
カ
、
或
時
松
屋

文
次
（
今
ノ
河
面
豆
之
助
ノ
父
）
•
井
口
屋
九
郎
左
衛
門
（
今
ノ
望
月
九
左
衛
門
ノ

祖
父
）
ノ
両
庄
屋
ョ
リ
資
本
ヲ
与
ヘ
テ
、
餅
屋
ヲ
片
手
問
二
営
マ
ツ
メ
シ
テ
初
ト

ス
。
併
ツ
初
ノ
程
ハ
徴
々
ク
ル
事
ナ
リ
シ
カ
、
件
卯
助
（
是
ハ
大
干
ノ
某
ョ
リ
貰
ヒ

ツ
子
ニ
ッ
テ
実
子
ハ
無
リ
シ
ト
ナ
リ
）
辛
抱
人
ニ
テ
追
々
繁
昌
二
至
リ
テ
今
日
拾

五
円
以
上
ノ
地
租
ヲ
モ
納
ル
程
ノ
身
上
二
昇
リ
ズ
、
感
人
ノ
人
ナ
リ
。
此
卯
助
モ

一
昨
年
痙
ヲ
病
テ
死
亡
ツ
、
今
ハ
＿
―
-
代
目
ノ
餅
屋
ナ
リ
、
大
石
卜
言
事
モ
其
初
メ
家

ノ
側
二
大
石
有
シ
テ
（
新
地
築
逍
ノ
際
堀
出
セ
ツ
物
ノ
、
其
饂
一
成
居
リ
シ
ナ

リ
）
以
テ
名
付
ツ
ナ
リ
ト
言
、
初
ノ
家
ハ
屋
根
低
ク
ッ
テ
ム
サ
ク
ル
ツ
キ
小
家
ナ

リ
シ
カ
、
近
年
改
造
シ
テ
立
派
ノ
家
ト
ナ
七
シ
ナ
リ
（
卯
助
若
年
ノ
頃
ハ
筆
者
ト

コ
ト
ヲ
務
メ
テ
餅
＾
片
間
ナ
リ
ッ
カ
、
後
二
＾
夫
ヲ
ヤ
メ
テ
餅
ヲ
専
務
卜
稼
キ
ク

メ
ン
ナ
リ
）
。

（
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
四

城
下
町
篇
二
」

↓ノ

小
川
清
介
「
老
の
く
り
ご
と
」

(
r
 
九
七
八
年
、
学
齊
研
究
仕
）

(

4

)

一
説
に
は
寛
保
、
延
享
の
こ
ろ
、
播
州
赤
穂
の
浪
人
寿
平
な
る
者
来
り
て
、
現
在
の

地
に
て
播
磨
屋
と
称
し
売
出
せ
る
を
始
祖
と
す
る
。

(

5

)

大
石
餅
は
「
オ
イ
シ
イ
餅
」
に
か
か
る
。

*

(

1

)

(

2

)

の
大
石
内
蔵
助
の
「
大
石
」
を
由
来
と
す
る
「
大
石
餅
」
と
、
（
3
）
の
草
津

eの
「
大
石
餅
」
と
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二

0
-
――
一
年
の
「
広
島
菓
子
博
」
に
合
わ

せ
て
発
行
さ
れ
た

『
城
下
町
ひ
ろ
し
ま
の
お
菓
子
』
（
広
島
県
生
菓
子
工
業
会
）
に
も
、
(

1

)

r',

———

-UL'~r 

(

2

)

が
江
戸
時
代
に
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
く
、
昭
和
四
年
『
広
島
商
工
案
内
』
（
広
島

＇

ー

i

商
工
会
議
所
）
の
「
商
工
人
名
録
」
に
よ
れ
ば
大
須
賀
町
「
忠
臣
大
石
餅
」
の
創
業
は
、
明

治
四
十

一
ー
四
十
五
年
と
な
っ
て
い
る
。
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仁
◎

四

月

廿

五

日

⑰

（

津

和

野

）

大

火

：

0
四
月
十
六
日
、
隣
国
石
州
津
和
野
〔
四
万
三
千
石
〕
亀
井
能
登
守
様

御
城
下
大
火
事
あ
り
、
家
数
凡
そ
三
千
軒
余
も
こ
れ
有
る
と
こ
ろ
、
町

は
な
れ
家
一二
十
四
五
軒
焼
け
残
り
た
る
由
、
実
に
大
変
と
い
ふ
べ
し
、

こ
れ
よ
り
前
、
城
下
近
在
七
日
市
と
い
ふ
村
、
去
年
九
月
よ
り
当
三
月

迄
に
八
十
六
七
度
出
火
こ
れ
有
り
、
何
で
も
狐
狼
の
た
た
り
か
、
神
仏

の
罰
か
と
皆
々
恐
れ
居
り
候
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
城
下
の
大
火
に
諸
説

区
々
な
る
内
、

一
説
に
往
古
御
領
分
の
紙
瓶
き
の
百
姓
何
某
と
い
ふ
者

を
、
無
理
な
る
御
刑
罪
あ
り
し
事
あ
っ
て
、
そ
の
当
分
度
々
火
難
あ
り

し
ゆ
へ
、
こ
の
百
姓
の
怨
魂
の
た
た
り
な
ら
ん
と
、
神
に
祭
り
山
社
を

造
営
有
り
て
よ
り
面
＜
飢
ま
り
し
と
ぞ
、
当
年
右
刑
洲
よ
り
百
年
め
に

た 当
る
噂
あ
り
｀
ま
た
一
説
に
神
木
を
伐
ら
せ
て
有
り
し
と
こ
ろ
、
そ
の

木
の
中
よ
り
狐
あ
ま
た
逃
げ
去
り
し
由
、
然
ら
ば
狐
の
う
ら
み
か
、
ま

説
に
近
頃
御
政
道
に
無
理
な
る
事
あ
り
、
こ
れ
は
役
人
の
私
慾
よ

り
起
り
し
ゅ
へ

、
八
人
の
者
申
し
合
せ
奉
行
所
へ
申
し
出
で
候
と
こ
ろ
、

取
り
上
げ
な
し
、
ま
た
目
附
役
へ
直
訴
に
及
び
し
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
取

り
上
げ
な
く
、
依

っ
て
い
よ
い
よ
立
腹
を
な
し
、
当
十
六
日
は
朝
よ
り

風
烈
し
く
吹
き
け
れ
ば
、
右
の
者
我
家
々
々
に
火
を
付
け
、
か
か
る
大

火
と
な
り
し
と
ぞ
、
そ
の
後
八
人
の
者
召
捕
ら
れ
、
江
戸
伺
ひ
に
な
り

し
と
も
云
ふ
、
諸
説
紛
々
な
れ
ど
も
虚
尖
分
ら
ず
、
な
に
ぷ
ん
焼
失
の

家
中
町
家
の
面
々
、
居
所
並
び
に
飲
食
に
こ
ま
り
し
由
に
て
、
当
国
廿

日
市
に
所
緑
あ
る
者
は
逃
げ
来
た
り
、
厄
介
に
合
ふ
者
布
り
し
と
ぞ
、

余
は
後
説
を
伝
ふ
ぺ
し
。進

藤

寿

伯

稿

・

金

指

正

三

校

註

『
近
世
風
聞
・
耳
の
垢
』
（
青
蛙
房
）

◎

四

月

廿

六

日

⑳

福

田

直

右

衛

門

殿

方

＿

件

…

「

令

和

六

年

二

月

例

会

資

料

」

二

①

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

⑳
亀
井
冦
監

亀
井
姓
監

（
か
め
い

こ
れ
み
・
一
八
＿
一
五
i
―
八

八
五
）

11
石
見
津
和
野
藩
四
万
一＿
一
千
石
屯
井
家
第
十

一
代
当
主
。

久
留
米
藩
主
有
馬
頼
徳
の
二
男
と
し
て
文
政
八
年

江
戸
で
生
ま
れ
た
。
天
保
十
年
屯
井
絃
方
の
蓑
子
と

な
り
、
同
年
六
月
、
絃
方
が
隠
居
し
た
た
め
に
十
五

歳
に
し
て
藩
主
と
な
る
。
同
十
一
年
二
月
従
五
位

下
、
隠
岐
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
十
一
＿
一
年
宿
老
多
胡

丹
波
を
隠
居
せ
し
め
、
知
行
切
米
の
増
上
米
を
さ
ら

に
五
カ
年
延
期
す
る
。
同
十
四
年
文
武
教
育
の
改
革

と
し
て
藩
士
を
選
抜
し
て
遊
学
を
命
ず
る
。
弘
化
四

年
江
戸
深
川
の
下
屋
救
を
売
却
し
、
一
万
両
を
も
っ

て
教
育
基
金
に
あ
て
る
。
嘉
永
二
年
養
老
館
の
機
構

を
改
革
し
て
医
学
に
蘭
医
学
を
、
ま
た
国
学
を
設

け
、
岡
熊
臣
を
抜
擢
し
て
教
師
と
し
学
則
を
作
る
。

同
四
年
脱
藩
し
て
い
た
大
国
隆
正
が
復
藩
し
て
藩
学

本
学
教
師
と
な
る
。
同
六
年
津
和
野
の
大
火
で
藩
校

も
焼
失
し
た
の
で
殿
町
に
大
規
模
な
養
老
館
を
再
建

し
た
。
安
政
元
年
兵
制
革
新
調
査
掛
、
軍
制
役
所
を

置
き
、
同
二
年
文
武
熟
達
、
品
行
方
正
の
藩
士
を
選

抜
し
て
親
衛
隊
朝
日
組
を
編
成
し
平
素
は
士
気
を
鼓

舞
し
ま
た
政
治
上
の
意
見
を
上
申
さ
せ
た
。
同
四
年

↓
(
1
1

よ
し
し
ず

固
月

e静
を
藩
校
国
学
教
師
と
し
、
万
延
元
年
、
従

3
 
B
 
3
 。
砕屋口市

4
日

ーa
A
廿
5
の
旬

-
f
t
g
『

曰
文

ロ
『
~妍右暉福

◎
四
月
士
二
日
（
補
足
）

弓

⑳

皿

【

廉

＿

〔

廉

〕

ぃ

／

か

；

且索騨
⑨

廉

屎

了
象
ぷ

：

R

庶

i

-

『

異

体

字

鮪

読

字

編新
典

』

（

柏

書

房

）

橋高
ヽ

◎

四

月

廿

七

日

四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
。

元
治
元
年
六
月
青
野
が
原

5泣
恒
率
盆
潮
：
桑
舎
屁
季
バ
謡
呼
限
で
、
村
~

ト

土
琢四
代2革
盆
威
室

で
藩
兵
の
総
操
練
を
行
な
い
、
同
七
月
幕
府
の
征
長

€

令
に
対
し
、
全
藩
士
の
意
見
を
問
う
。
そ
し
て
従
来
（
名
は
阿
古
代
）
。

法

名

は

文

久

二

年

(

-
八

六

三
）

の
家
中
俸
禄
二
割
の
上
げ
米
を
免
ず
る
。
慶
応
二
年
一
月
の
文
｛
子
増
に
よ
り
信
楽
院
貞
受
妙
観
字
ハ
姉
と
な

四
月
、
再
度
征
長
令
が
下
り
、
福
羽
美
神
を
山
口
に

遺
わ
し
、
長
州
兵
が
城
下
を
通
過
す
る
の
を
回
避
さ
っ
た
。

天

保

三

年

(

-

八

三

二
）

四

月

二
十

七

日

死

っ
ち
と
・
一

せ
た
。
六
月
、
長
州
兵
は
領
境
土
床
を
押
し
通
り
、
土
1
0

益
田
へ
進
撃
、
さ
ら
に
幕
府
軍
目
付
長
谷
川
久
三
郎

を
手
渡
す
こ
と
を
要
求
し
て
領
境
徳
佐
ま
で
押
し
寄
⑰

泣
吊
称
品
や
：
村
~

上
｛
琢
四
代
革
力
蔵

。

沖
i
名
は
文
久
二
年

せ
た
の
で
軍
目
付
を
長
州
に
渡
す
。
八
月
森
府
は
征
（
一
八
六
―
―
-
)

一
月

の

文

字

増

に

よ

り

常

称

院

誓

恩

長
の
兵
を
解
く。

同
三
年
六
月
、
神
道
を
興
し
、
社

寺
の
合
併
を
行
な
い
、
明
治
元
年
正
月
、
明
治
新
政
十
ハ
超
居
士
と
な
っ
た
。

文

化

四
年

（

一

八

0
七

）

＋

二
月

七

日

に

新

知

一

0
0石
を
賜
り
、

用

人

か

ら

家

の
参
与
職
と
な
る
。
二
月
征
東
大
総
督
の
錦
旗
守
衛

の
命
を
受
け
る
。
つ
い
で
神
祇
事
務
局
判
享
、
議
定

職
神
祇
事
務
局
輛
と
な
る
。
四
月
、
長
崎
浦
上
の
キ
司
恐
や
に
抜
摺
宝
0
れ

た
。

文

化

五

年

(

-

八

0
八

）

五

月

七

日

死

去

。

リ
ス
ト
教
徒
の
教
導
改
悛
の
命
を
受
け
る
と
共
に
神

祇
官
副
知
事
と
な
る
。
八
月
即
位
新
式
制
定
の
命
を

受
け
、
美
静
ら
は
草
案
調
査
に
当
fた
る
。
同
二
年
五
⑰
茎
目
馬
之
進
：
・
家

老

東

城

浅

野

家

士

室

は

岩

崎

常

介

二

女

せ

つ

。
嘉

永

五

年

(

-

八

五

二

）

六

月

児

月
、
勅
問
に
答
え
て
皇
道
復
興
の
隕
を
奉
唱
す
る
。
O

六
月
版
籍
を
奉
還
し
て
津
和
野
藩
知
事
と
な
る
。
十
、

一
月
浦
上
キ
リ
ス
ト
教
徒
百
三
十
一
名
の
保
管
教
導
小
姓
よ
り
用
達
役
。

御
眸
g
番
品
小
帯
。

安

政

五

年

（

一

＼

五

八

）

四

月

御

庭

方

御

用

向

引

受

。

同

六

年

三

月

の
命
を
受
け
る
。
こ
の
年
従
四
位
上
、
翌
年
正
四

位
、
明
治
四
年
に
従
三
位
と
な
る
。
同
年
六
月
、
率

ー
／

先
し
て
廃
藩
の
議
を
建
白
し
、
許
さ
れ
て
東
京
に
移
御
国
卑
唄
｛
疋
加
べ
万
征
～
元
年
＇（

一
八

六
0

)

五

月
三

日

死

去
。

り
、
同
九
年
、
妓
明
（
堤
哲
長
三
男
、
の
ち
養
子
）
に

家
督
を
譲
る
。
同
十
四
年
勲
―一
＿
等
旭
日
中
綬
章
を
う

け
る
。
同
十
八
年
六
十
一
歳
で
東
京
小
石
川
邸
で
死
R
川
本
屋
伊
助
…
彦
右
衛
門
と
取
引
の
あ
る
城
下
武

没
し
た
。
称
号
、
勤
斎
命
。

〇

＼

ー

ー

ー

l
l
l
lー

①
文
政
八
年

一
0
月

五

日

②

有

馬

頼

徳

③

田

中

具

商

刃

安

政

四

年

(

-
八

五

七

）

に

伊

助

か

ら

恒

右

ー

|

—

ー

氏
④
格
助
⑤
勤
斎
⑥
光
安
姫
（
松
平
〔
水
戸
〕

衛

門

と

改

名

か

。

彦
右
衛
門
は
、

嘉締
氷
六
年
四
月
に

讃
岐
守
頼
恕
の
女
）
⑦
二
男
一
女
⑨
天
保
一
〇

年
六
月
三
日
⑩
従
五
位
下、

従

四

位

下

、

従

四

広

島

藩

士

堀

江

典

膳

が

着

用

し

た

と

い

う

具

足

を

購

位
上
、
正
四
位
、
従
三
位
、
従
二
位
、
贈
正
二
位
、
入
し
た
ほ
か
、
安
政
四
年

（

一

八

五

七

）

四

月

に

は

隠
岐
守
、
侍
従
、
左
中
将
⑪
明
治
一
八
年
三
月
一

八
日
六
一
歳
⑫
東
京
都
墨
田
区
向
島
・
弘
福
寺
、

川
本

屋

が

「
払
物
」
と
し
て
持

参

し

た

十

文

字

槍

を

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
後

田

・

永

明

寺

⑬

『

鹿

購

入

、

文

久

元

年

(

-
八

六

一
）

七

月

に

は

大

小

の

足
郡
誌
』
『
迅
井
勤
斎
伝
』『
津
和
野
藩
』ュ
津
和
野

租
井
記
』
r
島
根
舟
』
『温
故

知

新

』

刀

研

ぎ

を

、

川

本

屋

を

通

じ

て

依

頼

し

て

い

る

。

U
言
ぺ

『
三

百
藩
藩
王
人
名
大
事
典
』

（
新
人
物
往
来
社
）

＼ 
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『三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』

6

（
新
人
物
往
来
社
）

⑰ 

堀江虎之進••…•天保15 (18“)歩行頭~2812
（太左衛門） ． 

嘉永5(1852)中小姓頭③47B5
嘉永5(1852)騎馬弓筒頭③46B1
安政2(1855)大小姓頭:ID4,4B15
園丈左衛門
°翠 6(1859)用人③i2Bl
固用人①四1B2
邸用人③llOAl．⑳64
ぽ保l4父大進家督）

目で見て解かる時代小説用語(fc2.com)
看板文字は「おすいもの、御にさかな、さしみ、なべやき

邑にうりや煮売屋 0
イ手軽な食事と茶や酒を売った店．煮売茶

塁ともいう．煮売の諾は、浅井了意の

（東海遺名所記＞（1661)にく在所1こより家に

よりて、国の名物，酒，さかな，煮売，

焼涜〉とあるように、はじめは餅，だんC,

あるいは魚などを焼いて売る焼売ttに対

して，魚や野菜の煮物を売る商売をいっ

た．江戸では明暦の大火(1697)以後，復

興事業のために地方から流入した労働者

相手に煮売屋が急増し，飲酒1こともなう

事件が多発したのであろう， 1661年（寛

1)には振売をも含めて煮売屡の夜間営

が禁止された．以後も再三夜間営業に

対する禁令が出されているが，煮売屋の

数はふえる一方だったようで，＜飛烏JII> 
(1810)はく両国ばかりに何軒といふ数を知

らず〉と密いている．業隈はいろいろで，

野菜，豆腐，こんにゃくなどの煮しめや

煮豆を売るだけの店はやがて菜屋が ，`惣

菜、煮豆屋などと呼ばれるようになり，

酒を飲ませるために，さかな（肴）となる

ものをあわせ売った店は煮売酒屋と呼ぶ

こともあった．上方でも事情はほぼ同じ

だったと思われるが、煮売屋といえばク

コというほどで，タコの煮つけに人気が

あったようであろ．井原西鵡は京都伏見

の船著湯にくたたきゴポウ〉を売りに行く

男の話を書いているが，その伏見と大坂

を結ぷ淀川の乗合船を相手に独特の商売

をしたのが枚方蹂のくくらわんか舟＞であ

った．船の船員や乗客に対して酒食を売

った煮売舟は各所に見られたが，枚方の

それはく東海道中膝栗毛＞が描くように

くめしくらはんかい、酒のまんかい〉と，

舌U長がさつな物言いをすろのが名物で、
くくらわんか舟〉と呼ばれていた．

鈴木詈一

『大百科事典』平凡社
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図I

．．． 
用
具

を
身
に
つ
け
る

こ
と
。

へ
の
立

⑮
着
具
（
ち
ゃ
く
ぐ
）

弧

特

に
、

武
装
す
る
こ
と
。

索名
⑯

払

物

（

は

ら

い

も

の

）

…
売
り

払
う
べ

き

品

物
。
売

り
払

っ
て
も

い
い
不
用

品
。

人要
馨
江
太
左
衛
門
：

ご

故
典
膳
：

ffo⑲
三

ヶ

津
：

古
代

に
は
薩
摩
坊
津

（ぼ
う
の
つ
）・

筑

前
博
多
津

・
伊
勢
安
濃
津
を
三
箇

（さ
ん
が
）
の
津
と

編疇

呼

び
、
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は、

特

に
京
都
・

大
坂
・

高

江

戸
を
三
箇
の
津
と
称

し
た

9
信
g
り
出
：
こ
こ
は
「
語
」
で
は
な
くJ
二
躙
ぶ
的
ー

の
漢
字
を
あ
て
る
方
が
適
当
と

思
わ
れ
る
。
①

ま

｀

堀
江
典
膳
（
ほ
り
え
て
ん
ぜ
ん
）

宝
暦
元
年
1

文
化
十
一
年
（

一
七
五
一
1
一
八

一
四）

広
島
藩
士
。
名
は
維
徳
。
七
代
藩
主
浅
野
重
展
・
八
こ
と
ら
し
く

言

っ
て
、
人
を

あ
ざ

む
く
。

い
つ
わ

代
斉
賢
に
仕
え
た
。
小
禄
の
藩
士
か
ら
身
を
起
こ
し

る
。
②

人
を
だ
ま
し
て
、
金
品
な

ど

を
取

る
。
詐

た
が
、
そ
の
力
は
が
認
め
ら
れ
て
寛
政
元
年
近
習
頭

欺

こ
か
ナ
る
。

用
人
、
翌
一
年
年
寄
に
な
り
、

一
千
六
百
石
を
給
さ

l

i

f

o
 

れ
た
。
文
化
六
年

『山
林
考
合
書
』
を
著
し
、
太
田
⑪
盗
四
構
（
お
広
か
ま
い
）
…
江

戸
時

代

の

刑
罰
の

一

つ

特
定
場
所
（
御
構
之
地
、
御
構

之
場
）

川
の
洪
水
対
袋
と
し
て
水
源
涵
養
が
貧
要
で
あ
り
、

。

そ
の
た
め
I
C
は
計
画
的
な
山
林
経
営
が
不
可
欠
と
し

て

1

1
ま
た
自
ら
も
三
十
万

ち
入

り
を
禁
ず
る
刑
。
追

放
。

本
に
及
ぷ
苗
木
の
無
償
配
付
を
行
う
な
ど
、
藩
の
殖
山
凶
門
門

＇妥

甘
｀
い
い
"
]
日
＿
八
砥
＼
ど

且
日
日
い
い
い
い
『
い
3
閲
5
町

mm
-

-— 

れ
る
。
文
化
七
年
大
寄
合
に
転
じ
、
同
十
年
に
致
仕

し
た
。
翌
十

一
年
九
月
二
十
六
日
没
。
享
年
六
十
四

歳
。
墓
所
は
広
島
の
専
勝
寺。

〔玉
井
源
作

『芸
備
先
哲
伝
』
、
林
保
登

『芸
藩
輯

要
』
、
『
広
島
県
史
』
近
世
2
、

r
尚
古
』
、
『
新
修
広

島
市
史
』
第
四
巻
〕

〈

藤
沢
勇
〉

堀江太左術門...

Q、

鳳

°

⑫
煮
売
屋
（
に
う
り
や
）

胃！叫，しti;i lt i !r; ii: K 
fi閂’1｝叶加んti.i i 
もtげ汎`ふかも叶＊ ＾ 

屯謬霞

厳島門前町概略図

（
警
g
)
新
町

藉
屋
（
っ
ち
ゃ
）
＿

• 
（大願寺所蔵品絵図より作成）、池田迂［人「厳島門前岡「の形成と展開」 （野

坂元良編 『厳島信仰事典』（戎光祥出版）



「
十
九
日
早
晨

酢
和
会蓮
根
油
揚

御
皿
箆
蒻
木
耳
大
根

け
ん
柚
の
花

す
め芍
已
豆
ふ

御
汁
結
昆
布

小
し
ゐ
た
け

め
う
か
小
口

く
つ
煮玉
敷

御
坪
銀
杏

さ
や
豆

お
ろ
し
生
姜

一

御
飯御

油
揚
筍蕗

御
平
山
薯
預

三
ッ
葉

葉
山
椒
]置

夕

御

茶

）
さ
や
豆
飯

「
同
日
、
芝
山
様
方
御
到

来御
短
冊
掛
一

洛
焼
重
蓋
物

一

外
二
御
家
司
・
御
用
人
江

一
黒
漆
蒔
絵
硯
蓋

右
御
家
司
へ

一
檀
紙
張
文
匝
一
宛

一
殿
中
扇
五
本

右
御
用
人
三
人
へ

〇
十
九
日
、
癸
巳
、
晴
、
薄
暑
、
夕
曇
、
「
例
時
出
勤
、
九
時
過
退
、

「
於
京
都
芝
山
宮
内
大
輔
様
昌
姫
様
へ
去
冬
御
銀
被
進
候
為
御
答

礼
、
宮
内
大
輔
様
方
御
到
来
物
被
為
在
、
御
家
司
・
御
用
人
へ
も
夫
々
頂

戴
物
被
仰
付
、
予
も
左
之
通
頂
戴
仕
ル
也

文

匝

一

扇

子

五

本

「
堀
尾
精

一
郎
弥
明
日
白
島
屋
敷
へ
引
遷
候
由
二
而
為
暇
乞
入
来
、

同
人
室
井
老
室
も
同
断
見
へ
る
、
昨
今
為
助
情
千
代
吉
遣
ス
也
、

「
夕
射
場
へ
出
ル
、
「
来
ル
廿

一
日
潤
誓
廟
御
祥
月
之
処
、
廿
日
御
入
治
之

御
相
伴
二
罷
越
候
筈
、
殊
此
節
慈
君
御
留
守
中
労
都
合
悪
敷

候
二
付
、
今
朝
祭
祀
仕
、
如
恒
規
宿
戒
・
早
起
・
献
膳
仕
ル
也
、
且
又

休
誓
廟
も
如
例
配
祀
仕
候
也

〇
廿
日
、
甲
午
、
朝
曇
雨
落
後
晴
、
薄
暑
、
「
今
日
よ
り

己
斐
村
石
風
呂
へ
為
御
入
治
御
出
被
遊
、
予
も
御
相
伴
仕
候
二
付
、
四
時

過
ぷ
罷
越
、
日
之
入
頃
憮
『
ル

〇
廿

一
日
、
乙
未
、
曇
、
涼
、
夜
雨
「
例
時
出
勤
、
四
時
過
退

直
二
石
風
呂
江
行
、
夕
七
半
時
頃
帰
宅
、
「
今
日
御
祥
月
一
昨
記
二
有
之
通
也

〇
廿
二
日
、
丙
申
、
曇
後
晴
、
涼
、
「
朝
素
読
所
講
釈
へ
出

席
、
帰
而
直
二
出
勤
四
時
過
方
己
斐
村
へ
行
、
日
之
入
頃
帰
宅
、
行
掛

西
向
寺
へ
参
詣
致
ス
也
、
「
京
師
貫
名
氏
方
客
冬
以
来
之
浄
書
帰
ル

〇
廿
三
日
、
丁
酉
、
晴
薄
暑
、
「
四
時
頃
方
石
風
呂
へ
行
、
日
之

入
過
帰
、
「
辻
清
人
入
来
之
由
、

「
六
丁
目
様
方
御
庭
前
之
秋
田
蕗
頂
戴
被
仰
付
、
見
事
成
蕗
也

〇
廿
四
日
、
戊
戌
、
快
晴
、
薄
暑
、
「
例
時
出
勤
、
四
時
過
方
石
風
呂
ヘ

参
、
日
之
入
頃
帰
、
行
掛
西
向
寺
へ
参
詣
「
手
製
之
乾
餅
を
焼
、
石
風

呂
二
而
御
慰
二
無
屹
差
上
ル
也

〇
廿
五
日
、
己
亥
、
快
晴
、
薄
暑
、
「
今
朝
幾
三
郎
織
を
立
、

田
中
実
五
郎
来
、
手
伝
呉
る
也
、
「
例
時
出
勤
、
夫
方
石
風
呂
へ
参
、
同
所
二
而

大
石
餅
御
分
賜
被
仰
付
、
外
御
相
手
之
者
方
申
値
差
上
候
由
也
、
日
入

頃
帰
ル
、
「
幾
三
郎
夜
前
以
来
少
々
微
熱
有
之
、
口
中
を
痛
候
様
子
二
而

終
日
乳
を
不
飲
、
全
火
之
事
与
相
見
也
、
気
者
随
分
軽
方
也

〇
廿
六
日
、
庚
子
、
快
晴
、
薄
暑
、
「
四
時
頃
方
石
風
呂
へ
行
、

同
所
二
而
周
防
様
方
御
見
舞
二
被
進
候
由
、
御
鮮
井
蛤
御
吸
物
御
し
た

頂
戴
被
仰
付
也
、
今
日
者
出
衛
様
御
見
舞
与
し
て
御
出
被
成
、

間
二
而
罷
出
、
御
機
嫌
相
伺
也
、
募
前
帰
、
「
水
谷
又
左
衛
門
殿
御
出
被
成
、

酒
を
出
、
暫
御
咄
被
成
、
福
田
直
右
衛
門
殿
方

一
件
二
付
御
咄
事
有
之
、
何
分

p
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未
虚
を
不
知

（
実
脱
力
）

『
廿
五
日
、
石
州
津
和
野

亀
井
侯
御
城
下
先
日

大
火
、
御
城
を
始
、
御
家

中

・
町
家
共
不
残
焼

失
、
寺
三
ヶ
寺
残
り
候

而
已
、
希
代
之
珍
事
ニ

有
之
由
風
説
也
、

先
方
答
振
甚
つ
ま
ら
ぬ
様
子
也
、
「
幾
三
郎
今
日
者
盃
気
軽
二
候
へ
共
、

不
相
更
乳
を
者
終
日
不
飲
、
尤
夜
前
一
度
飲
也
、
飯
者
少
宛
喰
、
熱
も
醒
候
也

p
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令
和
六
年
二
月
例
会
資
料
（
一
月
分
後
追
い
）

家
乗
嘉
永
六
年
四
月
朔
日

S
四
月
十
三
日

一
、
先
月
の
解
読
文
活
字
読
み
の
確
認
点

二
、
指
摘
・
意
見

・

質
間
•
他

①
四
月
二
日
『
大
蔵
一
件
』

天
保
十
年
外
篇
巻
2
二
月
廿
二
日
頭
書
「
水
谷
養
子
者
公
儀
御
中
小
姓
廿
日
市
口
屋
番

福
田
直
右
衛
門
殿
弟
、
名
大
蔵
、
新
婦
者
嫡
女
也

嘉
永
四
年
十
一
月
十
八
日
「
所
存
二
不
叶

．．． 
廿
三
日
「
大
蔵
義
常
二
心
得
不
宣
ニ

付
願
出
之
通
御
扶
持
方
被
召
上
候
由
之
被
仰
付
也
、
依
之
大
蔵
義
者
今
晩
直
ニ

実
家
福
田
直
右
衛
門
殿
方
江
為
逗
留
罷
越
：
・十
二
月
末
「
大
蔵
離
縁
之
一
件
今

以
福
田
之
方
承
知
之
返
答
無
之
、

嘉
永
七
年
八
月
廿
五
日
「
兼
而
御
頼
之
福
田
直
右
衛
門
殿
弟
一
件
、

・
・
・

安
政
二
年
十
二
月
十
六
日
「
水
谷
二
而
深
更
迄
咄
帰
ル
、
同
方
二
而
者
福
田
差
縫
一
件
此

余
表
向
之
取
計
（
虫
損
）
二
相
成
候
之
外
有
之
間
敷
与
相
考
候
二
付
、
其
運
ひ
方

御
咄
合
申
置
也

安
政
三
年
四
月
十
一
日
「
水
谷
へ
見
舞
帰
ル
・
・
・
水
谷
之
方
大
蔵
離
縁
之
達
も
兼
而

之
通
相
済
、
道
具
も
去
月
十
七
日
船
便
二
福
田
江
送
り
戻
し
、
何
も
相
済
御
安

心
之
由
御
咄
被
成
也

右
の
通
り
、
大
蔵
は
福
田
直
右
衛
門
の
弟
で
あ
り
、

政
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

e. 

こ
の
一
件
が
解
決
し
た
の
は
安

ヽ

御
馬

因
に
、
安
政
五
年
十
月
水
谷
又
左
衛
門
亡
き
後
、
家
督
を
継
い
だ
八
十
郎
は
…

弘
化
三
年
十
一
月
十
八
日
「
大
蔵
妻
（
又
左
衛
門
嫡
女
）
一
昨
日
安
産
、
男
子
出

生
之
旨
為
知
来
ル
也

嘉
永
四
年
一
月
十
九
日
「
夕
水
谷
へ
祝
詞
・
見
舞
労
二
行
・
・
・
有
饗
、
又
左
衛
門

殿
御
年
賀
之
延
引
且
八
十
郎
袴
着
祝
之
延
引
相
兼
而
之
御
祝
意
之
由
也

…
の
記
に
よ
り
大
蔵
の
息
子
で
あ
り
又
左
衛
門
の
孫
と
推
察
さ
れ
る
。
跡
目
相
続
当
時

十
三
歳
と
幼
く
、
文
久
二
年
十
七
歳
の
時
前
髪
を
取
っ
て
い
る
。

安
政
五
年
十
月
九
日
「
又
左
衛
門
殿
百
三
拾
石
之
跡
、
知
行
高
百
拾
五
石
、

廻
り
、
幼
年
中
年
頭

・
歳
暮

・
節
句
・
朔
望
之
外
平
日
不
及
出
仕

三
、
報
告
•
お
知
ら
せ

◇

会

員

動

静

退
会

B
1
班

吉
岡
大
介
さ
ん
が
＿
月
例
会
を
以
て
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

②
寺
西
要
人
・
水
谷
大
蔵

要
人
：
か
な
め
（
東
百
官
名
）

・
か
ね
と

・
か
な
と

・
と
し
ひ
と
等

大
蔵
ぶ
や
お
く
ら
（
百
官
名
）

・
だ
い
ぞ
う

・
た
い
ぞ
う
等

福
田
直
右
衛
門
の
父
親
は
「
伝
蔵
（
で
ん
ぞ
う
）
」
で
す
。
だ
い
ぞ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
「
お
お
く
ら
」
は
少
々

II
た
い
そ
う
II

な
気
が
？
）

③
四
月
八
日
「
餞
意
を
寓
し
」

餞
：
セ
ン
・
は
な
む
け

寓
す
る
：

1
仮
住
ま
い
す
る
。

④
四
月
十
三
日
頭
書

候
者
：
そ
う
ろ
う
は

「
一
廉
有
之
役
談
候
者
」

「
候
は
ば
」
の
略
（
実
務
の
友

近
世
古
文
書
用
語
検
索
シ
ス
テ
ム
）

⑤
四
月
十
四
日
「
他
適
」

11
他
行

適
こ
プ
キ
①
か
な
う
。
ふ
さ
わ
し
い
。
あ
て
は
ま
る
。
②
心
に
か
な
う
。
こ
こ

ろ
よ
い
。
「
快
適
」
③
ゆ
く
。
お
も
む
く
。
「
適
従
」
④
た
ま
た
ま
。

q
 

◇
次
例
会
は
、
三
月
九
日
（
第
2
土
曜
日
）
午
後
一
時
半

於
第
一
•

第
二
研
修
室
で
す
。
第
二
研
修
室
白
板
を
前
と
し
ま
す
。

当
日
の
会
場
当
番
は
、

A

4
班
及
び

B
5
班
で
す
。

四
月
例
会
は
十
三
日
（
第
2
土
曜
日
）

五
月
例
会
は
十
一
日
（
第
二
士
曜
日
）

*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

萬
津
箱
＊
＊
＊
（
余
談
）
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

己
斐
石
風
呂
（
参
考
こ
伶
四
史
話
伝
説
第
三
集
中
浅
野
藩
公
も
愛
用
し
た
己
斐
石
風
呂
）

浅
野
藩
公
が
紀
州
か
ら
御
国
替
え
の
と
き
同
行
し
た
11

江
信
II

な
る
人
物
に
つ
く
ら
せ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
浅
野
氏
入
国
当
時
の
己
斐
新
山
は
旧
己
斐
橋
近
く
迄
出
て
お
り
、

そ
の
足
元
は
海
で
あ
っ
た
筈
。
山
腹
に
直
径
一
区
の
穴
を
あ
け
，
そ
の
奥
に
高
さ
約
二

昇
六
畳
ほ
ど
の
石
室
を
三
部
屋
造
っ
た
。
熱
風
呂

・
中
風
呂
・
ぬ
る
風
呂
で
あ
る
。
こ

の
石
室
で
山
か
ら
集
め
た
松
葉
を
燃
や
し
、
熱
灰
の
上
に
海
か
ら
採
っ
た
11

藻
草
II

を

敷
き
詰
め
る
。
そ
の
効
き
目
を
見
た
人
た
ち
は
、
今
の
サ
ウ
ナ
プ
ー
ム
の
様
に
各
地
に

石
風
呂
を
造
っ
た
。
廿
日
市

・
仁
保
・
牛
田

・
・
己
斐
は
広
島
の
石
風
呂
元
祖
で
あ
る
。

ヽ

で
す
。

で
す
。

2
他
に
か
こ
つ
け
て
意
味
を
持
た
せ
る
。

託
す
る
。



参考資料8-42頁の鳥廠図 拉

丹
那
の
石
風
呂
も
、
忠
海
の
石
風
呂
「
岩
乃
屋
」
も
閉
じ
て
し
ま
い
、
広
島
か
ら
石
風
呂
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
度
く
ら
い
は
経
験
し
て
置
け
ば
よ
か
っ
た
＇



嘉
永
六
年
「
村
上
家
乗
」
参
考
資
料
（
令
和
6
.
3
.
9
)

：

』：
1

[
口

ヘ

"

]

汀

□9達を遂
げ
ず
、
山
沿
い

の
低
地
周
辺
地
域
に
限
定
さ
れ
た
町

④

匠

□｀る
）
〔
古
押
切
〕
旦
i
i
`

日
四
。
＾
晶
人
9
豆
命
i
i

子

並
み
を
形
成
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
近
世
に
入
る
と
急
恩
8

き
の
え
・
よ
ろ
い
（
咬
）
／
囮
か
ぶ
と

J
 

速
に
東
町
の
様
相
が
一
変
す
る
。
こ

⑤580【
胄

】

n⑨
チ
ュ
ウ
（
チ
ウ
⑮
）
〔
直
祐
切
〕5
1
z
h
6
U

閏

の
海
岸
低
地
前
の
遠
浅
の
海
面
を
埋
点
血
冑
5

闘
吐
]
“
5紅
5
O
J
鱈

め
立
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
北
之
〔
詩
・
魯
頌
・
閣
宮
〕
「
貝
冑
朱
綬
J
⑲
畳
狂
？
戟
f
愈
兜

狂・荼
泣
⑲
甲
゜

町
・
中
之
町
・
牛
王
前
町
な
ど
の

困
ょ
ろ
い
。
甲
沼
と
胄
？
、
の
本
米
の
惹
味
を
、
誤
っ
て
逆

に
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

町
々
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
次
い
醗
団
金
文
は
、
象
形
。
目
庇
g
の
あ
る
か
ぶ
と
ま
窄
け
た
さ

ま
に
か
た
ど
る
。
な
文
狂
は
、
形
声
。
意
符
の
同
位
（
か
ぶ
り

で
寛
永
二
年
（

一
六
二
五
）
、
広
島
も
の
）
女
音
符
の
由
了
文
む
う
意
11
宙
”
)
と
か
ら
成

る
。
頭
を
覆
っ
か
ぶ
り
物
、
「
か
ぷ
と
」
の
意
。

城
下
の
材
木
町
か
ら
遊
郭
が
引
き
移
圏
圏
冑
＂
ゅ
は
別
字
。

固
吊
固
）
カ
プ
ト
Q
廊
）
カ
プ
ト
・
コ
ロ
ヒ
命
詞
カ
プ
ト
・
ヨ

さ
れ
（
「
知
新
集
J
)
、
存
光
寺
町
奥
ロ
ヒ

の
外
れ
に
新
町
が
建
設
さ
れ
た
。
町
の
出
入
口
に
木
戸
を
設
け
、
門
番
を
付
け
置
い

た
人
為
的
な
町
割
り
と
屋
敷
割
り
で
あ
っ
た
。
新
町
の
名
称
が
示
す
ご
と
く
、
東
町

の
町
構
成
の
中
で
は
一
番
後
出
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

池
田
道
人
「
厳
島
門
前
町
の
形
成
と
展
開
」
（
野
坂
災
伶
ふ
日
目
国
〇
お
す
。
も
む
。
揆
（
6
1
1
2

呼

峯

本

2
2
3
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
段
催
也
、

払
手
妥
臀
、

，一臼
、附
手
相切
摩
也
。
〔
段
注
〕
店

元
良
編
『
厳
島
信
仰
事
典
』
（
戎
光
祥
出
版
）
⑦
【
訟
〇
呻

（

全
罰
桑
皇
。ふ
命
金

日
“
＂
戸
g
各
日
2

口

疇

正。〔
集韻〕揆、或作＂按。

●
お
さ
へ
る
．く
じ
伽

②
ふ
p
逐
ふ
心
よ
ん
ぶ
べ
く
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
按
摯
接
戚
〇
〔
注
〕
善
日
、
説
伏

文
日
、
按
、
推
也
。
圃
お
す
。
日
に
同
じ
．
〔
集
韻
〕

ざ
―
キ
ふ
令
<
[
口
噌
＂
r
It"り．
l

い

疇

3

)

に
同
じ
。
按
祭
(

3

)

を見
よ
。〔集韻〕楕‘祭
レ
瓢

食
也
、
一
日
、
覺
虞
な
血
、
或
作
A

揆
゜
〔
集
韻
〕
按
‘
‘
j
’

祭
A

食
也
、
或
作
ね
接
。
田
E

l

食
物
を
祭
る
こ
と
。
ロ

隋（11-
4
1
7
5
1
)

に
同
じ
。
按
祭
（
3

)

を
見
よ
。
欠

〔
集
韻
〕
隋
‘
戸
径
黍
稜
肝
背
也
、或
作
＂
楼
。
因
彎

〇
う
つ
。〔巣韻〕按、撃也。

〇
お
す
。
日
に
同
＂

じ
．〔集韻
〕
探
推
也
．EBを
さ
め
る
。憬
(
1
5
-
1
2

諸

2

3
)

に
同
じ
．
〔
簗
韻
〕
憬
‘
理
也
、
或
作
5

按．

麟

毛

11憎

むtえ
＂遠ン
tえ、之
tし4
もんもi
『くずし字用例辞典』

11 
ヽ ・

鷹
屋
と
い
づ
み
や

い
ろ
。

輩
分
（
も
う
し
ぶ
ん
）

…
①
物
事
を
申
し
出
る
こ

と
。
申
し
立
て
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
内
容
。
主
張
。

申
事
。
②
不
満
に
思
う
と
こ
ろ
。
非
難
す
べ
き
点
。

観

Q
と

写

盤

撲

基

即

｛

的

？

済

文

句

を

百

い

た

い

点

。
欠
点
。

〗二
唸
輩
分
（
も
う
し
わ
け
）
·
:

言
い
わ
け。
弁
解

gア
5
ぃ
開
き
。
申
し
開
き
。

即

E

号

：1

-

一

⑲

逼
入
（
は
い
い
る
）

．．． 
は
っ
て
内
に
は
い
る
。
は

追

m
い
こ
む
。
ま
た
、
そ
っ
と
は
い
る
。
忍
ん
で
は
い
る
。

•三
⑪
働
（
は
た
ら
き
）

：
．
賃
に
戦
場
で
の
活
躍

。
ま

詈
竺
[
]
□0たが
っ
て
、

「働
具
足
」
は
実
戦
用

広

rgItl 
図

富

菜

⑰

ど
う
欺
（
ど
う
か
）
…

―
つ
の
判
断
が
必
ず
し
も

咄
氾
明
確
な
根
拠
に
基
つ
か
な
い
で
も
、
ほ
ぼ
成
立
し
そ

う
だ
、
と
い
う
気
持
を
表
す
。
ど
う
や
ら
。
何
だ
か
。

龍
塗
（
は
な
ぬ
り
）
…
上
塗
法
の
一
っ
゜
油
分
を
含
ん
だ
花
塗
漆
を
塗
り
、
研
磨
を
加
え
な

い
で
光
沢
を
出
す
塗
り
方
。
塗
立
ま
た
は
立
と
も
い
う
。

a元
馘
（
威
、
お
ど
し
）

．．． 

（
「
緒
通
し
」
の
意
）
鎧
の
札
（
さ
ね
）
を
糸
や
皮
で
つ
づ
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
も
の
。
そ
の
威
し
つ
づ
っ
た
配
列
状
態
が
毛
を
伏
せ
た
よ
う
な
の
で
威
毛
（
お

ど
し
げ
）
ま
た
、
毛
（
け
）
と
も
い
う
。
材
料
に
よ
っ
て
糸
威
、
革
威
、
綾
威
、
練
貰
（
ね

り
ぬ
き
）
威
な
ど
が
あ
り
、
つ
づ
り
方
に
よ
っ
て
荒
目
、
毛
引
、
素
懸
（
す
が
け
）
、
敷
目
な

ど
と
い
い
、
色
に
よ
っ
て
は
緋
威
、
小
桜
威
、
黒
革
威
、
卯
の
花
威
の

一
色
や
色
ま
ぜ
に
よ

る
紫
裾
濃
（
す
そ
ご
）
威
、
萌
黄
匂
（
も
え
ぎ
に
お
い
）
威
な
ど
が
あ
る
。

⑮
蝶
番
（
ち
ょ
う
つ
が
い
）
…
（
多
く
蝶
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
い
う
）
開
き
戸
や
開
き

ぶ
た
な
ど
が

一
方
の
は
し
を
軸
と
し
て
開
閉
で
き
る
よ
う
に
と
り
つ
け
る
金
目
芍

⑯
錆
色
（
さ
び
い
ろ
）
・
：
鉄
錆
の
よ
う
な
諸
褐
色
（
し
や
か
っ
し
よ
く
）
。
赤
茶
色
。
あ
か
っ
ち

阿

-I
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天保14(1843)歩行頭幻涼靭3A22
棚涸次郎• •• •••天保 6(1835)奥岬5B6 文久 2(1862)大;J~湘頭格／次席
⑭ 天保7(1836)膳方頭瞑初1B15 ③44B3 

天保7(1836)留守悪到9814 慶応元(1865)用・人曲窃3B5
園留守居①33•A1 .

岱◎
見五

日月

目

喜

高

橋

新

一

編

『

「

芸

藩

輯

要

」

人

名

索

引

』

（

き

ょ

う

じ

つ

）

固用人並（留守居）①1232Al
釦逗（留守居釦③110A3年 5 ⑬ 

滋 8筵埠籍） 団田疇•• • • ••嘉永 5 (1852)伏見屋敷認108B9
団（留守居）③lllAl獅 7 上野田孝太郎••蜃嗚廻立姻B3

Ii m叫1̀I

(

「

党

」

）

小
鰭

は

終

わ

る

の

意

）

『

国

史

大

辞

典

』

（

吉

川

弘

文

館

）

終

日

。

一

日

中

。

ひ

ね

も

す

。

籾
書

⑯
 

c~ 

典
字

読ヵ牛角字

-ぃ

n

g
5

,•

体

g

^
~

C
隅

"
i

受
筒

里

↑

当
ー
い
＼
⑱
J
l
u
【
質
＿
閲
的
紅

◎

四

月

廿

九

日

R

伝

只

R

ば

只

⑲

鷹

（

お

あ

が

り

）

風

呂

：

湯

治

を

行

う

期

間

や

入

浴

作

法

な

ど

は

お

お

む

ね

決

ま

っ

て

い

ま

し

た

。

た

と

え

ば

、

中

世

に

は

す

で

に

七

日

間

を

一

廻

り

と

数

え

て

最

小

単

位

と

し

、

少

な

く

と

も

三

廻

り

（

二

十

一

日

間

）

は

湯

治

を

行

う

べ

き

で

あ

る

と

認

識

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

第

1章
湯

治

場

と

し

て

の

温

泉

|

本

の

万

華

鏡

第

23回

本

か

ら

広

が

る

温

泉

の

世

界

_

国

立

国

会

図

書

館

（

ndl.g
o.jp)

⑳

万

年

屋

利

三

郎

：

己

斐

村

石

風

呂

の

亭

主

。

慶

応

三

年

時

に

は

万

年

屋

平

助

と

な

っ

て

い

る

の

で

、

改

名

し

た

か

、

代

替

わ

り

し

た

と

思

わ

れ

る

。

窟

巾

餅

（

ち

ゃ

き

ん

も

ち

）

．．．
 （「し

ゃ

き

ん

も

ち

（

砂

金

餅

）

」

→ 

の

変

化

し

た

語

）

餅

に

餡

（

あ

ん

）

を

包

み

、

焼

目

を

つ

け

た

餅

菓

子

。

茶

巾

。

⑫

田

多

喜

登

：

家

老

東

城

浅

野

｛

季

土

。

嘉

永

七

年

(

-

八

五

四

）

閏

七

月

目

付

免

、

安

政

三

年

十

一

月

御

側

詰

、

日

参

、

同

五

年

四

月

目

付

。

同

六

年

九

月

武

内

純

介

死

去

に

よ

り

香

取

流

槍

術

指

南

、

万

延

元

年

(

-

八

六

0

)

十

月

目

付

筆

頭

a

伯fャnみ；；；＿

） 
“'見（ ~ Iり l l

訥板（ 鬼会l- 一• 9

IUぇ食論—-­

采h付，，ロー

，；；令"In
（ぶI.Ill

繰
締
の
緒

繰
締
之
錢

]
 

尺

糸

の

M

出

＿

滋

（背面）

⑳
奴
可
郡
川
西
村
：

川
四
村

⑱
東
城
町
川
西

戸
宇
村
の
東
に
位
溢
す
る
。
元
来
当
村
内
に
あ
っ
た
東
城
の
市

街
地
区
域
が
分
離
さ
れ
、
別
の
町
方
支
配
と
さ
れ
た
た
め
、
当
村

は
東
城
町
を
周
囲
か
ら
取
囲
む
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
。一

般

か
ん
か
＂
に
し

に
東
城
町
の
北
側
を
上
川
西
、
南
側
を
下
川
西
と
よ
ぶ。

北
西
の

請
原
村
か
ら
村
内
に
流
れ
る
小
奴
可
川
は
、
北
の
粟
田
村
か
ら
南

t

ふ

じ

流
し
た
粟
田
川
を
村
内
の
元
頓
で
合
わ
せ
求
城
Ill
と
な
り
、
東
城

川
は
上
川
西
で
は
村
の
中
央
部
を
東
南
流
し
、
下
川
西
で
は
東
端

か

C
O
し

く

し

ろ

の
川
東
村
境
を
南
流
し
て
久
代
村
に
入
る
。
ま
た
戸
宇
村
か
ら
東

と

う

ピ

に

な

み

が

に

“

≫

流
す
る
一
戸
宇
谷
川
は
下
J
I
I
西
の
浪
潟
（浪
形
）
沖
で
東
城
川
に
合
流
、

久
代
村
境
を
北
東
流
す
る
友
末
川（
為
宣
川
）
も
下
川
西
の
友
末
で
東

城
川
に
合
流
す
る
。
集
落
は
東
城
川
に
沿
っ
て
開
け
た
東
城
盆
池

c
"̂
at
"
 

の
周
辺
に
散
在
す
る
ほ
か
、
古
く
五
品
嶽
城
の
あ
っ
た
城
山
の
譴

で、

近
世
に
は
広
島
藩
家
老
浅
野
孫
左
術
門
屋
敷
函
城
障
屋
）
が
置

か
れ
た
東
城
町
の
市
街
区
域
に
接
続
す
る
地
域
に
密
集
す
る
。

日

本

歴

史

地

名

体

系

35
『

広

島

県

の

地

名

』

、

（

平

凡

社

）

A
「

（

前

略

）

回

答

で

す

が

ウ

メ

の

古

い

幹

に

花

が

つ

い

た

り

、

切

り

株

の

幹

か

ら

新

梢

が

生

じ

る

の

も

多

分

潜

伏

芽

に

よ

る

も

の

で

し

ょ

う

。

つ

ま

り

、

ま

だ

若

い

時

期

に

休

眠

芽

と

し

て

つ

く

ら

れ

た

葉

芽

や

花

芽

が

潜

伏

芽

と

し

て

残

っ

て

し

ま

い

、

年

を

へ

て

、

何

力

の

刺

激

で

目

覚

め

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

（

回

答

は

、

J

S
P
Pサイ
エ

ン

ス

・

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

．

勝

見

允

行

）

幹

か

ら

咲

い

て

る

梅

の

花

ー

み

ん

な

の

ひ

ろ

ば

ー

日

本

植

物

生

理

学

会

含
p
p
.o
rg)

⑳

如

何

様

（

い

か

さ

ま

）

ど

の

よ

う

。

…

①

（

形

動

）

方

法

な

ど

に

つ

い

て

疑

問

の

意

を

表

わ

す

。

ど

ん

な

ふ

う

。

②

（

副

）

（

「

い

か

さ

ま

に

も

」

の

略

か

ら

）

0自分
の

考

え

や

叙

述

の

た

し

か

さ

を

表

わ

す

。

き

っ

と

。

た

し

か

に

。

ど

う

み

て

も

。

て

つ

き

り

。

R

音

荼

心

の

強

さ

を

表

わ

す

。

ぜ

ひ

と

も

。

な

ん

と

し

て

も

。

③

（

感

動

）

相

手

の

意

見

を

肯

定

し

て

感

動

的

に

応

接

す

る

こ

と

ば

。

い

か

に

も

。

そ

の

と

お

り

。

ほ

ん

と

に

。

な

る

ほ

ど

。

ご

も

っ

と

も

。

④

（

名

）

い

か

に

も

本

当

ら

し

く

見

せ

か

け

た

も

の

。

似

せ

た

も

の

。

ご

ま

か

し

。

い

ん

ち

き

。

ペ

て

ん

。

状
態
、

⑰

三

尺

：

約

九

0
・

九

cm

⑳

（

梅

古

木

の

）

幹

へ

＿

面

に

花

を

生

し

…

Q

「

梅

林

に

梅

を

見

に

行

き

ま

し

た

。

花

は

枝

先

に

咲

く

も

の

と

ば

か

り

思

っ

て

い

た

ら

、

幹

に

直

接

つ

い

て

る

よ

う

に

見

え

る

花

が

あ

り

ま

し

た

。

本

を

見

る

と

、

花

や

葉

や

枝

に

な

る

芽

は

1
番

新

し

い

枝

の

葉

腋

と

茎

頂

に

つ

く

と

書

い

て

あ

り

ま

し

た

。

手

近

な

木

を

み

る

と

確

か

に

そ

の

よ

う

で

す

。

で

も

切

り

株

で

は

根

元

の

幹

か

ら

芽

や

枝

が

で

ま

す

よ

ね

。

こ

の

梅

の

花

は

そ

れ

と

同

じ

こ

と

で

す

か

？
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朧当

朧当（すねあて） 下肢部を防御します。使われる篠や板は奇数が一般的ですが、例外もあります。

・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・ 

片箱（かたばこ） 箱壱個を片箱といい、二個ならべ持たするを対箱という。徒の先に持たするは先箱にして、馬、乗

物等自身の跡に持たするを跡箱と唱う （近世こもんじょ館方）

1兜鉢 2百重刺し

（． 
赤ペンの様に

螺旋状に細かく

糸で縫い、周り

から引き絞って、

帽子の形にする。

頭形兜 筋兜 星兜

3猿頬・垂 4啄木組紐

疇 一 汀

c
5小鰭＆立領

一

↑胴の肩上に取付けた小鰭と立領

三段毛引絨小鰭→

肩上（わだかみ） 16毛引絨・素懸絨の袖

CJ. 

（家乗の着具に袖は附属していな

いようです。）

一
枷i,Vil,¥,鴫|

耳
糸 ヽ
（

白

）

7篠籠手

Q 

8合当理と受筒
鎖

家地

篠
腎金

篠の形・数、配置は千差万別です。又この

手甲は家乗の物とは形が違います。

受筒

合当理

（参考 ： 具足櫓 ・しげ部 ・ホームメイト ・名古屋刀剣ワールド ・コトバンク ．wiki・・・ 等）



．｀  ：口ここ反用し（□‘•た斎ニロニニ ． “にはほとんど必ず麟されています
⑭ 啄木組（たくぼくぐみ） 紐咽乱み方の一つで、白 ・萌黄・紫などの糸を交えて斑模様に組んだものを言います。

啄木鳥がついばんだ木の模様に似ていることからこう呼ばれます。→ 『写真4』

紺・白・萌黄 ・紫の四色の色糸を取り合わせて組んだものは特に「四色啄木（ししきたくぼく）」と呼ばれます。

小鰭（こびれ） 肩上の外端に付き、肩を守る鰭状の防具で、一枚鉄製 ・三段札板製 ・鎖製などがあります。

また、肩当に襟廻（立襟） と共に縫い付けた物や、蝶番で付けた物などもあるようです。→ 『写真5』

® 小札 •4実（こざね） 甲冑を構成している小さな短冊状の板のこと

母 氾輝の緒（くりじめのお） 鎧や具足の胴の下端につけ、繰締の鎧に通して締め、胴を身体に密着させるためのひも。

繰締の本緒（もとお）・胴先の緒。

練繰（ねりぐり） 撚りをかけていない絹糸

立領（たてえり） 立て襟3

草摺（くさずり） 当世具足では「下散（げさん）」とも言い、腰から上脚部を防御します。

通常は揺絲 （ゆるぎのいと）を使って胴に接続されますが、腰茸附と呼ばれる形式もあります。

一片を一間（いつけん）と言い、当世具足では七間、大鎧では四間の場合が普通です。

受筒（うけづつ） 指物を挿入する筒です。

筒には四角と丸の形式があるほか、指物を二本同時にさす「二本指物」用に二股に分かれた物なども有ります。

合当理（がったり） 当世具足には欠かせない物で、指物を挿入する受筒の上部を支える部品のことを言います。

疇の恕幻が四角い形状のものを「角合当理」、 丸い形状ものを「丸合当理」と呼びます。→ 『写真8』

そのほか姜（はじかみ）合当理や板合当理と呼ばれるものも有ります。

待受（まちうけ） 受筒の下部を差し込み、胴に固定するための部品。

小手・籠手

籠手・小手（こて） 二の腕・小手・手の甲迄を防御します。大きく筒籠手・篠籠手・瓢籠手・鎖籠手に分けられますC)

篠（しの） 籠手 ・騰当 ・侃楯などに使われた長細く四角い板棒状の部品を言い、大きさによって「大篠」 ・「Ij箱；」に

分けられます。表面の平らな物を「平篠」、鏑を立てた物を「角篠」、ふくらみのある物を「丸篠」など多くの形があり

ました。板所の一つとされます。→ 『図7』 渭先蝶番は不明。小鰭の項の物と同様肩上への留め具かも）

筏（いかだ） 籠手 ・膝当などに使われた座盤のひとつで、篠の 1/3~1/4の長さの物を特にこう呼びます。

篠筏 ・角筏 ・花筏 ・・・ 等々色々あります。 按皮＝揉革（もみかわ）

“ 〇 傾楯（はいだて） 「膝鎧」とも言い、大腿部を防御します。様々な種類が有ります。

家地の部分に鞭差穴と呼ばれる切込みが開いている場合が有ります。

｀ 鍛革（たんかく） 毛を取った牛革の厚い所を入用程取って2~3日白水に漬けると厚さが七八分に増える。これを平

盤の上で鉄I]湘iで端から静かに打ち、火炭斗を強くして懸ける ・・• 以下略偉：極家鍛革秘伝之巻方）

練革（ねりかわ） 牛の生革を火であぶり、又は膠を溶いた水に浸して柔らかくし、複数枚重ねて鉄槌で叩き互い

に密着させ、乾燥させて作った革のこと。



甲胄用語

胄・兜

胄鉢（かぶとばち） 頭を守る部分。頭形兜 ・星兜・筋兜・桃形・ 烏濯子型等多種多様です。→ 『図1』

頭形兜（ずなりかぶと） 文字通り頭の形をした兜を指します。広い意味では筋兜なども含まれますが、江戸時代

以降からは特に室町時代末期より行われた、三枚張や五枚張の新しい形式の兜鉢を指すようになりました）

ヤ 綴（しころ） 鉢に付けられたしころを鉢付板、その取り付ける鋲を鉢付鋲、次を第二の板、菱縫の板まで3枚である

場合は三枚兜、 5枚である場合は五枚兜という。

花塗りは、塗って研磨しない艶塗りのこと。

う 素懸成（すがけおどし） 威しの手法の一つで、 二本の糸を用い、間をあけて所々を下段へ縦取威のように垂直に威し

て行く手法を言います。絨糸が荒く見えます。→ 『写真6』

k鉢の裏側には通常茸（なめしがわ）などを張り裏張と呼んでいたが、鉢裏と裏張の間に緩衝材を入れるようになり、さ
らには鉢裏との間に空間を設けて茸または布を張る浮張（うけばり）が生まれた。

百重刺し（ももえざし） 重ねた布を螺旋状に糸で細かく縫って、平面の布を帽子型に絞り浮張に仕立てる技法

『写真2』←鉢の裏側。百重刺しを施した布の浮張）← （家乗では「受裏」と）

了 忍緒（しのびのお）兜鉢には兜の緒、忍緒と呼ばれる紐をとりつけ、頭部を固定するために顎で結ぶ。

鼓のしらべ（つづみのしらべ） 能などで用いられる楽器、 鼓（大鼓、太鼓、小鼓）に使用される紐のことである（）

能の世界では単に「しらべ」と呼ばれることが多い。調べ緒とも表記される

L立物（たてもの） 兜に付ける装飾で、「験金（しるしがね）」とも言います。
兜の前方に付ける物を「前立」、両脇に付ける物を「脇立」、後方に付ける物を「後立」、頭上に付ける物を「頭立」と呼

んでいます。

頬当・面具

猿頬（さるぼお） ① ：燕頬と同じく半頬の一つですが、顎から両頬のラインだけでなく、頬の部分までを覆うように

した物のことです。形が猿の顔の毛の生え際に似ているのでこう呼ばれます。「猿面」とも言います。

② ：半首（はつむり ・はっぷり）のこと。 （家乗の場合は①） → 『写真3』

垂（すが） 「須賀」 ・「下げ」 ・「たれ」とも言います。面具の顎下に付いて喉から胸元までを防御します。

喉や胸元を護る防具には他に喉輪や曲輪などが有ります。 （家乗では「涎掛」と） → 『写真3』

甲・鎧

胴（どう） 体を防御するもの。胴は前代までの1J沐Lを綴り合わせるものも残る一方で、煉革や鉄の一枚板である板札

を上下方向につなぎ合わせたものが多くなりました。ただし、板札は小札を綴り合わせたものと異なり柔軟に屈曲しな

いので胴の着脱が困難となります。その為、胴の左脇などに蝶番を設けて開閉自在にするなどの工夫が加えられましt::.c,

当世具足の胴は蝶番で繋がれた胴部品の数が分類する際の基準となっており、例えば、胴の前面と背面を一箇所の蝶番

で繋ぐものを二枚胴と云い、さらi立尉昏で繋ぐ箇所を増やして、五枚胴、六枚胴としたものもみられます。いずれの形

式の胴でも、体を入れるための引合部は前代の胴丸のように右脇に開けられるものが一般的で、引合緒で胴上部を締め

て閉じます。 （一枚胴は不明です。 胴丸 ・腹巻或いは仏胴の形式の胴かもしれません。 糟塗も不明です。）

〇 足疇（あがきどう） 別名を「海老胴」とも言います。

横矧の桶側胴で各板を鋲で固定せずに鋲穴を縦に長くし、その中を鋲が上下にスライド出来るように工夫された胴のこ

とです。通常の立胴と違って屈伸出来ると言う利点があります。 ‘` ガ促掻）

こざぬ
⑪ 毛引絨（けびきおどし） 威しの手法の一つで、一枚の小札に対し一行を威し、次々と横に上下を「W」字状に威して

行く手法を言います。絨糸が蜜に見えます。→ 『写真6』

--/ 



忍紺f

当世具足

指物

堕 ）

立物（前立）

， 綴 (5段）

小鰭

面具（猿頬）

胄僚）

—`--—`-~`------[---------------— 
甲（鎧）

引合緒

手甲

鎧櫃

甲胄の種類・構造・部分名称、どれも多様で纏めきれません。嘉永6年46頁の内容に沿って、戦国

以降～江戸時代の甲冑の一形式、当世具足の用語を調べてみました。

但し、私の書くことは殆どネット頼りですから、間違いも有ると思います。ご容赦のほど ・・

（上の図は彦右衛門着具を想像で書いてみました。但し胴の形式は分かりません。適当です。兜に

前立が付いています。朧当は家地有りです。指物も適当に描いて挿してみました3)
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日
、
印
辰
、
晴
、
朝
涼
、

「
朝
素
読
所
講
釈

へ
出
席
、

直
二
出
勤
、
九
半
時
過
退

戊
申

0
四
日
、
上
也
、
曇
、
冷
気
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
前
退

己

中

酉

0
五
日
、
酎
午
、
曇
、
冷
甚
、
「
麻
上
下
着
、
五
時
前
出
仕
、

御
登
城
前
於
御
居
間
御
祝
詞
申
上
、
周
防
様
江
之
御
祝
詞

於
御
次
御
用
達
迄
申
上
、
出
衛
様

・
高
謙
院
様
へ
御
祝
詞
も
例

祝
酒
を
出
ス
、
「
夜
長
喜
三
太
来
、
其
外
出
入
之
者
少
々
来
候
由

庚

酒

戌

0
六
日
、

I
未
曇
又
晴
、
涼
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
退
、

「
夜
辻
妹
来
宿
、
清
人
将
来

p 
50 

p 
49 

p 
48 



殿
様
此
度
無
屹
度
郡
中
御
廻
在
被
遊
、
・
・

令
和
六
年
三
月
例
会
資
料
（
二
月
分
後
追
い
）

家
乗
嘉
永
六
年
四
月
十
四
日
ー
四
月
廿
六
日

一
、
先
月
の
解
読
文
活
字
読
み
の
確
認
点

「S
な
し
」
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

（
口
語
で
形
容
詞
は
、か
ろ
•
V

•

か
っ
・
い
・
い
・
け
れ
）

「S

な
・
し
」
（
接
尾
語
ク
活
用
）
（
ク
活
用
v
•
v
•

し
・
き
・
け
れ
）

0
（
明
解
古
語
辞
典
）
他
の
語
に
そ
え
て
、
ソ
ノ
ヨ
ウ
ナ
の
意
を
表
す
語
。

「
い
は
ば
大
切
な
い
(
1
1
大
切
な
）
御
首
」

0

(

学
研
古
語
辞
典
）
〔
状
態
や
性
質
を
表
す
語
に
付
い
て
〕
ま
こ
と
に
…
で
あ

る
。
…
の
状
態
で
あ
る
。
▽
形
容
詞
を
作
り
、
そ
の
語
意
を
強
め
る
。

「
う
し
ろ
め
た
な
し
(
1
1
う
し
ろ
め
た
い
）
」
「
い
と
け
（
幼
け
）
な
し
(
1
1
幼
い
）
」

0
（
古
語
辞
典
）
「
は
し
た
（
端
）
な
し
」
も
「
端
（
中
途
半
端
）
」
に
右
と
同
様
な
強

調
の
「

S
な
し
」
が
つ
い
て
、
い
か
に
も
中
途
半
端
だ
11
み
っ
と
も
な
い

0

(

国
語
辞
典
）
で
も
「
せ
わ
し
な
い
」
1
1
「
せ
わ
し
い
」
や
「
切
（
せ
つ
）
な
い
」

I
I
「
せ
つ
い
」
は
右
同
様
と
お
も
わ
れ
る
。

0
（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）

．
．
．
 
こ
の
否
定
の
「
な
い
」
か
強
調
の
「
な
い
」

／
」
／

か
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
か
な
り
紛
ら
わ
し
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
実
際
、

強
調
の
「
な
い
」
で
あ
る
「
は
し
た
な
い
」
を
「
無
端
（
は
し
た
な
く
）
」
な

ど
と
「
無
い
」
と
表
記
し
て
い
る
『
太
平
記
』
の
よ
う
な
例
も
古
く
か
ら
あ
る
。

と
云
う
こ
と
で
、
『
無
屹
（
度
）
』
も
本
来
は
「
屹
度
な
く
」
で
あ
り
、
屹
度
の
意
味

を
強
調
し
た
言
い
方
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
・
小
さ
な
辞
典
と
ネ
ッ
ト
検
索

の
末
の
答
…
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

斉
彬
公
阿
部
正
弘
卜
外
国
人
取
扱
御
談
話
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
に

…
無
之
様
取
締
モ
付
可
申
儀
卜
御
安
心
二
御
委
任
被
成
置
候
儀
ノ
処
追
々
無
屹
卜

承
込
候
ハ
彼
国
江
差
渡
シ
被
置
候
守
衛
人
数
ノ
儀
：
・

御
用
済
ま
し
侯
は
退
散
致
し
候
様
無
急
度
是
又
達
候
事
．
（
古
文
書
を
楽
し
む
会
（
横
浜
）
）

（
三
原
市
史
・
言
葉
を
面
白
狩
る
）

家
乗
だ
け
か
と
思
え
ば
例
は
他
に
も
あ
り
ま
し
た
。
（
長
々
と
申
し
訳
な
し
1
1
"
)

指
摘
・
意
見
・
質
問
•
他

①
四
月
廿
四
日
『
無
屹
』
の

つ・・

‘ 

②
四
月
十
五
日

『
毎
時
』
二
い
つ
（
で
）
も
）

『
時
二
取
』
（
と
き
に
と
り
（
て
）
）

場
合
に
よ
っ
て
。

（
明
解
古
語
辞
典
）

そ
の
時
に
あ
た
っ
て

⇒

2
月
例
会
の
参
考
資
料
の

一
行
目
の
タ
イ
ト
ル
を
左
の
様
に
変
え
て
下
さ
い
。

「
嘉
永
六
年
「
村
上
家
乗
」
参
考
資
料
（
令
和
6
.
2
.
2
4
)
1
0
」

三
、
報
告
•
お
知
ら
せ

令

会

員

動

静

退
会
B
6
班
の
後
藤
昭
さ
ん
•
B
7
班
の
藤
本
早
苗
さ
ん
が
二
月
例
会
を
以

て
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

令
本
日
例
会
後
全
体
会
を
行
い
ま
す
。

そ
の
あ
と
、
役
員
引
継
ぎ
・
会
費
等
の
検
討
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

現
役
員
、
及
び
次
期
役
員
並
び
に
次
期
班
長
は
お
残
り
下
さ
い
。

な
る
べ
く
短
時
間
で
終
わ
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
次
例
会
は
、
四
月
十
三
日
（
第
二
土
曜
日
）
午
後
一
時
半

於
第
一
•
第
二
研
修
室
で
す
。
第
二
研
修
室
白
板
を
前
と
し
ま
す

。

当
日
の
会
場
当
番
は
、
A
5
班
及
び
B
6
班
で
す
。

五
月
例
会
は
、

六
月
例
会
は
、

十
一
日
（
第
2
土
曜
日
）
で
す
。

一
日
（
第
1
土
曜
日
）
で
す
。

四
月
は
席
移
動
月
で
す
。
席
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
班
単
位
で
今
回
よ
り

1
つ
宛
前
に
お
進
み
下
さ
い
。

一
番
前
の
班
は
最
後
列
へ
お
廻
り
く
だ
さ
い

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
萬
車
笛
＊
＊
＊
（
余
淡
）
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

全
く
家
乗
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
上
の
『
無
端
』
の

「
端
」
を
（
は
し
）
と
読
め
ば
、
（
は
し
な
し
）
11

「
端
無
し
」
で
否
定
の
「
無
上
」
で
す
。

（
端
無
く
も
北
図
ら
ず
も
あ
じ
き
な
し
•
そ
ぞ
ろ
等
と
も
読
む
よ
う
で
す

。

）

「
端
」
を
（
は
し
た
）
と
読
め
ば
、
（
は
し
た
な
し
）
11
『
端
な
し
』
で
あ
り
、
上
に
書
い
た

強
調
の
「
な
し
」
で
す
。
本
来
は
「
無
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
、
漢
語
の
「
無
端
」
の
意
味
「
思
い
が
け
な
く
」
と
そ
の
訓
読
み
「
は
し
な
く
（
も
）
」

が
重
な
り
、
そ
こ
に
「
は
し
た
な
し
」
も
「
無
端
」
と
絡
み
合
っ
て
此
の
様
な
面
倒
な

事
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
漢
語
語
彙
史
の
研
究
方
）

令 ③
 

¥ 



．
 
．
 

暢

―儀

9
 .

.

.
 

．
．
．
 

．．．
．
 

'

・■
’
い’

●

O

`:• 

．
 
．
 

．．
 、．
• 
一
-
C
 

．
 

• ・

[

 

ふ・
条
吟

．． • • • ． 
． 
．． 

• ． 
ン~
．．．．．．霜；・

、 盆

ヽ

し：

公民館

ヽ
..., *琴:--,

• .. 選見え釦・
・ 紐逗．． 

·• 
ヽ
ヽ
ヽ 年 。

至壱； 旧益津港の洒木

曇

上は「広島市ーくさつ町歴史の探訪マップ」の一部。

左の写真は20 1 1年6月、グーグルマップス トリート

ビューの切り抜きです。大石餅店は 19 9 8年に閉店し

ましたが、少なくとも 20 1 1年迄は跡地に説明版や石

臼・大石などが残されていたようです。（奥の木の下）

次の 20 1 4年 1月のストリートビューでは左の建物と

共に更地となっていて、今は有りません。

石臼は草津公民館に今もあるかも ？しれません。

曇



（「寛」）

は
終
わ
る
の
意
）

終
日
。

◎
五
月
二
日

①
覚
日
（
き
ょ
う
じ
つ
）
：
・

Q

②

奴
可
郡
川
西
村
：

醤

卓

魯

城

町

川

西

③

三
尺
：
約
九

0
・
九
c
m

戸
宇
村
の
東
に
位
世
す
る
。
元
来
当
村
内
に
あ
っ
た
東
城
の
市
＠
（
細
平
口
木
の
）
幹
ヘ
一
面
に
花
キ
圧
i
し
…
Q
「
梅

街
地
区
域
が
分
離
さ
れ
、
別
の
町
方
支
配
と
さ
れ
た
た
め
、
当
村

0林
に
梅
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
花
は
枝
先
に
咲
く
も

は
東
城
町
を
周
囲
か
ら
取
囲
む
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
般

か
み
か
わ
に
し

に
東
城
町
の
北
側
を
上
川
西
、
南
側
を
下
川
西
と
よ
ぶ
。
北
西
の
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
ら
、
幹
に
直
接
つ
い
て
る

，
＂

ば

ら

“

q

か

命

わ

た

t

t

ょ

う

に

見

え

る

花

が

あ

り

ま

し

た

。
本
を
見
る
と
、

請
原
村
か
ら
村
内
に
流
れ
る
小
奴
可
J
f
l
は
、
北
の
粟
田
村
か
ら
南

流
し
た
粟
田
川
を
村
内
の
元
藤
で
合
わ
せ
東
城
川
と
な
り
、
東
城

川
は
上
J
I
I
西
で
は
村
の
中
央
部
を
東
南
流
し
、
下
川
西
で
は
東
端
井
よ
や
華
お
＼
枯
芦
に
な
る
芽
は

1
番
新
し
い
枝
の
葉
腋

l

t

g

し

く

し

ろ

の
贔
屯
澪
南
流
し
て
久
代
田
虚
入
る
。
“
ぼ
た
戸
宇
村
か
ら
東
と
茎
頂
に
つ
く
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
手
近
な
木

流
す
る
一
戸
宇
谷
川
は
下
川
西
の
浪
潟
（
浪
形
）
沖
で
東
城
川
に
合
流
、

久
代
村
境
を
北
東
流
す
る
如
和
川
（
為
誼
川
）
も
下
川
西
の
友
末
で
東
左
）
み
る
と
碑
紫
か
に
そ
の
よ
う
で
す
。
で
も
切
り
株
で

城
川
に
合
流
す
る
。
集
落
は
東
城
J
I
I
に
沿
っ
て
開
け
た
東
城
盆
地
は
根
元
の
幹
か
ら
芽
や
枝
が
で
ま
す
よ
ね
。
こ
の
梅

c
え

ah"

の
周
辺
に
散
在
す
る
ほ
か
、古
く
五
品
嶽
城
の
あ
っ
た
城
山
の
麓

で
、
近
世
に
は
広
島
藩
家
老
浅
野
孫
左
衛
門
屋
敷
（
求
城
陣
屋
）
が
饂
の
花
は
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
す
か
？

か
れ
た
東
城
町
の
市
街
区
域
に
接
続
す
る
地
域
に
密
集
す
る
。
「
（
前
即
略
）

↓
 

回
答
で
す
が
、
ウ
メ
の
古
い
幹
に
花

が
つ
い
た
り
、
切
り
株
の
幹
か
ら
新
梢
が
生
じ
る
の

肛
も
多
分
潜
伏
芽
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
ま
だ
若
い
時
期
に
休
眠
芽
と
し
て
つ
く

3
5
c
S
f
ら
れ
た
葉
芽
花
芽
が
潜
伏
芽
と
し
て
残
っ
て
し
ま
い
、
年
を
へ
て
、
何
力
の
刺
激
で
目
覚

系
ノ
j
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
（
回
答
は
、
JS
P
P
サ
イ
エ
ン
ス

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
．
勝
見
允
行
）

麟
這
幹
か
ら
咲
い
て
る
梅
の
花

—
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
ー
日
本
植
物
生
理
雙
＝
冨

s
p
p
.
o

r
g
)

史

県

⑤

如
何
様

（い
か
さ
ま
）
・
・
山
（
形
動
）
状
態
、
方
法
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
の
意
を
表
わ
す
。

止

島

ね

広

ど

の

よ

う

。
ど
ん
な
ふ
う
。
②
（
副
）
（
「
い
か
さ
ま
に
も
」
の
略
か
ら
）

0
自
分
の
考
え
や

日

f

叙
述
の
た
し
か
さ
を
表
わ
す
。
き
っ
と
。
た
し
か
に
。
ど
う
み
て
も
。
て
つ
き
り
。

R
音
宝
心

の
強
さ
を
表
わ
す
。
ぜ
ひ
と
も
。
な
ん
と
し
て
も
。
③
（
感
動
）
相
手
の
意
見
を
肯
定
し
て

感
動
的
に
応
接
す
る
こ
と
ば
。
い
か
に
も
。
そ
の
と
お
り
。
ほ
ん
と
に
。
な
る
ほ
ど
。
ご
も

っ
と
も
。
田
（
名
）
い
か
に
も
本
当
ら
し
く
見
せ
か
け
た
も
の
。
似
せ
た
も
の
。
ご
ま
か
し
。

A 

嘉
氷
六
年
「
村
上
家
乗
」
参
考
資
料
（
令
和

6
.
4
.
1
3
)
12 

ヽ

一
日
中
。
ひ
ね
も
す
。

別
而
廊
服
和

用
候
事
．

銘
々
格
別
に
蝶
難
相
盛
取
績
御
奉
公
可
＞
仕
候
事
、

◎
五
月
七
日

⑥
天
保
士
二
年
寅
年
御
示
し
…
彦
右
衛
門
の
父
星
右
衛
門
の
「
村
上
家
乗
」
後
l

編
巻
3
3
は
天
保

十
三
年
（

一
八
四
二
）
二
月
二
十
五
日
で
終
わ
り
、
彦
右
衛
門
（
角
人
）
の
家
督
前
の
「
村

上
家
乗
」
外
編
巻
五
（
天
保
士
二
年
）
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
東
城
浅
野
家
の
「
天
保
十

三
年
寅
年
御
ホ
し
」
は
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
時
期
、
広
島
藩
財
政
は
火
の
車
状
態
で
、
藩
は
天
保
十
二
年
四
月
、
広
島
藩
士
に
対

し
て
、
向
こ
う
三
年
間
の
知
行
二
つ
物
成
（
通
常
は
五
つ
、
半
知
で
二
つ
五
ハ
ど
を
申
し
渡

す
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
質
素
倹
約
を
命
じ
て
い
る
。
東
城
浅
野
家
で
は
、
翌
年
に
そ
れ

に
準
じ
た
質
素
倹
約
を
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

別
紙
に
被
『
一
仰
出
一
候
通
b
‘
御
勝
手
向
必
至
マ
J
御
差
岡
に
付
叫
3

年
よ
り
来
る
卯
年
迄
三

箇
年
之
間
．悔
又
御
家
中
畑

行

ニ
ッ
物
成
、
御
切
米
等
も
右
に
準
じ
減
少
被
加
仰
付
函
g
ょ
以

可
b
g
難
澁
I
<
」
御
気
甜
思

召
候
得
共
．
此
御
場
合
被
ツ
硲
＞
遊
方
も
無
＞
之
．
不
紬
荘
賣
止
儀
に
付
．

一
質
索
節
倹
振
之
儀
蓮

々
破
仰
出
候
通
り
被
相
守
候
儀
は
勿
論
之
事
に
仮
．
曲
御
年

限
中
嘩
認
以
内
翰
取
縮
等
之
儀
、
分
限
に
不
＞
拘
．
如
何
様
共
銘
々
便
利
次
第
可
細
5
>

仕
．
外

向
へ
係
り
候
儀
に
て
も
・
若
服
供
蓮
等
に
至
る
迄
如
何
絆
作
酪
を
仕
候
北
＾
御
免
被

、
下
候
事
．

但
磐
ば
並
寄
合
以
上
之
輩
．
槍
長
柄
傘
等
如
何
様
に
被
油
如
候
共
．
素
よ
り
不
＞
苦
‘
其

以
下
共
．
右
に
淮
候
．
其
内
時
に
取
．
長
柄
傘
等
被
＞
持
．
三
百

石
以
上
之
輩
‘
槍
被
＞
持
候

共
．
是
又
ヂ
苦
．
祁
而
同
御
役
一
様
に
無
＞
之
格
外
減
少
被
社
候
共
．
銘
々
便
利
次
第
．

尤
御
役
成
等
井
御
加
噌
秤
領
．
右
等
御
祖
之
節
は
格
別
の
庶
に
付
．
供
迩
格
禄
相

應
可
弱
ゎ
召
興
候
事
．

一
都
而
旅
行
之
嫌
‘御
供
建
た
り
共
‘供
迩
減
少
‘
綿
服
被
和
用
候
北
＾
不
＞若
‘
末
々
に
て
は

i
旅
詰
~
勤
番
之
輩
時
勢
に
て
以
前
マ
」
遠
ひ
．
何
さ
な
く
暮
向
及
池
過
扱
得
共

．

此
御
場

合
之
儀
、古
風
に
立
戻
萬
躁
質
素
‘
寄
合
等
之
節
．
嬰
應
ヶ
間
敷
儀
堅
無
用
に
可
細
g
仕

候
‘
末
々
に
て
は
別
而
其

心
得
可
活
ど
之
．御
世
話
筋
之
儀
は
不
＞
被
祗
り
止
視
壻
御
手
難

＞
被
蕊
＞
屈
候
間
．銘
々
急
度
覺
悟
可
＞有
”之
候
事
．

い
ん
ち
き
。
ぺ
て
ん
。
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階

＿

（

定

）

人

数
荒
尾
（
米
子
）

・
荒
尾
（
倉
吉
）

・
和
田
・

津
田
・
鵜
殿
・

着

座

乾

・
池
田
・

池
田

・
荒
尾

・
荒
尾

の

一
0
家
。
着
座

ー
一
家
の
中
か
ら
家
老
職
に
就
職
。
但
し
、
多
少
増
減
あ
り

•

1
0人

・
家
老
は
着
座
家
の
み
か
ら
就
職
す
る
。
就
職
し
た
場
合
、
こ
れ
を
御
職
・
当
職
と
い

う
。
若
年
の
湯
合
、
御
職
見
習
を
経
て
就
任
す
る
こ
と
も
あ
る
。

『
藩
史
大
辞
典
』
第
6
巻

中
国

・
四
国
編

（
雄
山
閣
出
版
）

！ I l 
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争見一

[ に!年ヽ
はに 戦低の ：： 喜代

安泰のを 参与にしヽ とし
！るの

羞手゚ 一

はか 徳J/1五をき し在京と‘ 窟が厚＜ ヽ 新開発田゚ 栄慶代の
たつ0 の すな0 

て征出° 成章の 戸江 g 

且藩の 幕討令
に~

i の!の

農
主が つ
の出 て
蘭t

正i 
・る

g ; 
はめ

• よ 9 : 
挙gび‘ 

加わに 多がか
k 

玉屈居

合l のiし

；り ぢつ

厄も； ： 島
藩

④
 
〔
家
老
と
そ
の
菓
綬
] 級

名

格

式

と

謙

一
以
前
無
＞
之
廉
ダ
其
外
共
‘
物
に
寄
．
此
上
被
祗
止
猿
儀
も
可
活
＂
＞
之
候
事
、

一
上
々
も
猶
御
勘
辣
御
鏃
可
＞
被
＞
遊
思
召
に
候
間
‘
於
社
精
々
御
取
縮
之
義
i
此
上
厚
力
入
．

御
食
筋
之
儀
は
燕
面用
拾
被
油
・
出
加
5

事`

右
之
趣
何
れ
も
へ
巾
聞
筏
候
様
御
沙
汰
に
候
問
，
相
組
支
配
方
へ
も
精
々
可
加
江
中
間
一

__ 

q

属

取
之
婦
人
・
：
い
わ
ゆ
る
「
酌
婦
」

そ
の
よ
う
に
よ
そ
お
っ
た
売
春
婦
）

『
広
島
市
史
』
第
三
巻
（
大
正
十
二
年
）

（
料
理
屋
や
居
酒
屋
な
ど
で
酒
の
酌
を
す
る
女
。
ま
た
、

◎
五
月
十
一
日

賃

せ
馬
：
①
正
月
や
祭
の
日
に
馬
を
飾
っ
た
り
、
走
ら
せ
た
り
し
て
、
群
衆
に
見
せ
る
こ
と
。

②
売
る
た
め
に
、
買
手
に
見
せ
る
馬
。
ま
た
、
往
々
に
し
て
別
の
馬
を
売
る
た
め
の
見
せ
か

け
に
使
わ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
商
売
や
約
束
ご
と
に
用
い
る
替
玉
の
意
に
も
い
う
。

⑨
因
州
荒
尾
家
・
・
「
因
州
」
は
鳥
取
藩
。「
荒
尾
家
」
は
、

⑦
0
格
と
職

の
こ
と

候
事
．四
月

〶
ふ
っ
き
リ
ょ
う
服
忌
令
近
親
者
が
死
没
し
た
際
、

喪
に
服
す
る
期
間
を
定
め
た
江
戸
蒋
府
の
法
令
。
服

は
喪
服
、
忌
は
紀
て
、
年

・
節
と
同
じ
く
期
間
を
意

味
す
る
。
ほ
か
に
、
起
猿
・
死
磁
な
ど
触
磁
に

OOす

る
規
定
も
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
文
治
政
治

を
推
進
し
た
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
は
、
偽
者
林
鳳
岡

に
同
木
下
顛
庵

・
神
道
方
吉
川
惟
足
ら
を
協
力
さ
せ

て
服
忌
制
度
を
整
価
さ
せ
、
貞
享
元
年
(
-六
八
四
）

二
月
三
十
日
、
服
忌
令
を
公
布
し
た
。
同
年
四
月
に

1
,
'
1
1
ー
・
争
‘‘↑
9
,
i

可，一

4

一

E'闊
．

．

...
.

p
t
J
 .

.
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.
f
.
-
t
．
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瓜

心
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．

ふ
キ
｀

生
対
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了
＾
ヽ
ぷ
心
キ

a
4桑
d

．9
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清
士
昂
れ
外
象
か
化
凪
心
・
ヽ
ふ
：
f

•
青
．
入
含
！
吼
屯
美
f

t

[
­

.
t

`

 

r
庫
忌
令
』
元
文
元
年
刊

五
月
か
ら
家
司
役
四
十

⑩
渡
辺
宗
右
衛
門
：
．
家
老
東
城
浅
野
家
の
家
司
。
文
化
十
年
(
-
八

一三）

に
昇
進
し
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
七
月
十
四
日
に
七
十
六
歳
で
死
去
す
る
ま
で
、

七
年
間
勤
め
た
。
そ
の
子
渡
辺
雅
登
は
用
人
。

⑪
仙
寿
院
：
渡
辺
宗
右
衛
門
の
実
母
。
翌
嘉
永
七
年
七
月
に
九
十

一
歳
で
死
去
。

「
（
嘉
永
七
年
七
月
）
廿
日
（
頭
書
）
廿
日
、
渡
辺
宗
右
衛
門
殿
母
義
死
去
、
当
年
九
十

一
歳、

誠
二
稀
成
果
報
厚
き
人
与

一
統
申
値
候
事
也

右
母
義
病
気
太
切
之
趣
達
御
聴
、
御
両
殿
様
方
為
御
尋
宗
右
衛
門
へ
奉
文
被
下
候
由
也

「
廿
二
日
（
頭
書
）
、
渡
辺
氏
母
儀
死
去
二
付
今
日
為
御
悔
御
尋
御
両
殿
様
ん
御
使
者
被
下
、

御
上
屋
敷
方
御
児
小
姓
名
倉
求
馬
、
御
下
よ
り
御
側
詰
室
角
左
源
次
相
勤
、
表
門
通
り
罷

越
、
玄
関
前
白
沙
江
家
来
両
人
出
迎
、
同
式
台
へ
取
持
御
取
次
永
井
仲
之
助
出
迎
、
退
出

之
節
主
人
式
台
ま
て
被
送
出
候
由
也
「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
十

一

（
安
政
元
年
）

n＼
迎
服
忌

（ぶ
っ
き
）
．．．
 （
喪
服
を
着
る
こ
と
と
汚
れ
を
忌
ん
で
慎
む
こ
と
の
意
）
父
母
、
そ
の

他、

親
族
の
死
に
際
し
て
一
定
期
間
喪
に
服
す
る
こ
と
。
忌
服
。

は
、
幕
府
の
許
可
を
得
ず
に
服
忌
令
を
板
行
し
た
者

が
処
罰
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
令
が
発
令
後
た
だ

ち
に
民
間
に
も
流
布
し
た
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。
服

忌
令
は
、
そ
の
後
、
細
部
に
つ
い
て
数
回
の
改
正
が

あ
り
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
と
き
、
元
文
元
年
（
一
七
三

六
）
九
月
卜
五
日
の
改
訂
令
て
最
終
的
に
確
定
L

た。

こ
の
改
訂
令
は
、
親
族
の
服
忌
を
尊
卑
・
親
疎
の
程

度
に
よ
っ
て
六
段
階
に
分
け
、
こ
こ
に
規
定
さ
れ
た

範
囲
の
親
族
が
原
則
的
に
親
類
と
さ
れ
て
｀
種
々
の

法
的
義
務
を
課
さ
れ
た
（
別
表
参
照
）
。
な
お
服
忌
の

規
定
の
ほ
か
、
磁
と
し
て
産
磁
・
血
荒
・
流
産
・
死

楓
・
踏
合
・
改
葬
の
忌
日
規
定
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

幕
府
の
服
忌
令
は
武
上
お
よ
び
庶
民
に
適
用
さ
れ
る

も
の
て
、
諸
藩
に
お
い
て
も
お
お
む
ね
こ
れ
が
準
用

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
公
家
て
は
令
制
の
系
統
を

継
い
だ
服
忌
制
度
が
行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
維
新
後
、

明
治
七
年
(
-
八
七
四
）
十
月
十
七
日
太
政
官
第

一
〇

八
号
布
告
に
お
い
て
、
公
家
の
服
忌
制
を
廃
し
て
旧

森
翡
定
の
服
忌
令
一
本
に
統
一
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
民
法
が
制
定
さ
れ
る
と
親
族
褐
係
を
規
定
す
る

法
的
意
味
は
失
わ
れ
た
。

↓
服
忌

（
ぷ
っ
き
）

（
村
井
益
男
）

（
吉
川
弘
文
館
）

『
国
史
大
辞
曲
U
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夫

人

釧

姫

評

遠

ぷ

克

女

駕
次
右
衛
門
沿
長
丘
”
禰
＊
右
衛
門
家
長

-
0代

マ
サ
ッ
グ
内
藷
政
は
二
男

能
登
守

政

詔

恣

迅
二
`
1,1生

寛
政
二
、
八
‘
1
/
0
*

卒
和
ご
七
、
三
〇
汝

久
性
通
恨
二
女

交

翰

子

益

二

、

三
．．．．． 
汲

善

姫
藉
堂
高
秘
夫
人

保

姫

松

平
（
廣
濯
正
没
夫
人

政

順
愛

姫
政；

⑬
 延
岡
藩
主
内
藤
家
系
図

内
藷
政
惰
二
”
（
政
甜
餐

ト
モnu
弟
）
・
編
後
守

禾

天
明
七
．
六
．
二
生

享
利
二
9
1
0
・
/

j

ハ

＊

文
化
三
．

一
0
、
一
七
汲

牧
野
{
I
l
l

邊
）
以
成
夫
人

火
人

相
良
長
宜
長
女

滋
政
九
．
九

`
I
OS
<
!

女
子
毛
利
（
長
府
）
元
滋
夫
人

夫
人

ヤ
八罰

慇

新
発
田
藩
主
溝
口
家
系
図

伯
者
守
秀
肺
ー
伯
者
守
宜
膀
八
代

釦

即

戸

諸

生

天
明
六
．
閏
一

o
・
,ハ承

組ギ
利
二
、
八
、
ニ
J
L
汝

直；

七 服
喪
期
間
忌
期
間

二
ヵ
月
丁
誌
〗
冗
i

三
0
日

夫
養
父
母
（
追
跡
相
続
の
な
い
場

三
O
R

合）

・
夫
の
父
母

・
父
ガ
の
祖

父
母
妻
・
嫡
子

・
査
子
（
嫡
＋
と
定

め
ら
れ
た
場
合
）

・
母
方
の
出

―10
日
父
母
・
父
方
の
曾
祖
父
母

・

父
方
の
伯
叔
父
姑
・
兄
弟
姉

妹
・
嫡
孫

（承
祖
し
た
場
合
）

嫡
母

・
継
父
母
・
末
子
・
養

子
（迫
跡
相
続
し
な
い
場
合
）

．

-
0
日
異
父
兄
弟
姉
妹
・
嫡
孫

（承
祖

し
な
い
埃
合
）

・
母
方
の
伯
叔

父
姑
よ
る
方
の
高
祖
父
母

末
孫

・
息
子
方
の
台
孫
・
玄

孫
・
従
父
兄
弟
姉
妹
・
甥
姪

H
 

日

1
0

日

九

0

8

一
五

0
日

一
三
ヵ
月

親

族

の

範

囲

⑫
④
元
文
元
年
令
の
服
忌
規
定

没
野
双
賢
五
女

文
化
二
、
J
L
生

試
溢
元
、
八
、
ニ
―
没

緊
子
井
伊
直
中
女

ミ
ツ

交

充

子

塁

三

、

閏

四

、

生

ト

ヨ

清

U

直
樟
二
女

夫
人
豊

姫

各
八
．
生

嘉
永
六
、
凶
、
二
四
没

雙
子

夫
人
碑
を
加
一
立
花
鑑
賢
女

（

離

）

政；

順；；
天文d偏政
保―

忠

直
興

本

多

（

紳

F

)

忠
席
去
＋

翌 夫
人

増

夫

A

愛

松
井
康
任
四
女

天
保
九
、
八
＊
一
九
汝

ア

キ

濃

守

諒
，

匠
肛
正
．
八
生

1
0
・
二
九
承

＼
器
保
九
．
八
、
五
混

女
飲
五
．
六
、

一
八
汝

直； 代

秋
元
久
朝
夫
人

溝

u直
諒
夫
人

宗

袋

和
夫
人

博喜
明炭天文主
治應保政膳
七三九二正.... 
匹iいい£．．．． 
ニニ五ニ
六八＊生
汝厄

上
届
彦
直
四
女

文
政
五
．
七
生

明
治
ニ
一
、
六
．
六
汝

子

内

誡

g
-
l
o
l
)

政
茶
夫
人

盆

細
川
（
熊
本
）
齊
汲
犬
人

歌

前
田
（
窯
山
）
利
保
夫
人

久

美

延

豊 奇

初
、
額

松
平
（
前
栢
）
直
温
夫
人
（
離
）

上
杉
内
定
夫
人

ス
エ
徳
川
（
宗
家
）
家
齊
二

L
女

夫

A
末

姫

文

化

l

四

九

、

入

生

明
治
五
、
一

「

一

没

齊す
⑭
 広
島
藩
主
浅
野
斉
賢
の
子

安
蔽
守
、
侍
従
、
左
少
将
、

即

彗

四

、

九

生

天
保
二
、
明

二
0
承

安
政
五
、
四
‘
―
二
陪

明
治
元
、
正
．

ー
ニ
洩

ヽ

政；
麟『平成新修旧華族家系大成』（社団法人霞

会館、吉川弘文館）

，
 ⑰

・

つ
）
⑬
内
藤
能
登
守

（政
義
）
・
・
・
日
向
国
延
岡
藩
（
七
万
石
）
第
七
代
藩
主

実
父
は
彦
根
藩
主
井
伊
直
中
で
、
井
伊
直
弼
の
異
母
弟
に
当
た
る
。

藩
王
溝
口
直
諒
の
三
女
豊
姫
。

⑭

口

様

：
越
後
国
新
発
田
藩
主

そ
の
父
直
諒
（
な
お
あ
き
）

⑮’
,'
 

（
十
万
石
）
。
当
主
は
第
一
―

代
藩
主
直
博
（
な
お
ひ
ろ
）
。

の
正
室
は
広
島
藩
主
浅
野
斉
賢
の
五
女
歌
姫
。

◎
五
月
十
二

日

（

後

の
浅
皆
翼
勲
）^

 

n

ウ

（

カ

ウ

R

)

⑯

浅
野
若
狭
：
．
．
．
＇
，
＇

坦

饂

】
紐

コ

ウ

R

笙

労

切

〕

巴

g

l

i

o

体
南
菌
む
し
も
ち
°
米
や
小
炭
の
粉
を
練
っ
て
蒸
を
ぷ
卸
用
人
沢
徳
三
郎
殿
嫡
子
密

一粽
l

別
し
た
食
品
。
〔
北
史
嘉
連
猛
伝
〕
「
九
月
葱
Q

（
松
平
、
汲
野
苔

芭

未

＞

好

J

代

槌

殿

此

度

近

江

守

様

御

養
子
二
御
所
望
有
之
、
仕
回
次
第

醗
芭
形
声
。
意
符
の
食
（
た
べ
も
の
）
と
、
音
符
の
恙
”
（
ふ

く
れ
る
意
11
睾
”
)
と
か
ら
成
る
。
米
な
ど
の
粉
で
作
っ
た
食

物
む
し
も
ち
の
意
。

早

々

出

府

被

致

候

筈

之

由

、

当

眉
角
固
）
ク
サ
モ
チ
ヒ
・
モ
チ
ヒG曲
）
ク
サモ
チ
t
•
シ
ト
ギ

函

也

ク

サ

モ

チ

・

ョ

モ

ギ

モ

チ

年

十

囮

歳

二

被

成

候

之

由

也

、
（

徳

駁

力

）

（

汲

野

K
患）

沢
三
郎
殿
者
右
京
様
御
子
二

而
、
近
江
守
様
御
弟
也
、
二
男

某
殿
者
若
狭
殿
養
子
二
被
参
、

三
男
某
殿
当
年
四
歳
嫡
子
二
被

成
候
由
也
、
浅
野
若
狭
殿
も
徳

E
【
恰
】
寄

倉

〔

典

之

切

〕

包

y

i

面

ょ
ろ
こ
ぶ

怜
a儡
①
ょ
ろ
こ
ぶ
。
よ
ろ
こ
浮
。
た
の
し
む。

〔
周
話
下
〕
l

有
＞
炭
未
二
営
不
丘
恰
J
⑯
喜
・悦
・
説
・憚
い

↓
付
録
「
同
訓
異
義
j
②
ゃ
ゎ
？
。
ま
た
、
や
老
g
。

「
恰
色
」
⑩
和
。
③
↓
恰
恰
5

④
姓
゜

冒
形
声
。
意
符
の
心
（
こ
こ
ろ
）
と
、
音
符
の
台
ィ
（
よ
ろ

こ
ぶ
、
や
わ
ら
ぐ
意
11
如
キ
）
と
か
ら
成
る
。
心
が
社
び
和
ら
ぐ

意
。

因
割
二
田
固
ク
ク
マ
ツ

・
ク
ノ
ッ
プ
・
ク
ノ
ツ
ム

・
ク
ノ
ム
・
ヤ
＾
ラ

グ
・
ユ
ク
カ
ニ

・
ヨ
ロ
コ
ビ
・
ヨ
ロ

n
プ

G
画
）
ョ
ロ
コ
ブ
命
如
｝
ク

ノ
シ
ム
・
ヤ
＾
ラ
グ
・
ヨ
ロ

n
ビ

囚

は

る

井
伊
直
生
五
男

釦
E

彗
靖
積

天
保
五
、
る
、
一
三
承

文
久
二
'

1
0、
i

l

匹
琵

明
治
ニ
―
`

-

l

．
一
八

没

慮
『
角
川
大
字
源
』

9,99.9•9.99.,•9,99.9.9.,•9.,•9.

,
•
9
.
,
.
,
.
,
•
9
.
,
.
,
.
, 

-
【
草
津
餅
の
追
記
】

（会
員
情
報
）

＿
草
津
の
大
石
餅
は
、
今
は
廃
業
さ
れ
て
い
＿

一て、

II
草
津
ま
ち
交
流
広
場
II

に
石
臼
を
一

ー寄
贈
さ
れ
、
置
か
れ
て
い
ま
す
。
家
の
跡
一

一
地
は
、
宗
教
団
体
の
会
館
が
立
っ
て
い
ま
ー

ーす
。
私
の
小
さ
い
時
は
、
お
正
月
前
に
は

一

ー
お
餅
買
い
に
行
っ
て
ま
し
た
。

i

•9.,.,.,.,.,•9-9-9•9-9.,

.
,
•
9
-9

•
9
.
,
•
9
-
9
.
,
-9
.
, 

ヽ

④
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16日頭書（『広島県立文書館資料集 11』)

三
郎
殿
兄
也

私

京

様
御
子



晉

】[

門

'

舟

包

伝

x
i

◎
五
月
十
四
日

旦
竺
祉
l

醗
が
醒

“
晶
靡
疇

⑱
転
徒
（
て
ん
し
）
．．
．
 （
「
徒
」
は
場
所
を
移

る
意
）
場
所
を
移
し
変
え
る
こ
と
。
他

の

場

団

同

B

うつす
・うつる

剥
胤
臓
囲
臨
①
う
つ
る
0

↓
付
録
「
同
訓
異

所
に
移
り
住
む
こ
と
。
移
転
。
転
居
。

塾
⑦
場
所
ゃ
立
場
を
変
念
。
〔
論
・
述
而
〕
「
聞
涵

不
＞
能
＞
徒
、
不
善
不
＞
能
＞改
」
＇
ぃ
移
・
遷
。
④
こ

⑲
先
達
而
之
恰
；
東
城
浅
野
家
の
三
月
六
日
え
る
。
す
ぎ
る
。

「徒
月
」
②
ぅ
っす
。
を
な
が
す
。
し
り
百

る
。
遠
地
へ
追
い
や
る
。

「徒
辺
」
④
移
転
さ
せ
る
。
〔
史
・

の
人
事
異
動
で
、
山
県
兵
太
郎
は
弓
術
出
商
君
伝
〕
「
荘
＞
民
、
亨
能
腿
野
北
四
良
予
午

金
↓
民
怪
＞
之
衷
薮
徒
こ
◎
あ
ら
た
め
る
。
か
え
る
。

精
に
つ
き
「
御
側
詰
次
席
、
日
参
」
を
、
桑
〔
淮
・
原
道
〕
「
徒
稔
臣
こ
か
粛
虹
」
喬
化
。
令Jる。

〔呉語〕「徒
1

一
其
大
舟
こ
⑩
取
。
③
骰
代
、
西
南
の
異

原
内
蔵
二
は
「
御
切
米
壱
石
御
増
」
、
桂
辰
民
族
の
国
の
名
。
④
↓
囲
記
徒
伶
芯
促
靡
UL

、
願
囲
形
●
戸
。
意
符
の
征
（
＂
足
3

ゃ
°
道
路
を
歩
く
）
と
、
音

馬
は
「
御
次
詰
出
衛
様
御
側
方
差
」
を
符
の
止
る
（
う
つ
る
意
11

移チ）とから成る
。
道
路
の
上
を

移
り
行
く
意
。
ひ
い
て
、

「うつる」
「うつす」意に用いる。

吉
本
繁
右
衛
門
は
、
今
後
は
砲
術
指
南
に
回
目
阻
・應

入
力
す
る
た
め
「
御
出
頭
役
御
免
」
と
な
固
回
（
出
芍
ッ
ス
・ウツル
・ウ
ッ
ロ
フ
臼
累
ッ
ス
・ウッ

ル
・サクル
・シリゾク
・フルフG叩｝ウッス
・ウツル
・サル

り
、
祝
儀
と
し
て
一

両
を
下
さ
れ
て
い
る
。

『角
川
大
字
源
』

◎
五
月
十
五
日

震
藤
与
三
右
衛
門
（
よ
そ
う
え
も
ん
）
父
子
：
与
三
右
衛
門
は
用
人
役
（
安
政
三
年
六
月
七

日
に
死
去
）
、
そ
の
子
益
之
丞
が
家
督
を
継
ぐ
。

◎
五
月
十
九
日
（
頭
書
）

覧
ル
ニ
月
廿
三
日
之
頭
書
二
有
之
一
条
・：
広
島
藩
士
竹
本
友
之
丞
の
妻
（
年
齢
四
十
歳
く
ら

い
）
が
元
召
使
で
あ
っ
た
家
来
（
二
十
七
歳
）
と
密
通
し
、
家
財
や
衣
服
、
米
・
香
の
物
の

よ
う
な
も
の
ま
で
持
ち
出
し
て
、
小
姓
町
裏
か
ら
船
で
出
奔
し
た
。＇
捜
索
の
結
果
、
大
坂
で

発
見
さ
れ
、
妻
は
座
敷
牢
へ
入
れ
ら
れ
た
。

◎
五
月
廿
一
日

賃
角
（
と
か
く
）
．．
．
 （副
詞
）
「
と
」
に
副
詞

「か
く
」
が
付
い
た
も
の
。
「
兎
角
」
「
左
右
」

と
も
書
き
、
と
も
に
あ
て
字
）
こ
こ
で
は
、
③
あ
る
―
つ
の
状
態
が
、
特
定
の
条
件
を
要
す

る
ま
で
も
な
く
、
成
り
立
ち
や
す
い
と
い
う
気
持
を
表
わ
す
。
得
て
し
て
。
ど
う
か
す
る
と
。

と
も
す
れ
ば
。
と
か
く
に
。

「
ま
さ
に

S
す」
e

「将

「
今
に
も
来
そ
う
だ
」
。

j

笛
癖
（
し
く
せ
）

．．． 

（
「
し
ぐ
せ
」
と
も
）
あ
る

一
定
の
仕
方
が
繰
り
か
え
さ
れ
て
、
型
に
な

雷

っ

た

傾

向、

習
慣
、
性
質
な
ど
。

『

9
（な
［
）

．
覧
れ
親
し
む
。
な
じ
む
。

血
【嘱

】p

；

讐

云

l
u
6

l
u
oI

畠
（
も
ら
う
）
…

限
竺
担
も
ら
う（iら）

輯

⑰

甘

（ゆ
る
む
）

．

．

．

目

竺

思

四

空

囃

味

唸

」

は

、歌
の
調
子
羞
・
え
る
声
。

吋
藩

②

塁

「

翌

悶

」

は

、

声

が

入

贔

れ

る

。

③

幼

児

の

こ

公
芸

0
「
此
甘
キ
を
以
御
免
御
上
ケ
候
共
」
（
郡
要
集
）
と
ば
。
〔
広
懇
④
「
囃
埠
”
そ
」
「囃
喚
さ
は
、
さ
な
。
さ

わ
が
し
い
。
⑤
文
末
に
用
い
て
、
惑
嘆
の
意
を
表
す
助
字
。

釦
．f
「
此
ゆ
る
き
を
以
御
免
御
上
、
と
も
」
（
理
勢
志
）

□g
「
囃
算
」
は
、
お
し
ゃ
ぺ
り
。
〔
菜
韻
〕
国
声
・

面
i

扁

物

音

を

表

す

。
〔集韻〕

徊

一

こ
の
2
つ
の
本
ぱ
題
名
は
違
い
ま
す
が
、
同
じ
本
歴
も
ら
う
。
俳
召
を
で
「
も
ら
う
」に
当
て
る
。
貸
2

う
。

厩
国
会
意
形
戸
。
意
符
の
口
（
こ
え
）
と
、
意
符
と
音
符
を

属
．

の
写
本
で
す
。一

書
は
「
甘
キ
」
と
書
き
、
他
は
『
知
り
腎
ら
な
る
意
）
と
か
ら
成
る
。
声
が
ひ
っ
き
名
し

竺

「
ゆ
る
き
」
と
表
記
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
で

、

「
廿
」
遺
亡
霜
●
ぃ
｀
日
号
コ
[
]
項
{
•
[
[
[

々
め
百
ど
1
1
「
ゆ
る
い
」
に
決
定
で
す
。
『
国
語
大
辞
典
』

に

『

角

川
大
字
源
』

、し

⑫

は
載
せ
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
念
の
た
め
漢
字
検
索
ソ
フ
ト
『
今
昔
文
字
鏡
』
に
当
っ
て
み
ま

し
た
。
こ
の
辞
書
に
は
「
廿
」
の
訓
読
み
に
「
ゆ
る
い
」
の
読
み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

確
定
で
す
。

廿
ミ

ー
言
葉
を
“
面
白
狩
る
”
楽
天
プ
ロ
グ

合
娑
g
e
n
.8
芝

賃
足
壱
歩
五
朱
：

「
朱
」
は
貨
幣
一
両
の
一
六
分
の

一
な
ど
の
ほ
か
、
利
率
の
名
目
。
百
分

の゚
一
の
歩
合
。一

割
の
十
分
の

一。

（
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）
と
あ
り
ま
す
が
、
「
朱

1
1
厘
と
考
え
て
検
算
す
る
と
、
一
致
」
し
ま
す
。
つ
ま
り
利
足
「

一
分
五
朱
」
と
は

一
割
五

分
で
は
な
く
、
一
分
五
厘
の
こ
と
。

月
五
朱

ー

言
葉
を
“
面
白
狩
る
”
‘
楽
天
ブ
ロ
グ

f
娑
且
en
.co
.jp
)

o⑳
統
合

（す
べ
あ
い
）
・：
動
詞
の
「
統
（
す
ぶ
）
」
は
、

一
っ
に
ま
と
め
て
支
配
す
る
。
統
括
す

る
。
統
治
す
る
。
「
合
（
あ
い
）
」
は
、
（
動
詞
に
冠
し
て
）
語
勢
を
添
え
、
語
調
を
整
え
、
ま

た
改
ま
っ
た
意
を
添
え
る
。
候
文
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

⑳
不
筋
（
ふ
す
じ
）

．．． 
筋
道
に
あ
わ
な
い
こ
と
。
道
理
に
そ
む
く
こ
と
。

◎
五
月
六
日
：

賞
来
（
ま
さ
に
き
た
ら
ん
と
す
）
…

「
将
」
は
漢
文
の
再
読
文
字
で
、

来
」
は
、
「
将
に
来
ら
ん
と
す
」

は
「
こ
れ
か
ら
来
よ
う
と
す
る
」

26 



「
十
五
日

夏
至
「
同
日
渡
辺
氏
年

賀
を
祝
、
玉
菊
酒

弐
升
を
贈
、
佐
藤
方
も

「
七
日
早
晨

す
和
へ
れ
ん
根

油
あ
け

御
皿

こ
ん
に
や
く

胡
瓜
大
根

け
ん
す
め芭
と
う
ふ

御
汁
結
こ
ん
ふ

し
ゐ
茸

め
う
か
小
ロ

葛
煮

）

玉
ふ

御

坪

銀

杏
器
耳

お
ろ
し
生
姜

御
飯御油

揚

蕗

御
平
新
牛
房

椎
茸
山
の
い
も

三
葉
二
山
椒

御
菓
子欝
棗
巻
せ
ん
へ
い

比
巴

)

+
i
'
 

以
上
夕

御

茶

碗
豆
飯

辛
成
亥

0
七
日
、
餃
車
曇
又
晴
、
薄
暑
、
「
常
称
廟
御
正
忌
、
宿
戒
・

晨
興
・
礼
服
・
献
膳

・
祭
祀
恒
規
之
如
相
勤
、
信
楽
廟
も
先
月

廿
七
日
祭
祀
延
引
仕
候
付
今
朝
奉
配
祀
也
、
「
早
朝
西
向
寺
へ
参
詣
、

「
素
読
所
会
読
へ
出
席
、
直
二
出
勤
、
八
時
頃
退
、
「
町
方
此
節

又
々
桐
敷
倹
約
被
仰
出
、
何
も
去
ル
天
保
十
三
年
寅
年
御
ホ
し
有

之
候
通
り
、
畢
覚
其
後
猶
又
流
合
二
相
成
候
故
、
重
而
被
仰
出
候
由
、
近
来

酌
取
之
婦
人
杯
大
流
行
二
而
‘
厳
島
方
も
大
分
芸
子
等
窃
二
渡
世
ニ

来
居
候
由
之
処
、
夫
等
も
厳
敷
相
止
候
由
也

壬

亥

子

0
八
日
、
巳
酉
、
晴
、
薄
暑
、
入
梅
「
夕
方
辻
清
人
来
、
妹

帰
ル
、
慈
君
も
一
緒
御
出
、
御
宿
し
被
成
、
清
人
へ
酒
鮮
を
饗

癸

ヤ

丑

0
九
日
、
庚
成
、
曇
、
「御
内
密
稽
古
二
付
朝
御
馬
場
へ出、

四
時
頃
相
済
、
直
二
出
勤
九
半
時
退

0
十
日
‘
に
演
雨
「
例
時
出
勤
夕
八
時
前
退
「
石
井

寿
兵
衛
倅
岩
槌
手
本
を
頼
度
由
二
而
今
日
方
来
ル
也

乙

寅

卯

〇
十
一
日
、
壬
子
、
晴
涼
、
「
朝
見
せ
馬
有
之
、
御
馬
場
へ
出
ル
、
因

州
荒
尾
家
之
乗
役
門
大
夫
与
甲
者
牽
来
候
由
二
而
乗
也
、
「
渡
辺

宗
右
衛
門
殿
方
此
度
母
堂
仙
寿
院
九
十
年
賀
、
宗
右
衛
門
殿
七
十
之
賀
丙

督
致
候
由
言
認
一
重
ね
被
恵
也
、
「
内
藤
能
登
守
様
之
御
奥
様

御
病
忌
御
養
生
不
被
成
御
卒
去
被
成
候
二
付
、
今
日
中
諸
事
穏
便
二
仕
、
火

之
元
別
而
念
入
候
様
御
移
檄
出
ル
也
、
右
御
奥
様
者
溝
口
様
方
御
出
被
成
候
而
‘

殿
様
御
姪
之
御
続
二
被
為
在
候
也
、
依
之
御
両
殿
様
共
御
定
式
之

御
服
忌
被
為
受
侯
由
也
、
「
夕
堀
尾
眠
石
転
移
何
角
之
謝
与
し
て
入
来

丙

卯

認

〇
十
二
日
、
癸
丑
、
曇
、
涼
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
前
退
尤
今

朝
浅
野
若
狭
殿
此
間
江
戸
方
被
罷
帰
、
御
音
御
叶
達
与
し
て
御
出
二
付
、

出
勤
者
例
時
方
早
く
出
候
事
、
「
桑
原
吉
郎
二
入
来
、
「
夜
慈
君

辻
方
御
帰
被
成
、
「
夕
渡
辺
氏
へ
昨
日
祝
餅
到
来
之
謝
．
恰
芳
二
行

〇
十
三
日
、

ー
・
貨
、
曇
又
晴
、
薄
暑
、
「
朝
素
読
所
講
釈
ヘ

出
席
、
直
二
出
勤
、
九
半
時
頃
退

戊

巳

午

〇
十
四
日
、
と
卯
、
曇
、
覚
向
暑
、
「
午
後
堀
尾
へ
転
徒
之
恰
二

行
、
菅
馬
之
進

・
伊
藤
徳
之
助
を
訪
、
山
県
兵
太
郎
・
桑
原
内
蔵
ニ

・
桂

辰
馬
へ
先
達
而
之
恰
二
行
、
吉
本
繁
右
衛
門
へ
も
同
断
、
辻
•
藤
川
へ
も
見
舞

・

（

喜

ヵ

）

挨
拶
労
二
行
、
辻
二
而
者
酒
飯
出
ル
、
帰
り
堀
尾
へ
寄
、
囲
、
岩
崎
常
介
も

来
ル
、
夕
酒
出
ル
、
入
夜
帰

己

未

〇
十
五
日
、
酎
辰
、
時
々
暴
雨
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
頃
退

p 
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「
十
九
日

一
御
毎
戸
御
免

竹
本
友
之
丞
殿

／
御
供
頭
也

思
召
有
之
二
付

右
者
去
ル
ニ
月
廿
三
日
之

頭
書
二
有
之
一
条
二
依
て

J
J
事
之
由
也

一
知
行
高
百
五
拾
石

虎
三
郎
跡
目

百
々
兵
之
進
殿

同
様
也
、
尤
予
者
詩

井
書
を
認
添
而
贈
也

「
渡
辺
氏
母
子
年
賀
今
日
内
祝
被
致
候
由
二
而
夕
方
方
被
招
行
、
段
々
有
饗
、

深
更
帰
ル
、
佐
藤
与
三
右
衛
門
父
子
、
堀
尾
眠
石
夫
婦
、
石
井
園
蔵
、
井
沢
寿
体
、

星
野
正
大
夫
、
岩
崎
常
介
、
長
喜
大
夫
夫
婦
・
喜
三
太
、
大
島
五
兵
衛
、
渡
辺

四
郎
右
衛
門
、
小
倉
甚
右
衛
門
母
子
、
山
村
静
人
、
横
関
蔵
二
郎
荘
横
関
室
・

庚
末
申

後
室
等
会
也

〇
十
六
日
、
丁
巳
、
曇
、
向
暑
、
「
御
寄
合
二
付
例
時
方
早
出
勤
、
タ

八
時
前
退
「
夕
妙
慶
院
へ
参
詣
、
渡
辺
へ
昨
夕
之
謝
二
行
、
尤
台
所

二
而
申
置
也
、
「
夕
堀
尾
老
室
入
来
、
「
今
朝
有
雷
鳴

辛
午
酉
申
（
酉
力
）

〇
十
七
日
、
成
巳
、
雨
夜
大
二
降

壬

酉

波

〇
十
八
日
、
巳
未
雨
終
日
大
二
降
、

河
水
も
出
候
由
二
候
得
共
不
至
備

防
、
「
朝
索
読
所
へ
出
席
、
夫
方
直
二
出
勤
、
九
半
時
退

癸
餃
亥

〇
十
九
日
、
庚
車
雨
罷
涼
甚
、
「
朝
六
丁
目
御
館
江
為
伺

御
機
嫌
罷
出
ル
、
九
時
前
帰
、
直
二
出
勤
、
九
半
時
頃
退

、̀

甲
亥
子

〇
廿
日
、
辛
成
、
晴
涼
夕
曇
、
「
午
鼓
前
方
渡
辺
へ
習
書

二
行
、
茶
出
ル
、
暮
前
帰
ル
、
「
堀
尾
眠
石
此
間
参
候
謝
入
来
之
由

p
53 



^
"
7
 

令
和
六
年
四
月
例
会
資
料
（
三
月
分
後
追
い
）

家
乗
嘉
永
六
年
四
月
二
十
七
日
ー
四
月
舟
日

一
、
先
月
の
解
読
文
活
字
読
み
の
確
認
点

二
、
指
摘
・
意
見
・
質
問

•

他

〇

①
廿
六
日
最
終
行
『
不
相
更
』
の
読
み
＇
9

，
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
あ
い
か
わ
ら
ず
）
で
せ
う
。

〇

②

廿

七

日

2
行
目
『
申
分
』
先
例
会
補
足

申
分
（
も
う
し
ぶ
ん
）
ふ
）
不
平
・
不
満
に
思
う
点
。
非
難
す
べ
き
点
。
欠
点
。

②
物
事
を
申
し
立
て
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
内
容
。

家
乗
で
は
、
健
康
状
態
が
良
く
な
い
時
や
何
か
差
し
障
り
が
あ
る
時
に
「
具
合
が

よ
く
な
い
」
程
度
の
意
味
で
つ
か
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
（
先
生
解
説
）

廿
九
日
の
「
申
分
（
も
う
し
ぶ
ん
）
」
も
「
特
に
言
う
程
の
事
も
無
か
っ
た
」
か
「
申
し

ぶ
ん
無
し
1
1
非
難
点
が
無
い
1
1
良
好
で
あ
っ
た
1
1
概
ね
機
嫌
よ
く
過
ご
さ
れ
た
」

③

廿

七

日

7
行
目
『
迷
惑
』

国
語
辞
典
で
は
、
「
あ
る
行
為
が
も
と
で
、
他
の
人
が
不
利
益
を
受
け
た
り
、
不

快
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
。
」
と
、
嫌
が
る
様
子
で
す
が
、

古
語
辞
典
で
は
、
「
ど
う
し
て
よ
い
か
迷
う
事
」
「
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
。
困
惑
゜

当
惑
」
と
、
戸
惑
う
…
位
の
感
じ
で
す
。

「
菓
子
な
ぞ
持
っ
て
来
お
っ
て
、
迷
惑
じ
ゃ
」
で
は
な
く
、
「
菓
子
を
く
れ
た
が
、

何
で
か
分
ら
ん
。
ど
ー
し
よ
ー
か
の

S
」
く
ら
い
の
意
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

菅
馬
之
進
は
用
達
で
彦
右
衛
門
も
割
合
付
き
合
い
が
あ
り
ま
す
。
突
き
返
さ
ん
ば

か
り
の
「
迷
惑
じ
ゃ
！
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

0
0
序
に
廿
七
日
5
行
目
『
卒
与
』
（
そ
っ
と
）
以
前
に
も
書
き
ま
し
た
が

国
語
辞
典
で
は
、
「
音
を
た
て
な
い
よ
う
に
何
か
を
す
る
こ
と
。
窃
に
何
か
を
行

う
こ
と
。
」
と
、
コ
ソ
コ
ソ

・
・
・

し
た
感
じ
で
す
。

漢
和
辞
典
で
は
、
「
卒
」
1
1
に
わ
か
•
あ
わ
た
だ
し
い
・

・

・

古
語
辞
典
で
は
、
「
そ
っ
と
」

1
1
ち
ょ
っ
と

・
す
こ
し

・
わ
ず
か
ば
か
り

家
乗
で
は
、
コ
ソ
コ
ソ
す
る
必
要
が
無
い
場
面
に
「
卒
与
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
」
そ
こ
ま
で
来
た
つ
い
で
に
寄
っ
た
ん
じ
ゃ
「
直
ぐ
帰
る
け
ー
ね
」

と
立
ち
寄
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ヽ

令 令 令 ◇ 三
、
報
告
•

お
知
ら
せ

◇
会
員
動
静

退
会

A

8
班
の
仁
保
巧
さ
ん
と

れ
ま
し
た
。

入
会
（
失
礼
で
す
が
敬
称
を
省
略
し
て
お
り
ま
す
。
）

阿

賀

岡

希

子

天

羽

佳

緒

里

枝

元

咲

川

上

勤

杉

山

博

之

高

木

総

高

士

義

則

中

林

慶

光

渡
辺
敏
明
以
上
1
1
名
の
方
が
入
会
さ
れ
ま
す
。

令
＂
贋

)
い
[
汀
Ivま
(
B
7。
)
、
副
幹
事
廣
村
さ
ん

(
A
8
)
、

ム
＝
口
：
入
江
さ
ん
(

B

8

)

、
監
査
よ
城
さ
ん
(

A

7

)

と
決
ま
り
ま
し
た
。
承
認
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
度
替
わ
り
に
際
し
役
員
交
代
・
会
費
等
全
体
会
に
報
告
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
本
日
、
会
の
前
後
に
少
々
お
時
間
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
閉
会
後
、
新
旧
役
員
並
び
に
新
班
長
は
引
継
ぎ
な
ど
の
為
お
残
り
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
時
間
は
取
ら
な
い
よ
う
に
致
し
ま
す
。

こ
の
封
筒
に
記
入
用
紙
を
同
封
し
て
置
き
ま
す
の
で
、
出
来
れ
ば
本
日
中
に
班

長
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
緊
急
連
絡
や
休
会
時
の
資
料
送
付
用
）
を
記
入
し
て

お
返
し
だ
さ
い
。
（
班
長
変
更
無
し
の
班
に
は
封
入
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

班
員
の
住
所
・
電
話
番
号
等
の
間
違
い
が
あ
れ
ば
八
田
迄
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

次
例
会
は
、
五
月
十
一
日
（
第
2
土
曜
日
）
午
後
一
時
半

於
第
一
•
第
二
研
修
室
で
す

。

第
二
研
修
室
白
板
を
前
と
し
ま
す

。

当
日
の
会
場
当
番
は
、

A
6
班
及
び

B
7
班
で
す
。

六
月
例
会
は
、

七
月
例
会
は
、

一
日
6
日 ＼ 

（第
1
土
曜
日
）

（第
1
土
曜
日
）

で
す
。

で
す
。

今
月
は
席
移
動
月
で
す
。
席
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
班
単
位
で
前
回
よ
り

1
つ
宛
前
に
お
進
み
下
さ
い
。
一
番
前
の
班
は
最
後
列
へ
お
廻
り
く
だ
さ
い

川
口
真
由
美

山
本
浩
美

三
浦
忍
さ
ん
が
一
二
月
例
会
を
以
て
退
会
さ



東
城
浅
野
家
屋
敷
と
与
力
六
奉
行
の
屋
敷

つ
い
で
に

五
月
二
日
「
奴
可
郡
川
西
村
」
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村
上
家
初
代
か
ら
三
代
迄
の
墓
所
は
徳
了
寺
。

（
彦
右
衛
門
、
文
久
元
年
東
城
へ
行
き
、
参
詣
）

〇位l京化学工哭
Ge-'gle天域工滉

町志臨諏想像図 （明治初年）

東城小野蹟lj立百周年記念誌刊行委員ロ

深

江

印

江

云
で
行
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浅
野
屋
敷

（中 学 校i （役

川東

東幻古

川展

立1
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立
＇
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「
十
五
日

夏
至

「
同
日
渡
辺
氏
年

賀
を
祝
、
玉
菊
酒

弐
升
を
贈
、
佐
藤
方
も

「
七
日
早
晨

す
和
へ
れ
ん
根

油
あ
け

御
皿
こ
ん
に
や
く

胡
瓜
大
根

け
ん
す
め芭
と
う
ふ

御
汁
結
こ
ん
ふ

し
ゐ
茸

め
う
か
小
ロ

）

葛
煮玉
ふ

御
坪
銀
杏
岩
茸

お
ろ
し
生
姜

御
飯御油

揚

蕗

御
平
新
牛
房

椎
茸
山
の
い
も

三
葉
二
山
椒

御
菓
子饂
嶺
巻
せ
ん
へ
い

）

翡
1

以
上
夕

御

茶

碗
豆
飯

辛

餃
亥

0
七
日
、
成
車
曇
又
晴
、
薄
暑
、
「
常
称
廟
御
正
忌
宿
戒
・

晨
興

・
礼
服
・
献
膳

・
祭
祀
恒
規
之
如
相
勤
、
信
楽
廟
も
先
月

廿
七
日
祭
祀
延
引
仕
候
付
今
朝
奉
配
祀
也
、
「
早
朝
西
向
寺
へ
参
詣
、

「
素
読
所
会
読
へ
出
席
、
直
二
出
勤
、
八
時
頃
退
、
「
町
方
此
節

又
々
桐
敷
倹
約
被
仰
出
、
何
も
去
ル
天
保
十
三
年
寅
年
御
示
し
有

之
候
通
り
、
畢
覚
其
後
猶
又
流
合
二
相
成
候
故
、
重
而
被
仰
出
候
由
、
近
来

酌
取
之
婦
人
杯
大
流
行
二
而
‘
厳
島
方
も
大
分
芸
子
等
窃
二
渡
世
ニ

来
居
候
由
之
処
、
夫
等
も
厳
敷
相
止
候
由
也

壬

亥
子

0
八
日
、
也
酉
、
晴
、
薄
暑
、
入
梅
「
夕
方
辻
清
人
来
、
妹

帰
ル
、
慈
君
も
一
緒
御
出
、
御
宿
し
被
成
、
清
人

へ
酒
鮮
を
饗

癸

午
丑

0
九
日
、
庚
成
、
曇

「御
内
密
稽
古
二
付
朝
御
馬
場
へ
出、

四
時
頃
相
済
、
直
二
出
勤
九
半
時
退

〇
十
日
、
庄
彗
雨
、

「例
時
出
勤
、
夕
八
時
前
退
「
石
井

寿
兵
衛
倅
岩
槌
手
本
を
頼
度
由
二
而
今
日
方
来
ル
也

乙

寅

卯

〇
十
一
日
、
壬
子
、
晴
涼
、
「
朝
見
せ
馬
有
之
、
御
馬
場
へ
出
ル
、
因

州
荒
尾
家
之
乗
役
門
大
夫
与
甲
者
牽
来
候
由
二
而
乗
也
、
「
渡
辺

宗
右
衛
門
殿
方
此
度
母
堂
仙
寿
院
九
十
年
賀
、
宗
右
衛
門
殿
七
十
之
賀
内

督
晨
由
言
器
一
重
ね
被
恵
也
、
「
内
藤
能
登
守
様
之
御
奥
様

御
病
忌
御
養
生
不
被
成
御
卒
去
被
成
候
二
付
、
今
日
中
諸
事
穏
便
二
仕
、
火

之
元
別
而
念
入
候
様
御
移
檄
出
ル
也
、
右
御
奥
様
者
溝
口
様
方
御
出
被
成
候
而
‘

殿
様
御
姪
之
御
続
二
被
為
在
候
也
、
依
之
御
両
殿
様
共
御
定
式
之

御
服
忌
被
為
受
侯
由
也
、
「
夕
堀
尾
眠
石
転
移
何
角
之
謝
与
し
て
入
来

丙

卯

認

〇
十
二
日
、
癸
丑
、
曇
、
涼
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
前
退
尤
今

朝
浅
野
若
狭
殿
此
間
江
戸
方
被
罷
帰
、
御
音
f
i
j
達
与
し
て
御
出
二
付
、

出
勤
者
例
時
方
早
く
出
候
事
、
「
桑
原
吉
郎
二
入
来
、
「
夜
慈
君

辻
方
御
帰
被
成
、
「
夕
渡
辺
氏
へ
昨
日
祝
餅
到
来
之
謝
．
恰
労
二
行

〇
十
三
日、

ー
・
貨
、
曇
又
晴
薄
暑
、
「
朝
素
読
所
講
釈

へ

出
席
、
直
二
出
勤
、
九
半
時
頃
退

戊

巳

午

〇
十
四
日
、
と
卯
、
曇
、
覚
向
暑
、
「
午
後
堀
尾
へ
転
徒
之
恰
二

行
、
菅
馬
之
進

・
伊
藤
徳
之
助
を
訪
、
山
県
兵
太
郎
・
桑
原
内
蔵
ニ
・
桂

辰
馬
へ
先
達
而
之
恰
二
行
、
吉
本
繁
右
衛
門
へ
も
同
断
、
辻
•
藤
川
へ
も
見
舞

・

（

嚢

ヵ

）

挨
拶
芳
二
行
、
辻
二
而
者
酒
飯
出
ル
、
帰
り
堀
尾
へ
寄
、
囲
、
岩
崎
常
介
も

来
ル
、
夕
菫
噸
‘
入
夜
帰

〇
十
五
日
、
酎
辰
、
時
々
暴
雨
、
「
例
時
出
勤
九
半
時
頃
退
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「
十
九
日

一
御
符
御
免

竹
本
友
之
丞
殿

／
御
供
頭
也

思
召
有
之
二
付

右
者
去
ル
ニ
月
廿
三
日
之

頭
書
二
有
之
一
条
二
依
て

之
事
之
由
也

一
知
行
商
百
五
拾
石

虎
三
郎
跡
目

百
々
兵
之
進
殿

同
様
也
、
尤
予
者
詩

井
書
を
認
、
添
而
贈
也

「
渡
辺
氏
母
子
年
賀
今
日
内
祝
被
致
候
由
二
而
夕
方
方
被
招
行
、
段
々
有
饗
、

深
更
帰
ル
、
佐
藤
与
三
右
衛
門
父
子
、
堀
尾
眠
石
夫
婦
、
石
井
園
蔵
、
井
沢
寿
体
、

星
野
正
大
夫
、
岩
崎
常
介
、
長
喜
大
夫
夫
婦
・
喜
三
太
、
大
島
五
兵
衛
、
渡
辺

四
郎
右
衛
門
、
小
倉
甚
右
衛
門
母
子
、
山
村
静
人
、
横
関
蔵
二
郎
庄
横
関
室
・

庚
末
申

後
室
等
会
也

〇
士
ハ
日
、

I
巳
、
曇
、
向
暑
、
「
御
寄
合
二
付
例
時
方
早
出
勤
、
タ

八
時
前
退
「
夕
妙
慶
院
へ
参
詣
渡
辺
へ
昨
夕
之
謝
二
行
、
尤
台
所

二
而
申
置
也
、
「
夕
堀
尾
老
室
入
来
、
「
今
朝
有
雷
鳴

辛
午
酉
申
（
酉
力
）

〇
十
七
日
、
成
巳
、
雨
夜
大
二
降

壬

酉

戌

〇
十
八
日
、
巳
未
雨
終
日
大
二
降
、
河
水
も
出
候
由
二
候
得
共
不
至
備

防
、
「
朝
索
読
所
へ
出
席
、
夫
方
直
二
出
勤
、
九
半
時
退

癸
成
亥

〇
十
九
日
、
庚
申
、
雨
罷
涼
甚
、
「
朝
六
丁
目
御
館
江
為
伺

御
機
嫌
罷
出
ル
、
九
時
前
帰
、
直
二
出
勤
、
九
半
時
頃
退

甲
亥
子

〇
廿
日
、
辛
成
、
晴
涼
、
夕
曇
「
午
鼓
前
方
渡
辺
へ
習
書

二
行
、
茶
出
ル
、
暮
前
帰
ル
、
「
堀
尾
眠
石
此
間
参
候
謝
入
来
之
由

p
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中国・四国地区アーカイブズウィーク
6月1日は公文書館法が施行された日です。

これにちなんで、中四国地区の公文書館施設では、 6月の第 1週をアーカイブズウィークとしています。

今年度当館では、収蔵文書展「広島港の歴史と資料」と、 6月 1日（土）にこの収蔵文書展にちなんだ講演

会を開催します。

古文書解読入門講座
広島県立文書館では、地域の皆様に親しまれる文書館を目指して、展示や講座を行っています。

本年も古文書解読入門講座を開催することになりました。多数参加くださるよう御案内します。

期 間 令和6年6月8日（土）～10月26日（土）（全8回）

時

場

対

定

講

受

講

間

所

象

員

師

料

※毎月第2• 第4土曜日 (7月は第2のみ、 8月は第4のみ）

毎回午前10時00分～12時00分(2時間）

広島県立文書館研修室 （広島県情報プラザ県立文書館内）

これから古文書のくずし字を読んでみたい初心者の方で、この期間中続けて受講できる方

30名（多数の場合は抽選。ただし、以前に受講を申し込んで抽選に漏れた方が再度申し込まれた場合は優先します。）

広島県立文書館研究員

1, 600円（テキスト代）

申込方法

申込期限

右の記入例をご参考の上、 往復はがきにてお申し込みください。

令和6年5月18日（土）
巨

もんじょかん

申込み・問合せ n；畠h県立文書館
〒730-0052 広島市中区千田町三丁目 7-47 広島県情報プラザ2階

TEL 082-245-8444 / FAX 082-245-4541 

〒730-0052

E-Mail 

URL 

monjokan@pref.hiroshima.lgjp 

https:/ /www.pref.hiroshima.lgjp/site/monjokan/ 
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あなt：：も「＜ずし字」を

読んでみませんか？／

； 

広島市中区千田町

三丁目 7-47

広島県立文書鱚 行

（何も記入しないで

ください）

区

-T 

（ご自分の住所・氏名

をお書き ください）

「古文書解読入門

講座受講希望」

1．酷便番号

2．住所

3．氏名

4．氏名・よみがな

5．電話番号

ヽ

期

＾ 
間 令和6年3月26日（火）

‘ ‘‘  
広島県立文書館収蔵文書展

広島港の歴史と資料

~ 6月8日（土）

（土曜の午後・日曜・祝日は休館）

期

場

講

申

日

所

師

込 荒木清二

＾ 展示関連講演会

令和6年6月1日（土）

‘ ‘‘  
10:00~12:00 

広島県立文書館研修・会議室

（広島県立文書館職員）

5月24日（金）までに，電話・FAX・Eメール・往復はがき等

場 所 広島県立文書館展示室 入場無料 でお申込みください。



⑤『広島県史』近世資料編IVに掲載された触書 嘉
永
六
年
品
2

上
家
乗
」
参
考
資
料
（
令
和
6
.
5
.
1
1
)
1
3

◎
五
月
廿
一
日
（
続
き
）

①
口
入
（
く
ち
い
れ
）
…
こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
、
金
銭
の
斡
旋
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ

を
業
と
す
る
人
。
金
貸
し
。
く
に
ゅ
う
。

O
②
上
ハ
端

（う
わ
は
）
…
単
位
に
満
た
な
い
余
分
の
端
数
。
特
に
金
銭
に
つ
い
て
い
う
。
は
し

た
。
「
上
前
（
う
わ
ま
え
）
を
撥
（
は
）
ね
る
」
（
人
に
取
り
次
ぐ
賃
金
や
代
金
の

一
部
を
自

分
の
も
の
と
す
る
。
か
す
め
と
る
。
上
前
を
取
る
。
ピ
ン
は
ね
を
す
る
）
こ
と
で
は
？

〇
③
口
銭

（こ
う
せ
ん
）
・
：
①
江
戸
時
代
、
問
屋
、
仲
買
が
生
産
者
や
荷
主
か
ら
徴
収
す
る
手
数

料
を
い
う
。
運
送
料
、
保
管
料
、
仲
介
手
数
料
、
資
本
利
子
、
危
険
負
担
に
対
す
る
報
酬
意

味
を
も
つ
。
「
く
ち
せ
ん
」
「
く
ち
ぜ
に
」
と
も
称
し
た
。
②
売
買
の
な
か
だ
ち
を
し
た
手
数

，
 

料
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

り
④
ぉ
と
り
歩
：
・
（
江
戸
時
代
、
貸
金
業
者
が

一
、
二
か
月
ま
た
は
四
、
五
か
月
間
の
短
期
間
融

資
の
場
合
、
返
済
期
日
を
そ
の
月
の
晦
日
と
し
な
い
で
二
五
日
限
り
と
し
、
こ
れ
に
遅
れ
た

場
合
は
二
五
日
以
後
月
末
ま
で
の
分
と
し
て
さ
ら
に

一
か
月
分
の
利
子
を
と
っ
た
こ
と
に
よ

る
。）
借
金
の
利
子
が
二
重
と
な
る
こ
と
。
踊
（
お
ど
り
）
。
月
お
ど
り
。

「混
徳
公
済
美
録
」
巻
i
＿
十
六
甲

金
銀
貸
借
利
足
引
下
候
様
二
と
の
儀
ハ
、
是
迄
度
々
御
示
し
之
趣
も
候

処
、
兎
角
近
年
之
仕
僻
二
泥
ミ
得
勝
手
之
致
貸
付
高
利
ヲ
貪
り
、
借
主

利
俄
レ
与
相
成
候
而
已
な
ら
す
、
諸
色
価
江
も
拘
り
一
統
難
渋
之
事
ニ

候
、
此
度
利
足
限
を
付
、
別
紙
之
通
郡
町
江
触
示
有
之
候
、
御
家
中
井

末
々
之
者
共
、
右
等
携
候
者
も
有
之
趣
二
相
聞
候
、
以
来
触
示
之
趣
ニ

反
し
心
得
違
之
も
の
も
有
之
候
ハ
、
急
度
可
被
及
御
沙
汰
候

右
之
趣
相
組
支
配
方
末
々
迄
不
洩
様
可
被
相
触
候

五
月
十
九
日

貸
借
利
足
引
下
ヶ
候
様
二
と
の
儀
ハ
是
迄
度
々
御
示
之
趣
も
有
之
候
、

付
而
ハ
追
々
甘
合
候
様
子
ニ
ハ
候
得
共
、
兎
角
近
年
之
仕
僻
二
泥
ミ
高

歩
ヲ
取
引
以
前
江
雛
復
、
中
二
＾
其
身
之
銀
子
を
貸
付
候
雨
官
次
出
し

突^

金
銀
貸
借
の
利
下
げ
に
つ
き
示
し
書

月

＊
口
は
「
村
上
家
乗
」
と
の
相
違
部
分

江

五
組
新
開

『
広
島
県
史
』
近
世
資
料
編
IV

―

―

 

候
振
り
合
二
而
、
口
銭
等
啜
ひ
受
候
杯
得
勝
手
二
取
引
一
い
た
し
、
斯
而

者
諸
色
之
直
段
江
拘
り
一
統
難
渋
而
已
な
ら
す
借
り
方
之
者
利
街
与
相

成
、
家
滅
之
者
出
来
湧
不
便
之
事
二
E
ゃ
質
物
受
引
利
足
壱
歩
五
朱
方

引
上
ヶ
候
儀

ハ
決
而
不
相
成
、
其
外
貸
借
都
而
之
利
足
も
前
々
之
振
合

右
質
物
之
利
足
方
成
丈
引
下
ヶ
取
引
可
申
、
勿
論
右

二
依
而
下
地
利
安

ニ
黛
付
監
候
分
、
利
足
引
上
候
俊
ハ
致
間
敷
候

一
限
月
を
縮
メ
国
は
り
頃
、
或
ハ
先
ン
歩
、
又
ハ
限
月
以
前
二
受
質
之

儀
申
談
候
得
者
、
．
一
ヶ
月
二
而
受
返
し
候
而
も
限
月
迄
之
利
足
取
立

候
を
、
括
り
杯
種
々
之
名
目
を
附
、
柳
不
当
之
取
引
致
間
敷
、
先
ン

歩
杯
甚
統
合
不
宜
、
若
御
趣
意
二
反
し
不
筋
之
取
引
い
た
し
候
者
も

有
之
候
得
者
、
し
ら
へ
之
上
其
次
第
二
寄
り
不
実
利
潤
之
銀
子
ハ
、

取
上
借
主
之
者
江
下
ケ
遣
咎
可
申
付
候

一
取
次
口
入
之
者
銀
主
借
主
其
心
遣
ひ
致
候
儀
ハ
格
別
、
口
銭
と
唱
ヘ

不
当
之
世
話
料
貪
申
間
敷
、
取
次
銀
子
之
利
足
口
入
之
者
手
元
二
而

者
上
ハ
端
二
不
相
成
様
取
引
可
申
候

一
是
迄
高
利
二
貸
付
有
之
候
銀
子
ハ
来
月
朔
日
み
利
足
引
下
ヶ
可
申
、

借
主
お
ゐ
て
も
取
約
銀
主
不
納
得
二
而
不
引
下
、
或
者
限
月
も
不
来

内
質
物
受
返
し
侯
様
な
と
と
、
理
不
尽
之
儀
申
族
も
有
之
候
得
者
、

如
何
体
之
先
柄
二
而
も
無
用
捨
内
意
可
申
出
候

右
之
通
此
度
改
メ
申
付
候
条
、
余
ハ
兼
而
定
法
通
相
心
得
銀
主
借
主
共

取
引
都
而
念
入
実
意
正
路
専
要
之
事
二
候
、
銀
主
共
精
々
勘
弁
相
尽
ッ

〔

罰

〕

成
丈
ケ
利
安
取
引
候
様
心
寄
せ
可
申
、
心
得
方
二
依
而
ハ
賞
罪
之
可
及

沙
汰
候
、
此
旨
町
中
新
開
村
町
質
屋
共
江
不
洩
様
夫
々
江
届
敷
可
申
聞

候
、
以
上
五

揺旧利息制限法の内容

旧利足制限法（明治10年9月11日 太政官布告第66号）

元本の金額が100円未満：年20%
元本の金額が100円～1000円：年15%

元本の金額が1000円以上：年12%

利足制限法（昭和29年5月15日 法律第100号）

元本の金額が10万円未満：年2億

元本の金額が10万円～100万円：年18%
元本の金額が100万円以上：年15%

⑥ 府の天保13年 (1842)の利足引下げ令

4953 天保十三年寅年九月二十九日 越前守殿御渡

三奉行江

世上金銀貸借利足之儀、是迄ー割半二候処、以来金弐拾

五両二付一分之利足二利下ケ被仰出候間、諸国共、右之

割合を以無滞貸借致相対、右より高利金一切貸出申間敷

候、尤、右定之外、品々之名目を附、多分之雑費取候儀

決而致間敷候 （後略）

『幕末御触書集成』第五巻（岩波書店）
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⑧
受
質
（
う
け
し
ち
）
・
：
元
金
と
利
息
を
支
払
い
、
禎

け
た
質
物
を
取
り
返
す
こ
と

⑨
屡
（
と
ど
け
し
く
？
）
…
行
き
届
く
よ
う
に
？

〇
⑩
‘
は
這
（
こ
こ
ろ
づ
か
い
）
・
：
心
付
け
。
祝
儀

⑪
（
じ
ょ
う
ほ
う
）
・
：
①
さ
だ
ま
っ
た
方
式
。
き

ま
っ
て
い
る
方
法
。
②
公
に
決
め
ら
れ
た
き
ま
り
。

③
習
慣
慣
例

⑫
五
組
・
新
開
：
五
組
と
新
開
は
、
広
島
城
下
の
町
人

町
で
あ
る
新
町
組
・
中
通
組
・
白
神
組
・
中
島
組
・

広
瀬
組
と
新
開
組

◎
五
月
廿
三
日

⑬
田
賛
三
郎
：

⑭
明
星
院
：
城
下
明
星
院
村
の
古
義
真
言
宗
御
室
派

寺
院
。
浅
野
家
が
帰
依
す
る
五
ヶ
寺
の
―
つ
で
、
領

内
真
言
宗
一
派
の
触
頭
a
浅
野
長
政
と
そ
の
室
の
位

牌
を
安
置
す
る
。
二
葉
山
社
の
別
当
職
を
勤
め
る
。

⑮
三
ツ
井
玄
賀
：
｛
禿
宅
東
城
浅
野
家
士
。
嘉
永
三
年
（
一

八
五
0

)

八
月
御
次
坊
主
（
玄
賀
）
、
安
政
四
年
（
一

八
五
七
）
三
月
還
俗
し
て
滝
次
郎
と
改
名
、
御
用
部

屋
詰
、
日
参
、
同
六
年
十
月
御
用
部
屋
詰
免
、
万
延

元
年
(
-
八
六
0

)

十
月
鼓
貝
方
加
役
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
八
月
歩
行
目
付
、
御
先
供
頭
取
兼
帯
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
九
月
勘
定
所
詰
゜

⑯
周
参
見
豊
吉
⑰
天
津
斎
⑱
藤
田
恒
之
丞

⑲
山
崎
為
之
進
⑳
寺
川
九
十
九
…

◎
五
月
廿
五
日

臼悶⑱藤田釦滋••••天保11(1840)輿卿5811 （新却祁悴） ⑬植田賛三郎••••••嘉永 4(1851)奥詰和献臨B6
冒6 鯨 6(1853)偲疇墓番蝦靭3A10 臨 3(1856

量： 轟猛856)疇一14A13 ⑯周繹豊吉…．．．覧評霜開□昇塁儡邸5B5
（勇記）

口⑳ ⑲山崎為這•• •• •京芦（1860)浦遁碑暉100A14 周参見勇記・…••元治元(1864)大Ij姓頭窃4B18
醐昭用人支配（浦蔵）g{)246A5 戻応2(1866)用人③42B5

胃 圏浦辺即防③123B1，⑳114 鯨 2(1866)年寄邸9A4
翌 （弘化2父鯰勁家督） 囮年寄訟30

田大隊長請引③146F7，⑪109 四年寄③109

玄 ⑳寺川九十九••••••文政 8(1825)奥4姓諏A7 （弘化元勇
索 天保2(1831)奥諒額5A25 田概培躇怒）138B4，邸
引 弘化立（）側詰膳番兼③73A7 霞④14186（禾
戸 周参蜘器•••••明年(1868)宮内少舗椒四叡288

だの候摩ゎ質名t⑬ ◎ 0 明治元(1868)用人③42B7

ぃi! !且□il[9：：⑰天麟登書璽讐戸B30

て毒 ゜は み一腕野 で日十 年冗 天保15(1844)持弓筒頭／供頭邸OA5

翠`＇息；， 累‘亨ヽ ＇`竺喜 天津斎•••••••••••嘉ぷさ)(1852)先手者頭初忠狂3B7
をる第よりゃ 弓ア 相 一 八事 ， （良叩
食と三 2 ゜ふ 術： 当日 0 に 安政6(1859)新組者頭③ぅ8A19
べい候 マる 師--, 之.__,,—よ 文久3(1863)側足軽頭邸781

口言；［口； ご□珈A3
のさら夏ぎが 園-, 江木 ⑲並寄合次叙a)lllA2．⑳ぅ7

9 [ [ : : ] ： ［ ［ ：〖：言雷日•三二雲讐3A14
るをでビう。間 安L..... 事江 八 圏奥踪珈19Cll.⑳ 6
゜食‘シ を 政専 候逮 五 （嘉永6
はべ今ャぎお 六尿 由夜 0 田卒分隊昆珈42C18，⑪23
んずのクやい 年七 二 .__,, 

げ‘七.__,,くて 十年 一 被 五老右彦⑫ ◎ 島徊東は守浅⑪
゜ま月がへ繰 月五 昨招 月上衛右 木五 社晨城天社野 御

秘琶羞し：笙 ［ ［ 蛉： 恥；望盟恥g＇際翠震編l竺
をあの れ に日 之母 十木で母院 が⇔慮門一呉敷 満

虐；意嘉塁髯虚贄喜 9忍ノ；様忍’哀な0[ ::  
畠こ゜也 図 冨で 塁 信畠霞塁］ ゜巖は担日鎮披

□2: 



「
廿
三
日

一
御
先
手
者
頭

周
参
見
豊
吉
殿

／
御
鎗
奉
行
方

一
御
広
式
重
役

天
津
斎
殿

／
御
偲
繋

嘉

百

石

取
来
御
切
米
高
二
結
、

雙
晉
弐
拾
石
へ
被
成
下

御
側
詰

御
膳
番
兼
役

藤
田
恒
之
丞
殿

／
御
奥
詰
方

一
伏
見
御
屋
敷
番

山
崎
為
之
進
殿

／
 

御
側
詰
御
免

寺
川
九
十
九
殿

乙
f
丑

〇
廿
一
日
、
壬
成
、
曇
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
退
「
左
之
通

公
儀
方
御
移
檄
出
ル
、
全
体
是
迄
二
も
此
被
仰
出
者
有
之
度
事
二
候
処
、

漸
此
度
被
仰
出
有
之
、
此
義
正
敷
被
行
候
へ
者
四
民
一
統
貧
者
之
大

幸
也金
銀
貸
借
利
足
引
下
候
様
二
与
の
儀
煮
是
迄
度
々
御
示
之

趣
も
候
処
兎
角
近
年
之
仕
僻
二
泥
ミ
、
得
勝
手
之
致
貸
付
、

高
利
を
貪
り
、
借
主
利
倒
与
相
成
候
而
已
な
ら
す
、
諸
式
価
へ
も
拘
り
、

一
統
難
渋
之
事
二
候
、
此
度
利
足
限
を
付
、
別
紙
之
通
郡
町
へ
触
示

有
之
候
、
御
家
中
井
末
々
之
者
共
右
等
携
候
者
も
有
之
趣
二
相
聞
、

以
来
触
示
之
趣
二
反
し
心
得
違
之
も
の
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
急
度
可
被
及

御
沙
汰
候
”

右
之
趣
相
組
支
配
方
末
々
迄
不
洩
様
可
被
相
触
候
月
日

写

貸
借
利
足
引
下
候
様
二
と
の
義
煮
走
迄
度
々
触
ホ
候
趣
も
有
之

唇
2

而
者
‘
追
々
甘
ム
品
様
子
ニ
ハ
候
へ
共
、
菟
角
近
年
之
仕
僻
二
泥
ミ
、

高
歩
を
取
引
、
以
前
難
復
、
中
二
者
其
身
之
銀
子
貸
付
候
を
も

取
次
出
し
候
振
二
し
て
口
銭
等
嘔
ひ
受
候
杯
、
得
勝
手
之
手
引
い
た
し
、

斯
圃
瓦
咋
色
之
直
段
へ
拘
り
、
一
統
難
渋
而
已
な
ら
す
、
借
り
方
之
者

翡
一
＿
相
成
、
家
減
之
者
出
来
湧
不
便
之
事
二
付
、
質
物
受
引

利
足
壱
歩
五
朱
方
引
上
候
義
者
決
而
不
相
成
、
其
ハ
晶
歴
惜
都
而
之

利
足
も
前
々
之
振
合
、
右
様
質
物
之
利
足
方
考
成
丈
ケ
引
下
ケ
取

引
可
申
、
勿
論
右
二
依
而
下
地
利
安
二
貸
附
置
候
分
、
利
足
引
上
候
義
ハ

致
間
敷
候

一
限
月
を
縮
メ
お
と
り
歩
或
者
先
ン
歩
、
又
者
限
月
以
前
二
受
質
之
義

申
談
候
ハ
ヽ
、
壱
ヶ
月
二
而
受
返
し
候
而
も
、
限
月
迄
之
利
足
取
立
候
を
括
り

杯
種
々
名
目
を
付
、
聯
不
当
之
取
引
致
間
敷
、
先
ン
歩
な
と
茜

統
合
不
宜
、
若
御
趣
意
二
反
し
不
筋
之
取
引
い
た
し
候
者
も
有
之

候
へ
者
‘
し
ら
へ
之
上
其
次
第
二
寄
り
不
実
利
潤
之
銀
子
者
取
上
ケ
、

借
王
之
者
へ
下
ケ
遣
し
、
咎
可
申
付
候

一
取
次
口
入
之
者
、
銀
主
借
主
其
心
遣
致
候
義
者
格
別
、
口
銭
与
唱
へ
、

不
当
之
世
話
料
貪
申
間
敷
、
取
次
銀
子
之
利
足
、
口
入
之
者

手
元
二
而
上
ハ
端
二
不
相
成
様
取
引
可
申
候

一
是
迄
高
利
二
貸
附
有
之
銀
子
者
来
月
朔
日
方
利
足
引
下
ケ

．

可
申
、
借
主
お
ゐ
て
も
取
約
、
銀
主
不
納
得
二
而
不
引
下
、
或
者
限
月
も

p 
55 
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「
廿
八
日

隆
玄
院
下
女

右
只
今
迄
半
下
壱
人

御
付
被
下
候
得
共
、
猶
又

）
 今
壱
人
御
増
、
両
人

御
付
被
下
候
旨
被

仰
出「
前
廿
七
日

一
知
行
高
百
弐
拾
五
石

仲
人
跡
目

永
富
易
次
郎
殿

「
廿
六
日
半
夏
生

不
来
内
質
物
受
返
し
候
様
な
と
A

理
不
尽
之
義
申
族
も
有
之

候
へ
者
‘
如
何
体
之
先
柄
二
而
も
無
用
捨
内
意
可
申
出
候

右
之
通
り
此
度
改
メ
申
付
候
条
、
余
煮
兼
而
定
法
通
り
相
心
得
、

銀
主

・
借
王
共
取
引
都
而
念
入
、
実
意
正
路
専
要
之
事
二
候
、

銀
主
共
精
々
勘
弁
相
尽
し
、
成
丈
ケ
利
安
取
引
候
様
心
寄

カ
イ

可
申
、
心
得
方
二
依
而
登
慕
副
之
可
及
沙
汰
候
、
此
旨
町
中
新
開

村
町
質
屋
共
へ
も
不
洩
様
夫
々
届
敷
可
申
聞
候
、
以
上

翻

丑

寅

五

馨

開

へ

〇
廿
二
日
、
緊
亥
、
微
雨
又
晴
又
曇
、
蒸
、
「
朝
素
読
所
講
釈
江
出
席
、
直
二
出
勤
、
九
半
時
頃

退
「
退
出
後
西
向
寺
へ
参

辛
丁
寅
卯

〇
廿
三
日
、
甲
子
晴
又
曇
時
々
雨
、
蒸
、
「
植
田
賛
二
郎
殿
被
来
、
謁
、
勝
手
向
之
義
二
付
御

無
心
筋
之
内
談
有
之
也
、
「
辻
清
人
入
来
、

「
長
束
茂
兵
衛
方
先
達
而
出
生
之
孫
女
病
死
之
由
、
以
使
悔
申
遣
ス
也
、

「
堀
尾
精
一
郎
転
宅
之
節
何
角
之
謝
入
来
、
「
御
例
之
通
今
日
於

明
星
院
御
祈
祷
有
之
、
御
供
物
頂
戴
被
仰
付
、
坊
主
三
ツ
井
玄
賀

持
参
‘
裏

□麟
‘
御
用
達
中
江
御
請
甲
返
ス
也

〇
廿
四
日
、
と
丑
、
晴
、
蒸
暑
、
「
例
時
出
勤
、
夕
八
時
前
退

「
西
向
寺
へ
千
代
吉
為
参
也
、
「
極
夕
方
水
谷
氏
江
行
、
酒
出
、
深
更
迄

話
ス
‘
鱈
醗
砂
之
進
来
候
由

〇
廿
五
日
、
酎
寅
、
晴
暑
し
、
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
退
「
タ

周
防
様
御
出
被
遊
、
為
伺
御
機
嫌
御
次
迄
罷
出
、
引
取
掛
御
鎮
守

天
満
宮
へ
拝
ス
悶
阜

〇
廿
六
日
、

I
卯
、
晴
、
暑
し
、
「
夏
岳
君
御
祥
月
忌
二
付
、
朝
妙
慶

院
へ
参
、
興
徳
寺
二
而
木
野
齢
智
院
様
御
墓
所
へ
も
去
ル
六
日
怠
候
故
拝
ス
、

「
石
井
婦
姑
癒
二
而
難
義
之
由
二
付
訪
之
、
小
倉
甚
右
衛
門
へ
先
日
石
風
呂

入
治
且
慈
君
御
留
守
中
見
之
謝
二
行
、
星
野
正
大
夫
井
奥
田
隆
玄
院

を
も
訪
「
湯
川
新
太
郎
波
木
井
昇
斎
と
云
旅
人
之
彫
刻
物
を
見
せ
る
、
雅
巧
妙
也

と
辛
末

〇
廿
七
日
、
杖
辰
、
晴
、
暑
し
、
「
朝
素
読
所
へ
出
席
、
直
二
出
勤
、

九
半
時
頃
退
、
「
千
代
吉
夜
前
方
下
宿
、
今
晩
帰
ル

酎

壬

申

〇
廿
八
日
、
巳
巳
、
晴
暑
し
、
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
頃
退
、

「
渡
辺
雅
登
先
日
年
賀
之
節
贈
物
之
謝
入
来
、
長
束
茂
兵
衛
娘
安
産

歓
且
孫
女
病
死
海
挨
拶
入
来
、
星
野
正
大
夫
先
小
梅
贈
候
謝
入
来

I
癸
酉
゜

〇
廿
九
日
、
庚
午
、
晴
暑
し
、
「
夕
木
野
一
馬
入
来
、
夜
迄
咄
、
酒

飯
を
出
ス

p 
58 

p 
57 
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令
和
六
年
五
月
例
会
資
料
（
四
月
分
後
追
い
）

家
乗
嘉
永
六
年
五
月
一
日

S
五
月
十
二
日

一
、
先
月
の
解
読
文
活
字
読
み
の
確
認
点

四
月
廿
八
日

2
行
目
『
菅
馬
之
進
石
風
呂
見
舞
』
傍
線
部
は
「
石
風
（
呂
脱
力
）
」

（
資
料
集
で
は
訂
正
済
み
）

二
、
指
摘
・
意
見
・
質
問
•
他

2
①
一
分
五
朱
（
参
考
資
料
1
2
の
⑳
）
に
記
し
て
あ
る
通
り

言
葉
を
“
面
白
狩
る
”
の
高
橋
氏
の
w
e
b
サ
イ
ト
「
パ
ソ
コ
ン
と
古
文
書
解
読
」
第

2
2
話
に
「
一
分
五
朱
」
に
関
し
て

小
泉
袈
裟
勝
「
単
位
の
歴
史
辞
典
」
で
調
べ
て
み
る
と
、
「
朱
」
を
利
率
の

名
目
と
し
て
使
う
と
き
は
、

1
割
の

10
分
の

1
（分
1
1
0
.0
1
)
を
示
す
。

ま
た
は
、

1
分
の

10
分
の

1
（厘
1
1
0
.0
0
1
)
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
．
．
．
 
と
出
て
来
ま
す
。

一
方
、
同
様
の
記
し
方
で
「
利
足
月
壱
歩
弐
朱
」
等
、
金
二
十
五
両
に
付
月
金
幾
ら

と
、
利
息
を
金
額
で
表
す
こ
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

一
両
1
1

四

分

一

分
1
1

四
朱
で
す
か
ら
、
二
十
五
両
1
1

百
分
壱
歩
弐
朱
1
1

一
分
半
。

つ
ま
り
こ
の
壱
歩
弐
朱
は
利
率
に
し
て
月
1
.5
％
で
、
先
の
利
率
を
表
す
場
合
の

「
一
分
五
朱
」
と
同
率
で
す
。
（「
二
十
五
両
に
付
」
と
は
書
か
な
い
の
で
や
や
こ
し
い
）

当
時
の
人
は
如
何
に
し
て
此
の

2
種
類
の
表
記
を
区
別
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

家
乗
の
場
合
は
金
額
で
記
す
と
し
た
ら
「
二
分
一
朱
」
と
記
す
で
し
ょ
う
か
ら
、
前

者
の
利
率
「
一
分
五
厘
」
の
解
釈
で
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
江
戸
時
代
は
、
は
じ
め
年
二
割
が
利
息
の
最
高
限
度
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
元
文
元
年
に
一
割
五
分
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
以
後
は
年
一
割
五
分
以

上
の
高
利
の
貸
借
に
関
す
る
訴
訟
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の

後
、
天
保
十
三
年
に
、
さ
ら
に
年
利
一
割
三
分
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か

し
、
実
際
に
は
年
利
五
割
な
い
し
七
割
の
高
利
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
不
知
火
合
同
法
律
事
務
所
H
P
)

「
月
一
分
五
厘
の
利
息
」
は
、
閏
月
を
考
え
ず
一
年
十
ニ
ヶ
月
と
し
て
、

1.5
x
1
2
1
1
1
8

年
利
一
割
八
分
。
オ
ャ
、
現
代
の
利
息
制
限
法
の
上
限
金
利
と
近

い
率
で
す
。
こ
れ
以
上
の
高
利
は

o
x法
律
事
務
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

（
利
息
制
限
法
；
年
1
5
％
↑
元
本
1
0
0

万
円
↓
1
8
％
↑
元
本
1
0

万
円
↓
2
0
%
)

＼ 

②
五
月
十
一
日
「
服
忌
」

＇

「
忌
」
と
は
故
人
の
祀
り
に
専
念

す
る
期
間
、
「
服
」
と
は
故
人
へ
の

哀
悼
の
気
持
ち
を
表
す
期
間
の
こ
と

・

を
い
い
ま
す
。
最
も
期
間
が
長
い
の

｀
ク

）

が
父
母
の
場
合
で
、
「
忌
」
が
五
十

f”i

日
、
「
服
」
十
三
ヵ
月
で
し
た
。
そ

”

れ
以
外
の
親
族
は
、
「
親
等
」
が
離

れ
る
に
従
い
期
間
が
短
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
神
社
本
庁

H
P
)

殿
様
の
姪
、
定
式
の
服
忌
で
す
か

ら
、
下
の
表
（
服
忌
令
部
分
）
を
見

る
と
「
忌
」
は
七
日
、
「
服
」
は
三

日
と
分
か
り
ま
す
。

（
参
考
資
料
1
2
の
⑫
①
の
表
中
に

も
左
端
に
甥
姪
が
有
り
ま
す
）

三
、
報
告
•
お
知
ら
せ

令
会
員
動
静

退
会A

8
班
の
島
田
て
る
江
さ
ん
、
B
3

班
の
伊
東
保
さ
ん
•
佐
竹
達
司
さ
ん
が

3
月
例
会
を
以
て
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
日
例
会
後
全
体
会
を
行
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

短
時
間
で
済
ま
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

令
次
例
会
は
、
六
月
一
日
（
第
一
土
曜
日
）
午
後
一
時
半

於
第
一
•
第
二
研
修
室
で
す

。

第
二
研
修
室
白
板
を
前
と
し
ま
す

。

当
日
の
会
場
当
番
は
、

A
7
班
及
び

B
8
班
で
す
。

令

七
月
例
会
は
、
七
月
六
日
（
第
1
土
曜
日
）

八
月
は
、
例
年
の
通
り
夏
休
み
で
す
。

九
月
例
会
は
、
九
月
十
四
日
（
第
2
土
曜
日
）

ヽ

で
す
。

で
す
。 <9 

t・
n

P
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虚
隆ー・ー・ー・一•一ーや 十＾東棠

道玄 慶高す 建 ― 青城器

塁院墨□門塁畠闘喜；
母！ 箪 2 平証家

^ l 没 分系萬

旧 1 家譜雙

名：方＊見

岩 I l'--'1 
尾 I

霊l IÎ  コ嘉胃塁冒□
＼、齊院院 3祠

ヽ

＼ 年田

没、氏

‘ヽヽ

‘‘‘方
‘ ‘ ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

~II 
道孝忠＝＝道

積‘＊興

出＊天芝 5典＊
衛 6保山爺 蒻4
［昌定 後曾

塁` 冒闘圭
す［

*

1

東

城

浅

野

家

は

郷

田

氏

で

あ

り

、

姓

は

紀

氏

で

あ

る

。

*

2

や

す

姫

｛

錦

小

路

頼

理

3
-
Hぷ
成

、

頼

易

Lll
一

辻

妹

。

丹

波

家

医

道

。

*
3
道
博

~

宮
川
藩
堀
田
正
穀
の
庶
子
真
野
亮
之
助

。

寛
政
八
年
1
79
6
生
ま
れ
、
文
化

十

一

年

養

子

、

文

化

十

二

年

相

続

、

万

延

元

年

五

月

没

六

十

六

オ

（

実

六

十

八

オ

）

。

初

め

高

博

、

字

子

升

、

の

ち

道

博

・

子

厚

、

嘉

永

元

年

隠

居

、

法

名

澄

源

院

。

嘉

永

三

年

よ

り

六

丁

目

屋

敷

に

住

む

。

*

4

道

興

二

高

平

の

長

男

。

文

化

十

二

年

1
8
1
5
生

ま

れ

、

嘉

永

元

年

舟

五

歳

の

時

相

続

。

大

炊

・

豊

後

を

名

乗

り

元

治

元

年

改

名

し

て

河

内

を

名

乗

る

。

*

5

忠

二

家

老

上

田

家

上

田

安

節

長

女

、

文

政

元

年

1
8
1
8
生

。

’
安

政

四

年

結

納

、

同

十

一

月

輿

入

、

村

上

家

乗

に

て

御

宇

衛

様

と

呼

ば

れ

る

。

*

6

道

積

こ

道

博

公

妾

腹

、

文

政

元

年

1
8
1
8
生

、

万

延

元

年

八

月

1
8
6
0
没

四

十

三

オ

。

法

名

建

仁

院

。

字

君

修

。

出

衛

様

と

呼

ば

れ

る

。

家

老

屋

敷

北

部

屋

に

住

む

。

*

7

守

之

進

｛

慶

応

二

年

十

二

歳

の

時

並

寄

合

関

家

方

養

子

。

浅

野

懲

績

六

男

。

*

A

於

霜

二

嘉

永

四

年

生

、

嘉

永

六

年

七

月

死

去

、

母

女

中

0
老

女

並

た

っ

*
B
於
時
~
嘉
永
六
年
六
丁
目
に
お
い
て
生
、
幼
名
於
留
、
同
年
改
名
し
て
於
磯
、
嘉

永

七

年

改

名

し

て

於

時

、

安

政

二

年

死

去

芳

雲

詠

感

大

童

女

、

母

老

女

並

た

っ

*

C

市

松

；

旧

名

舎

人

、

嘉

永

七

年

生

、

安

政

三

年

三

月

死

去

耕

雲

種

月

禅

童

子

、

母

老

女

並

た

っ

（
以
前
の
資
料
を
改
め、

新
会
員
の
為
再
掲
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

未
だ
間
違
い
が
有
る
と
思
い
ま
す
。
発
見
の
際
は
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。

太

字

は

嘉

永

六

年

当

時

存

命

者

網

掛

文

字

は

家

乗

で

の

呼

び

名

ー

愛

子

、

芝

山

国

典

へ

嫁

、

弘

化

元

年

没

1
1
久

子

、

芝

山

国

豊

次

女

、

三

原

浅

野

（

忠

敬

）

に

嫁

す

ー

他

；

於

義

・

於

霜

．

於

時

・

市

松

・

助

七

・

又

吉

?

*

A

*

B

*

C

*

D

*

E

 

1
1守
之

進

＊

7

於

千

代

？

於

文

＊

F

於

虎

＊

G

於

噴

？

・

於

房

＊

H

於

卓

＊

ー

於

常

＊

J

釧

之

進

＊

K

於

栄

＊

L

於

捨

＊

M

於

品

＊

N

安

政

二

年

生

、

安

政

四

年

死

去

、

寒

霜

露

月

禅

童

子

、

母

老

母

は

老

女

並

*

D

助

七

ぶ

旧

名

太

吉

、

女

並

た

っ

*

E

又

吉

ょ

安

政

四

年

五

月

生

、

安

政

六

年

死

去

、

桃

岳

清

林

禅

童

子

*

F

於

文

：

弘

化

四

年

四

月

生

、

同

年

八

月

死

去

。

清

輪

智

光

禅

核

女

。

か

ね

。

*

G

於

虎

」

嘉

永

二

年

生

ま

れ

、

嘉

永

四

年

十

月

死

去

、

玉

林

露

光

禅

公

女

*

H

於

房

言

功

名

於

咲

、

嘉

永

五

年

生

、

嘉

永

六

年

八

月

死

去

、

玉

露

暁

夢

禅

核

女

。

母

は

御

側

女

中

志

津

*

I

於

卓

こ

旧

名

於

信

、

嘉

永

七

年

生

、

安

政

三

年

五

月

死

去

、

旭

山

嘩

光

禅

核

女

。

・

母

は

女

中

ち

か

*
J
於
常
~
安
政
元
年
五
月
生
、
同
年
六
月
死
去
嶺
光
幻
雲
禅
核
女
、
母
志
津

*

K

飢

之

進

：

安

政

二

年

六

月

生

、

安

政

三

年

五

月

没

紹

庵

慧

苗

禅

核

子

、

母

は

御

側

女

中

志

津

*

L

於

栄

よ

女

政

四

年

生

ま

れ

、

安

政

五

年

四

月

死

去

、

瑚

漣

妙

容

禅

核

女

、

母

志

津

*

M

於

捨

よ

女

政

五

年

五

月

生

、

同

年

七

月

死

去

、

秋

岳

幻

錦

禅

孜

女

、

母

志

津

*

N

於

品

ニ

カ

延

元

年

閏

三

月

生

、

同

五

月

死

去

、

荷

香

妙

薫

禅

核

女

、

母

志

津

し於 親

て 0 族

夭等 関

逝の II I 係

幼
養 実 婚

の

名
子 子 姻

見

は
関

方

幼
係

＜ 

, ― 



③ 痘癒（天然痘）関係年表

和暦

天平9

寛政2

寛政8

文化11

文政6

文政7

嘉永2

西暦

737 

1790 

1796 

1814 

1823 

1824 

1849 

◎
六
月
二
日

②
渡
部
卓
爾
：
・
家
老
東
城
浅
野
家

土
安
政
二
年
九
月
ご
ろ
に
「
廉
之

助
」
と
改
名
。

鼻

贔

：

「
天
然
痘
」
に
同
じ
。
「天

然
痘
」
は
、
平
成
十

一
年
(
-
九
九

九
）
に
廃
止
さ
れ
た
伝
染
病
予
防

嘉永3

嘉永4

嘉永5

安政5

文久元

明治元

明治7

明治9

明治42

嘩 fJ51 

昭和55

1850 

1851 

1852 

1858 

1861 

1868 

1874 

1876 

1909 

1976 

1980 

事項（ゴシック体は広島藩記事）

痘が西日本で大流
原4兄弟はじめ 2 
虹藩医・緒ガ尋
を成功させる。
医師ジェンナー、 ；
を実嵐 1798年|

<
疇し、日本人に接種したが失敗
中川五郎治、ロシアから持ち帰った牛痘田
を蝦夷の松前で田中正右衛門の娘に施し、
したが、秘術としたため、普及せず。
3/ 顧、漢方医の政治工作で蘭方医の登
用を禁止。5/20広島でも蘭方医の藩医への
登用
可―佐賀藩医楢林宗建、蘭商館医モーニッ
ケがバタヴィアから持参した牛痘苗を3人
の子に接種して1人が善殴牛痘苗による
こ初めて成功3
30長野秋甫が佐渡への帰国途次に広
語員幸庵宅に立寄り、牛痘苗を幸庵の

子に接種して成功。10/10その苗を頒けら
れた三宅春齢ら蘭方医が自分の子供に施
術して成功し、 2か月で161人に施術する
も、漢方医の働きで町奉行が禁令発布。春
齢らは苗を横側などに秘蔵。
10/16 日野鼎哉、京都に除痘館開設3
11/7緒方洪庵ら、大坂に除痘餌――--
2／ 山県郡有田村の児玉；荊竜・有
郷里で種痘接種し成功するも、他
ら非難され、高田郡本村などで普
余りで山県・高田両郡で数千人に
2/12 森岡左代 11/4 村上幾三
村上彦右衛門が種痘接種。
広島で2,OOO余人に種痘を施し、
1万人に及び、ことごとく効を奏
5/7 伊東玄朴ら江戸の蘭方医80
に「お玉ヶ池種痘所」を開設。
種痘所を 1西洋医学所」と改称し

塁瓢官を畠雷琵
中出張所を復活し、生後75日よし
者に接種を受けさせる。
12/ 1種痘規則」制定種痘医を
し、椰登済み人数を報告するようド,,ツ～゜
5ハ種痘規則」を改正、 1種痘医規則」と 1天
然痘予防規則」を制定）生後70日から1歳

う強制。
日の実施、

市町村の定期種痘実施義務などを定める。

予防接種法改正3 日本の種痘廃止。

WHO/ 
した）

嘉
永
六
年
「
村
上
家
乗
」
参
考
資
料
（
令
和
6
.
6
.
1
)
1
4

◎
五
月
廿
八
日

①
隆
玄
院
：
東
城
浅
野
家
当
主
浅
野
道
興
の
実
母
。

〇

（
嘉
永
四
年
十
二
月
九
日
）
「
御
産
母
岩
尾
義
、
今
日
短
髪
、
隆
玄
院
与
改
候
由
也

「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
八
（
嘉
氷
四
年
）

肝n漢三才図会』の「痘
痕（みっちゃ）」（《令和5
年度第3回収蔵文書の
紹介展》「 県立文書館の
「医」と「薬」資料から）

法
で
定
め
ら
れ
て
い
た
、
法
定
伝
染
病
の
一
っ
。
病
原
体
は
痘
癒
ウ
ィ
ル
ス
。
高
熱
と
と
も

に
赤
い
発
疹
が
出
て
膿
疱

（の
う
ほ
う
）
と
な
り
、
後
に
癒
痕
（
は
ん
こ
ん
）

化
し
て
あ
ば

た
と
な
る
。
種
痘
に
よ
る
予
防
率
は
き
わ
め
て
高
い
。

W
H
o
（世
界
保
健
機
構
）
に
よ
っ

て
一
九
七
九
年
に
根
絶
が
宣
言
さ
れ
た
。

霞

「
村
上
家
乗
」
の
種
痘
記
事
：
・
「
村
上
家
乗
」
に
種
痘
（
牛
痘
）
の
記
事
が
現
れ
る
の
は
、

彦
右
衛
門
の
姪
で
あ
る
森
岡
左
代
（
嘉
永
三
年
九
月
十
八
日
生
）
が
接
種
し
た
嘉
永
四
年
ニ

月
十
二
日
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
蘭
方
医
に
対
す
る
逆
風
の
中
、
そ
の
献
身
的
な
働
き
で
広
島

に
種
痘
が
伝
わ
っ
て

一
年
半
後
の
こ
と
で
、
十

一
月
に
は
村
上
幾
三
郎
、
そ
し
て
彦
右
衛
門

自
身
も
「
慈
君
」
に
勧
め
ら
れ
て
接
種
し
た
。
彦
右
衛
門
は
進
取
の
気
風
に
富
ん
で
い
る
？

「
（
嘉
氷
四
年
二
月
頭
書
）
十
二
日
、
近
来
引
痘
術
梢
行
れ
、
此
御
多
門
内
彼
是
致
種
痘
候
由

二
而
、
森
岡
二
も
お
左
代
今
日
方
致
種
痘
候
由
也
、
主
水
様
御
医
師
三
宅
春
齢
施
術
候
也
、

春
齢
専
此
術
を
行
候
由
、
誠
良
法
也

〇
（
嘉
氷
四
年
六
月
廿
五
日
）
「
於
虎
殿
今
日
方

御
引
痘
被
成、

三
宅
養
春
老
•

井
沢
寿
体
御
種
申

上
候
由
也

0
（十

一
月
廿
日
）
「
今
朝
三
宅
春
齢
方
へ
幾
三

郎
遣
し
、
引
痘
致
し
貰
て
帰
ル
、
左
右
之
手
腕
肩

臀
之
間
へ
六
七
点
許
ツ
ヽ
種
を
入
候
趣
二
見
ゆ

る
也
、
田
中
栄
作
井
二
久
保
万
治
妻
た
け
を
頼
、

付
遣
ス
、
尤
下
女
を
も
遣
ス
也
、
丸
薬
五
粒
恵
、

外
二
服
薬
者
無
之
也

0
(
+
―
月
廿
四
日
）
「
今
午
後
三
宅
春
齢
幾
三

郎
来
診
、
痘
も
種
々
数
不
残
起
張
い
た
し
、
殊
之

外
順
症
之
趣
申
候
由
也、

酒
ヲ
出
ス
也

0
（十

一
月
廿
六
日
）
「
三
宅
春
齢
幾
三
郎
来
診
、

痘
殊
外
順
症
之
由
申
、
佐
々
木
彦
蔵
殿
息
を
連
来
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り
、
痘
種
を
移
ス
也
、
予
も
慈
君
御
勧
被
成
候
二
付
、
両
手
腎
腕
へ
試
二
種
を
刺
も
ろ
ふ
、

二
十
五
顆
刺
く
れ
る
也

0
（
十
二
月
四
日
）
「
予
接
痘
此
間
内
之
様
子
二
而
者
次
第
二
潅
水
致
し
、
潅
膿
と
も
可
成
宥
子

二
有
之
候
処
、

一
昨
日
あ
た
り
方
只
様
勢
減
し
、
潅
膿
二
不
至
し
而
痴
（
か
さ
ぶ
た
）
を
結
ふ

也
、
尤
結
痴
之
処
二
而
者
全
真
痘
之
如
く
相
見
ゆ
る
也

0
（十
二
月
五
日
）

三
宅
春
齢
来
診
、
幾
三
郎
愈
宜
敷
旨
申
也
、
予
か
痘
も
結
痴

□色
合
何
分

真
痘
二
相
違
無
之
由
申
也
「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
八
（
嘉
永
四
年
）

④
小
暑
節
：・
二
十
四
節
季
の

一。

陰
暦
の
六
月
の
節
で
、

二
0
二
四
年
は
七
月
六
日
。

◎
六
月
三
日

⑤
益
之
丞
後
妻
：
益
之
丞
の
最
初
の
妻
は
痢
病
の
た
め
死
産
し
、
嘉
永
三
年
六
月
二
十
五
日
に

死
去
し
た
（
男
子
二
人
、
女
子

一
人
あ
り
）
。
そ
の
約
三
か
月
後
に
広
島
藩
士
有
浦
多
喜
登
の

娘
と
再
婚
し
た
が
嘉
永
六
年
六
月
に
離
縁
。
さ
ら
に
同
年
九
月
に
広
島
藩
士
徳
永
登
妹
と
再

皐
る
が
、
こ
れ
も
翌
年
七
月
に
離
縁
、
九
月
に
広
島
藩
士
中
江
保
登
妹
と
再
婚
し
た
。

〇
（
嘉
氷
三
年
六
月
四
日
）
「
佐
藤
益
之
丞
妻
先
達
而
以
来
痢
病
二
而
難
義
之
処
、
今
朝
安
産
二

相
成
、
女
子
出
生
、
尤
小
児
者
直
二
死
去
之
由
也
、
使
を
以
見
舞
申
遣
ス

0
（
廿
四
日
）
「
佐
藤
益
之
丞
内
室
不
快
兎
角
不
相
勝
由
二
付
、
夕
方
訪
之
、
何
分
気
遣
敷
趣
也

0
（
廿
五
日
）
「
夕
方
佐
藤
病
人
不
出
来
之
由
為
知
来
、
早
速
訪
之
、
先
刻
絶
績
之
由
気
毒
至
極

之
事
也
、
直
二
相
詰
、
何
角
見
合
、
入
夜
帰
ル
、
葬
送
今
晩
五
ツ
時
二
付
出
棺
之
節
卒
与
参
、

見
送
ル
也
、
寺
興
禅
寺
へ
千
代
吉
代
参
遣
ス
也

，’

0
（
九
月
廿
日
）
「
佐
藤
方
後
妻
（
有
浦
多
喜
登
の
娘
）
夜
前
引
越
、
婚
姻
も
整
候
由
、
出
掛
歓

二
参
也

〇
（
嘉
氷
六
年
六
月
三
日
）
佐
藤
与
三
右
衛
門
倅
益
之
丞
後
妻
不
応
家
風
、
有
浦
多
喜
登
方
江

被
差
戻
、
双
方
｛
季
内
共
義
絶
之
由
也
、

0
（
九
月
廿
八
日
）
佐
藤
与
三
右
衛
門
倅
益
之
丞
後
妻
二
徳
永
登
殿
妹
縁
組
之
義
、
願
之
通
被

仰
出
候
段
為
知
来
、
使
を
以
歓
申
遣
ス
也
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〇
（
嘉
氷
七
年
七
月
廿
九
日
）
「
佐
藤
益
之
丞
妻
不
応
家
風
及
離
縁
、
徳
永
登
殿
方
差
戻
候
由
一

昨

日

与

三

右

衛

門

方

達

し

有

之

趣

二

付

夕

方

為

見

舞

行

句

5
6

3

 

0
（
閏
七
月
廿
九
日
）
佐
藤
益
之
丞
後
妻
先
達
而
離
縁
之
処
、
尚
又
此
度
中
江
保
登
殿
妹
を
縁
0
(
O
O

組
之
貪
尤
回
縁
之
事
二
も
有
之
、
先
真
之
逗
留
と
し
て
去
廿
二
日
夜
引
受
、
婚
姻
者
追
而
⑳
¢,0
 

知

相
調
筈
之
由
也

臨

0
（
九
月
六
日
）
佐
藤
与
三
右
衛
門
倅
益
之
丞
後
妻
二
御
奥
詰
中
江
保
登
殿
妹
縁
組
、
願
之
通
5

昨

日

被

仰

出

候

由

昨

日

為

知

有

之

、

今

朝

歓

使

遣

ス

也

虚

・
「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
七
・
十
・
十

一
（
嘉
永
三
・
六
・
七
年
）
ト伺

⑥

召
蓼
量
ユ

…

大

⑦
義
絶
全
ぜ
つ
）

…
③
近
世
、
親
族
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
。
久
離
（
き
ゅ
う
り
）
、
勘
当
（
か
＂

ん
ど
う
）
が
と
も
に
目
上
の
者
が
目
下
の
者
と
の
関
係
を
絶
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
登

義
絶
は
同
等
の
親
族
間
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
近
世
後
期
に
は
、
久
離
、
勘
当
と
浦

混
同
し
て
用
い
ら
れ
た
。

“

◎
六
月
六
日
…

⑧
万
之
進
方
園
圃
：
森
岡
万
之
進
は
嘉
永
五
年
閏
二
月
に
御
側
詰
、
周
防
様
付
き
に
役
替
え
と

な
り
、
白
神
六
丁
目
の
下
屋
敷
御
多
門
へ
引
っ
越
し
た
の
を
契
機
に
、
家
計
の
足
し
と
す
る

た
め
付
近
の
畠
を
購
入
し
た
が
、
病
弱
の
上
、
勤
務
と
の
両
立
は
困
難
で
、
安
政
三
年
十
月

に
売
却
し
た
。

〇
（
嘉
氷
五
年
閏
二
月
朔
日
）
「
今
日
森
岡
万
之
進
御
用
召
、
御
側
詰
、
周
防
様
御
附
被
仰
付
也
、

早
速
為
普
為
聴
来
、
此
方
方
も
夕
方
為
歓
行
、

0
（三
月
廿
日
）
「
森
岡
遷
徒
千
代
吉
遣
ス
、
万
之
進
為
暇
乞
来

0
（
十
月
十
五
日
）
「
朝
森
岡
万
之
進
来
、
同
人
義
世
帯
向
兎
角
逼
迫
、
余
力
事
等
も
碇
得
不
致
、

只
今
之
通
二
而
者
先
々
取
続
之
処
も
無
心
元
候
二
付
、
養
生
方
畑
作
を
始
試
度
兼
而
之
心
組
―
―

候
処
、
此
節
五
畝
払
物
六
丁
目
新
田
二
有
之
、
直
金
四
両
三
歩
二
而
手
二
入
候
二
付
、
何
卒

買
入
度
旨
内
談
二
参
候
二
付
、
至
極
可
然
存
候
旨
答
置
、
尤
差
向
代
金
者
予
才
覚
致
遣
候
筈

也



0
（
廿
一
日
）
「
夜
万
之
進
来
、
畠
弥
買
切
候
由
申
也

〇
（
嘉
氷
六
年
六
月
六
日
）
「
万
之
進
方
園
圃
手
入
候
由
二
付
、
早
朝
方
千
代
吉
を
助
情
二
遣
ス
、

0
（
安
政
三
年
十
月
晦
日
）
「
朝
万
之
進
来
、
同
方
内
職
之
畠
兎
角
手
二
不
引
合
二
付
、
望
人
有

之
泊
却
い
た
し
候
由
申
也「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
九
・
十
・
士
二
（
嘉
永
五
・
六
・
安
政
三
年）

⑨
助
情
（
じ
ょ
せ
い
）
…
「
助
勢
」
（
じ
ょ
せ
い
）
と
同
じ
。
辞
書
に
は
な
い
が
、
広
島
で
は
よ

く
使
わ
れ
る
。

助
勢
：
手
助
け
し
、
力
を
添
え
る
こ
と
。
助
力
。
加
勢
。
す
け
だ
ち
。

◎
六
月
七
日

⑩
福
山
直
右
衛
門
殿
方
差
縫
：
参
考
資
料
8
（
令
和
5
年
1
2
月
）
⑳
の
「
大
蔵
一
件
」
と
同
じ
。

⑪
（
水
谷
）
ち
せ
：
｛
登
七
上
田
家
士
水
谷
又
左
衛
門
（
彦
右
衛
門
の
伯
父
）
三
女
。
相
手
の
南

部
要
人
は
家
老
上
田
家
士
で
、
同
家
の
弓
術
師
範
3

こ
の
縁
組
は
嘉
永
四
年
四
月
に
は
決
ま

っ
て
お
り
（
⑦
）
、
ち
せ
は
嘉
氷
六
年
十
月
に
男
子
を
出
産
し
て
い
る
の
で
（
⑰
）
、
縁
組
届

よ
り
も
早
く
南
部
家
へ
移
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

農
（
嘉
氷
四
年
四
月
廿
四
日
）
「
…
水
谷
へ
見
舞
お
ち
せ
南
部
寿
太
方
へ
内
靡
済

一

通
り
之
出
会
も
有
之
候
由
也
「
村
上
家
乗
」
続
編
巻
八
（
嘉
永
四
年
）

應
同
（
嘉
永
六
年
五
月
）
廿
三
日

覚

一
私
末
女
南
部
要
人
後
妻
縁
組
仕
度
旨
所
望
申
候
付
、
遣
申
度
奉
存
候
、
此
段
奉
願
候
、
相
叶

候
様
宜
奉
頼
候
、
以
上

五

月

廿

三

日

水

谷

又

左

衛

門

木
野

一
馬
様
三
原
市
教
育
委
員
会
所
蔵
上
田
家
文
書
「
御
用
向
日
記
」
（
嘉
氷
六
年
五
月
）

喜
（
嘉
氷
六
年
十
月
）
九
日

一
南
部
要
人
妻
今
嗅
安
産
男
子
出
生
之
由
、
一
馬
方
達
有
之
、
喜
和
馬
ヲ
以
申
上
置

三
原
市
教
育
委
員
会
所
蔵
上
田
家
文
書
「
御
用
向
日
記
」
（
嘉
永
六
年
十
月
）

ヽ

及
埓 斗昂森

~I~ 

◎
六
月
八
日

⑫
（
そ
も
そ
も
）
：
•
[
名
琶
は
じ
め
、
お
こ
り
。

⑬
左
右
：
⑤
（
S
す
る
）
態
度
を
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と
。
そ
の
場
そ
の
場
で
こ
と
ば
を
変
え

る
こ
と
。
言
い
の
が
れ
す
る
こ
と
。

⑭
モ
ン
チ
ャ
ク
（
悶
着
）
…
（
「
も
ん
じ
ゃ
く
」
と
も
）
②
（
S
す
る
）
互
い
の
意
見
や
感
情
な

ど
が
乱
れ
も
つ
れ
て
争
う
こ
と
。
も
め
ご
と
。
い
さ
か
い
。

⑮
南
御
屋
敷
：

＼ 
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夫
人

⑱吃泣宍戸家系図

親
夫
人 ⑱

 
官ト
甲ミ

淡
野
長
恐
二
女

文
政
元
、
一
0
生

天
保
七
、
七
‘
―
二
没

嘉

正

重

安

二

代液
野
倫
恭
男

知
即
嶺
｀
一
生

文
政
四
‘
1
0
、
二
0
承

安
政
三
、
七
、
一
没

夫
人

編
次
郎
倍 忠

重；；

没
野

忠
夫
人

宍
戸
親
基
夫
人
（
離
）

浅
野
這
興
夫
人

上
田
家
系
図

ヒ
田
安
世
f
節
界
父
）

六
男
、
マ
、
内
記
、
主

芙
叫
‘

毛
利
就
任
養
女

樟
園
賞
縄
女

文
政
五
、
九
、
四
浅

二
條
虹
齋
女

変
應
二
‘
-

i
、
四
没

朝
天安主

堡杢吐
---: JC 
‘筑
八六前、、

迄

冗

證

請
J
i
遵

9
九
生

炭
應
三
‘
―
二
、
二
七
浚

（
山
口
藩
家
老

仁シ
ノ~ヽシ

一
万
五

0
0
0石
）

戸ド

逹多

彦苫

（

男

爵

）

朝

東
坊
城
聡
長
四
女

天
保
l

―
｀
六
、
六
生

人
正
―
二
、
九
、
一
汝

タ
ダ
上
田
安
節
長
女

交

忠

姦

九

、

五

生

（雌）

親
基
請
‘
ー
ロ
バ
渭
謬
一
四
浚

⑯
昨
年
御
出
生
之
御
子
様
：
．
嘉
永
五
年
五
月
四
日
に
、
国
元
で
、
広
島
藩
主
浅
野
斉
粛
の
女
子

と
し
て
「
於
兼
殿
」
が
誕
生
し
た
。
母
親
は
御
側
女
中
の
多
茂
（
京
都
で
皇
室
や
将
軍
家
、

諸
大
名
な
ど
の
呉
服
御
用
を
勤
め
る
呉
服
所
の
朝
尾
彦
三
の
三
女）
。
嘉
永
六
年
六
月
六
日
に

広
島
城
内
南
屋
敷
で
死
去
し
、
国
泰
寺
に
葬
ら
れ
た
。

◎
六
月
十
一
日

⑰
藤
川
広
ニ
・
：
藤
川
毎
登
次
男
。
安
政
二
年
四
月
S
十
月
に
乙
次
郎
と
改
名
。

◎
六
月
十
二
日

⑱
萩
宍
戸
家
：
山
口
藩
家
老
家
。

◎五月廿六日 （補遺）

⑲ 

波木井昇斎はきいしょうさい

1808年（文化5)~1863年（文久3)7.1 

木彫家甲斐国（山梨県）に生まれ、江戸に出て

彫刻の技術を身につけ、その後各地を訪ねていた

が、広島藩主の命令で広島に住むようになった。号

を五峯、簑夫といい、木彫を得意とし、宮島をたび

たび訪ね、宮島に木彫技術を伝えた人といわれてい

る。木地師によって作られた盆に、昇斎の技術をう

けついで、厳島神社と大鳥居を彫り込んだものは、

宮島の代表的な木工品となっている。また彼は木彫

技術の伝承に力を注ぎ、 1877年（明治10)第1回内

国勧業博覧会で入賞した小川良平（号米斎）ら、多

数の彫刻師を養成している。

（岡崎環）

『広島県大百科事典』下（中国新聞社）

⑱

東

城

浅

野

家

系

図

孫
左
衛
門
高
勝
ニ
ー
代

堀
田
（
宮
川
）
正
鯰
一
男
、

高
博
、
駿
河

博

寛

政

八

‘

1
0
、
一

一
生

文
化

ー
ニ
、
八
、
一
五
承

冗
永
元
・
八
、
一
七
隠

拭
延
元
、
五
、
二
0
浚

ヒ

ロ

宮

沢

紐

交

寛

姫

嵩

辻

祗

長

女

嘉
永
三
、
五
、

ニ
ニ
没

逍

久

子

芝

山

國

翌

二

女

浅
野
忠
敬
夫
人

‘
 
,
 
... 
...
 
'
 ．、，

9
.
 

閑
、
篤

愛
子
倉
橋
泰
聴
夫
人
（
離
）

芝
山
國
典
夫
人

⑱『平成新修旧華族家系大成』

（社団法人霞会館、吉川弘文館）

道

積

文

政

元

、

七

、

二
丑
生

拭
延
元
、
八
、
二
八
没

雰
．
松

芝
山
國
典
夫
人

タ
ダ
上
田
安
節
長
女

交

忠

文

政

元

、

七

、

二

四

生

明
治
四
五
、
五
、

一
没

道

液
野
嵩
平
長
男
、
勅
典

大
炊
、
豊
後
、
河
内

興
文
化
―
二
、
四
、
一
七
生

嘉
永
元
、
八、

一
七
承

明
治
二
、
七
隠

明
治

一
七
、
三
、
九
没

没
野
想
綬
六
男

道
敏
、
貴
族
院
議
員

ォ
夫
安
政
二
、

こ

一
‘
―
二
生

明
治
二
、
七
承

昭
和
一

三、

五
、
二
三
液

夫

人

ミ

ッ
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昭文東光
相久l刹
ーニ基
二‘敬
一六
て二女

、エー
．＝一
没生

交

亀

浅
野
慾
昭
三
女

安
政
六
、
正
生

明
治
八
、
八
、
二
四
離
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『
二
日
◇
小
暑
節

暴

〇
朔
日
、
甲
戌
、
晴
、
向
暑
甚
、
「
当
月
予
月
番
受
也
、

「
例
時
出
勤
、
九
半
時
退

0
二
日
、
乙
亥
、
晴
向
暑
厳
酷
、
浮
干
暑
中
、
「
朝
為
伺
御
機

嫌
罷
出
、
「
午
時
渡
辺
雅
登
入
来
、
暮
前
迄
習
書
、
「
渡
部
卓
爾
娘
此
間

方
痘
痛
之
処
今
朝
致
死
去
候
由
、
夜
悔
使
遣
ス
、
石
井
へ
も
同
断

0
三
日
、
丙
子
、
朝
曇
後
晴
、
向
暑
益
甚
、
「
朝
素
読
所
へ

出
席
、
直
二
出
勤
、
九
半
時
退
「
佐
藤
与
三
右
衛
門
倅
益
之
丞
後
妻
不

応
家
風
、
有
浦
多
喜
登
方
江
被
羞
戻
、
双
方
家
内
共
義
絶
之
由
也
、
甚
気
毒

之
事
共
、
如
何
之
趣
意
哉
、
委
細
二
話
も
無
之
候
得
共
、
何
そ
双
方
気
違
事
共

出
来
候
敗
之
様
二
相
聞
候
也

0
四
日
、
丁
丑
、
朝
曇
後
晴
、
炎
熱
、
「
朝
佐
藤
与
三
右
衛
門
殿
へ

昨
日
嫁
離
縁
之
見
舞
二
行
、
石
井
病
人
を
訪
、
「
例
時
出
勤
、
九
半
時
頃

退
0
五
日
、
戊
寅
朝
曇
後
晴
、
炎
熱
如
熾
、
夕
遠
雷
「
朝
伺

御
機
嫌
罷
出
ル
、
「
午
後
方
堀
尾
眠
石
老
入
来
、
夕
迄
囲
基
、
岩
崎
常
介
も

申
遣
来
、
夕
有
合
之
酒
を
出
ス

0
六
日
、
己
卯
、
朝
曇
後
晴
炎
熱
如
昨
、
大
暑
中
も
不
過
之
、

夕
遠
雷
、
「
今
日
方
御
役
所
早
出
二
付
朝
五
時
前
出
勤
、
四
時
過
退
、

「
万
之
進
方
園
圃
手
入
候
由
二
付
、
早
朝
方
千
代
吉
を
助
情
二
遣
ス
、
「
夕
宅
二
而

支
配
下
御
用
有
之
、
由
良
保
人

・
野
口
半
助
両
人
也
、
「
夜
長
喜
三
太
来
ル

0
七
日
、
庚
辰
晴
、
炎
熱
益
甚
、
「
早
朝
素
読
所
会
読
へ

出
席
、
夫
方
直
二
出
勤
、
四
時
過
退
、
「
西
向
寺
江
千
代
吉
為
参
、
「
夜
中

水
谷
君
御
出
、
御
話
被
成
、
酒
を
出
ス
、
福
田
直
右
衛
門
殿
方
差
縫
駆
合
方
之

（

術

力

）之
義
二
付
福
山
市
之
進
方
木
野

一
馬
井
予
等
会
談
致
度
由
申
聞

候
二
付
、
明
夕
来
呉
候
様
二
与
御
噂
也
、
井
同
方
三
女
お
ち
せ
南
部
要
人

妻
二
縁
組
之
義
先
達
而
願
出
候
処
、
願
之
通
此
間
被
仰
出
候
由
も

御
咄
被
成
也

0
八
日
、
辛
巳
、
晴
、
炎
威
益
猛
、
尤
暁
来
有
清
風
、
朝
之
内

涼
、
「
夕
西
北
雷
鳴
「
朝
為
伺
御
機
嫌
罷
出
、
「
夕
方
木
野
へ
見
舞
、

酒
出
ル
、
夫
方
直
二
水
谷
江
一
馬
同
伴
参
ル
、
福
山
市
之
進
会
、
兼
而
之

通
福
田
猶
右
衛
門
殿
方
此
余
駆
合
振
之
義
二
付
彼
是
有
相
談
、

約
ル
処
、
抑
以
来
内
田
織
馬
殿
通
り
種
々
駆
引
も
有
之
候
得
共
、
兎

六

月

大

p
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「
十
二
日

主
水
様
様
御
用
部

屋
頭
取
役
中
村

淳
介
、
去
月
下
旬

御
用
向
二
而
長
州
萩

宍
戸
家
へ
御
使
二
参
、

先
方
二
而
病
死
之
由
、

先
達
而
承
候
処
、
右

者
畢
寛
何
事
敗

少
之
差
縫
事
有

之
、
御
文
通
二
而
御
挨
拶

難
相
済
二
付
、
同
人

為
御
挨
拶
被
差
向
候

処
、
同
所
到
着
間
も

な
く
、
御
用
向
も
い
ま
た

｝
＇
相
調
し
て
自
滅

い
た
し
、
甚
以
鄭
怯

千
万
之
挙
動
之
由

風
説
也
、
尤
供
二
参

候
足
軽
何
某
与
申
者

功
者
之
仁
二
而
‘
少
も
変

死
之
状
を
不
洩
、
矢

庭
二
病
気
之
建
り

ニ
し
て
連
帰
り
候
由
、

自
滅
者
至
而
手
際

之
事
二
而
‘
白
昼
な
か

ら
次
之
間
二
而
不
知

程
之
事
二
有
之
し

i也

御手数ですが、嘉永六年家乗参考資料の通算頁数を下記の

ように訂正方お願いします

令和6年2月参考資料（令和6年 1月9日）9 

→ （令和6年2月24日）10
令和6年3月参考資料 11 33~34頁 → 
令和6年4月参考資料 12 23~26頁 → 
令和6年5月参考資料 13 23~24頁 → 

27~32頁

49~54頁

55~56頁

57~60頁

61~62頁

角
事
を
左
右
二
寄
而
日
を
送
り
候
而
已
二
而
‘
何
こ
そ
碇
与
趣
音
牢
斗
候

返
答
振
も
不
相
聞
、
始
終
言
語
転
変
、
全
俗
二
所
謂
モ
ン
チ
ヤ
ク
ニ

有
之
候
間
、
此
上
者
市
之
進
直
右
衛
門
殿
方
江
参
、
有
無
之
返
答
を
承
、

自
然
も
長
者
敷
返
答
有
之
候
へ
者
論
も
無
之
、
若
弥
張
下
地
之
通

離
縁
承
引
無
之
与
之
事
二
候
へ
者
‘
何
二
依
て
承
引
難
出
来
与
申
処

を
承
り
、
其
答
振
を
以
水
谷
之
方
者
申
出
を
被
成
、
余
者
上
之
御
捌
二

任
せ
候
之
外
者
有
之
間
布
与
申
事
二
相
決
、
早
々
市
之
進
廿
日
市
之
方
へ

被
参
候
筈
二
相
成
也
、
跡
二
而
酒
出
、
深
更
帰
ル
、
「
南
御
屋
敷
二
而
昨
年
御
出
生

之
御
子
様
先
達
而
以
来
御
病
気
被
成
御
坐
候
処
、
御
養
生
無
御
叶
、
此
間

御
逝
去
被
成
、
今
晩
国
泰
寺
へ
御
葬
式
有
之
候
由
也

0
九
日
、
壬
午
、
晴
炎
威
如
前
、
有
風
、
朝
涼
、
「
早
朝
出
勤
、
四
時

過
退
「
辻
清
人
入
来
之
由

〇
十
日
、
癸
未
、
晴
、
炎
熱
弥
甚
、
朝
有
清
風
、
「
早
朝
出
勤
、

四
時
過
退

〇
十
一
日
、
甲
甲
、
曇
又
晴
炎
威
甚
終
日
有
風
、
患
心
暑
、

「
置
乗
馬
へ
罷
出
、
喜
へ
も
出
ル
、
「
午
鼓
喜
渡
辺
雅
登
来
、

共
習
書
至
薄
暮
、
「
藤
川
広
次
痘
之
由
、
見
舞
二
千
代
吉
遣
ス
、
軽
痘
之
由
也

〇
十
二
日
、
乙
酉
、
晴
炎
威
強
、
「
早
朝
出
勤
、
四
半
時
退

「
土
屋
平
左
衛
門
母
病
死
之
由
、
此
間
為
知
差
越
候
故
、
昨
日
以
使
悔
申
遣
也
、

「
大
島
五
兵
衛
妻
今
朝
安
産
、
女
子
出
生
之
由
、
夕
使
を
以
歓
申
遣
ス
也

p
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令
和
六
年
六
月
例
会
資
料
（
五
月
分
後
追
い
）

家
乗
嘉
永
六
年
五
月
十
三
日

S
五
月
廿

一
日

一
、
先
月
の
解
読
文
活
字
読
み
の
確
認
点

二
、
指
摘
・
意
見
・
質
問
•
他

①
五
月
十
五
日
「
後
室
」

こ
う
し
つ
【
後
室
】
1

家
の
後
ろ
に
あ
る
部
屋
。
後
房
。
2
身
分
の
高
い
人
の
未
亡
人
。

（
例
会
で
解
説
済
み
）

②

同

廿

一
日
「
仕
癖
」
（
し
く
せ
）
日
本
国
語
大
辞
典

「
癖
」
ヘ
キ
・
く
せ
1
1
1
消
化
不
良
・
腹
の
病
気
2
く
せ

「
僻
」
ヘ
キ
11
1
ひ
が
み
・
よ
こ
し
ま
2
く
せ

「
僻
」
ヘ
キ
・
ヒ
・
ひ
が
む
・
く
せ
・
い
や
し
い
・
さ
け
る

し
な
じ
な
。

③
右
同
日
「
諸
式
」

し
ょ

ー
し
き
【
諸
式
／
諸
色
】
1
必
要
な
い
ろ
い
ろ
の
品
物
。

2
品
物
の
値
段
。
物
価
。
「ー
が
高
く
な
る
」

し
ょ
＇
し
き
【
諸
色
・
諸
式
】
（
名
）
色
々
な
品

。

「
色
」
で
も
「
式
」
で
も
良
い
よ
う
で
す
。

「
ー
万
端
を
調
え
て
待
っ
」

（
大
辞
泉
）

（
明
解
古
語
辞
典
）

④
同
日
「
お
と
り
歩
或
者
先
ン
歩
」
（
「
歩
」
は
利
息
を
表
し
て
い
る
の
で
「
ぶ
」
と
読
む
力
？
）

利
息
先
取
①
天
引
金
銭
の
貸
し
付
け
に
際
し
、
そ
の
利
息
分
を
貸
し
付
け
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
を
「
天
引
」
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、

10
万
円
を
年

1
8
％
の
利
率
で
「
天

引
」
で
1
年
間
借
り
た
と
し
ま
す
。
利
息
は
1
8
,0
0
0

円
で
す
が
、
天
引
き
さ
れ
た
の
で
、

実
際
の
受
領
額
は
8
2
,0
0
0

円
と
な
り
、
1
年
後
に

10
万
円
を
返
済
す
る
約
束
を
し
ま

す
。

天
引
に
つ
い
て
も
利
息
制
限
法
の
適
用
は
あ
り
ま
す
。
実
際
の
受
領
額
8
2
,0
0
0

円

に
つ
き
利
率
の
上
限
は
年
2
0
％
で
す
か
ら
、
利
息
は
年
1
6
,4
0
0

円
と
な
り
、
天
引
額

1
8
,0
0
0

円
は
利
息
制
限
法
に
違
反
し
ま
す
。
・
・
・
・

(
H
P
知
る
ぽ
る
と
）

高
利
（
歩
）
貸
•前
略
・

江
戸
期
・
・
・

多
く
「
元
金
」
か
ら
「
利
息
」
を
差
し
引
い
て
貸

し
渡
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
天
引」

「
天
利
」
「
踊
り
」
の
形
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
「
礼

金

・
筆
墨
料
」
な
ど
の
名
目
で
余
利
を
む
さ
ぼ
る
も
の
さ
え
あ
っ
た
。
「
抵
当
」
の
要
ら

ぬ
簡
便
な
金
融
で
、
生
活
費
に
も
窮
迫
す
る
庶
民
の
要
望
に
は
適
合
し
た
が
、
当
然
暴

利
に
苦
し
む
人
々
も
多
く
生
じ
た
。
そ
の
た
め
、
規
制
の
「
制
令
」
も
幾
多
発
布
さ
れ

た
が
、
そ
の
効
果
は
さ
し
て
な
か
っ
た
ら
し
い
。
・
・
・
後
略
・
（
世
界
大
百
科
事
典
）

右
の
様
に
高
利
貸
し
が
高
利
に
加
え
て
余
利
を
取
る
常
套
手
段
、
天
引

・
踊
り
利
息
の

規
制
も
度
々
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
先
ン
歩
」
は
「
先
の
（
に
）
歩
」
「
先
取
の
利
息
」
で

漢
和
辞
典

漢
和
辞
典

く
ず
し
字
用
例
辞
典

（
例
会
で
解
説
済
み
）

'-.....,' 

あ
り
、
利
息
を
天
引
す
る
事
で
は
な
い
か
と

・
・
・

（
確
証
な
し
。
当
て
推
量
で
す
）

⑤
同
日
「
届
敷
」

悪
し

・
委
し

・
宣
し

・
厳
し

・
珍
し

・
難
し
（
六
ケ
し
）
等
々
シ
ク
活
用
の
形
容
詞
の

語
幹
に
連
な
る
「
敷
」
や
、
「
＼
間
敷
」
（
否
定

・
推
量
の
助
動
詞
「
＼
ま
じ
」
の
連
用

形
「

S
ま
じ
く
」
）
や
、
接
尾
語
「
＼
が
ま
し
い
」
の
「
＼
ケ
間
敷
」
等
は
、
単
に
当
て

字
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
「
届
敷
」
は
ど
う
も
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

「
敷
」
フ
・
し
く
：
あ
ま
ね
く
・
広
げ
る
・
し
き
延
べ
る
•
平
ら
に
広
げ
全
体
に
及

ぼ

す

（

漢

和

辞

典

)

例

[

吉
が
降
り
敷
く

届

け

て

広

く

行

き

渡

ら

せ

る

こ

と

力

？

そ

れ

と

も

．．．．．．．． 

p
61
ー
六
月
八
日
に
「
長
者
敷
」
と
出
て
来
ま
す
。

接
尾
語
し
い
《
文
語
：
し
（
シ
ク
活
用
、
し
く

・
し
く
・
し
・
し
き
・
し
け
れ
）
》
名

詞
、
動
詞
未
然
形
又
は
畳
語
な
ど
に
付
い
て
形
容
詞
を
つ
く
る
。
そ
う
い
う
様
子
で
あ
る
、

そ
う
感
じ
ら
れ
る
と
云
う
意
を
表
す
。
例
こ
祐
詞
「
お
と
な
」
＋
「
し
い
」
1
1
「
お
と

な
し
い
（
し
く
）
」
。
こ
の
伝
で
い
け
ば
「
長
者
（
年
長
者

・
有
徳
の
人
）
の
様
な
」
「
長
者

ら
し
い
」
と
解
釈
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
届
敷
」

も
動
詞
「
届
」

＋
シ
ク
で、

「
行
き
届
く
よ
う
に
」
と
い
う
事
力
？
（
推
測
記
事
ば
か
り
、
済
み
ま
せ
ん
。
）

⑥
五
月
廿
六
日
「
波
木
井
昇
斎
」

1
8
0
8
.
.
.
.
,
.
_
1
8
6
3

江
戸
時
代
後
期
の
彫
刻
家
。

文
化
五
年
生
ま
れ
。
家
は
代
々
甲
斐
身
延
山
の
数
珠
商
。
江
戸
に
出
て
彫
刻
の
技
術
を
お
さ

め
る
。
安
政
三
年
か
ら
広
島
藩
主
の
命
で
広
島
に
住
む
。
木
彫
を
得
意
と
し
宮
島
を
度
々
訪

れ
、
木
彫
技
術
を
伝
え
た
。
文
久
三
年
七
月
一
日
死
去
。
五
十
六
歳
。
号
は
五
峰
。

（
日
本
人
名
大
辞
典
）

三
、
報
告
•
お
知
ら
せ

令

会

員

動

静

退
会
A
4
班
の
田
中
俊
二
さ
ん
が
2
月
例
会
を
以
て
退
会
さ
れ
て
居
り
ま
し
た

令
次
例
会
は
、
七
月
六
日
（
第
一
土
曜
日
）
午
後

一
時
半

於
第
一
・
第
二
研
修
室
で
す
。
第
二
研
修
室
白
板
を
前
と
し
ま
す
。

当
日
の
会
場
当
番
は
、

A
8
班
及
び

B
1
班
で
す
。

八
月
は
、
例
年
の
通
り
夏
休
み
で
す
。

以
後
の
例
会
予
定
日
は
、

九
月
十
四
日
（
第
2
土
曜
日
）
・
十
月
廿
六
日

曜
日
）
・
十
一
月
十
六
日
（
第
3
土
曜
日
）
で
す
。

（
第
4
土

令
来
月
は
席
移
動
月
で
す
。
席
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
班
単
位
で
前
月
よ
り
1
つ

宛
前
に
お
進
み
下
さ
い
。

一
番
前
の
班
は
最
後
列
へ
お
廻
り
く
だ
さ
い
。
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知
新
集
に
よ
る
五
組
新
開
《
文
政
五
年
（
嘉
永
六
年
の

31
年
前
）
頃
》

五
組中
島
組
（
中
島
）
本
町
・
材
木
町

・
天
神
町
・
木
挽
町
・
（
中
島
）
新
町
・
元
柳
町

新
町
組
山
口
町
・
銀
山
町
・
東
引
御
堂
町
・
胡
町
・
堀
川
町
・
斜
屋
（
チ
ギ
ャ
）
町

・

石
見
屋
町
・
橋
本
町
・
京
橋
町
・
新
愛
宕
町
・
東
柳
町

・
稲
荷
町
西
組

・

稲
荷
町
下
組
・
稲
荷
町
中
組
・
稲
荷
町
東
組
・
猿
狼
橋
町

白
神
組
白
神

一
丁
目

S
六
丁
目
・
尾
道
町
・
塩
屋
町
・
紙
屋
町
・
猿
楽
町
・

細
工
町

・
横
町

・
鳥
屋
町

中
通
組
平
田
屋
町

・
播
磨
屋
町
・
革
屋
町
・
西
魚
屋
町

・
中
町
・

袋
町

・
研
屋
町

・

立
町

・
東
魚
屋
町

・
鉄
砲
屋
町

・
新
川
場
町

・
竹
屋
町

・
東
白
島
町

・

西
白
島
町

広
瀬
組
塚
本
町
・
堺

一
丁
目

S
四
丁
目
・
猫
屋
町

・
油
屋
町

・
十
日
市
町

・

西
引
御
堂
町

・
鍛
冶
屋
町
・
新
鍛
冶
屋
町

・
西
土
手
町
・
唐
人
町

・

西
大
工
町
・
寺
町

新
開
国
泰
寺
村
・
六
丁
目
村

・
竹
屋
村
・
段
原
村
・
比
治
村
・
山
崎
新
開

大
黒
村

・
亀
島
新
開
・
皆
実
新
開

・
東
新
開
・
矢
賀
村

・
尾
長
村

古
川
村
・
大
須
村
新
開
・

西
愛
宕
町

・
東
愛
宕
町

・
大
須
賀
村
・
明
星
院
村

白
島
村

・
広
瀬
村
・

空
鞘
町
・

左
官
町

・
天
満
町

・
川
田
村
・
観
音
村

西
地
方
町

・
舟
入
村

・
水
主
町
新
開

・
吉
島
新
開

黄
マ
ー
カ
ー
六
町
は
、
元
は
町
分
（
東
西
愛
宕
町
は
新
町
組
。
空
鞘

・
左
官

・
天
満
・

西
地
方
町
は
広
瀬
組
）
に
属
し
て
い
た
が
、
宝
暦
七
年
新
開
組
に
組
み
替
え
ら
れ
た
。

こ
の
時
代
以
前
に
も
、
以
後
に
も
町
名
が
変
わ
っ
た
所
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

消
え
た
町
名
が
何
処
に
有
っ
た
か
、
探
し
て
み
る
の
も
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も
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一

広
島
市
基
本
計
画
ビ
ジ
ョ
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